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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あははうふふ。

　あら失礼、恋する未み踏とう級きゆう『白き女王』でございます☆

　わたくしは世界でたった一人、あにうえが大好き！　他のものなど何もいりません。あにうえの隣を歩いていけるのであれば、これ以上の幸せはございません。

　あにうえがどれくらい好きかを言葉にする事に意味はないでしょう。

　生あい憎にくと、この星で作られたあらゆる言語体系では、わたくしのこの想おもいを表現する事は不可能だと思うのでございます。

　それくらい好き。

　本来、好きという言葉は軽いものではございません。

　人の一生は短く、思ったようには進まず、様々な問題が立ち塞がって、妥協をしてしまうのかもしれません。自分の摑つかんだ幸せは正しく、これ以上のものは何もないと。ですから人は、自分が選んで作った恋人や夫婦の関係を外から傷つけられると、怒る。それは独占欲から、保護欲から？　いえいえ違います。彼らは皆、恐れているのでございます。選択次第ではもっと上の幸せがあったと、摑つかめるはずだった天上を取り逃がしてしまい永遠に半はん端ぱな位置に留まるしかないという事実を、認める事ができないから。

　大抵の文明において、人が浮うわ気きや不倫を忌避するのは何故なぜ？

　すでに作られた家庭が崩壊する事を恐れているのではございません。今ならまだレールを切り替えられると、もっと上に行けると、そんな可能性を目まの当あたりにしてしまうのが怖いからではなくて？　ひとたびそんな成功例を見てしまったら最後、拙い繫つながりしか持てない人の作った枠組みなど、全世界で同時に破綻してしまうのでは、と。

　ところがわたくしには無縁。

　世界を流れる時間も、自らの行動を束縛する外的要因も、まして世俗諸々の事情なぞ、わたくしの行動を食い止めるには至りません。よってわたくしは好きという言葉をとことんまで追求できる。

　生まれて初めての、たった一つの恋に。

　その成じよう就じゆに、世界の行方すら犠牲にできる。

　そんなわたくしが、至上にして天上の幸せがここにあると言っているのです。

　これ以上の恋が、その恋がもたらす成功と幸福が他にどこへあるのでございましょう。




　……。

　……。

　……。
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　世界は崩れていく。

　だがその原因について、時系列に沿って物事を語っていくだけではかえって混乱してしまうだろう。ここは敢あえてシャッフルしてでも情報を整理した方が理解は早まるものと判断する。

　城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』。

　彼らは常に争い、いがみ合って、互いを殺さつ戮りくするべく行動してきた。




　例えばトイドリーム35へ浸透しようとした『白き女王』の信奉者集団、ガードオブオナー。女王のパレードを支える儀ぎ仗じよう兵へいの名を冠した一件では、城しろ山やま恭きよう介すけは追われていた冥めい乃の河かわ蓮れん華げ・彼ひ岸がん姉し妹まいと共にアザリア＝マゼンタレインとその背後にいた『白き女王』を撃破するべく激戦を繰り広げた。




『本当は、誰だって！　こうしたかったに決まっているだろう!?』




　その『白き女王』関連では、『死のない世界』を作ろうとした犯罪集団の存在も忘れてはならない。『雨中の少女』と呼ばれる幽霊を中心としたこの戦いでは、恭きよう介すけはクラスメイトの図書委員と共に、生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希きや召しよう喚かん師しの安やす住ずみ勇はや斗とら、『殺意のアンテナ』から連なる組織の野望を止めるべく死闘に身を投じていく事になる。




『イザベルはそういう意味で言ったんじゃないけど』




　犯罪集団と言えば、世界の警察とも呼ばれる『ガバメント』を狙う輩やからから施設の防衛を依頼された事もあった。この過程で恭きよう介すけは依より代しろのイザベルと契約を結ぶが、彼女は後天的に作られた才能の持ち主だった。『蟻あり塚づか』という名前でくくられたある計画を巡り、友人を取り戻そうとした依より代しろの少女と、恭きよう介すけにとっても因縁浅からぬ関係にあった召しよう喚かん師しビヨンデッタとの戦いは、『少女使いガールズバツクドア』なる手袋型のガジェットを軸に混乱を極めていく。

　なおこの戦いの最終盤においては、『大三角』と呼ばれる未み踏とう級きゆう『赤の麗人』と会話可能な状態で謁見している。あらゆる予言を正確に放つ未み踏とう級きゆうからはこんな神託が放たれた。




『あなたは絶対に、「白き女王」には勝てません』




　召喚儀礼専門の兵器ショーでは、『ガバメント』、『イリーガル』、『フリーダム』の三大勢力の全てに根を張るデルタストン家の陰謀の結晶・パンデモニウムが顔を出す。現在と過去、主観的に二つの時間軸を旅する恭きよう介すけは、時に『白き女王』といがみ合いながら、時に恩師の信楽しがら真ま沙さ美みそっくりの目鼻立ちをした姫ひめ川かわ美み夏かと共闘しながら、マックス＝レイヤードと調香師エリ＝スライドの二人に挑んでいく。

　ここではやはり『大三角』の一角、『緑の悪女』と謁見する。

　そして真実の一端が放たれる。未み踏とう級きゆうとは神々の住む領域を管理する理そのものだが、『白き女王』は単体でその全てを撃破し、鎖に繫つないで引きずっているような状態に近い。よって、現状ある法則に従ってブラッドサイン式召喚儀礼に頼っても、『白き女王』を殺す事はできない、と。




『私は何よりも自由を重んじる。そういう意味では邪魔なんだよね、あいつ』




　しかしそこで恭きよう介すけは足踏みせず、『大三角』の一角『黄の鰓』を頼る。

　目的は自分自身の過去、『女王の箱庭』と呼ばれる地下実験施設での内容を夢の形で再現し、そこに何か女王撃破のヒントがないかを調べるため。

　ここで一定の成果を得た恭きよう介すけは、旧知の間柄だったビヨンデッタを護送車から救出し、復ふく讐しゆうの契約を結ぶ。『白き女王』を殺すために力を貸せ、と。

　同時期、やはり監禁下にあったアザリアがザ・セイントら女王の信奉者によって救出される。




『別に。たまたま七夕だったから、帰ってみるのも悪くはないと思っただけだ』




　七夕においては、トイドリーム35に複数の来訪者があった。

　一人はエジプト神話に起源を持つ墓守や巫女みこの集団を束ねる存在・セクルティティ。一人は女王を信仰するブライズメイドの主犯格であるアザリア。そして最後の一人は『ガバメント』アワード１０００の怪物、エルヴァスト＝トイドリーム。彼らは世界的遊興企業を束ねる初代トイドリーム会長が残した『創設者のギャラリー』を巡り、激しい戦いを繰り広げていく。

　金庫番の名はアイカ＝トイドリーム。

　創設者のギャラリーとは、つまり彼女が暮らすマンションの事だった。




『お兄ちゃんは、世界で一番幸せな女の子の話を知っていますか？』




　ここにおいて女王完殺の答えを得た恭きよう介すけは、ビヨンデッタと共にアイデアへ具体的な形を与えるため、冥めい乃の河かわ姉し妹まいの地元である褒ほう美び村むらへと足を運ぶ。目的は人類史上初の人じん造ぞう依より代しろ・葵あおい。彼女の協力を得て『最大最強の未み踏とう級きゆうに耐えうる強度を持った依より代しろ』を作る必要があった。

　対するは、信奉集団ブライズメイドの精鋭。かつて恭きよう介すけと共に戦った依より代しろのオリヴィア＝ハイランドと、彼の実父であるドクトルＳ。

　終盤においてオリヴィアを女王の呪縛から解き放った恭きよう介すけは、彼女と共に『白き女王』を殺すためだけに異世界へ埋め込んだ新たなる未み踏とう級きゆう『色彩なき童女』を呼び出し、女王の撃破に成功する。

　しかし何かしらの方法で復元した『白き女王』はこう告げる。




『わたくしを殺してしまった事で、「色彩なき童女」の方にも致命的な傷が入ったのでは？』




　オリヴィアの故郷である東欧Ｆ国が滅びの危機にさらされていた。

　敵対するは世界最強の軍事力を持つ星条旗。

　そして敵対広告を打っているのは、世界中の子供達に夢を与えるはずのトイドリーム社だった。彼らが作る戦争賛同動画『ブルーフィルム』拡散を阻止し、開戦の建前が完成するのを食い止めるため、恭きよう介すけとオリヴィアは戦闘を始める。

　その過程で暴走した『色彩なき童女』がたびたび襲いかかってくる。

　最後には一時的にでも会話の応酬によって『色彩なき童女』を食い止めるに至るが、かの未み踏とう級きゆうの存在を支えていた依より代しろ役やく───つまりは『白き女王』───が激げき昂こう。恭きよう介すけを手加減抜きで殺そうとしてしまう。

　ここで、恭きよう介すけを守る存在が現れた。

　かの者は遠い昔、『女王の箱庭』にて死亡したはずの召しよう喚かん師し。『フリーダム』アワード３０００に達していた信楽しがら真ま沙さ美みが、神しん格かく級きゆうとなって恭きよう介すけ達たちの前に現れたのだ。




『女王。今のあなたは、とても弱い』




　そして信楽しがら真ま沙さ美みは、何故なぜか『白き女王』についた。

　恭きよう介すけとビヨンデッタ、『白き女王』と信楽しがら真ま沙さ美みはそれぞれの道を辿たどって城しろ山やま恭きよう介すけのルーツを追い求めていく。

　地方都市にある小さな家だった。

　そこで暮らしていたドクトルＳとその妻、恭きよう介すけと幼い『妹』。

　彼らの凄惨な実験内容の果てに、最後は恭きよう介すけと『妹』で殺し合いを演じる事になってしまった。『白き女王』は加減も分からず、ただ恭きよう介すけを守るために『妹』に手を掛けたのだ。

　ここに、全てのねじれが集束する。

『危険な恋』を象徴する『白き女王』と、『家族の愛』を求めた城しろ山やま恭きよう介すけ。彼らの道は決して交わらず、互いが互いを意識しながらも決定的な対立の道を選んでいく。




『今度生まれ変わったら、その時こそ。私はにーさまの側につく』




　こうして、終末論への道は開いた。

　ある少年の手元には、死した『妹』の魂すら封入した未み踏とう級きゆう『色彩なき童女』。

　対するは既存の最強すらはるかに上回る、臨界を超えてしまった『白き女王』。




『『ぶっ殺すッッッ!!!!!!』』




　さあ。

　全ての決着をつける時がやってきたのだ。
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　地獄であった。

　そこがどこであろうが、この二人が本気で互いを殺すと言っているのだ。周りの犠牲など厭いとわずに。となれば仏教で語られる焦熱地獄だろうが神曲で言及されるコキュートスだろうが、ここより勝る地獄など他にあるまい。

　地方都市のショッピングセンター『まるちぷる』敷しき地ち内ない、大きく開けた中庭のような空間だった。普段なら夏休みのヒーローショーなどでそこそこの子供達を集める、彼らなりの憩いの場のはずだった。

　そんな中。

　躊ちゆう躇ちよなく励起手榴弾インセンスグレネードを投げたのは、もちろん城しろ山やま恭きよう介すけだった。

　対する『白き女王』は、元々そこに立っているだけで世界を歪ゆがめる。

「あにうえ……」

　いいや。

　仮にここで人工霊場を張って、たった三つの『白しろ棘とげ』を確保して、パーカーを着た少年がブラッドサインを振り回したところで、どんな被召物マテリアルを呼び出しても意味はないのだ。これは一番格下の規き定てい級きゆうから錬成を始めても強大な神や悪魔に育て上げるまで女王が待ってくれない、という意味ではない。規き定てい級きゆう、神しん格かく級きゆう、未み踏とう級きゆう。何を呼んでどう指示を出そうが、頭の線が焼き切れた『白き女王』が五指を使って引っかく格好で横よこ薙なぎに振り回しただけで、不遜な存在など空間ごと丸ごと抉えぐり取とっていく事だろう。それは『大三角』と呼ばれる最強格の未み踏とう級きゆうであろうが逃れられない。

『白き女王』の怒りを買うとは、すなわち死ぬ事と同義である。

　令嬢でも姫でもなく、女王と呼ばれる理由を知れ。

「あにィうえェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　だから、それで終わりのはずだった。

　ブラッドサイン式召喚儀礼ワンセット───言い換えれば第三の召喚儀礼の領域───では、愚か者は抵抗らしい抵抗もできないまま八つに裂かれて絶命していただろう。

　しかし実際にはそうならなかった。

　すでにその少年は第四の召喚儀礼を手にしていたからだ。




　ゴッッッキィンッッッ!!!!!!　と。




　ありえない音と共に、女王の五指が弾はじかれたのだ。

　ビリビリという痺しびれに似た手首の痛みに銀のツインテールの少女、その顔が歪ゆがむ。金属バットを使って分厚いコンクリートの壁へ殴りかかった反動にも近い鈍い痛みだが、女王は女王。わざわざ肉体の痛み如きで怒りや恐怖を覚えるほどの『弱さ』は持たない。

　表情が歪ゆがんだ理由は別にあった。

　城しろ山やま恭きよう介すけのすぐ隣。

　つい先ほどまで世界最古の人じん造ぞう依より代しろ・冥めい乃の河かわ葵あおいが佇たたずんでいたはずの場所に、恭きよう介すけどころか『白き女王』と比べても頭一個分以上小さな影が立っていたのだ。

　半透明に透き通る体。

　外見年齢なら一〇歳前後の未成熟な矮わい軀くの上から、肉抜きしたワンピース水着のような装束を纏まとう、その怪物。自らの長い髪で目元を隠し、左右側頭部を猫のように尖とがらせて。無数の武器をスカートのように広げ、小さな背で巨大な一二の古文書を翼や時計の文字盤のように大きく展開した……本来であればこの世にいてはいけない未み踏とう級きゆうである。

『ただ一つの目的を貫徹する色彩なき童女aie・a・oio・ei・ueo・ioa・e・uai・ee』。

　それ以外に何も求められなかった、純粋なる女王キラー。

《……ぐうう……ッ!!》

　恭きよう介すけの頭の中に、依より代しろ、冥めい乃の河かわ葵あおいの苦く悶もんの声が直接響いてきた。

《おのれ、いきなりこうなったか……!!　だが小僧、貴様はそれで良いのか!?　深く考えもせず武力を与え、背中を押す者だけが仲間などと思うのは勘違いも甚だし……ジジジガガガギッッッ!!!???》

　ただでさえ、被召物マテリアルを完全にコントロールするのはほぼ不可能だ。まして何の準備もなくイレギュラーを極めた『色彩なき童女』を呼び込めば、依より代しろとしての意識すら持っていかれかねない。おそらくは生来の特殊体質に加えて特殊な人工血液を投与したオリヴィア＝ハイランドでさえ、今の童女を抑え込んで照準調整するのは難しいだろう。

　恭きよう介すけの頭の中で、必死の訴えはかき消えた。

『白き女王』からも、これまでにない敵てき愾がい心しんと共に低い声が洩もれていた。

「……お久しぶりrx・ht」

　その全てを涼しげにかわして。

　小首を傾かしげ、どろりとした無機質な瞳を召しよう喚かん師しに向けて、未成熟な少女は指示を待つ。

《にーさま……》

「ＲＱ＝キャット。……それで良いい」

《にーさま！》

　実質的に、恭きよう介すけと『色彩なき童女』の独壇場。

　依より代しろは、かの存在を現世に呼び出した時点でその役割を終えている。




　しかし、だ。




《何故なぜ……？》

　思わず口を開いたのは、『白き女王』ではなかった。

　この戦場には、不遜にも恭きよう介すけや女王の他にも召しよう喚かん師しが紛れ込んでいる。

　例えば『フリーダム』アワード３０００、『世界の果てワールドコンプリート』。タイトスカートのスーツの上から白衣を羽織ったポニーテールの研究者、信楽しがら真ま沙さ美みなどだ。

《規き定てい級きゆうを一〇〇、神しん格かく級きゆうを五〇。その錬成の果てにようやく未み踏とう級きゆうに手が届くはずなのに、どうやって……!?》

「おっと、ここから先はマナーとドレスコードを守って楽しくお食事していただかないと。順番を守らない無粋なお客様には丁重にご退場願います☆」

　そしてもう一人。

　ウェイトレス服の悪魔、ビヨンデッタが笑顔のまま割って入る。

《デッタちゃん、あなた……!!》

「まるで可哀かわい想そうで可哀かわい想そうで仕方がない人を見るような目ですね」

　互いの被召物マテリアルは半透明でゼリー状の『始祖シリーズ』。

　規き定てい級きゆうのコスト１。底の底。『白き女王』や『色彩なき童女』と比べればどうしようもない有象無象。しかし優れた召しよう喚かん師しであれば、ここから変幻自在に錬成を繰り返していく。

「だけど私としては現状維持で構わない。何かを変えようなんて思わない。私はっ、ただ！　他人様の復ふく讐しゆうへ無責任に手を貸したい!!　……それだけなんですよ。どうか、身も心もボロボロにされた哀れな女のささやかな生いき甲が斐いまで奪わないでくださいませ」

《それは本当に復ふく讐しゆうの協力者としての欲ですか？　『女王の箱庭』で見せた、恭きよう介すけ君くんの姉としてではなく》

「……、」

《……腐ってもこちらは『フリーダム』のアワード３０００、そして私自身が神しん格かく級きゆうの一員でもあります。未いまだに現世から抜け出せもしない人のままのデッタちゃんに、この分野で敵かなうとでも？》

「ま、順当な殴り合いなら難しいでしょうねえ？　何しろ私は『フリーダム』のアワード９２０、逆立ちしたってキャリアの面じゃああなたに太刀打ちできそうにない」

　ただし、と。

　ビヨンデッタと呼ばれた少女は、それこそ育てた者が見れば目を背けたくなるくらい蠱こ惑わく的てきな舌で唇を舐なめて先を続ける。

「お忘れですか？　こちらも『仇染めライアーキヤツト』、これと決めたお客様のためであれば当人が考えていた以上に復ふく讐しゆうをやり過ぎてしまうニヤニヤ笑いのチェシャ猫です。対応するのは『女王の憎ぞう悪お』。真っ当で順当な力比べなんかで私の腕を測れるとでも？　私は女王の持つ『歪める力カリスマ』を一部継承していると言っても過言ではないんです。この、安定した場を引ひっ搔かき回まわしてグシャグシャにする力を使えば、頭の堅いお利口さんを丸まる吞のみにするのも難しい話じゃあございません」

　ミニスカートの後ろから伸びた矢印状の尻尾を左右に小さく揺らし、サスペンダーで両脇から締め上げるように強調した胸元をさらに腕で寄せて。

　ぐちぐち、ぎゅむぎゅむと。
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　汗でも溜たまったのか、胸の谷間から軋きしんだ音が鳴る。ただでさえ毒々しいほどの熱さと甘さを内包するビヨンデッタの声色に、おかしなものが混ざってきた。

　信楽しがら真ま沙さ美みの顔が歪ゆがみ、一方でビヨンデッタの瞳は爛らん々らんと輝いているのだ。

　夜、波間に揺れるその刺激で暗い海面にぬめった光をもたらす……米粒よりも小さな虫が眼球表面でも這はっているかのような、不気味な光であった。

　あるいは、これは彼女達の戦いでもあったのかもしれない。

　城しろ山やま恭きよう介すけを育てた者は、一人きりではない。

　生まれた家は悪夢の坩る堝つぼのような実験場で、その後流れ着いた『女王の箱庭』も壊滅して。それでも、何の出会いもなかったとは言わせない。彼女達の差し伸べた手が、城しろ山やま恭きよう介すけという未熟な心に一切響かなかったなどとは。

　一人はその変化に寄り添って。

　一人はその変化を死に損なった後も悔やみ続けた。

「……あの『箱庭』が、あそこで得た結論の全てが、無駄な積み重ねだったなんて誰にも言わせません。ええ、深い深い地下施設を主導したあなたにも、恭きよう介すけちゃん自身にだって……」

《いいえデッタちゃん、私わたし達たちは一度立ち止まるべきなんです。そもそもあの女王を外から制御しようなんて考えたのが間違いだった。一個の人格を認めてさえいれば、『箱庭』以前の最初の最初から何も起きてはいなかった!!》

　だから。

『姉』と『先生』は、互いにブラッドサインを携えてここにいるのだ。

　共に、自分なりの方法で城しろ山やま恭きよう介すけの未来を拓ひらくために。




「《おおアッッッ!!!!!!》」




　そんなやり取りの最中。

『白き女王』は自分の手首を空いた手で押さえながら舌打ちした。

　そう、あの女王が。

　もちろん、だ。

　例外がある事は『白き女王』も理解している。確かに通常なら信楽しがら真ま沙さ美みの言った通りの手順を踏む必要はあるが、手に入れた『花弁』の文字の並べ替えをせず、本当にストレートに文字を並べていく形で『花弁』をスポットに打ち込んでいけば段取りを飛ばしていきなり目的の被召物マテリアルを呼び出す事もできると。

　しかし、一発。

　最初の最初の一撃で立方体の『薔薇ばら』を打ち砕き、ほとんどランダムに近い形で大量の『花弁』を撒まき散ちらすこの状態から、すでに目的の名前を刻み終えるだなんて普通に考えたらありえない。あらかじめ最初の一発で手が揃そろうように場の全ての配置を整えておく、麻雀マージヤンや花札におけるイカサマの究極系のようなデタラメ度合。『白き女王』とて、これができるのはたった一人しか知らなかった。

　すなわち、

「エルヴァスト＝トイドリーム。『ガバメント』のアワード１０００にでも届いたと……？」

　違う。

　最初の一手で必ず『白き女王』を呼び出すあの怪かい物ぶつ召しよう喚かん師しの肝は、その空間把握能力だった。独自の嗅覚を使って地形や人工霊場の壁を瞬時にスキャンしてどこからどう『薔薇ばら』の塊を打てば一撃必殺が成立するかを無意識の内に計算していたに過ぎない。

　重ねて言う。

　恭きよう介すけのは、違うのだ。

　彼は純粋に、ただブラッドサインで『白しろ棘とげ』を打っただけだ。戦闘開始の号砲として、多数の『花弁』を四方八方へ撒まき散ちらしただけ。

　にも拘かかわらず、結果が追い着いた。

　より正確には、地形や人工霊場、スポットの位置、そして『白しろ棘とげ』や『花弁』の流れすらも、磁石に吸い寄せられるようにして強引に変化していったのだ。

　城しろ山やま恭きよう介すけが何をどうやっても、必ず『色彩なき童女』が呼び出されるように。

　つまりは、

「……ッ!?　あにうえが何かをしたのではない、あなたが自分から座標を歪ゆがめたと言うのでございますか!!　『色彩なき童女』!?」

　とんでもないルール違反だった。

　いったん反応が始まってしまったら　急激にそのエネルギーを膨らませ、誰にも制御のできなくなってしまう臨界爆発のように。

　対して、だ。

　死した少女の魂を取り込んだその未み踏とう級きゆうは、横からそっと恭きよう介すけの腰に手を回していた。あらゆる死の要因は召しよう喚かん師しを守る防護円で守られる。そんな基本の基本すら、得体の知れないイカサマによって誤魔化してしまうように。

《……守る、にーさま……》

　思えば、この幼子は最初の最初からずっとそうだった。

　あるいは全ての中心に立っていた恭きよう介すけや『白き女王』よりも、徹底的にブレがなかったのだ。

《もう一度、生まれ変わったら、その時こそ。私はにーさまを守る側につく……》

「ッ!?」

　しかし、だ。

　今の『白き女王』には分かる。

　あれは亡霊だ。過去の亡霊というファクター。城しろ山やま恭きよう介すけにとってはチャンスに見えているかもしれないが、あの少女さえいなければ恭きよう介すけは『白き女王』と戦おうなんて思わなかっただろう。具体的な手段があるから、こうなる。だとすれば『色彩なき童女』の存在は、未練や執着によって生者を自分と同じ死の世界へ引きずり込む亡もう者じやそのものである。

「おのれ……」

　怒りがあった。

　すぐさま女王の全身を包む戦装束『真実の剣』が汲くみ取とり、脈動する。翼のような、スカートのような、無数の掌てのひらのような、言葉にできないような。とにかく四方八方へ膨大な武器が飛び出していく。

「味方のふりをして、敵対するだけの勇気も見せずに……わたくしのあにうえをォ!!」

　叫ぶが、しかし甲高い音と共に食い止められる。

　暗い瞳をした童女が小さくて柔らかい掌てのひらを差し向けた途端、倍化する勢いで大量の武器が飛び出した。オレンジ色の火花を撒まき散ちらしながら、しかし、押し負かされるのは『白き女王』の方だ。

《にーさまを守る》

　分からず屋の背後で、新しい動きがあった。

『色彩なき童女』は呼び出せばそれでおしまいではない。無数の被召物マテリアルを切り替えて使う第三の召喚儀礼とは違い、『色彩なき童女』に全ての神秘を任せる第四の召喚儀礼では『花弁』を並べる事で彼女の攻撃手段や所属属性を選んで変更していくからだ。

　しかし、城しろ山やま恭きよう介すけが取ったのはそんなありふれた行動ではない。

　彼はブラッドサインから片手を離し、無造作にポケットに突っ込んだのだ。まさか今さら励起手榴弾インセンスグレネードを投げ直す訳ではあるまい。少年が取り出したのは小さなナイフだった。戦闘用なんてとんでもない。本来ならブラッドサインの先端にあるコルク状の霊木を削って整えるためのメンテナンス用である。

「？」

　さしもの『白き女王』とて、眉をひそめていた。

　気づくべきだったのだ。

　彼女の予測は神託や予言に近い。その口が開けば一つの宗教が始まり、一つの神話が終わる可能性すらある。そんな女王にとっても思いも寄らない事が進行しているという事実が、どれくらい世界にとって危機的な事態をもたらすかを。

　具体的にはこうなった。




　ざしゅっ、と。

　城しろ山やま恭きよう介すけは躊ちゆう躇ちよなく、己の首の横を切ったのだ。




「あ」

　親指ほどの短い刃とはいえ、それこそ根元まで深々と。

　血は出なかった。

　誰よりも愛いとしい少年は、顔色一つ変えなかった。

「ああ」

　防護円は召しよう喚かん師しにとって致命傷となるダメージを無効化する効果を持つ。ただしそれは人工霊場が展開されている一〇分間に限る。

　元から円の中にある自己の死因は壁で弾はじけない、病びよう巣そうが千切れて飛んでいく訳でもあるまいに。つまり平たく言えば、いったん防護円から凶器と認識されず素通りした小物で自殺を図った場合、弾いて死を遠ざける訳にはいかない。

　だから、その場合は切っても刺しても死なない方向で無理矢理に調整する。

　簡単に言えば戦いが終わった時点で恭きよう介すけは死ぬ。たとえ『白き女王』が勝っても、この戦いを平穏無事に終わらせても、城山恭介は手に入らない。

　絶対に。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

『白き女王』から、ひたすらの絶叫があった。

　自らの喉を引き裂くほどの、悲痛な叫びが。

《恭きよう介すけ君くん!!》

「お客、様……？」

　信楽しがら真ま沙さ美みとビヨンデッタですら、わずかに戦闘の手を止めていた。

　そんな中、一つだけ動く。

《……にーさま、守る……》

　元から死の世界に肩まで浸つかり、もはや『それ』が特別なものではなくなった少女。

『色彩なき童女』だけが。

《私はにーさまの側につく、にーさまのためになる事をする。今度こそ》

　小さな手の中にあったしおりを背後に投げ、天使の羽のように展開させる巨大な本に食わせる。そして大口のように開いた一冊から噴き出すのは『世界の終末』、その一つ。自我の獲得や惑星資源の最適化など大した理由もなく悪ふざけのようなウィルスに感染した結果、作り手の人類を抹消しようとした自律駆動兵器の群れが一斉に、それこそ鈍色の鉄砲水のような勢いで『白き女王』へ飛びかかっていく。

　両手で押さえ込み、靴底がタイル敷きの地面を削るような格好でじりじりと後ろに下がりながら、『白き女王』が泣き叫ぶ。

「……っ、して。どうして!?　あにうえはっ、そこまでしてわたくしを苦しめるのでございますかっ!!」

「知れた事」

　初めて、だ。

　殺人兵器しろやまきようすけが口を開いた。

　あるいは、彼が最も毛嫌いしていた精密誘導ミサイルよりも恐るべき声色で。

　自分で自分の命にケリをつけた小さなナイフをぞんざいに横へ捨て、改めて両手でブラッドサインを握り直して彼は言ったのだ。

　傍で見ている『白き女王』よりも、はるかに冷徹な言こと霊だまを。




「あなたを苦しめ、少しでも隙を作れるなら。そんな些さ細さいな積み重ねの果てに、勝利をもぎ取る事ができるなら。こんな命なんか惜しまない。そういう話をしている訳だが？」




　くしゃりと『白き女王』の顔が歪ゆがんだ。

　そして特大の絶叫と共に、白い光でできたドーム状の大爆発が巻き起こった。







[image: ]







[image: ステージ01　七惑星と一二宮をも越えて]








１






　実際のところ、一〇分間のリミットというのは制約として成立していなかった。

『白き女王』と『色彩なき童女』。

　この二柱が直接対決するような、極限をも超えてしまった状況など、世界の方が想定もしていなかっただろう。故にその衝撃が時間や空間といった相対性理論の理を破断してしまったとしても、何ら不思議な事ではあるまい。




　ぎィぎゅわぎィィんっっっ!!!!!!　と。




　ひずんだ。

『白き女王』の怒りが生み出したドーム状の爆発、その端へ『色彩なき童女』の掌てのひらがそっと触れた途端だった。全方位へ均等に放たれ、それ故に回避のしようがない面の攻撃。それを渦でも巻くようにねじ曲げると、後方上空の青空を薙なぎ払はらうような格好で逸らしたのである。

　結果の、死者ゼロ。

　巨大な入道雲を丸ごと引き裂き、紫電を撒まき散ちらした程度で済んだのは僥ぎよう倖こう以外の何物でもない。

　しかしかえって『色彩なき童女』は無感動な瞳のまま、柔らかい頰をわずかに膨らませた。

　まるで、お気に入りのワンピースを四角く畳んで床掃除の雑巾代わりに使われたような。これでは道具の使い方を間違えていると言わんばかりに。

《……無意味な行動……》

「でも必要だ」

　吐き捨てるように恭きよう介すけは即答した。

　単なる博愛精神ではない。むしろ彼の胸にあるのは、暗くてドロドロした攻撃性。もっと分かりやすく言ってしまえば『あてつけ』に近い感情だった。

「ヤツを追い詰め、冷静さを奪うためには、絶対に」

「おっ」

『白き女王』の喉が、詰まった。

　まだあるのか。ここで終わらないのか。

　そんな、自らの前に敷かれた地獄の道のりの長さを嘆くように。

「おおおおあっ!!　あががああああああああああああ!!」

　叫ぶ。

　叫んで、『白き女王』はその右腕を水平に上げた。

「応えvよ……」

　嚙かみ締しめるだけに終わらなかった。

　ついにその可か憐れんな唇が、紡つむぐ。順番に繫つなぎ合あわせただけで異界から神々を引きずり上げるほどの莫ばく大だいな『力』を秘めた言語を、ダイレクトに。

「我が命令に応えよjh・a・ra・ou・v、かの剣は不要な泥棒猫を即座に裁断するとii・wuh・i・iu・qb・o・kr・fp・ei・tz!!」

　その装束が、蠢うごめいた。

　主の意を汲くんで自動的に戦闘力を供給するのではない、明確なマニュアル操作で。

　水平に上げた腕に布地が絡からまり、硬化して、いかなる芸術にも真似まねのできない美しくも禍まが々まがしい剣が仕上がった。

『白き女王』は容赦しなかった。

　目標は『色彩なき童女』。そのほっそりとした華きや奢しやな首。

　短く息を吐き、周りを見る事もなくその刃を真横に薙なぎ払はらう!!




　ゴォッッッ!!!!!!　と。




　その時、景色が歪んだ。

　何しろ『白き女王』の全身全霊の一撃だ。彼我の距離など関係なく、勢いに任せていればそれだけで周辺の景色ごと『色彩なき童女』の首を奇麗に落としていただろう。『人工霊場』の外に誰が何人いようが関係ない。いくつの命を同時に散らそうが、彼女の全身を優しく包む戦装束『真実の剣』はただ望まれるままに破壊をもたらしていたはずだ。

　しかし。

　景色が歪ゆがんだ理由は、そこではない。

　渾こん身しんの横よこ薙なぎは本当に何もない夜の砂漠を一閃し、地平線の向こうで凄まじい砂埃の壁を巻き上げていったのだ。

「なっ……!?」

　あの女王が、だ。

　思わずといった調子で、剣を振り抜いたまま、目を白黒させていた。

　それこそ砂嵐のように視界を覆い尽くし、夜空の月まで隠そうとする大量の砂の壁を女王は舌打ち混じりの二発目で奇麗に吹き飛ばしていく。結果、見えてきたのは何だ？　吐く息も凍り付くような冷たい砂漠で月の光を浴びているのは、多数の石材を積んで丁寧に整えられた正せい四し角かく錐すいの塊や、古き王を讃たたえる巨大な石像の群れ。

「えじ、プト？」

　信じがたいが、そう呟つぶやくしかなかった。

　腐っても『白き女王』、最強の中の最強に位置する彼女の強みは単なる豪腕ばかりではない。五感を超えたところにある彼女のセンスが語っている。どういう理屈を使ったかは知らないが、いきなり座標が飛んだと。

　おかげでショッピングセンター『まるちぷる』で恐きよう慌こう状じよう態たいに陥っていた民間人は誰も切断されず、ただ何もない砂の大地だけが大雑把に切り裂かれただけに留まった。

　しかし。

　しかしこの救いは、一体何だ……ッ!?

《にーさま》

「放っておけ。混乱させておくのが一番効く」

　奥歯を、さらに強く嚙かむ。

『白き女王』が感情のままに絶叫する。

「いい加減にしろこのペ〇フィリアがァっri・ou・v・ii・ee・biq・u!!」

　大きく振り抜いた状態から、刃を返すようにしてもう一発。

　しかし城しろ山やま恭きよう介すけのブラッドサインがくるりと回った時には、すでに景色はブレていた。

　南米はアマゾン。むせ返るほどの熱気と湿度に包まれたジャングルの太い木々が、特に意味もなくバキバキと立て続けに折れていく音だけが響いていた。半ば公然と行われる違法伐採や大規模な焼き畑による炎が宇宙からも確認できると言われている同エリアにとっては、破壊もまた珍しいものではないのかもしれないが。

　座標のズレ。

　どういう理屈で超常が起きて表層世界の現象に繫つながったのかなど、いちいち恭きよう介すけ達たちは説明しない。

　今ある世界に残っている神話は、いずれも人間に分かりやすく語って聞かせるために最適化されたものだ。上の階級の選ばれた学者だけでなく、文字の読み書きや簡単な計算もできない人々でも広く伝わりやすいように。

　神々の領域なら、そうやって人の領域まで目線を合わせてくれたかもしれない。天罰を恐れ、これに懲りたら二度とやるなと諭して聞かせる意味でも。

　だが未み踏とう級きゆうは違う。

　彼らは人の都合など考えない。

　理解ができないのであれば、そのまま突き放す。

　そうやって自己の認識が目の前の状況に追い着けなくなれば、後はもう一方的な総攻撃をお見舞いするだけだ。元来、超常を使った殺し合いに演説や自慢話は必要ない。分からなければ、分からないまま死の淵ふちまで追い詰める。そういうモノである。




　この一〇秒間で、大陸を二つもまたいだ。




　いいやここまで空間に干渉している場合、相対性理論によって連動しているはずの時間の軸すら怪しく思えてくる。渡っているのは空間なのか、時間なのか。それすらもあやふやになってくるほどの戦闘だ。

　そして見誤ってはならない。

　一番大切なのは周りの景色ではなく、やはり城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』なのだ。そして少年が従えている、あるいは取とり憑つかれている力の源泉、『色彩なき童女』にある。

　思い出してみれば良い。

『ガバメント』アワード１０００のエルヴァスト＝トイドリームは一瞬にして人工霊場の壁や周囲の地形の細かい凹凸を完全に把握する事で、最初の一打でどう文字を封じた『花弁』が動くかを完全に計算し、『どんな状況からでも必ず一発で「白き女王」を呼び出す』という結果をもたらした。

　しかしそれは、あくまでも今ある地形を利用した後手の技。

　……ではもしも、周辺の地形そのものを自在に操れるスキルがあるとしたら？

「これが、正体……」

　歯は嚙がみした。

　敵対者の戦術を理解したからではない、自分の理解が遅れている事に気づいたからだ。

　現世と異界の全てを掌握する、この『白き女王』が。

「あなた達の力の正体！　あのショッピングセンターの時も、気づかないだけでわたくし達は細かく移動させられていた。どうやって『色彩なき童女』が一発で召喚されたかと思ったら、なんて事はない。適当に狙ってショットを打ってみて、それで力加減を誤ったら、台の方を丸ごとずらす。テーブルクロスでも引くように!!　こんなイカサマを繰り返されたらブラッドサイン式などもはや何の制約にもなりませんわ。オートエイムどころですらない、これでは丸々太った標的ターキーの方から銃の前まで動いてくれて、雑に撃っていれば勝手に当たってくれる、激甘イージーモードの射的ゲームではございませんかッ!!」

　そして、だ。

　そもそも何故なぜ、城しろ山やま恭きよう介すけは最大の切り札『色彩なき童女』を呼び出した後も『白しろ棘とげ』や『花弁』を意識して、世界の座標にまで手を加え始めているのか。

　ここに、現世と異界の法則へ強大な一つの柱が差し込まれている。

（……第三の召喚儀礼は無数の被召物マテリアルを切り替えて万象を表現します）

　驚きながらも、それとは別に『白き女王』の思考は回る。

　虚を衝つかれた程度で呆気あつけなくパフォーマンスが低下するほど、世界の頂点は低くない。

（対して、あの第四は『色彩なき童女』一体の武装をその都度切り替えていく事で、自身の属性や攻撃方法を変化して対応させる。つまり、いかにイレギュラーな女王キラーと言っても、流石さすがに呼び出して終わりとはならないはずでございます。状況に応じてあにうえがサポートし、変幻自在のわたくしに適した攻防を割り当てていかなくてはならないはず……!!）

　つまり、

「ＲＱ＝キャット、高の一一番s・ag・ag。スタンバイ」

《了解にーさま》

「ヤツを焦じらして近接に誘導する。そうしたら中の四一八番k・fh・ag・etで受けて同音の六三三番k・st・td・tdで崩し、背後に回り込んでから低の七七七番b・sv・sv・svで攻撃」

《にーさまに全部任せる》

　カンカカンッ!!　という小気味の良い音と共に、次々と赤い『花弁』が空中のスポットへと投げ込まれていく。

　女王の知らない恭きよう介すけだった。

　被召物マテリアルの名前を長々と連ねるのではない、むしろ重視するのは文字よりも数。

　現象が追い着いた。

　景色がブレる。『白き女王』の足元がベルトコンベアのように動き、手前、『色彩なき童女』の懐ふところへと無造作に引きずり込まれる。すでに向こうの繫つなぎは口頭で耳にしていたはずだった。なのに、届かない。とっさに純白の剣を振り下ろしてから、しまったと『白き女王』は舌打ちする。『色彩なき童女』は武装のスカートの中から分厚い斧おのを摑つかんで剣の根元を叩たたくと、本来なら後ろに大きく弾はじかれるはずの勢いを奇麗にいなしてフィギュアスケートのようにくるりと回った。そのまま『白き女王』のサイドへ。回転の勢いを殺さずに武装のスカート全体を大きく開き、巨大な丸まる鋸のこのようにツインテールの少女の腰を狙う。
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「がっ……!?」

　とっさに剣を分解し、白い閃せん光こうを両者の間に叩たたき込こんで血肉を抉えぐられるのだけは避けられたが、至近での爆発に『白き女王』自身が軽く仰のけ反ぞる。一歩二歩と、その足が後ろへ下がる。

　崩してから攻撃。

　恭きよう介すけの言葉が脳裏を焼いた直後、『色彩なき童女』は躊ちゆう躇ちよなく手にしたしおりを二つ、背中で展開された巨大な書物に食わせた。

　クロス。

　片や、自らの手で汚し尽くした黒雲に覆い尽くされた惑星において、世界の全てを溶かす猛烈な酸性雨。

　片や、巨きよ大だい隕いん石せきに張り付いていたたった一つの小さな卵から始まった、どうしようもない繁殖力を武器にした外宇宙の脅威。

　二種類の『世界の終わり』が古文書の中から噴き出し、巨大なハサミのように『白き女王』の胴体を挟んで切り落としにかかる。

「こんなっ、もので!!」

　対する『白き女王』は、余計な小細工などしない。

　いかなる武装であっても、彼女自身には届かない。一番の武器は、女王本人の二本の細腕。少女のくびれた腰を狙う大バサミを逆に摑つかみ取とると、じくじくと手袋が腐敗していくのも構わず強引にねじ曲げ、『色彩なき童女』へと逆に送り返す。

　ヤツは確かに女王キラーだが、その力は恭きよう介すけに管理してもらっている。

　目の前の状況に応じて適宜切り替えてこその女王極刑であり、元から童女の柔肌が何でもかんでもあらゆる属性の攻撃を弾く訳ではない。

　つまり。

「ががぎぎぎ!!　自分の攻撃で傷を負わないとは、限りませんわッ!!」

《にーさま》

　ヴン!!　と、古いブラウン管に電気が入るような音と共に、再び景色がブレる。オーロラのたなびく猛吹雪の南極。もはやいちいち驚くまでもない座標転移だが、おかげで見た目の目測を誤った。『色彩なき童女』はありえない位置に立っており、『白き女王』がねじ曲げた宇宙生物の洪水はその背後にあった氷漬けの山を丸ごと貪り食っている。

『色彩なき童女』本人だけなら、付け入る隙はある。

　だがブラッドサインを振るって的確に指示を出す城しろ山やま恭きよう介すけがいる限り、その脇の甘さがリカバリーされてしまう。

　阿あ吽うんの呼吸、仲の良い兄妹きようだい。

　危なっかしい妹の面倒を見る兄と、そんな兄に安心して寄り添う妹。

　眼前の記号性に、『白き女王』はそっと奥歯を嚙かみ締しめる。

　そこは自分の居場所だった、などとは言わない。むしろ逆。いつまで経たっても妹離れのできない、それどころか甘やかすだけ甘やかして症状を悪化させる。『家族の愛』に堰せき止とめられた『危険な恋』としては、これほど見ていて面白くないものはない。

　ならば、

「目視による照準はいったん忘れましょう」

　ぐずぐずに腐り落ちた手袋から、白魚のような指が伸びていた。

『白き女王』が汚れを嫌うようにその手を軽く振るうと、それだけで指先は奇麗な手袋に覆われている。

「ならば自動で襲う非物理の呪いで味付けします。空間から離れても呪いはあなたを追い込んで命を奪い、時間をまたごうが末代まで追いすがって滅ぼし尽くす。小手先で誤魔化す手品もここまででございます。……亡霊、死臭にまみれた黒猫。あなたはもう殺すwv・i・nc・hc」

　神託であった。

　従わねば腹いせに世界の一つでも丸ごと焼き尽くす、といった類の。かつて第三の召喚儀礼が世界の全てを支配していた時代であれば、これだけで盛大な祭壇が広場の中央に設しつらえられて陰惨な祭りでも開かれたかもしれない。

　だが違う。

　もはや第四の召喚儀礼まで踏み込んだ恭きよう介すけと亡霊は臆しない。こんなものは二〇一二年にブレイクもできなかった古代中米のカレンダーと一緒だ。いったん過ぎ去ってしまった後に思い返す『世界滅亡の予言』ほど虚むなしいものはない。

　城しろ山やま恭きよう介すけの回答はシンプルだった。

「回避不能の呪いかな」

「ええ。むしろ現世で迷って異界にすがる者達にとっては、こちらの方が本領でございましょう？」

「なら、呪いに干渉するロケーションに頼ろうではないか。つまり磁気媒体に対するネオジム磁石、携帯電話に対する高圧電線のような、力の源泉に。ＲＱ＝キャット、スタンバイ」

　直後であった。

　どちらがどちらを操っているのか。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』……もはや抜け殻のような通り名を魂に引っ掛けた少年のブラッドサインが唸うなった途端、ヴン!!　というブラウン管のような雑音が世界を覆い尽くした。





２






　人工霊場にその存在を支えられた防護円は、召しよう喚かん師しが戦闘を阻害する致命的要因のみを否定する効果を持つ。

　平たく言えばナイフや銃弾を使った物理攻撃を弾き、火事、水中、真空、毒ガスなどの中にあっても行動の自由を確保する。何も外的な死の要因だけに限らず、例えば殺人ウィルスに感染した状態から励起手榴弾インセンスグレネードを投げれば戦闘終了までは地獄の苦しみから一時的に解放されるし、戦闘中に高齢から寿命が尽きてしまったとしても防護円が解除されるまでは行動を続ける事ができる。

　つまり、だ。

　平素の死因は無視して良い。あらゆる座標の中から回避先を選べ。

『白き女王』がもたらす莫ばく大だいな呪いから逃れたい場合、狙い目はあそこしかない。




　すなわち、太陽。

　轟ごう々ごうと燃え盛る超重力の大地に、城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』は平然とした顔で立っていた。




　常人であれば二つの目を潰すほどの光が補正される。

　そこはオレンジ色に変換された世界だった。

　実に地球の二八倍の重力。触れるまでもなく全てを焼き尽くす、摂氏六〇〇〇度弱の猛烈な表面温度。遮るものもない黒々とした夜空をまたいでいく格好で、溶鉱炉のように煮える巨大なプロミネンスが虹の架け橋のように彼らの頭上を飛び越えていく。

　たった一〇分、しかしこの六〇〇秒。

　その時間に限り、恭きよう介すけ達たちはどこにでも移動できるのだ。

　地べたの常識など捨てて良い。何も地球という枠にこだわる必要すらない。

「なるほど」

　ゆわィィィんっっっ!!!!!!　と、鋸のこぎりの刃を歪ゆがめるような異音が響いた。

　防護円に頼るまでもなく、ほっそりとした足で太陽の表面へ直接足を着ける『白き女王』は興味深そうな目で周囲を観察しながら、

「……確か恒星、惑星、衛星の区別もつかない未熟な人間の文明オカルトでは、天上より降り注ぐ光は地球を囲む七つの界にねじ曲げられて降り注ぐのでございましたね。占星の基本となる七惑星に最接近する事で、わたくしから放つ非物理の力、呪いへ干渉に来ましたか。あたかも頭の上から降り注ぐＧＰＳ精密誘導爆弾から逃れるため、変電所や電波塔といった重度電波拡散エリアへすがるように」

　ただし、だ。

　ぴっ、という小さな音があった。今この場において、音を伝でん播ぱする空気の有無など誰も気にしていない。

『色彩なき童女』。

　その猫の耳のように整えた髪の一部に、わずかな切り込みが入ったのだ。

「たかだが太陽系などという小さな回転系を利用した程度で、全宇宙どころか現世と異界の双方を完全掌握するこのわたくしの力を抑え込めるとでも？　些さ細さいな誤差は起きようとも、即座にパラメータを逆算いたします。修正を施した次の一撃は、回避不能でございますわよ？」

「何故なぜ、太陽一つに拘こだわらなくてはならないと？」

「そうでなくちゃ☆」

　にっこり笑って『白き女王』が腕まくりした右腕に力を込めた途端、巨大なアーチ状に伸びていた太陽のプロミネンスが不自然に搦からめ捕とられていく。女王に屈服し、彼女に力を献上するために。これではジャマーとしては使えない。直後、恭きよう介すけもまたブラッドサインで『白しろ棘とげ』を打ち出し、正確に『花弁』を叩たたく。




　ヴン!!　と。




　空間が唸うなった途端、彼らが足を着けていたのは青い星にほど近い、クレーターだらけの衛星であった。

　月と呼ばれる天体もまた、古来においては惑星として数えられていたものだ。

『白き女王』は構わず細腕を振るった。

「この程度の距離では太陽からの一撃、ダイレクトに届きますわよ」

　世界が猛烈な白と、その影が作る黒のコントラストで埋め尽くされた。

　太陽から直接発射された灼しやく熱ねつの一撃が、東洋の龍のような格好で月の表面を削り取ろうと迫るのだ。




　ヴン!!　と。




　再びの異音。

　月の大地が溶けてガラス状に冷える前に、恭きよう介すけと『色彩なき童女』は次の星へ。そのまま赤い砂に覆われた火星を経由して、いったん木星ではなくその衛星のイオへ。窒素が気体ではなく液体でその辺に転がっているような温度になってきたが、恭きよう介すけも女王も顔色一つ変えない。

　呪いが曲がる。

　星を丸ごと一つ利用しても、ジャミングとして使えるのはせいぜい一度。やはり妨害のＥＣＭとしては効果が弱い。『白き女王』が学習し、カウンターのＥＣＣＭのように誤差を修正してしまえば形も見えない猛烈な呪いに喰くわれてしまう。

《にーさま》

「問題ない。僕に任せろ」




　ヴン!!　と。




「あら、七惑星の一線を越えましたわね」

　白い氷で覆われた大地の正体は、かつて惑星と呼ばれていた大地。

　いわゆる冥王星だ。

　生身の人間がここまで到達できただけでも、十分以上に狂ったビジュアルだろう。だが恭きよう介すけは眉一つ動かさない。

『白き女王』は生来の邪悪が顔を覗のぞかせ始めているのか。あるいは、そういう快の信号にでも身を委ねないと泣き出してしまいそうなのか。

　とにかく彼女は笑って、意外と豊かな胸の前で二つの掌てのひらを合わせていた。

「そして崖っぷちでございます☆　後世、無邪気な天文学者達がもたらした新発見によって世界中のオカルティスト達が涙目で付け加えた天体を含めても一〇惑星方式が関の山。これより先に占星術で使う太陽系惑星は存在しません。Ｕターンして地元に引き返しても構いませんが、来た道にあるのはいずれも『すでにわたくしが学習を終えた惑星』のみ。すなわち、もう呪いは逸そらせませんわよ？」

　しかしその柔らかい掌てのひらと掌てのひらの間で、どれだけの力が加わっている事か。

　天体をも押し潰すほどの勢いで無音の圧あつ搾さくを続けながら、女王は笑顔でこう告げたのだ。

「……そしてそろそろ終わりにしましょう。あれはあまりにも長過ぎて退屈ですわuu・i・lw・rx・mpe・br」

「かもしれない」

　恭きよう介すけはくるりとブラッドサインを回した。

　無駄な仕草だった。

　猫が緊張を緩和するために自分の体をあちこち舐なめるような、心理的な効果を狙っている訳でもあるまい。つまり、城しろ山やま恭きよう介すけという少年にはまだ余裕がある。

「なら、もっと外を頼るよ。太陽系にこだわる理由は特にない」

「……七惑星だろうが一〇惑星だろうが、オカルトの場に影響を与える星ではこの冥王星が最長距離でございます。これより外に頼れる土くれがあるとは思えませんが」

「基本に立ち返ろうではないか。ブラッドサイン式より前の時代へ」

　やはり、表情に変化はない。

　この少年の場合、むしろ表面に怒りが見えている方が救いになるのか。

　手持ち無沙汰な『色彩なき童女』の頭のてっぺんに軽く掌てのひらを乗せ、くすぐったそうにしながらも身を寄せる『妹』を懐ふところにキープしたまま、彼は冷徹に言う。

「占星術は地球の周りを回る七つの惑星と、もっと大きな文字盤である一二星座の宮殿がどこでどう重なっているかで運命を計測する学問だ。実際の天文学はどうあれ、そういう風に信じられてきた訳だが」

「……、」

　ぎぎごりりと、可か憐れんな容姿とは似つかわしくない歯は軋ぎしりがあった。

　兄と妹の、たわいもない仕草。

　たったそれだけで、『白き女王』の胸が焼け焦げている事に、恭きよう介すけは気づいているだろうか。だろう、今回ばかりは。いくら極限の精密誘導ミサイルで、それ以外の何もかもを外から抜き取られていった少年だとしても。『危険な恋』と『家族の愛』、その決着の足しになればという理由だけで己の頸けい動どう脈みやくすら躊ちゆう躇ちよなく切った男なのだから。

「火、水、風、土。七惑星と一二宮にはそれぞれ属性カラーがあるから、倍掛けで効果が高まる事もあれば互いに相そう殺さいし合って潰してしまう配属もありえる。円形のホロスコープを二つに分けて人の内面と外面を表し、円の中心と惑星同士の角度に意味があればそれも倍率で計算する。……なんて事はない訳だが。小難しそうに見える占いなんて、小難しく見えた方が頼りにされて都合が良かったのさ。実際にはいくつかある記号の足し引きに過ぎなかった」

「今さらそれが……」

　地球の重力以外の何かで、銀のツインテールをたなびかせながら少女は怪け訝げんそうに眉をひそめる。

　しかし、

「いや、まさか」

「七惑星の他にも、黄道一二宮にだって似たようなジャミング効果が見込めるだろう？」

　あっけない一言だった。

　光の速さで常に進んでも何十年もかかるとされた、文字通りケタ外れの長旅。

「それでは順番に行こうではないか。まずは四月生まれの白羊宮、中でも六五光年先にあるスペクトル型Ｋ２の巨大恒星だ」




　そして。

　ヴン!!　という低い音が響き渡った。
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　カンカカンッ!!　という硬い音が立て続けに響いた。

　真空の宇宙、音を伝える物質がない虚こ空くうという前提を振り切ってでも、だ。

　そして戦っているのは城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』だけではない。




　ビヨンデッタ側は、『未み踏とう級きゆう』コスト18、音域『中音』。

『虚ろなる財宝にて世界を満たす「緑」の悪女lu・o・np・e・qo・ei・r・k・a・rum・pl』。

　信楽しがら真ま沙さ美み側は、『未み踏とう級きゆう』コスト16、音域『高音』。

『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』。




　共に未み踏とう級きゆうの中でも、さらに栄えある『大三角』。神々の住む異界の理そのものであり、元来であれば『色彩なき童女』に出番など与えず『白き女王』を抑え込まねばならない強力な個体であった。

　城しろ山やま恭きよう介すけや『白き女王』に引きずられる格好で、同じ人工霊場の中にいるビヨンデッタや信楽しがら真ま沙さ美みもまた、宇宙空間を放浪する羽目になった。

　しかしいっそ太陽系の外まで飛び出してみれば、ロケーション的には単調になる。

　つまり、何もない無重力空間に展開された四角い人工霊場の壁だけ考えてブラッドサインを振るえば良い。変に入り組んだビル街や森の中よりもよっぽど計算は簡単なはずだ。

　しかし。

　それにしても、こんなに都合良く被召物マテリアルの錬成が進むものか。

「うわっ、わわわ!!」

《デッタちゃん!!》

　敵対しているはずの信楽しがら真ま沙さ美みの方から、注意を促すような声が飛んだ。まるで流れる水にさらわれそうになっている小さな子供へ、必死に手を伸ばそうとするように。

　そう。

　忘れてはならない。『白き女王』や『色彩なき童女』は異質も異質だが、本来なら規き定てい級きゆう、神しん格かく級きゆう、未み踏とう級きゆうを問わずあらゆる被召物マテリアルは三つの属性に縛られるのだ。コストだけ考えれば『緑の悪女』を呼んでいるビヨンデッタの方が有利に見えるかもしれないが、三みつ巴どもえの音域で考えると信楽しがら真ま沙さ美みが勝っている。

　そもそもビヨンデッタが得意とするのは搦からめ手て。

　通常の『白しろ棘とげ』や『花弁』の打ち合いの他、スマホのカメラフラッシュや狙撃ユニットを内蔵した銀のブラッドサインを使って閃せん光こうや爆音を織り込み、信楽しがら真ま沙さ美みのタイミングを外していくつもりだった。

　それなのに、

「チッ!!」

《ダメですよデッタちゃん。小手先の細工では、私は揺らがない》

　ギン、と。

　この時、信楽しがら真ま沙さ美みの瞳は精密機器のカメラレンズよりも冷徹だった。

《ブラッドサインと『白しろ棘とげ』の操作で私を上回らない限り、『世界の果てワールドコンプリート』には絶対勝てない》

「……ッ!?」

　純粋な勝負。

　小手先や奇術の使えない『平へい坦たんな宇宙フィールド』に放り出された場合、地力の差がそのまま結果に繫つながってしまう。

　かえって、信楽しがら真ま沙さ美みは相手を追い詰めている事に苦悩しているようだが。

《恭きよう介すけ君くん達たちとの位置取りは常に気をつけて！　彼らの『ジャンプ』に置いていかれた場合、六五光年離れた宇宙空間に置いてきぼりにされますよ!!》

「ええい調子が狂うっ。そもそも私達、本当に一〇分間の制約の中で戦っているんですか？　『チェイン』も繫つながず漫然と『白しろ棘とげ』を叩たたいているだけで未み踏とう級きゆうの上の上、『大三角』をそのまま呼べるとは思えないんですけど……!!」

《一〇分間ではあるんでしょう》

　信楽しがら真ま沙さ美みは、召しよう喚かん師しというより研究者の顔で即答した。

　認めたくない事実であろうが、この時の彼女はあらゆる事実を受け入れて先へ進む。

《……ですが光速に限りなく近づいた場合、その一〇分間の長さは地球で作った時計のサイクルとは大きく変わるはずです。まして今の恭きよう介すけ君くんは、光速で六五年の距離を一瞬で渡る術を獲得している。光の速さを飛び越した人間がどうなるかなんて誰にも予測はできません!!》

「噓うそでしょう、これって直線の移動なの？　なんか便利なワームホールが開いてＡからＢへこんにちはとかじゃなくてか!?」

《誰が移動の瞬間を観測したんです？　仮説だけならいくらでも並べられるものと考えてください。彼らは召喚儀礼をハックしてる。被召物マテリアルの錬成も、『白しろ棘とげ』や『花弁』の行方も、今度はタイムリミットさえ軽々と乗り越えた!!》

「マジでか……」

《デッタちゃん、あなたは自分の信念に基づいて軽い気持ちで協力したのかもしれませんが、もう人の手でコントロールできる技術の中に収まる話じゃなくなっているんですよ、この戦いは!!》

　暴走。

　あるいは『色彩なき童女』とはいったんエネルギーが反応を始めてしまえばどこまでも連鎖反応が進んで封じ込めもできなくなる、臨界爆発に近いのか。

　霊的なビッグバン。

　爆発なら爆発なりに安定し、分かりやすい恩恵を人の世にもたらした『白き女王』とは全くベクトルが違う。

　噓うそはついていないんだろう。

　ルールも破っていないんだろう。

　だから暴走などと呼ばれるのは、恭きよう介すけ達たちからすれば心外なのかもしれない。

　しかし一メートルの長さが宇宙の果てまで延び、一分間の長さで文明が滅びるほど長大な期間を過ごしてしまうとしたら？　そもそも地球のメートル法やキログラム法で記したルールでは対応できなくなってしまう。それは、地球の周りに他の宇宙の全てが回っているとする天動説を『昔ながらの伝統だから』で頑かたくなに誇示しようとするのと同じくらいの暴挙だ。

　抑え込めない。

　もはやブラッドサイン式では、城しろ山やま恭きよう介すけと『色彩なき童女』の自由を制限できない!!

　巨きよ蟹かい宮きゆうから獅し子し宮きゆうへ、獅し子し宮きゆうから処しよ女じよ宮きゆうへ。

　転々と飛び回る恭きよう介すけや『白き女王』だが、実際に彼らが足を着けているのは太陽などとは比べ物にならない、ちょっとした後押しがあればそのままブラックホールに化けかねないほどの巨大な恒星だ。地球から見れば一つの塊のように見える星の並びも、実際には各おの々おの途と方ほうもない距離が開いている事も珍しくない。

　目の前の水たまりを避けて軽く跳ぶような感覚で、少年達は爪先から[image: α]星スピカへ降り立つ。

　煮えたぎる、でも足りないくらいの超高温と超重力の世界だが、城しろ山やま恭きよう介すけも『白き女王』も眉一つ動かさず、汗一滴垂らす必要もない。

《空間に取り残されるくらいなら可愛かわいいモンだと思うよ、実際》

　専用の『匣はこ』もないのに気軽な調子で、蛇女の『緑の悪女』が口を開いていた。

　人間のように振る舞っているものの実際には神しん格かく級きゆうである信楽しがら真ま沙さ美み経由か、あるいは『色彩なき童女』の対話能力に相乗りでもしているのか。

《……もっとヤバいのは相対性理論で繫つながってる時間の方じゃね？　宇宙を一周見て回って地球に帰ってきたは良いけれど、そこは馬鹿デカい恐竜が闊かつ歩ぽする時代のお話でしたー、なんてな事にゃならねえと良いけどなあ、実際》

《時間で言えば、今あなた達を支えている防護円についても怪しいかもね？》

　と、こちらはグロテスクなゆりかごの上でまどろんでいる『黄の鰓』。

　現実など夢を作る材料に過ぎない、と断言する彼女にとってこの世の問題など優先度は低いのだろう。この状況でも相変わらずくすくすと笑みをこぼしながら、

《だって一〇分間の長さが信頼できなくなっている状況でしょ。今は引き延ばされているから有利に働いているけど、これが何もかも一瞬で老化する『早送り』の世界になったら？　召しよう喚かん師しを支えている防護円なんて泡のように弾はじけて飛んで、ダイレクトに真空へ身をさらす羽目になるんじゃない？》

　笑顔のまま凍りついたのは、ウェイトレス服の悪魔だった。

　そう、究極的には神しん格かく級きゆうとして人間をやめている信楽しがら真ま沙さ美みやリスに似た動物型の依より代しろは、必ずしも宇宙に放り出されたくらいでくたばるとは限らない。そのまま耐えるかもしれないし、あるいは現世とは違う場所へ帰還してしまう手もある。

《……させません》

　しかし自ら有利な状況を捨て去るように呟つぶやいたのは、むしろポニーテールの研究者の方だった。信楽しがら真ま沙さ美みは、よりにもよって直接の敵対者を庇かばう格好でこう言い放ったのだ。

《もうこの子達は多くのものを支払った。そもそもびた一文払う必要のなかったものを、これ以上ないほどたくさん……。だから不当に払った分だけこの子達は幸せにならなくちゃならない、奪われたまま何も取り返せずにただ命を落とすだなんて、そんな人生はこの私が許しません。絶対に!!》

　鈍い音が炸さく裂れつした。

　星座から星座へ渡っている間、城しろ山やま恭きよう介すけや『白き女王』は他に何もしていない訳ではない。

『色彩なき童女』の背中の古文書から三つ編みのように絡からみ合あう『終末』の群れが『白き女王』へ雪崩なだれ込こみ、『白き女王』が親指を犬歯で嚙かんで溢あふれ出だした血の珠たまを使った呪いの内、星の力を使っても逸そらし切れなかった分が『色彩なき童女』の臓器や背骨を少しずつ確実に侵食していく。

　結果。

『白き女王』の純白の装束ごと片腕がねじれて青紫に変色し、『色彩なき童女』が無表情なまま内側から柔らかい頰を膨らませたと思ったら赤黒い血を盛大に吐き出す事態となった。

　もちろん、見た目のダメージがそのまま生命のリミットに直結しているとは限らない。表面上の怪我けがくらいあっさりと治してしまうだろう。

　しかし双方共に、確実に削り合っているのは事実だ。

　決して修復のしようがない、魂の部分まで。

　恐ろしいのは破壊力だけではない。一発当たれば星の表面に張り付いている文明など丸ごと壊滅しかねない攻撃を浴びても、どちらの少女も悲鳴らしい悲鳴すら上げない。

　ビヨンデッタは同じ人工霊場の中で激突する純白と無色に目をやって、

「アレの間に、割って入るですって……？」

《はい》

「自分が何言っているか分かってんですか妖怪アル中先生ババア。もはや私が行く手を阻はばむとか、そんな次元の話になっていないでしょ」

《私はそもそもそのためにブラッドサインを握ってここまでついてきました。守るべき子達の一人、デッタちゃんとぶつかっているのは本意ではありません》

　二体の未み踏とう級きゆうもまた顔を見合わせていた。

　異界での関係性はどうあれ、召喚された以上は闘争本能の塊となって互いに殺し合う関係になるはずなのだが、『緑の悪女』も『黄の鰓』も実にお行儀の良いものだった。『白き女王』という極大の特異点のせいか、あるいはやはり城しろ山やま恭きよう介すけや『色彩なき童女』が召喚儀礼のルールをハックした結果の一つか。

《言っておくけどよ、あそこに私達を差し向けても瞬殺だぜ》

《あんな興奮状態じゃあ夢の世界へ誘い込むのも難しそうだしね》

　しかし。

　栄えある『大三角』のお二方がこの有り様だ。

《そんな無茶な期待していません》

　そして信楽しがら真ま沙さ美みも即答だった。

　しかしそうなると、ビヨンデッタにはますます読めない。

　確かに『白き女王』や『色彩なき童女』はケタ外れだ。『大三角』を含む、真っ当な被召物マテリアルをぶつけても勝利なんかもぎ取れない。召しよう喚かん師しが自分の被召物マテリアルに頼らずに一体何ができるというのだ。

《忘れたんですか。私はアワード１０００を超えて、現世と異界で所属を変えた神しん格かく級きゆうの新参者です》

　無言の疑問に対し、ポニーテールの研究者は空いた手で自分の胸の真ん中を叩たたいた。そのまま片目を瞑つむって彼女は言う。




《……なら、人間の召しよう喚かん師しとしての力の他に、神様としての力を手に入れているはずでしょう？　まあ、人工的に埋め込まれた存在としては『色彩なき童女』と比べたら微々たるものかもしれませんけどね》
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　それは、やってはいけない事だった。

　それは、しかし誰もが夢見る事だった。

　実際に一度は城しろ山やま恭きよう介すけ自身が阻止した野望の一つでもあった。

《神しん格かく級きゆうコスト12、音域中音。色彩は濃紺、数は三、方位は北東、神職は守護神及び医術神、請け負う祈願は無病息災》

　信楽しがら真ま沙さ美みが授かった神格としての力。

　すなわち、




《差し込みなさい、死のない世界ッッッ!!!!!!》




　新参者の神を中心として、新たな超常が全世界へ広がっていく。

　太陽神がいるから太陽が運行されるように、死神がいるから寿命というものが正しく設定されるように。

　信楽しがら真ま沙さ美みという神がいるから、これまでなかった現象が成立する。

　完全な復活や転生とは言い難い、中ちゆう途と半はん端ぱな死の排除。

　とはいえ、これはゼロから構築したものではない。

　結局、死のない世界とは召しよう喚かん師し一人を守るだけの防護円の範囲を拡張して余人まで囲い込む、という代物だ。信楽しがら真ま沙さ美みの場合は紅べに小こ道みち楓ふう希きが主導する『イリーガル』系組織が考えていたような『永遠に、死のない世界を作る』ではなく、せいぜい一時的に時間を引き延ばし、その間に本来なら致命傷となる傷を塞ぎ、心しん肺ぱい蘇そ生せいを行うチャンスを増やす、といったものでしかなかったが。

　この現世全体において、最大効果は通常時間において三〇分。

『白き女王』や『色彩なき童女』、極大の存在がぶつかり合うせいで霊的な場が荒れ狂っている状態ではその一割出せれば良い方か。

　しかし、城しろ山やま恭きよう介すけや『色彩なき童女』が相対性理論に干渉し、一秒間の長さを永遠に延長している今この状況において、そのたった三分は脱獄不能の檻おりと化す。

　なおかつ。

　信楽しがら真ま沙さ美みは神しん格かく級きゆうである。つまり被召物マテリアル。にも拘かかわらず、彼女は召しよう喚かん師しとして防護円の恩恵を受けている。つまり防護円から拡大解釈していった『死のない世界』は、『白き女王』を含む未み踏とう級きゆうにまで適用される代物だったのだ。

　その意味は、すぐに分かったのだろう。

　初めてだった。

　召喚儀礼のルールすら乗っ取った城しろ山やま恭きよう介すけが、『白き女王』以外の誰かを明確に見据え、睨にらみつけて、そして叫んだのだ。

「信楽しがらっ、真ま沙さ美み！　余計な事をッッッ!!!!!!」

　人間も被召物も殺せない。

　これではどんなに星を飛び越えようが、永遠に決着はつかない。

《にーさま》

「あにうえ」

　ほとんど同時に声があった。

《『永遠の一〇分』ではいつまで経たっても決着がつかない。よって、明確な勝敗を求めるにーさまに別の道を提案する》

「このままゾンビみたいに肉を削そいでスケルトンになっても元気で殴り合うなんて本懐ではございませんわ。あにうえ、提案します。退屈な黄道旅行はこの辺りにいたしましょう」

　信楽しがら真ま沙さ美みが舌打ちする番だった。

　神と言っても新参者。

　そもそも神しん格かく級きゆうではその奥にいる未み踏とう級きゆうの自じ儘ままな振る舞いを完全に止める事は叶かなわない。

　永遠の一〇分は物理の世界においては破格の現象だが、恭きよう介すけや女王が決着をつけるにあたって必ずしも必要なエッセンスではない。長時間宇宙で戦う事を考えなければ、この条件は捨ててしまっても構わない。

　まずは、信楽しがら真ま沙さ美みが差し込んだ『不死の三分』を使い切る。

　決着はそこからだ。

《にーさま、『白き女王』の呪いについてはパターンを網羅した。わざと喰くらってみて確信も手に入れている。ここから先、力を逸そらすのに星の力を借りる必要は特にない》

「……強がりを。あるいは健けな気げとでも呼んでやるべきでございましょうか？」

《最悪、直撃しながらでもこちらが倒れる前に連打を浴びせれば、そのまま押し切って勝てる。にーさま、決断を》

　求めるのは決着だ。少年自身防護円に守られているが、すでに首の横の頸けい動どう脈みやくを丸ごと断ち切っている。

　リスクの有無で物事を測る段階は、もう超えた。

　城しろ山やま恭きよう介すけは短く聞いた。

「場所は？」

「あにうえが今思い浮かべた場所。そこでよろしいのでは？」




　直後だった。

　ヴン!!　と、ブラウン管のような唸うなりがあった。
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　そして降り立ったのは、見知った街だった。

　城しろ山やま恭きよう介すけはもちろん、『白き女王』にとっても。

　かえって首を傾かしげたのは、少年に寄り添う『色彩なき童女』だった。ビヨンデッタに信楽しがら真ま沙さ美みもまた、この惑星に戻る。教育者か、あるいは保護者か。『死のない世界』を展開しても未いまだに変わらぬ流れに未熟な女神は唇を嚙かみながら、近くにあった道路標識に目をやった。

　そう、ポニーテールの研究者にとっても、馴な染じみのある街ではないだろう。

　彼女はこう呟つぶやいたのだ。




《……トイドリーム、35……？》




　結局最後はここになった。

　あるいは城しろ山やま恭きよう介すけ自身が、自分の力だけで『白き女王』を退けた勝利の象徴なのかもしれない。挫折に敗北、理不尽な暴力に嘲笑。体を引きずるようにして散々な道を歩んできた少年にとっては、心の中に残る数少ないポジティブな象徴だったのだろう。

　１Ｇ重力、酸素濃度は約二〇％、気温は摂氏三四度。

　ことここまで来れば、『永遠の一〇分』など必要ない。

　信楽しがら真ま沙さ美みの牢ろう獄ごく、死のない世界。

　しかしそれも、未み踏とう級きゆうとしても突き抜けた『色彩なき童女』と『白き女王』の激突という極大のノイズ源にさらされている中では永遠に続かない。神しん格かく級きゆうの一柱がもたらす効能くらいでは理論そのものが崩れて維持できなくなるからだ。

　消費すべきは、およそ三分。

　つまり宇宙で戦うため半永久的に引き延ばされていた相対的な時間の流れを元に（？）戻してしまえば、信楽しがら真ま沙さ美みが放った『死のない世界』も立ち消えとなる。そして恭きよう介すけとしては、正真正銘これが最後の戦い。勝っても負けても防護円が消滅すると同時に首の傷から思い出したように大量の血を撒まき散ちらす。

　それで良い。

　宇宙の旅なんて前ぜん哨しよう戦せん。

「仕切り直そう、女王。今度こそ」

「愚かなあにうえ。何か使えば安全は確保できるng・bh・wi・ou・i・tv・eu、そんな手はないのにel・zh・i・iu・oo」

　ただ平面に広がるだけの宇宙の果てになんか何もない。人類最後のフロンティアはやはり心の中にこそ残っていたのだ。

『白き女王』のねじれた腕が、空気を入れたビニール人形のように元へ戻る。

『色彩なき童女』もまた、口元の血を手の甲で拭っただけで異変は消える。

「あにうえ……」

「女王」

　居合刀やリボルバー拳銃でも腰に差したような、決闘直前の緊張感があった。

　彼我の距離などどうでも良いい。六五光年先で輝く星よりもこの数メートルの間合いが全てだ。

　そして二人は示し合わせたように叫んだ。




「「いい加減にお別れだ、クソ野郎!!!!!!」」








行間一









　この世界は何度か改変や破損が起きている。




　中でも大きなモノが『雨中の少女』だろう。過去、通り魔に襲われて死亡したはずの海うみ恵え祥しよう子こだったが、今こうして見る限り普通に成長してトイドリーム35Ｒ区画の高校に通っている。

　平和なものだった。

　目下最大の敵が強烈な直射日光と考えるくらいには。

「あづぅえあー……。せっかくバイトない日なのに、アスファルト溶けて列車のレールが曲がるような猛暑の真っ最中に登校日なんか設定しないでよね。こんなの人間の生活圏じゃないよお」

　長めの一本三つ編みにメガネ、典型的な図書委員の枠に収まっている妹が太陽に向かって嘆いていた。歴史は変わったので、この妹は依より代しろとして城しろ山やま恭きよう介すけと共に召喚儀礼の世界で戦ってきた事も覚えていない。

　視力の良い『姉』としては、レンズを通して太陽を覗のぞくなという鉄則がメガネには適用されないのが不思議でならなかった。

　ペットボトルからラムネ瓶や缶ジュース、各種のアイスやかき氷まで。甘味という甘味、氷菓という氷菓のクーラーボックスをしこたま広げたキッチンカーの近くに並べられたパラソル付きの長椅子であった。

　あくまで一般の枠に収まったまま。

　メガネの妹は二つでワンセットのパックアイスを割りながら、だ。

「ほれお姉ちゃん、半分こ。……なに、いらないの？？？」

「うーん」

　うりうりと柔らかい頰にアイスのパックを押し付けられたまま。

　生き残った少女、海うみ恵え祥しよう子こは何の気なしに顔を上げて。

　こんな風に呟つぶやいたのだ。

　ビフォアとアフター。どちらにも属さず、どこか離れた場所から歴史を眺める事のできる少女が。




「とことんねじれてるなあ」







[image: ]







[image: ステージ02　最後に選んだ舞台はここに]








１






　実時間にして、ここまでわずか三分強。




　辿たどり着ついたのは大仰な聖堂や神殿ではない。財政破綻した地方都市が世界最大の遊興企業トイドリーム社の資本注入を受け入れた結果生まれたトイドリーム35。海沿いの街並みはジェットコースターや観覧車など無数のアトラクションに吞のみ込こまれ、沿岸のみならず海面からも直接無数の高層ビルが突き出て、それらの間をいくつもの巨大陸橋が結んでいる。真夏の炎天下、強烈な陽ひ射ざしは都会のカラスさえ辟へき易えきとさせているのか、この時間帯は野生動物の姿も少ない。騒がしいのは空中の陸橋に植えられた街路樹に張り付くセミと、鉄とコンクリートの街でわざわざ下まで降りてマリンスポーツを楽しむ水着の海水浴客くらいのものだった。

　そういった、何重にも折り重なる巨大陸橋の一つだった。

　橋と言っても大きな駅の前に広がるロータリーの連絡通路のようにあらゆる方向に広がっている。後付けで土を盛り、芝や街路樹、小さな噴水まで備えた待ち合わせのスポットは、もはやちょっとした公園くらいの規模があると言っても過言ではない。

　冥王星にスピカ。

　これまで渡ってきた星々と比べれば、ありきたりでつまらないかもしれない。

　だけど恭きよう介すけも女王も笑わなかった。

　縁もゆかりもない、生命が一つも根付いていない枯れた大地がどれだけ抉えぐられて吹き飛ばされたところで、何の感慨も浮かばない。だけどここから先は違う。いくつものエピソードが絡からみつき、人の魂の奥にまで根を張った、生きる大地だ。間違って吹き飛ばしたでは済まされない。一つ一つの攻撃には、チャンスと共に相応の責任が付きまとう。

　殺し合いとはそういうものだ。

　レバーを回してボタンを叩たたけば勝利が転がり込んでくる訳ではない。勝った後に何も考えなくても良い、といった事にもできない。

「あにうえ」

「どうした卑ひ怯きよう者もの、次は街を丸ごと人質にでも取るつもりかな？」

「いいえ臆病者。わたくしの視界の中にあるのは最初からあにうえだけ。宇宙の果てだろうが地球の地べただろうが、行うべき事は何も変わりません。そちらこそ、ことここまできて負けた時の言い訳なぞ用意するのはやめてくださいませ」

「フ〇ックのカタマリか、イカれ女」

「あらあらチキンが何か言っておりますわob・ob・pi・u・ng・vd。据え膳を召し上がる勇気すらないくせにdu・vo・a・lui・ei・lvz・ya・fu・iu・oo」

　ノーリスクで乱打などできない。

　負ければもちろん、勝ってもリスクは付きまとう。

　現実において、一番の勝ち組とはそもそも事件と遭遇しないで平穏に生きる事なのだから。

　そして恭きよう介すけと女王は同時に言い放った。




「ＲＱ＝キャット。スタンバイ！」

「ゲットレディ、『真実の剣』。我が命令に応えよjh・a・ra・ou・v!!」




　バッフォ!!　と。

『色彩なき童女』と『白き女王』を中心として、大気圧とは無関係に烈風が全方位へ吹き荒れた。ビヨンデッタのようなただの人間にとっては、それは奇妙な風だったろう。しかし『緑の悪女』や『黄の鰓』といった未み踏とう級きゆうの方が、かえって人間の作る防護円の陰へ逃れようとしていた。

　それは、『力』だ。

　異界から流れ込んで現世を歪ゆがめる、そんな源泉そのもの。

　形を持たない電気を精密回路に浴びせれば信号が壊れてしまうように、無秩序にばら撒まかれる『力』はそれだけで整えられた被召物マテリアルにダメージを与える。

《ぐっ……》

　信楽しがら真ま沙さ美みもまた、何かに耐えるように胸元を押さえていた。

　そうこうしている間にも、恭きよう介すけと『白き女王』はすでに動き出している。

　見た目の傷の数などどうでも良い。その気になればいつでも修復できてしまうのでは、ここにこだわっても意味がない。

　となれば、これは将棋ではなくチェス。

　それも人の形をした盤の上の布陣を抉えぐり、削って、機能を奪い……そうやってたった一つのコアを先に刺し貫いた方が勝利をもぎ取れる。

　すなわち、

「『人じん郭かく』……」

「やはり、あにうえもそこを考えましたか」

「あなたの『人じん郭かく』を直接破壊できれば!!」

　逆に言えば、そこ以外はどこを潰されても許容するしかない。どんなに有名なチェスプレイヤーと素人しろうとの対局だって、たった一つの駒も奪われずに勝つ事は叶かなわないのだから。

　ざんっ!!　と。

　互いが互いを押しのける烈風のような『力』が荒れ狂う中、一歩前へ出たのは『色彩なき童女』だった。城しろ山やま恭きよう介すけを庇かばうためか、あるいは憑ひよう依いの宿主を取り上げられるのを恐れてか。

　応じるように、『白き女王』もまた歩を進めた。

　極至近で睨にらみ合あう。

　直後だった。




　互いの右腕が交差し、それぞれの胸の中心を抉えぐりにかかる。




『人じん郭かく』とは。

　そもそもで言うなら、異形の肉体を持つ被召物マテリアルの肉体の内、どこか一ヵ所に依より代しろの意識を宿すための器官だ。脳や脊椎はもちろんとして、一本角、逆げき鱗りん、第三の瞳など場所については各おの々おのの被召物マテリアルによって変わってくる。ブラッドサイン式で呼び出された被召物マテリアルにとっては唯一確実な弱点であり、ここを破壊されればコストや三みつ巴どもえの音域に関わらず即死してしまう。

　ところが、全部が全部人間の少女と酷似している未み踏とう級きゆうだけは事情が変わってくる。彼女達はどういう訳か、ほぼ必ずと言って良いほど心臓部分に『人じん郭かく』を備えているのだ。

『色彩なき童女』は半透明の肉体の中央で、クリオネのように輝くコアが丸見えになっているし。

『白き女王』についても、過去何回か深手を負わせた際に、恭きよう介すけは心臓部分にコアが存在するのを目撃している。

　つまり。

　だから。

　互いの手が届く位置まで踏み込んだ以上、童女も女王も容赦なしであった。他の一切は二の次で、とにかくその右腕を槍やりのように突き込んで間近の胸を貫いたのだ。

　どぷっ、という水っぽい破壊音が炸さく裂れつした。

　最初に笑ったのは『白き女王』の方だった。半透明で未成熟な少女の胸を真まっ直すぐ五指で貫いたまま、彼女はこう告げる。

「……あらあら。この状態から感触が逃げていくだなんて。ひょっとして、とっさの判断で左右反転でもいたしましたの？」

《にーさま》

『色彩なき童女』は元々無表情だ。敵対者と腕を交差する格好で『白き女王』の左胸を貫いたまま、音もなく首を傾かしげて彼女はただ機械的に報告を放つ。

《体内で爪の進行が阻はばまれた。おそらく胸骨に阻はばまれた模様》

　カカンッ!!　と甲高い音と共に複数の『花弁』がスポットに吸い込まれた。

「高の八一三番s・et・ag・td。そのまま爆破しろ」

「言うと思いました☆」

　目を潰すような閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　しかし『色彩なき童女』よりも一瞬早く、『白き女王』の手首からだ。幼い体の中へ突き込んだ指先からの一撃。そこからわずかに遅れて半透明の童女の掌てのひらも溶接のように輝いたが、すでに吹っ飛ばされた後なので『白き女王』の胸元から五指はすっぽ抜けてしまっている。

　獲物が、逃げる。

　全く関係ない陸橋を爆破し、足場が崩れてしまう。

　最初に励起手榴弾インセンスグレネードを投げて人工霊場を張ったのは恭きよう介すけ。つまり壁でも地面でも、次に彼が足を着けた場所が新しい人工霊場となる。

（確かに主導権を握るのはあにうえでございます）

　だが、『白き女王』がそれまで待つ道理はない。

　舌なめずりすらあった。

（ただし人工霊場が一つ失われ、新しい人工霊場が展開されるまでの空白期間は『花弁』を放り込むべきスポットが消えてしまう。つまり、あにうえの手で『色彩なき童女』へ指示出しする事ができなくなるのでございます。この間であれば、無防備。五指を振るうだけで肋ろつ骨こつの檻おりから弱点を丸ごと抜き取れますわ!!）

　たんっ、たんっ、と。

　今まさに崩れ落ちていくブロック状のコンクリートを軽々と渡り、銀のツインテールをたなびかせて。『白き女王』が空中でバランスの回復もできない『色彩なき童女』へ迫る。体内で爆発は起こしたが、まだ『人じん郭かく』は壊れていない。今のは目星、すでに傷はつけた。左右どちらにコアが移ろうが、次の一撃で幼い胸元から丸ごと『人じん郭かく』を毟むしり取とってみせる。獲物を追う『白き女王』の瞳は爛らん々らんと輝いていた。

　その時だった。

　彼女の視界の端で、恭きよう介すけの握るブラッドサインがくるりと回った。

　今、『白しろ棘とげ』を打っても意味はない。古い人工霊場が壊れ、新しい人工霊場に切り替わるまでの間は『花弁』を入れるべきスポットがなくなるのだから、どんな神業を繰り出そうがたった一文字も獲とる事はできない。

　では何故なぜ？

　隅の隅まで追い込んだからこそ、かえって『白き女王』の頭には疑問があった。

　直後にそれは起きた。

　恭きよう介すけのブラッドサインの先端は『白しろ棘とげ』など叩たたかなかった。重力に引かれて高層階からバラバラと落ちていく無数のコンクリートブロック。その一つに長い棒の先端を押し付け、両腕の力だけで無理矢理にぐいっと強く押したのだ。

　まるで、棒高跳びで自分の体を押し出すように。




　位置取りを変えて。

　自分自身の体を使って、『色彩なき童女』の体を庇かばうような格好で。




　ゴッッッキィィィィィン!!!!!!　と。

　鈍い音が炸さく裂れつした。

　あらゆる死因から召しよう喚かん師しを守るとされる防護円だが、それでも完璧とは言い難い。『白き女王』の五指が発射された途端、壁に固定したバランスボールへ無理矢理拳を叩たたき込こむような抵抗と共に彼女の腕の矛先が逸それた。一方で、恭きよう介すけも無事では済まない。本来なら自分を守るはずの強固な結界が内側に向けてたわんだのだ。間近の壁に全身を叩たたかれ、錐きり揉もみ状じように吹っ飛ばされていく。

「あに、うえ……」

　恋する少女が歯は嚙がみする。

　単純にこの手で恭きよう介すけを傷つけてしまったのもそう。そして『色彩なき童女』は抵抗なく防護円の内側へ行き来できるのに、『白き女王』が手を伸ばせばいとも容易たやすく拒絶されてしまうというのも。

　どこまで行っても彼女は敵対者で。

　ただ傍そばに寄り添うだけで、城しろ山やま恭きよう介すけを害する存在としてカウントされる。

「あにうえェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　いいや。

　少年は、その飛ばされ方すら計算の内にあった。

　召しよう喚かん師しと被召物マテリアルの間で、再び前後が入れ替わる。盾となった恭きよう介すけを真上に逃がした『色彩なき童女』が、そっと小さな掌てのひらを眼前にかざしていたのだ。

　直接『白き女王』の胸を抉えぐるほどの至近ではない。

　それでもショットガンをほぼゼロ距離で放つのと同程度の肉薄。

　ぎり、と『白き女王』は奥歯を嚙かみ締しめる。

「……っ」

　誰が何と言おうが、『色彩なき童女』は『色彩なき童女』単品。

　今なら城しろ山やま恭きよう介すけからの指示出しによる属性や武装の変更はできない。

　つまり、

「一いつ本ぽん槍やりならここで死になさい、泥棒猫!!」

　ぶわっ!!　と。

『白き女王』の叫びに応じて純白の戦装束が内側から大きく膨らんだ直後だった。

　それとは別に、金属バットで白球をフルスイングするような快音があった。

『色彩なき童女』、その腰の後ろから伸びた尻尾。

　いつの間にか先端にボウリング球より大きな錘おもりをつけたそれが、後ろへ流れたはずの恭きよう介すけを防護円ごと叩たたき落おとしたのだ。上から下へ。ッッッドン!!　という爆音と共に、それこそ落雷に似た勢いで恭きよう介すけの体が一つ下の階層を横断していた別の陸橋へと突き刺さる。

　そう。

　最初に励起手榴弾インセンスグレネードを投げたのは恭きよう介すけ。彼が足を着けた場所が新しい人工霊場になる。そして設定完了次第空間中にスポットが浮かび上がり、恭きよう介すけは再び『白しろ棘とげ』や『花弁』で指示出しできるようになる。

（それにしたって……）

　ぐんっ!!　と、『色彩なき童女』に『白き女王』、それからビヨンデッタや信楽しがら真ま沙さ美みまで、この戦闘に関わった人物が片っ端から新たな人工霊場へと吸い寄せられていく。

　そして『白き女王』が地に足を着ける前に、カカンカン!!　という小気味の良い音が耳を打った。

　複数の『花弁』をスポットに叩たたき込こんだ恭きよう介すけから、低い声がこぼれる。

（いくら合理的だからって、ここまでやりますか!?　直前まで『色彩なき童女』は防護円から普通に受け入れられていた。これだけ召喚儀礼のルールがあやふやにブレまくっている中、オンオフの切り替えにわずかな混乱があればあそこで挽ひき肉にくにされていたかもしれないのに!!）

「ＲＱ＝キャット。低の四四番b・fh・fh、スタンバイ!!」

《了解にーさま》

　そう、全てはこのため。

　しかし今この場において最も深手を負っているのは童女でも女王でもなく、城しろ山やま恭きよう介すけなのではあるまいか。

　ともあれ、『色彩なき童女』の属性が大きく切り替わった。

　とっさに白い翼のような布束を何重にもクロスするが、お構いなし。空中で不自然に軌道をねじ曲げた『色彩なき童女』の拳が赤く輝いたと思った途端、恐るべき打撃がガードを全てぶち抜いて、女王の頭頂部へ容赦なく突き刺さった。

「か……っ!?」

　自らの叫びすらも、遅れる。

『白き女王』の体もまた、流星のように一つ下の陸橋へと突き刺さる。
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　大前提として、狙うのは互いの『人じん郭かく』。ケタ外れの未み踏とう級きゆうである『白き女王』や『色彩なき童女』に見た目の傷はあまり意味がない。他の全ての手傷や骨折は、いかにして敵の手札を封じて確実に『人じん郭かく』というコアを貫くかの布石に過ぎない。これはちょうど、チェスや将棋でたった一つの王を殺しに行くために他の全ての駒を動かすのと同じ感覚かもしれない。

　よって、

「中の八一番k・et・agだ!!」

　陸橋で仰向けに沈んだ『白き女王』の上から、さらにお尻の尻尾を振って両足を揃そろえた『色彩なき童女』が突っ込む。チュンッ!!　とライフル弾が擦過するような鋭い摩擦音と共に、上から下への落雷のような一撃。しかしその両足のカカトが『白き女王』の左胸を叩たたき潰つぶす一瞬前に、倒れたまま銀のツインテールの少女が動いた。右から左へ画面をスライドするような格好で細腕を動かした途端、『色彩なき童女』の軌道が歪ゆがむ。見えないクレーン鉄球で殴られたように、いきなり真横へ吹っ飛ばされたのだ。

　錐きり揉もみ状じように舞い飛ぶ未成熟な少女へ、恭きよう介すけはその場で腕を伸ばす。

　空中で手首の辺りへすがりついた『色彩なき童女』がそこで全身をひねり、まるでペアのフィギュアスケートや鉄棒に体重を預けるポールダンスのように、少年の体に絡からみついて素早く地面へ足を着けていく。

　もそもそとクイーンサイズのベッドから起き上がるような仕草で砕けたコンクリートの陸橋から身を起こした『白き女王』もまた、状況を理解した。

　そう。

『色彩なき童女』も『白き女王』も同じ人工霊場の中にいるが、一つだけ、決定的に違う事がある。

　城山恭介という障害物の有無だ。

「……ここからは僕も組み込むぞ、ＲＱ＝キャット」

《はいにーさま》

「僕を使い潰しても構わない訳だが。『白き女王』への有効打が最優先だ」

《仰おおせの通りに》

　だんっ！　と。

　むしろ真っ先に前へ飛び出したのは、市販品のブラッドサインを握る城しろ山やま恭きよう介すけだった。

　たかが人間。

　しかし後から遅れて地面を蹴った『色彩なき童女』が少年の背中に足を乗せ、躊ちゆう躇ちよなく足蹴にして、『白き女王』の頭上を取る。

　太陽を背にした『色彩なき童女』の背中、時計の文字盤のように配置された一二の巨大な古文書が一斉に開く。

　気が遠くなるほど長い長い未来の話。

　膨張し過ぎた太陽が地球の生存圏を蒸し焼きにしていく、どうしようもなく回避不能な『灼しやく熱ねつの終末』が洪水のような勢いで『白き女王』へと襲いかかる。

「おのれru!!」

　叫びであった。

　不可視の衝撃波が分厚い壁となって熱と光の嵐をまとめて消し飛ばしていく。

　さらに『色彩なき童女』が着地したタイミングで『白き女王』が五指を突き出すが、これについては不自然な力に邪魔され、弾はじかれる。

　半透明で未成熟な少女はそのまま後ろへ転がり、恭きよう介すけの両足の間をトンネルして後ろへ下がったのだ。追いすがる女王の攻撃そのものは、召しよう喚かん師しを守る防護円によって弾はじかれてしまう。

「あにっ……」

　真上に向けて白しろ薔薇ばらの飾りを放り投げる。

　それは空中でひとりでに弾はじけると、一〇〇万の棘とげを地上へ撃ち下ろす。

　そして『色彩なき童女』はよりにもよって恭きよう介すけの膝の裏を蹴り、強引に後ろへ倒した背中を無造作に片手で摑つかみ、自らを守る盾として使い始める。

「……うええ!!」

　防護円の中。

　恭きよう介すけの脇から小さな手を通す格好で『白き女王』へ得物をかざす影があった。スカートのように腰回りへ広げた大量の武装の中から選ばれたのは、セミオートのショットガン。あくまでもどろりとした無機質な瞳を向けたままこう囁ささやく。

《にーさまと連携、攻撃開始》

「ッッッ!!!???」

　派手な炸さく裂れつ音おんと同時、戦装束を大きく翻ひるがえした『白き女王』が横からその銃身を蹴飛ばす。あらぬ方向へ散弾が撒まき散ちらされている間に、さらに白手袋に包まれた手がその銃を摑つかもうとする。『色彩なき童女』は銃身を引き、防護円の境目を使って『白き女王』の追撃を逃れようとしたようだったが、遅い。

（わたくしの手があにうえの防護円に弾はじかれるとしても……）

　摑つかんで奪って突き付ける。

　くるりと回したショットガンを肩と首で押さえて『白き女王』は吼ほえる。

「あなた自身の力なら!!」

　爆音と衝撃が女王の全身を打ち据えた。

　半透明が弾はじけ飛とぶ。未成熟な曲線を描いていた『色彩なき童女』の胸部が砕け、クリオネにも似た光の脈動が剝むき出だしになる。

（まだ浅い……）

　相手は痛みや恐怖で表情を歪ゆがませる事もない。

　亡霊にそんな生き物としての当たり前を期待するだけ無駄か。

（でももう一発当てればッ!!）

　躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く。

　しかし。

　自らの勝利のために召しよう喚かん師しすら使い潰す死臭の猫のコアは、まだ潰れない。

　わずかな力だった。

　だが確実な力が横から加わり、発射の直前にショットガンの銃身がわずかに横へズレたのだ。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。

　彼の持つブラッドサインの、先端。

「どこまで……っ!!」

「ＲＱ＝キャット。高の四七四番s・fh・sv・fh、スタンバイ」

　これだけ密着している状況でも、恭きよう介すけは器用に『白しろ棘とげ』を打っていた。

　そして命令を受けた『色彩なき童女』が動く。

　この上なく、的確に。

《はいにーさま、仰おおせの通りに》




　ドッ!!　と。

　真後ろから、一本の槍やりを使って恭きよう介すけの脇腹を貫いたのだ。
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　その瞬間を、ビヨンデッタも目撃していた。

《かっ……!!》

　博愛主義でも気取る信楽しがら真ま沙さ美みの方が大騒ぎしそうなものだが、生あい憎にくと彼女にそれだけの余裕はなさそうだった。

　吹き荒れる風のようなものがあった。

　場を乱す『力』が強過ぎる。

　ここは被召物マテリアルにとって、恒星よりも宇宙よりも危険な場所なのだ。

　そもそもにおいて、規き定てい級きゆうや神しん格かく級きゆうでは恐怖に心を摑つかまれて『白き女王』には刃向かえず、未み踏とう級きゆうであっても勝負にならないような次元であった。そこへ、さらに女王キラーの『色彩なき童女』。こんな突き抜けた怪物どもが激突する場所では、いかに『大三角』と呼ばれる大物であってもその存在を保てない。激しいノイズのようなものが舞ったと思ったら、信楽しがら真ま沙さ美み側が呼び出していた『黄の鰓』がいきなり輪郭を崩して吹き散らされた。リスにも似た動物型の依より代しろがただ放り出される。

《結局は……あの二人だけの闘争。ことここまで来れば、召喚儀礼のピラミッド構造など何の意味も持ちませんか……》

　自前のブラッドサインを杖つえのようにして体を支える信楽しがら真ま沙さ美み自身、消滅しないのが不思議なくらいだった。彼女は『フリーダム』アワード３０００の召しよう喚かん師しであると同時に、神しん格かく級きゆうでもあるのだから。さらに上の未み踏とう級きゆうが圧にすり潰されて消滅したというのに、まだ現世にしがみついている方がおかしい。

　それどころか、

「つか、被召物マテリアルが今そこですり潰されたんでしょ？　何で敗北状態に入らないんですか、あなた……」

《さあ？　今の私は神しん格かく級きゆうですから『神を殺された衝撃』を浴びてもその死は同族扱い、そこまで強い衝撃は受けないのかもしれません。あるいはブラッドサイン式を無視して私の存在を支えてくれる、『匣はこ』の方から支えてもらっているのかもしれませんね……》

　敗北したふりをして実はケロリ、もいける訳だ。悪辣なビヨンデッタならこれだけでいくつ悪用パターンを思い浮かべられたものか。

　そんなウェイトレス服の悪魔が呼び出していた『緑の悪女』もまた、無数のノイズにまみれていた。すでに輪郭は崩れ始め、長くは保ちそうにない。そしてビヨンデッタには信楽しがら真ま沙さ美みのような裏技の用意はなかった。

「ここまで、ですかね……」

《何を言っているんですか、デッタちゃん。最後まで動けるのはおそらくあなたですよ》

　しかし保護者を気取るポニーテールの研究者から、意外な言葉が飛んできた。

　彼女が言うには、

《召喚儀礼の敗北状態は何故なぜか潜くぐり抜ぬけたようですが、今の私が被召物マテリアルであり、女王と童女の激突がもたらす圧に耐えられないのは変わりません。平たく言えばこうしているのが精一杯で、とてもじゃないけど自由に手足を動かせるような状態じゃないんですよ。そうなるとデッタちゃん、最後まで動けるのはあなたになります。ただしそれも、『緑の悪女』が自然分解するまでの間でしかありませんが》

「……、」

《時間はありません、だからどうするか今ここで決めなさい》

　信楽しがら真ま沙さ美みは。

　真正面からビヨンデッタの目を見据え、そして駆け引きなしでこう突き付けたのだ。

《あなたが宿している『女王の憎ぞう悪お』も、あなたが耽たん溺できしている復ふく讐しゆう屋やも、よそから取り付けられた役割としての『姉』も、全て脇に置いて。ビヨンデッタ＝シロヤマが最後の最後に何をしたいか。どんな経緯があれ、あなたは恭きよう介すけ君くんの手を取った。それが本当に機械的なルールに基づくものだったのか。このままでは破滅の道しかありませんが、あなたはどんなに小さくても、そこに確実な一石を投じる事ができる。だから選びなさい、責任を持って。もっと優しい道か、もっと酷ひどい道か。いつかどこかで恭きよう介すけ君くんの手を取ったあなたが、ここからどんな未来を見たいのかを!!》
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　赤。血の赤。恭きよう介すけ自身がそう命令して恐るべき未み踏とう級きゆうに背中を貫かせた槍やり。そこから生じる毒々しい極彩色。

　さしもの、だ。

　さしもの『白き女王』とて、わずかに思考が止まった。

　しかしそれとは別に体の方が勝手に動く。全力で身をひねって血まみれの槍やりの矛先から逃れようとするが、そこで槍やり全体が不自然に振動した。

　防護円が反応したのだ。

　無害な妹から、命を脅おびやかす悪あく霊りようと再認識して。

　だが愚かにもほどがある。すでに槍やりが突き刺さった状態から防護円が無理に弾こうとしたところで、恭きよう介すけは回避できない。

　せいぜい貫通した召しよう喚かん師しの傷を広げ、不規則な動きで『白き女王』へ追いすがるのが関の山だ。

「!?　かはあっっっ!!!!!!」

　やられた。

　真正面。へその下辺りをぶち抜かれた。

　一本の槍やりで貫かれて動きを止めた『白き女王』は、そこで見る。槍やりから手を離した『色彩なき童女』が、遮蔽物として使い倒した恭きよう介すけの背中からひょっこり顔を出したのを。

　その五指を開き、空間へ爪でも立てるように構え直す。

　わずかなチャンスを活いかし、『人じん郭かく』を直接狙うつもりか。

「どうして、そこまで……」

　疑問については、死臭にまみれた黒猫に発したものではなかった。

　口くちの端はしから赤い血の筋を垂らしながら、『白き女王』が真まっ直すぐ見据えていたのはやはりたった一人の少年だ。

「……己の死が、怖くはないと言うのでございますか。あにうえ？」

「どこまでいっても僕はちっぽけな人間だ。アワードを１０００稼ぐ事すら叶かなわなかった。だから当たり前の生き死になんか論じているようでは、あなたには届かない。そんな風に考えるしかなかった訳だが……」

　元からの致命傷。

　しかしもう助からないからと言って、続けざまに傷を増やすような真似まねが、果たして人として合理的で効率的な行いと呼べるのか。

「僕は、あなたの怖さを知っている」

　くしゃりと顔を歪ゆがめた『白き女王』を、果たして少年はどう思っているのか。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』という自らに課した名前について、どう考えているのか。

「単純な戦闘力だけの話ではない。むしろ、あなたの怖さはあなたの行いとは関係なく周りの世界を歪ゆがめていく方にある。自分であれだけやっておいて、世界の全部からあなたに罪はないなんて言わせてしまうくらいのね……。そこを否定しても仕方がない。だから僕は、あなたのそういった『力』を逆手に取る事にした訳だが」

「何を……いや、まさか……」

「僕はここで死ぬ」

　はっきりとした断言だった。

　一〇〇年の期間を精神修練に費やした高僧とて、そこまで潔いさぎよく受け入れられるものなのか。

　いいや、

「そして死んでも構わない。そうなっても戦いが継続できるように事前の準備さえ整えられれば。エルヴァストの時はまだまだ半信半疑だったけど、信楽しがら真ま沙さ美みの存在が教えてくれた。人間は、条件次第では神しん格かく級きゆうになれるんだ……。だったら、負けてもここで終わりにはならないではないか」

「まさか」

　人と神。

　だけど神話の広がりを学問として捉えた場合、その定義だけで言えば区別は曖昧でもある。神が人を創る一方で、人が信じるから神という枠組みができる。なら、その信じるというアクションを外から意図してコントロールする事ができたら？

　より具体的には。

　もしも誰かにとって都合の良い信仰の形を、全世界単位で広める事ができたなら。

「あにうえ、ご自分を神しん格かく級きゆうの被召物マテリアルに置き換えるための教化書物……『原典』でも用意しておいたというのでございますか!?」

　突如として現れた信楽しがら真ま沙さ美みが『白き女王』についた時、城しろ山やま恭きよう介すけはクルーザーで頭から布ふ団とんを被かぶって伏せていた。

　本当に、それだけだと思ったか。

『フリーダム』のアワード３０００。エルヴァスト＝トイドリームのさらに先。あんなものを見て、新たな領域が開けて、何もせず腐っているとでも。

　タブレット端末を指先で操作して必要なデータの塊を作り上げるくらいは誰でもできる。

「かつてあの『白き女王』の横暴と戦うため、最後の最後まで一歩も引かなかった男がいた」

　そう。

　なんという破滅的なエピソードだろう。

　無謀で、愚かで、どうしようもなくて。

　だけど思わず語って聞かせずにはいられない、拡散力を秘めた美談なのだろう。

「僕だけではどうにもならなくても、あなたという極大の歪ゆがみと関わる事でドキュメントは神話に進化する。ちっぽけな人間でも、神になれるチャンスが回ってくる訳だが。こいつが実際に世界中へ浸透するまでに、何百年、何千年かかるかは見えていないけどね……」

　『白き女王』がもたらす、合成着色料と添加物まみれの安っぽい感動。

　だけどそんなものに振り回されて身を滅ぼしていく有象無象を、この少年は嫌というほど眺めてきたはずだ。

　人間は誰もが分かりやすいものを要求し、耽たん溺できし、支持していく。

　一人ぼっちでそんな大きな流れに抗あらがい続つづけてきた少年が。

　ここに、大きく舵かじを切る。

「勝てばここで終わり、負けてもいずれチャンスは回ってくる……。だから僕は困らない」

　血まみれの口を動かして。

　自分の命令で貫通させた槍やりを、べとべとする両手で改めて摑つかみ直なおして。

　わずかな隙さえ作れれば、こんな命捨ててやる。

　思えば、最初の最初に自らの首の横へ刃物を通した瞬間から、城しろ山やま恭きよう介すけの言動は一貫していたはずだ。

（だけど……）

　疑問があった。

　それはずっとずっと、絶えず愛いとしい人を追い駆け続けた彼女だから気づいた違和感かもしれなかった。

（だけど、こんなのが本当にあにうえのロジック？　もしもそんな美談が広まってわたくしへ無謀に立ち向かう事が正しいなんて指向性が醸成されてしまったら、世界中の人間が同じ事をしでかす。あにうえが神しん格かく級きゆうになるまでの数百年数千年でどれだけ無駄な行いが繰り返され、膨大な命が散るのでございますか。たとえ合理的であっても、とてもあのあにうえが目指すとは思えません。だとすれば、それを誘導しているのは、らしくない行動に舵かじを切らせたのは……）

『白き女王』は唇を嚙かむ。

　城しろ山やま恭きよう介すけが、自分以外の誰かにすがるようにこう叫ぶ。




「だからやれェＲＱ＝キャット!!　成功しても失敗しても僕は恨まない、とにかく半はん端ぱな結果なんかで終わらせるなァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」




　射程圏内だった。

『色彩なき童女』もショットガンを浴びて胸元を破壊され、脈動するように淡い光を明滅させる『人じん郭かく』を大きく露出させている状態ではあるが、下腹部を槍やりで貫かれた『白き女王』はその場から動けない。あと一発が届かない。

《はいにーさま。あなたがそれを望むなら》

『色彩なき童女』が無表情なまま、身をよじる事もできない女王の死角へ的確に回り込む。後は空気を引き裂くようにして小さな五指を振るい、『白き女王』の胸の真ん中を一発、大きく抉えぐり取とってしまえば決着をつけられる。

　和解も。

　話し合いも。

　相互理解に努めようとする意志も。

　その全てを封殺して、ただの力業で、強引極まりない決着を。

（くっ……!!）

　ぶちぶちと体の中で嫌な音を立ててでも、無理矢理に『白き女王』は散弾銃を向けようとする。しかしそれも叶かなわない。

　いっそ負けても良い。

　この際、あの忌いま々いましい手で自分の弱点を毟むしり取とられて外気にさらされても。

　でも。

　だけど。

　世界で一番大切な人を、よりにもよってカミサマなんて得体の知れないバケモノに作り替える作業に手を貸せと言うのか、この『白き女王』に……ッ!?

（……あにうえ……!!）

　少女が唇を嚙かむ。

　直後に爆音が発せられた。
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　それで、決着がついた。
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『色彩なき童女』は、右手の五指を中途半端に曲げたまま、ゆっくりと首を傾かしげていた。そのままの仕草で、己の胸元へ目をやる。まるで小さな子供がお気に入りの衣服にミートソースが撥はねたかどうかを確かめるような動きだったが、違う。

　半透明の体。

　その中心でクリオネのように輝く、握り拳大の光があるはずだった。

　元々、『白き女王』に奪われたショットガンを使って一発お見舞いされていた。未成熟な少女のなだらかな起伏がまとめて吹き飛ばされ、規則的に光が脈動する『人じん郭かく』が外気に触れていたはずだった。

　あと一発。かすり傷のようなダメージが通っただけでも、その時点で即死する状況。

　しかし、だ。

　それでも、『白き女王』に最後の一発は放てなかったはずだ。




「……、」




　そもそも、最後の瞬間に鳴り響いた爆音の正体は何だったのか。

　その音源は『色彩なき童女』でも、『白き女王』でもない。

「かはっ……」

　同じ人工霊場の中で、戦力外として捨て置かれていた召しよう喚かん師しがいた。

『フリーダム』アワード９２０、その通り名は『仇染めライアーキヤツト』。

　ビヨンデッタ＝シロヤマの愛用している銀のブラッドサインは、召喚儀礼の祭具であると同時にボルトアクション式の狙撃銃としても機能するはずだった。

　あと一発。

　かすり傷でもつけば。

　……一番格下の『始祖シリーズ』ですら、並の軍隊では歯が立たない。しかし一方で、被召物マテリアルは防護円で守られている訳ではない。恭きよう介すけの元を離れて独立行動し、かつ、胸元を破壊されて『人じん郭かく』が剝むき出だしの状態であれば。まるで指で優しく一押しするだけで全てを破壊する自爆スイッチのような致命的な弱点なら、何のオカルトとも関わらないありふれた鉛弾であってもトドメを刺す事ができる。

「続きは数百年後？　数千年後ですって……？」

　弱々しく笑って。

　しかしそれとは別に、半身を人工骨に組み替えたウェイトレス服の悪魔は、挙動だけなら奇妙なほどに精密であった。

『女王の憎ぞう悪お』に基づいた復ふく讐しゆうの協力者でも、大人達に外から植えつけられた姉でもなく。

　ビヨンデッタという一人の人間は、こう呟つぶやいたのだ。




「まったく、お馬鹿さん……。どんなに理不尽で自分勝手な形であれ、心が満たされなくちゃあ復ふく讐しゆうとは呼べないんですよ、恭きよう介すけちゃん……」




　そして、だ。

　どのような経緯があれ、決着は決着だ。

《にーさま……》

　あくまでも、恐怖や痛みではない。

　全く感情のない、棒読みのように平へい坦たんな言葉。

　それでいて見知らぬ街で捨てられる事を嫌がる幼子のような響きだけが、わずかに乗っていた。

《私は、にーさまと……ずっと一緒に》

　その先の言葉はなかった。

　ケタ外れの未み踏とう級きゆう『色彩なき童女』はコアである『人じん郭かく』を破壊され、即死扱い。速やかにそのボディが崩れて消え去り、後には依より代しろとしてその存在を支えていた銀髪の巫女みこ、冥めい乃の河かわ葵あおいだけが取り残される。

　さらには、城しろ山やま恭きよう介すけもまた。

「ああ……」

『白き女王』はその場でへたり込むかと思った。

　勝利の余韻などなかった。

　むしろここからだ。本当の破滅はここから始まる。何しろ恭きよう介すけはすでに防護円の中で自分の首を切り、対『白き女王』にも使えるような槍やりで自らの脇腹を貫いている始末なのだから。

　そう、『色彩なき童女』本体が消失したにも拘かかわらず、その部品である槍やりは消えない。

　まだ消えない。

　何があっても『白き女王』をこの場に縫い止めるのが最優先だったのだろう。小こ賢ざかしい細工が施されている。

　つまり、

（これはっ、槍やりそのものではない。わたくしの攻撃と同じく、現世と異界の双方の空間そのものを抉えぐり取とって、その残骸で槍やりの表面をくまなくコーティングしていた……!?）

　刃物の上から金きん箔ぱくを張り付けていくようなもの。中身の刃物が消えても、表面をびっしり埋めた箔はくの部分は残る。そして空間断裂によって生まれた『傷』を、通常物理で見られる重金属や複合装甲などと比べてはならない。

　これだけでも、十分。

　召しよう喚かん師しの命を守る防護円が切れたらどうなるか。

「ああああ」

　そもそも今回の勝負は、召しよう喚かん師しと召しよう喚かん師しの戦いではない。仮に『白き女王』側が勝ったとしても、誰も人工霊場を引き継げない。

　つまり。

『チェイン』猶予期間である九〇秒すらなく、いきなり人工霊場が消えてしまう。

　当然。

　その人工霊場に支えられていた、恭きよう介すけの防護円も。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　びゅうっ、と。

　いやに水っぽい、破滅の音があった。

　世界で一番大切な人の首の横。解放された頸けい動どう脈みやくから、思い出したように大量の赤い鮮血が噴き出したのだ。

「くっ……!!」

『白き女王』は必死になって手を伸ばすが、傷口を押さえてやる事すらできない。下腹部を貫く槍やりが邪魔しているからだ。

　恭きよう介すけの脇腹に刺さった槍やりは下手に抜けない。

　これ自体が栓として機能している。下手に抜いてしまったら出血が増すだけだ。

「がああっ!!」

　銀髪ツインテールの少女は血まみれの手で槍やりを摑つかみ直なおすと、自分の体の方を後ろへずらす。物干し竿ざおより太い柄の先へ体を向かわせ、鋭い返しのついた穂先で自ら傷口をズタズタにしてでも、強引に槍やりの束縛から逃れていく。

　体をくの字に折り曲げ、血の塊を吐き出す。

　下腹部に空いた親指より太い傷口からも、ぼたぼたと赤黒い汚れが落ちていく。

　だけど、ここでは倒れられない。

　まだ、今は。

　絶対に。

「あにうえっ……」

　よろめく体を動かして、前へ。

　全ての力を失い、膝から落ちようとする恭きよう介すけの体を支え、その首の横を掌てのひらで強引に押さえつける。

「いやだっ!!　あにうえ、あにうえええええっ!!」

　間近で叫んでも、反応はなかった。

　生き物としては当たり前の痙けい攣れんすら見られない。

　こうなってしまうとあの嫌けん悪おや憎ぞう悪おの表情すら愛おしい。見開かれたままぴくりとも動かない瞳孔に、半開きのまま息を吸う事も吐く事もなくなった唇。ただその顔色だけが、時間の経過と共に恐ろしいくらい白っぽく変色していく。

　抵抗がない。

　現在進行形で血が抜けているはずなのに不気味なくらい重みを増していく恭きよう介すけを抱き抱え、その胸板に顔を埋めたまま、真っ赤な汚れで染まる『白き女王』の両足から力が抜ける。二人して陸橋の上にへたり込む。恭きよう介すけの腹に刺さったままの槍やりが地面に引っかからなかったのは幸いとしか言えなかった。

（やだ……）

　思考が空白に埋まりながらも、彼女の二本の腕は別の生き物のように独立して動く。白い戦装束『真実の剣』の布束が蠢うごめき、くしゃくしゃに丸めて、それを首の横の傷口へ押し付けていく。何としても止めなくてはならない。これ以上の出血は許されない。しかしあっという間に当てた布が赤く染まっていく。

（もうやだ）

　止まらない。

　命の流出を止められない。

　処置はできる限りやっているはずだ。腐っても『白き女王』、その真価は馬鹿正直な破壊力だけに留まらない。しかしそんな全方位死角なしの女王が手当てをしても、どうにもならないレベルに達しつつあった。

　傷の深さがどうの、出血量がこうのといった話ではない。

　城しろ山やま恭きよう介すけ側がわに死への抵抗感、生きる事への執着が全く見られないからだ。

　まるで消えていった妹の亡霊に、そのまま連れていかれたように。

「る、けてjg・ra……」

　そして、だ。

『白き女王』は合理的な思考を放棄した。

　顔をくしゃくしゃにして、目元から浮かぶ涙も拭わずに、ありったけの力を込めてこう叫んでいたのだ。

　絶対に届かないと、最初から分かっていたのに。




「もうやらっnc・pa、たず、けてぇjg・ra!!　あにうえェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」
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『色彩なき童女』は撃破された。

　であれば、一つ確認しておかなくてはならない事があった。

　これについては出血多量で土気色になっている城しろ山やま恭きよう介すけよりも、パートナーの依より代しろだった冥めい乃の河かわ葵あおいを観察した方が分かりやすいかもしれない。

　彼女はまるで赤ちゃんのようだった。

　破壊された陸橋の上で横倒しになったまま体を丸めて、自分の親指を口に含んでいたのだ。平素であれば考えられない事態だが、そもそも忘れてはならない。

　召喚儀礼の戦いを経て、彼女は敗北したのだ。

　己の信じ奉じる神を目の前で殺害された衝撃。

　そいつをまともに浴びた敗北者は二四時間以上、外的刺激に対する一切の抵抗感を失う。単純行動を繰り返し、目の前で指を振られれば無条件で摑つかんでしまうような、無防備極まる忘我の状態。それは、あるいは単純な死よりも恐ろしい抵抗不能のペナルティだ。




（ぁ……）




　そんな中、茫ぼう洋ようとした目線の揺らぎがあった。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。

　精神的な抵抗感を失い、肉体的にも死へ向かおうとしている少年だった。あるいは『白き女王』ほどの存在が処置を行えば命は救われたかもしれない。だけど敗北した今の彼には、そもそも生きようという意思がない。

　ただし、だ。

　一つの例外を、彼は知らない。

『ガバメント』のアワード１０００、エルヴァスト＝トイドリーム。彼と戦った時にも城しろ山やま恭きよう介すけは同じように敗北していた。だから、覚えていないのかもしれない。あの戦いを制したのは召喚儀礼ではない。

　緑リユウ娘ニヤン藍ラン。

　忘我のまま、ただ単純行動を繰り返すだけの敗北状態にありながら、魂の奥底に刻んだ行動をいつものように出力した結果何がどうなったのか。

　彼女は。

　忘我のままエルヴァスト＝トイドリームの心臓を拳で打ち抜き、破壊したのだ。




（……うぁ……）




　だから、召喚儀礼における敗北の状態は、その人間の魂を剝むき出だしにする。どんな建前も奇麗ごともなく、本人が決して直視できないような本能や欲望を隠し立てる事もできずにただ放り出す。死よりも恐ろしいといわれる所以ゆえんはその辺りにあるのだ。

「る、けてjg・ra……」

　であれば。

　もしもこの少年が、そんな言葉を耳にしてしまったのなら。

　普段であれば、絶対にありえなかったのかもしれない。

　何重もの理性や罪悪感、もっと言えば自家生産の怒りや屈辱のヴェールに包まれて、その奥の奥にあった魂の輪郭は表に出てこなかったのかもしれない。

　でも。

　だけど。

『色彩なき童女』を撃破され、矜きよう持じも自尊心もない敗北状態なら。

　自分で自分を偽る事すら許されないペナルティの状況下であれば。

　……本当は、『白き女王』は何も悪くない事くらい分かっていた。

　分かっていても、どうしても許せない事があった。小さな家でボコボコに殴られながらも必死で守ろうとしていたもの、『女王の箱庭』で恐る恐る震える手を伸ばして再び砂の山のように積み上げようとしていたもの。そういった宝物を次々と壊されていって、その哀かなしみに耐えられなくて、怒りの形で転化して。

　最強。

　そんなものにしか、すがるところを見つけられなくて。

『危険な恋』と『家族の愛』。

　比べるのも筋違いだった。そもそもの容いれ物ものが違う。それは自分の母親と学校の先生のどちらが自分の将来を考えてくれるか、自分の妹と恋人はどっちが優しくしてくれるか、その全てをたった一本のモノサシで計ろうとしてしまうのと同じ暴挙に過ぎない。

　家族には家族の、友人には友人の、恋人には恋人の。

　各おの々おのを計るモノサシを複数持っていても、何の矛盾もなかったはずなのに。

　それなら。

「もうやらっnc・pa、たす、けてぇjg・ra!!　あにうえェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　勝利は人を美しく飾る。

　だけど敗北はどんなにみっともなくても、その人間が持っていた本当の姿を映し出す。

　夏の野球大会で、涙を吞のんで球場の土をかき集めるのと同じように。

　城しろ山やま恭きよう介すけ。彼が奥の奥にそっとしまっていた、真実の魂の輝き。

　最後の最後に。

　死の淵ふちへと落ちていく彼の唇が、動く。

　自由はなく。

　己の意志もなく。

　それでもゆっくりと手を伸ばし、少女の目元の涙を拭いながら。

　明確に。




「……仰おおせの通りに」




『フリーダム』アワード９０３、その通り名は『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。

　魂の奥底に刻まれた『それ』が、きちんと顔を出した瞬間であった。
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行間二









　元々、敗北状態で朦もう朧ろうとしている城しろ山やま恭きよう介すけの意識はあやふやだった。

　とにかく少年の途切れ途切れの意識に、これだけ刻まれていた。




　元々、彼は自分の手で頸けい動どう脈みやくを断ち切っていた。

　その上、生身の人間でありながらピーキーな未み踏とう級きゆう『色彩なき童女』の攻撃をわざと脇腹に喰くらっている。

　いかに『白き女王』の戦装束と言っても、起こせる奇跡には限りがある。包帯のように傷口へ巻きつけたからと言って、死を覆くつがえすほどの効果はない。

　装束は装束、女王本人ではないのだ。

　それなら。

「まだ……」

　ぐっと、『白き女王』は唇を嚙かんだ。

　犬歯で傷をつけるまでもない。彼女自身『色彩なき童女』から槍やりで脇腹を貫かれているのだ。むしろ盛大に吐血しない方が不自然であった。喉の奥からじわりと滲にじむ鉄てつ錆さびの味を舌に乗せるだけで必要なものは手に入る。

　赤い珠たま。

　天然の宝石よりも美しい、一滴の液体。

　自分自身の傷なんてどうでも良いい。ケタ外れの力を持つ未み踏とう級きゆうにとっては、表面上の傷の数や深さはさほど大きな問題にならない。それよりも、人間だ。この少年の場合はそんな救済措置はない。死んでしまったものはそれまでなのだ。

　自分なんか、いくらでも犠牲にできる。

　現世と異界のどちらかで、もっと大切なものを見つけられたなら。

「こんな所では終わりません。終わらせないのでございます、どんな手を使ってでも」

　それは血の奇跡。

　『白き女王』がたった一人の少年を助けるため、自分自身の色彩を否定してでも繰り出す、最大級の御み業わざ。

　柔らかい両手で少年の頰を挟み込むようにして。

　そっと瞳を閉じて。

　そして。




　音などなかった。

　唇と唇を重ね、無理矢理にでも生ける霊薬を喉奥へ流し込む。
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　鉄てつ錆さびの味を、通す。

　少年の舌の上はもちろん、胃袋の底まで落とし込んでいく。

　これ以上ない祝福。

　そこまでのモノを、たった一つの命を繫つなぎ止とめるためだけに投じていく。

　そして。

　ようやっと、城しろ山やま恭きよう介すけの心臓が安定に向かっていく。

　だけど予断は許さない。

『白き女王』は少年の腕を取って肩を貸す。どこか、どこでも良い。小康状態に入った召しよう喚かん師しを安全な場所で休ませる必要がある。

　ぐったりと力の抜けた少年の体は、不気味なくらいに重たかった。

　その気になれば宇宙を丸ごと担かついでも鼻歌を歌える『白き女王』であっても、潰れてしまいそうなほどに。

「……、リー」

「あにうえ？」




「済まなかった、メリー」




　きゅっと。

『白き女王』は鉄の味のする唇を、そっと嚙かんだ。

　絶対に死なせない。

　もう一度だけ、そう誓って。彼女は改めての一歩を踏み出す。

　彼女にとっても決して楽な道ではない。『色彩なき童女』の手で恭きよう介すけごと脇腹を槍やりで貫かれた傷はそのままで、ちょっと力を込めれば赤黒い血がぼたぼたと落ちていく。

　それでも。

　何としても。

　歯を食いしばり、ツインテールの少女は力を失った少年に肩を貸して、自分自身の体を引きずるようにして歩を進める。




　もしも、許されるなら。

　いつまでも二度寝の誘惑に抗あらがえない少年をそっと揺すって、自分で作った朝食を食べさせてあげたかった。




　もしも、許されるなら。

　少年と同じ世界を歩いて、学校に行って、一つの教室で机を並べて勉強して、プールではしゃいでみたかった。




　もしも、許されるなら。

　少年の身に危難があれば相手が誰であろうが真っ先に戦場へ駆けつけて、その隣に並び立ち、共に戦いたかった。




　しかし、具体的にどこへ向かえば？

　そんな眩まばゆい未来へ繫つなげる事ができるというのだ。

《アイカ＝トイドリーム》

　しっとりとした声があった。

　いつの間にか、少年と少女の傍かたわらに長い黒髪をポニーテールにした女性が立っていた。信楽しがら真ま沙さ美み。『フリーダム』のアワード３０００にして、神しん格かく級きゆうでもある存在だ。

《血圧は安定したようですが予断は許しません。波で不規則に揺れるクルーザーに置いておくと傷が開くリスクが上昇します。彼の知り合いのマンションを頼るのが妥当でしょう》

「……、」

　一人ぼっちの少女は差し出された手を弱々しく払いのけた。

　信楽しがら真ま沙さ美み。

　彼女の前でだけは、『白き女王』は平素と違った表情を見せる。城しろ山やま恭きよう介すけという例外中の例外とも、また違った反応をだ。

「……誰にだって頭を下げます。謝れと言うのなら泣いてすがって顔中を泥で汚しても構いません」

　俯うつむいているから分かりにくいかもしれない。

　だけど少女は確かに鼻を鳴らしていた。

　女王などという尊称から、最も遠い仕草で。

「ですけれど、あにうえをたすけるのはわたくしの仕事でございます。余計な手を出すな、信楽しがら真ま沙さ美み」

　合理性なんかどこにもなかった。

　極めて幼稚な子供の意地にも近い、独占欲だった。

　信楽しがら真ま沙さ美みは特に衝突しなかった。

　むしろ、そっと息を吐いて肩の力を抜いていく。道を譲るように、横へ一歩体を退く。

　恐るべき未み踏とう級きゆうの頂点ではない。

　一人の少女の意地を見て、そちらの顔であれば信頼に値すると判断したのかもしれない。

　そしてそんな剝むき出だしの顔を引きずり出したのは、やはり少年ががむしゃらに挑んだからか。誰から見ても間違いだったけど、でも、あそこまで本気でぶつからなければ少年も少女も本音の部分までは辿たどり着つけなかったかもしれない。出来が良すぎるというのもそれはそれで厄介でもあるのだ。

　そのまま大人の女性はこう告げた。

《直進すれば公園です。東に曲がって別の巨大陸橋と合流すれば、目的のマンションはすぐそこですよ》

　それだけ耳にした『白き女王』は、城しろ山やま恭きよう介すけに肩を貸したまま再びゆっくりと歩き出す。大空を飛んだり、三次元空間を跳躍したり、間に奇妙な超常現象は挟まない。そんなものが付け入る隙はない。これは、彼女の話だ。神だか悪魔だか知らないが、余計な第三者が横よこ槍やりを入れるなんて展開は許さない。

　この手だけは、絶対に放さない。

　こんな所で膝を屈する訳にはいかない。




　戦う必要なんかなかった。

　きっと、最初の最初から。
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　ぼんやりと、だ。

　城しろ山やま恭きよう介すけの中で、視界が回復していく。

「……、」

　どうやら自分はどこかに寝かされているらしい、と気づくだけで随分かかった。自宅代わりのクルーザーにこんな大きくて柔らかいベッドはない。病院と言うには消毒薬のような匂いもなかった。それでいて見慣れた天井をしばらく見上げ、見上げ、見上げて……何故なぜ見慣れているのか、ようやく頭の配線が繫つながってきた。

　愛あい歌かの高層マンションだ。

　生きている。

　勝っても負けても途切れておしまいだったはずの城しろ山やま恭きよう介すけが、こうして今も息をしている。とてもではないが、彼一人で起こせるような結果ではない。

（……女王）

　そうなると、答えは一つだ。

（『白き女王』、か）

　終わってみれば、不思議と感情が突沸に至らない事に彼は気づいていた。頭が重たいせいかもしれないし、むしろ逆だったのかもしれない。ガス台の炎を保つには、常に都市ガスを供給し続けなくてはならない。どこかで一度途切れてしまえば、そこまで。火を点つけるには再び火種を投じるしかない。

　立ち止まる機会ならあった。

　ここに。

　これからどこへ歩を進めるのかは、少年次第なのだ。




『白き女王』がいなければ、城しろ山やま恭きよう介すけは今日まで命を繫つなぐ事もできなかった。

　何度も何度も、そうやって彼女は一人で泥を被かぶり続つづけてくれた。




「……最初から答えは出てたんだよ、ちくしょう」

　呟つぶやいて。

　少年が思い出したのは、一体どこだっただろう。あの小さな密室か、地下深くの実験場か、あるいはついさっきの出来事か。

　静の沈黙があった。

　そして同じベッドの中から不穏な声が響いてきた。

「……ふふふこうなってしまったらお兄ちゃんは私のもの。ダウンしていて身動きが取れない間に、健気でかわゆい妹が水着にエプロンなんていうイカれたアットホーム感を大爆発させて骨抜きにしてやるのです。ええそれはもうこれをきっかけに『フリーダム』から『ガバメント』に引き抜いてやるくらいの勢いで……」

「何を言っているのかしら恭きよう介すけちゃんは私達『イリーガル』がいただくわ。ええそれはそれは美人のお姉さんが美味おいしくぺろりと平らげてしまうもの。常々思っていたんだけど恭きよう介すけちゃんの破天荒な思考は『フリーダム』の範囲を超えているのよね。もはや『イリーガル』で抱え込む以外に道はないんじゃないかしら」

　二人とも、と言い放った恭きよう介すけはうんざりした顔で自分の上に掛けられた布ふ団とんをめくってみた。

　シマシマビキニと改造チャイナドレスが待っていた。

「あら恭きよう介すけちゃん、自我が戻ってしまったの？　お姉さん、もう少し抵抗なくハイあーんに応じてくれるマリオネット状態をキープしていてほしかったんだけどなあ」

「……あまりにも素直に応じ過ぎるので、むしろ逆に、看病系超王道の『お薬の口移し』ができなかったのが残念だったのです……」

　だんだんおぞましい話になってきた。

『色彩なき童女』が不意打ちの狙撃で撃破された辺りから記憶があやふやになっているが、あの後一体何がどうなったのだ。

「ぐぐ」

　何とかして身を起こす。

　柔らかいベッドから上体を起こすだけで、体中から鈍い痛みが連鎖した。

　まずベッドサイドのデジタル時計を見ると、どうやら今は八月二四日らしい。……『白き女王』と激突してから、ほぼ丸一日経過している。やはり恭きよう介すけの記憶は間違っていない。彼は敗北して、忘我のペナルティの中を泳いできたのだ。

　続いて、自分の体に視線を投げる。

　上着は脱がされていた。単なる包帯……とも違うのだろう。絹よりもさらさらした質感の、幅広の白い帯がぎっちり巻き付けてあった。特に、右の脇腹を強く意識しているのが分かる。首を傾かしげるとそちらにも違和感がある。手をやってみると、首全体に同じ布が巻いてあるようだった。最も目立つ外傷はその二つだが、他にも全身の打撲や、普段は使わない所まで無理に筋肉を酷使したダメージが如によ実じつに現れているのだろう。見た目の傷と、痛む箇所の数が明らかに合わない。

　それに何より、

（生き残った、のか……）

　正直に言えば、これが一番予想外だった。

　勝っても負けてもあの戦いが終われば、防護円の解除と同時に出血多量で死ぬ。そういう背水の陣を敷いての、まさしく死闘のはずだった。それなり以上に効果もあったはずだ。『色彩なき童女』に頼り切りだったのもあるが、召しよう喚かん師しとしてのポテンシャルは未いまだかつてないくらい引き出せた。

　あれだけの恩恵をもらって、対価を払わず食い逃げで終わらせるなんてありえない。

　そんな風に思っていたのに。

「……、」

　恭きよう介すけは己の掌てのひらに目を落とし、しばし考える。

　自らの頸けい動どう脈みやくは確かに切った。完全に、スッパリと。あの状態から真っ当な手段で応急手当をしたところで一命を取り留めるとはとても思えない。

　そう。

　真っ当な手段では。

「……お兄ちゃん？　あれ、同じ空間で水着の妹がミッチャクしているというのに何だか応答しないのです。かくなる上は最後の封印、お布ふ団とんの中で禁断の蝶ちよう結むすびをほどくしか……」

「そこで不安がるからあなたはミルクの匂いがするガールから抜け出せないのよ。お姉さん的にこれはむしろ逆にチャンス、オラあちこち触って弱点見つけちゃうぞオラオラ!!」

　とりあえず考え事の邪魔にしかならねえ二人をベッドから蹴り落としてみると、意外なほど体が動く事が分かってくる。

　白い布。

　かの未み踏とう級きゆうを象徴する、救済の色彩。

　こんこんこん、と控えめなノックの音があった。

　広い部屋の床で丸くなっていた五メートル大のホワイトライガーがぴくんと耳を動かし、首をやった。恭きよう介すけもまた意識して深呼吸する。

　何が起きたかは理解した。

　そして意識が朦もう朧ろうとしていた時に、自分がどのような選択を行ったのかを。

　あの薄いドアの向こうに、いる。

　愛あい歌かと緑リユウ娘ニヤン藍ランがのんびりくつろいでいるところを見るに、緊張状態でもないのだろう。すでに結果は出た。それでも今すぐ何もかも円滑に歯車が回ってくれるとは限らない。

　それでも先に進もう。

　城しろ山やま恭きよう介すけはそう思った。

「どうぞ」

　そのたった一言に、一体どれくらいの力が必要だったか。

　ただ単純に最強で、不満があれば押しのけてしまえば自分の周りから痛みを遠ざけられる。それしか知らなかった頃と比べて、どれほど前進のための労苦が必要だったか。

　ノブが回った。

　ゆっくりと、薄いドアが開いていく。

　その向こうからおずおずと顔を出してきたのは、やはり白。

　ただし、

「あ、あにうえ。目を覚まされたので、ございますか……？」

「わたくしとしてもどのような顔をして良いか分かりかねますけれど」




　二人、いる？

　全く瓜うり二ふたつの銀のツインテールが、何故なぜだか二人……ッ!?
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「待て待て待てッ!!　受け入れた、『白き女王』と対話をする道については受け入れた訳だが！　断腸、僕が自分の腹を切るくらいの気持ちで決断したっていうのに何でそっちがケロリとした顔で前提をぶっ壊しているんだ!?　いつかの褒ほう美び村むらみたいに、ここまで来てまた増殖しているのかッ!?」

　自分で言って、ようやく恭きよう介すけの思考が繫つながった。

　褒ほう美び村むら。

　そうだ、確か女王の似姿として瓜うり二ふたつに作られた冥めい乃の河かわ神じん社じやの裏の神体というのがあったではないか。

　人類最古の人じん工こう依より代しろにして、浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの決定版。

「葵あおいっ!!　ふざけているのか!?」

　恭きよう介すけが叫ぶが、銀のツインテールは二人してお互いの顔を見合っていただけだった。

　そのままそっくり首を傾かしげながら、右と左はステレオで語る。

「はあ。そうはおっしゃられてもわたくしはただの『白き女王』、故もなく怒られても対処に困るのでございますが」

「……というかあにうえ、まさかどっちがどっちか区別がついていないなどとはおっしゃりませんわよね？　仰おおせの通りにとか言っておいて!?」

　恭きよう介すけは答えられなかった。

　というか難易度が高過ぎる!!

　すると右が自分の頭の後ろに手をやり、左がくびれた腰に手を当てて。

　共に拗すねた子供のように唇を尖とがらせて、二人でこう言い出したのだ。

「分からないというのであれば、分かるまでじっくりと見比べてみればよろしいのではなくて？」

「ヒントが欲しければおっしゃってくださいな。戦装束が派手だから惑わされるのです、リクエストのたびにその都度一枚ずつ脱いでいきましょう」

　彼は賢明だった。

「付き合ってらｒ

「単純な二択でございますが、ミスった場合は全力ビンタが飛びますよ？」

「ただし試合放棄の場合は一〇〇パーでございます☆」

　賢明な彼はトライする事にした。

　のしっ、と四よつん這ばいで大きなベッドに乗り上げてきた二人の『白き女王』。しかし背骨に沿った全体の体幹ラインからまぶたを彩いろどる細いまつげの一本一本に至るまで、大雑把に全体を眺めるだけでは差異のようなものは見られない。

　漫然とではダメだ。

　ピンポイントで、押さえるべき箇所を特定していく必要がある。

「さあさ、あにうえ。ほくろの数でも数えますか？」

「あなたにほくろなんて一つもないではないか」

「あらいやだ、しっかり隅々まで把握されているご様子」

　間違えたらシベリア辺りをうろつく灰色熊よりキツい平手打ちで首を丸ごと持っていかれる。基本まで立ち返れ、目の前に瓜うり二ふたつのビジュアルがあるから惑わされるのだ。個人の特徴が最も出やすい所は体のどこか。個人認証のシステムを思い浮かべれば、観察すべき要所が分かってくる。

　そうなると、だ。

　わずかに空気が変わった。

　一度始めてしまえば、恭きよう介すけはどこまでものめり込んでいく。

「まずは瞳かな……」

「ひゃっ」

　右の女王の柔らかい頰に両手を当て、至近から瞳の奥まで覗のぞき込こむ。単純な顔認識の他、虹こう彩さいは独立した認証システムでも使われているほどだ。

「あっ、あう、あの、あにうえ、あのう」

「……、」

　何しろ女王のビンタである、一発間違えたら冗談抜きにそこでおしまいだ。よって判断材料は一つに限らない方が良いい。手持ち無沙汰に右の女王の滑らかな頰を撫なで、恭きよう介すけは思案する。他に個人の識別に使われる有力なパーツは、

（歯並び）

　検死解剖の基本である。

　そして恭きよう介すけは指を滑らせると、右の女王の柔らかい唇に人差し指で触れた。いいやそのまま押し込み、Ｊの字に曲げて、白い歯を強引にこじ開ける。

「もがっ!?　はうみゃうあわわばばっ!!　はっ、はにふえーっ？」

　奇麗なものではあった。

　当然と言えば当然だが、歯医者の世話になるほどやわな作りになっているとは思えない。

　恭きよう介すけはいったん指を抜き取ると、掛かけ布ぶ団とんの端で適当に拭ってから、

「ええと、ではこちらも……」

「ちょお待っバさっきそっちの女王が咥えっ、その指先、んぶふうっ、もももッもがーっ!?」

　左の女王がイヤイヤするように首を横に振ったところで強引にねじ込まれた。

　もはや涙目である。

　一方の恭きよう介すけ、やっちまってからペンライトの一つでも用意すべきだったと己の迂う闊かつさを後悔していた。仕方がないので視力に頼るのは諦める。瞳を閉じ、人差し指の腹で通り一遍上の歯と下の歯をゆっくりなぞっていく。……点字のような感触に頼る確認作業だが、第一印象ではやはり二人の間で変化があるようには思えない。

「あうー……あむあむ。ひょろそろ分かひまひたか、あにふへ？」

　ずっと放ほうったらかしで手持ち無沙汰になってきたのか、四よつん這ばいのままやたらと熱い舌でこちらの指先を追ってくる左の女王。

　しかしダメだ。

　確信までは持てない。今はまだ話す段階ではない。

　他に有力なのは指紋や掌紋。一〇〇年以上前から犯罪捜査を中心に、個人識別に使われてきた材料である。二人の女王の長手袋を取っ払ってぎゅむぎゅむ掌てのひらを押したり、なぞってみたり。歩行や姿勢でも個人の追跡はできるので、念のため四よつん這ばいになっているツインテールどもの背中からお尻にかけてのラインも指でなぞり、目で追い駆けていく。

（ふうむ。あれだけ憎い憎いと言っていた割に、意外と分かっていない訳だが……）

「……な、なんか、先ほどから甘あま酸ずっぱい香りが遠のいてはおりませんか？　はひっ☆　ちょっと学問の香りで大義名分を与えようとしたらあにうえはこれだよ!!」

「はふっ、むしろスマホで撮ってのちのち首根っこを、んっ！　摑つかむ材料にした方が美味おいしかったかもしれませんわね」

　これについては二人が悪い。善くも悪くもドクトルＳの遺伝子を継ぎ、信楽しがら真ま沙さ美みの下で学んだサラブレッド召喚バカにこんなゲームを仕掛けたのが運の尽きである。

　それにしたって、あの恭きよう介すけでも見分けられないとは驚きの精度である。この場合、褒めるべきは『白き女王』本人よりも人工物で再現した浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの方かもしれないが。

　よって城しろ山やま恭きよう介すけは目で見て確認するのは諦めた。

　ぎゅむと、まずは右の方から抱き寄せたのだ。

「ひゃっ!?」

「……、」

　そのままぎゅむぎゅむ。

　デパートにおいてデカいぬいぐるみや抱き枕の選定に勤いそしむ子供みたいになっている恭きよう介すけは何度か同じ仕草を繰り返してから、次は左に乗り換え。

「こっち、やはり左だな。あなたが『白き女王』ではないか」

「ぐはあっ、ばれたのじゃー!!」

　放り捨てられた右の四よつん這ばいがいきなりババア言葉になった。

　そのままごろんと寝転がる。

　いや、なんか首だけ回転の勢いが違った。カラクリ細工の頭が取れたのだ。

　一方で、未いまだにぎゅむぎゅむされっ放しの左……いいや、本物の『白き女王』は為なすがままにされたまま、赤くなった頰を両手で包むと、

「い、いやははは、よもや抱き心地で真しん贋がんを見極めに来るとは。流石さすがに予想外でしたわあにうえ。は、はうう……」

（というか、僕の体に巻いてあるのも同じ素材だろうからね）

　……実を言うと顔を見ても区別もクソもなかったので、人類の文明では製造不能な戦装束『真実の剣』の質感を頼りに決めただけだったのだが、やはり彼は賢明だった。こんなの迂う闊かつに口に出したら右と左からダブルでビンタされた挙げ句、柔肌よりも布地にこだわる下着フェチ野郎とか超ド級の評価を受けかねない。

　デカいベッドでごろごろしている（……じゃああれは城しろ山やま京きよう美みと同じく自前のコスプレ衣装、なのか？　神社の方の装束かもしれないが）冥めい乃の河かわ葵あおいは外れた頭を両手で摑つかんで首に押し込むと、特徴的なツインテールを解いていつものロングヘアに戻しながら、

「ところでbih・ei……ええいっ、『止血帯』とやらの交換は良いいのかのう？　単純に傷の治りを早める代わりに、化か膿のうや破傷風の芽が発生した場合もりすくを高めてしまう諸もろ刃はの剣と聞いておるが……」

「そうでございました。あにうえ、いつもの交換の時間でございます。はーい、両腕を大きく上げてー」

　……いつもの。

　随分手慣れた様子だった。ことここに至るまでの二四時間で何があったのか、最さい強きよう召しよう喚かん師しとは言っても思春期の少年でもある彼にとってはなかなか直視しがたい展開になってきた。

「ちょっと待て。いったん立ち止まろう!!　今の今まで何が起きてきたのかは説明しなくて良い、だけど僕はもう目を覚ました訳だが、これからは自分でできるから……」

「はいぎゅうーっ☆」

　何やら『白き女王』から、エアーで抱き締めるモーションがあった。

　ぎゅぎゅう!!　と恭きよう介すけの上半身に巻きついていた布が一斉に、それこそ万力みたいな勢いで彼の体を締め上げてくる。

「ぶぐえっ!?」

「はっきり言っておきますが、首も脇腹も、あにうえの傷はあにうえが勝手につけたもの。今回ばかりはわたくしがあにうえに罪悪感を抱く展開は万に一つもございません」

　笑顔であった。

　にっこり笑顔で、『白き女王』はこう語ったのだ。

「そして現在進行形であにうえの命を繫つないでいる『止血帯bih・ei・ni・de』は、わたくしの体を覆う戦装束と同じモノでございます。この子達もなかなか甘えん坊かつ強情でして。まさかと思いますが、わたくし以外の命令を聞くように育てているとでも思いまして？」

「っっっ!?　[image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!」

「おい女王、あれそのまま死ぬのではないかえ？」

「あにうえの扱いはこれくらいでちょうど良いいのでございます。腐ってもわたくしは女王、パートナー相手とはいえ不ふ甲が斐いなければ容赦なくお尻に敷いていきますのでそのおつもりで。はっきり言って自分から傷ついて勝手にくたばろうとした今のあにうえは〇点でございます！　もっと頑張って!!」

「いや可愛かわいらしくむくれておる場合ではなくてじゃな。脇腹はともかく首の方まで絞めると小僧の顔色がどんどん青紫に……」

「やだあにうえっ!?　何でいつもそう我慢大会の人なのでございますか、そのお顔が青から白へ変わる前にきちんとおっしゃってくださいませ!!」

　我慢大会も何も喉を押さえられたらＳＯＳの声は出せないはずなのだが、『白き女王』、やはり根本的にもう少し人間のカラダの構造についてお勉強する必要がありそうだ。

　ともあれ、泡を噴く前には首の帯を緩めてもらえた。

　首は絞める時はもちろん、緩めた時にも異変が生じる。急に恭きよう介すけの頭へ血が流れ込んだおかげでくわんと意識が揺らいだのを良い事に、『白き女王』はとっとと全身の『止血帯』を解いて濡ぬれタオルを用意する。

「はーい、あにうえ。お風ふ呂ろ代わりに今日も拭き拭きしましょうねえ？」

「ちょ、流石さすがにそれはっ」

「まだ言うのでございますかコラ。パチモン、例のタブレット端末を」

「はいよ。どれどれ……『城しろ山やま恭きよう介すけはその時、運命の戦いへ身を投じる覚悟を決めたのだ。敵は「白き女王」、たとえ世界の全てが彼女を支持し、最後の一人となろうとも』」




　心臓が止まった。

　自分の舌で喉を詰まらせた。




　がっがっがっがくがくがくーっ!!　と心停止してもケイレンが止まらない恭きよう介すけの左胸に掌てのひらを押し当て、優しく現世に連れ戻した『白き女王』が笑顔で提案した。

「まだします？」

「あっ、あ、あああ」

「あにーうえー？　例の自己昇格用の教化書物『原典』、パラ見させていただきましたがなかなかの出で来き栄ばえでございますわね☆　どうでしょう、何かしら適当にタイトルつけて小説家に成り切ろうにでもアップしてみては？　ええそうですわね、例えば『未踏召喚：／／ブラッドサイン』とかはいかがでございましょう。目指せ三兆ＰＶ☆」

「あばばばばばばァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　もう二、三回ほど恭きよう介すけの心臓が止まったが、『白き女王』は安易な天国行きなど許さない。

　まったく自分が主役の神話なんてろくなものではない。黒い歴史が磨き過ぎてもはや黒光りしちゃっている。全身という全身がかゆくてかゆくて仕方がない。死んで存在が消える事が前提であれば後の話など気にしないだろうが、こうなってしまったらどうなるか。というか普通に考えてありえないだろう、崖っぷちで派手に騒いで注目を集めたのに結局死に損なった自殺未遂者の前で、わざわざ自分に酔った遺書を広げて音読するヤツがいるか……ッ!?

「はいはい、それではあにうえの聞き分けが良くなったところで体を拭かせていただくのでございます。ほらあにうえ、いつまでもズドンと落ちていないで。これが終わったらシリアルでも何でも召し上がって構いませんから」

「……それだけが、救いか……」

「あにうえ。……常々思っていましたけれど、わたくしなどよりあなたの方がよっぽどイカれておりますわよね？」
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　目を覚ましてしまった以上は、いつまでもこのままではいられない。

「よっと」

「あにうえっ」

　必要以上に大きなベッドから起き上がると、傍かたわらに腰掛けていた『白き女王』が早速声をかけてきた。

「どちらにおいででございますか？　必要なものがあればわたくしが用意いたしますが……」

「自分でやらなくては意味がないよ。リハビリだ」

　片手で制したつもりだったが、受け取ってもらえなかった。銀色のツインテールの少女は目の前にかざされた恭きよう介すけの手首を摑つかむと、腕を絡からめて、少年の体重を支えにかかる。

　その胸元で腕を押さえ、恭きよう介すけの肩の辺りに頭を乗せて、『白き女王』はこう告げる。

「ならわたくしもお供いたします」

「……流石さすがに恥ずかしいよ」

「あにうえ、外の陽ひ射ざしをご存じでして？　八月二四日、午後の二時でございますわよ」

　ジト目で言われてしまった。

　どっちみち、無理に抵抗すれば『白き女王』の手でベッドに押し戻されるのは目に見えていた。単純な力比べになった場合、たかが人間の恭きよう介すけ側がわに勝てる道理はない。

　彼はゆっくりと息を吐いて、そして言った。

「仕方がない」

「やった☆」

　恭きよう介すけの体を支えていなければ、この場で小躍りでもしかねないほどの笑顔である。常々思っていたが、彼女はどうしてこういう小さな事の一つ一つでここまで感情を大きく動かせるのだろう。何事も合理的に整理して、そうして自分の心を守ってきた恭きよう介すけからすれば別次元の世界であった。

　あるいは、羨ましかったのかもしれない。

　常にロジックへ逃げて、相手から冷笑混じりで手を離された時のための予防線をあらかじめ張っておかなければ、誰かと同じ時間も過ごせなかった少年としては。

「あにうえ、どうかしまして？」

「いや、別に」

　幸い、とでも言うべきか。

　部屋を出ても、愛あい歌かや緑リユウ娘ニヤン藍ランと鉢合わせる事にはならなかった。

　恭きよう介すけが目を覚ました事で、各おの々おの自分のサイクルに戻っていったようだ。逆に言えば、目を覚ますまでは自分の仕事を全部放り出してでもつきっきりでいてくれたのだろう。当たり前の親切とは、目に見えない所にこそ置いてある。決して忘れてはならない真理であった。

　首も脇腹も、それどころか恭きよう介すけの全身が鈍い痛みに包まれている。ちょっと身を屈かがめて靴を履くだけでも一苦労だ。想像以上に体が悲鳴を上げている。恭きよう介すけがもたついていると、横から『白き女王』が手を差し伸べてきた。

「はいあにうえ、右足から参りましょう」

「これだとリハビリにならない訳だが」

「わたくしにも慣れさせてくださいませ。この世界に」

　とんとんっ、と足で床を軽く蹴って靴の調子を確かめると、エレベーターを使って高層マンションの外へ。

『白き女王』の言った通りだった。

　ちょっとしたアスファルトくらいなら溶かしてしまいかねないレベルの直射日光がジリジリと世界を焼いていた。こんな人工物だらけの街でも、街路樹にはセミがしがみついているらしい。とんでもない音の洪水が恭きよう介すけの聴覚をバランス感覚ごと持っていこうとする。

　ふらついた彼を、横からツインテールの少女が支えた。

　彼女はわずかに唇を尖とがらせて、

「……だから言ったでしょう、あにうえ。エアコンの効いた部屋へお戻りになられますか？」

「いいや」

　恭きよう介すけは首を横に振る。

　血の足りない頭はそれだけでくわんと平衡感覚を見失いかけるが、

「考えたい事もあったんだ。でも、あなたがついてきてくれるならちょうど良い。このまま、外で話したい事がある」

「？」

　不思議そうな顔をする『白き女王』と寄り添いながら、真夏の蜃しん気き楼ろうで揺らぐトイドリーム35を二人で歩く。

「しばらくはあのマンションのお世話になりましょう」

「もうクルーザーにも戻れるんだけどな」

「不測の事態が発生した際に対処できる人の数は多い方がよろしいでしょう」

　流石さすがは夏休み。

　こんなどうしようもない炎天下であっても、人の流れが途絶える事はなかった。縦に横にと、何重にも交差する巨大陸橋を行き交う親子連れやカップル、すっかり陽に焼けた男友達のグループなどなど。様々な世界の人々が一つの場所でごった返している。この気温だと、道端で風船を配っているござるザムライも大変そうだ。首を傾かしげた小さな子供から良く冷えたペットボトルを差し出されて、困ったように体全体で慌てている。

　争いとは無縁の世界だった。

　無理に戦おうと思わなければ、戦いなんて起こらないのかもしれない。

　長い長い戦いの末に。

　城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』が手に入れた光景だった。

　ありふれているし、誰もその価値には気づいていないかもしれないけれど。

　争いを、やめる。

　ブラッドサインを置いて、『真実の剣』を下ろす。

　たったそれだけの事にどれだけのエネルギーを使うかを思い知らされた二人にとっては、全然違う。小奇麗に飾られた一〇〇万ドルの夜景なんてどうでも良い。頭の上から降り注ぐ夏の太陽に照らされた、ここにある風景が彼らの宝物だ。

「……、」

「あにうえ？」

　こちらの腕を取る『白き女王』もまた、首を傾かしげていた。

　着ぐるみにペットボトルを渡そうとした、小さな子供と同じように。

「……台無しにするような事を言っても構わないかな？」

「あにうえが必要と感じたのであれば」

　ツインテールの少女は、怪け我が人にんをせめて街路樹の木陰へ誘導していった。

　邪魔にならない位置で木の幹に背中を預け、少年はそっと息を吐く。

　再び召しよう喚かん師しの顔になって、彼は言う。

「気づいているか？」

「違和感、でございますか」

「そもそもあなたがこうしてここにいる事自体、イレギュラーな訳だが。たった一〇分間、人工霊場の中に限ったブラッドサイン式に頼っていないという事は、考えられる線は信楽しがら真ま沙さ美みの辺りではないかな」

「……ええ。彼女の『匣はこ』に相乗りさせてもらっている状況でございます。ただそうなると」

「信楽真沙美はまだ解除していない」

　ブラッドサインや励起手榴弾インセンスグレネードに頼らない『匣はこ』は、それだけ聞けばさぞかし便利に思えるだろう。だけどこの方式が広く普及していないのには訳がある。あまりにも製造と維持にコストがかかり過ぎるのだ。

　何の意味もなく、信楽しがら真ま沙さ美みがそのままにしておくとは思えない。

　だとすると、

「あなたを解除しないでおくべき理由が何かある」

　城しろ山やま恭きよう介すけはこう前置きした。

　台無しにするような事を言っても構わないか、と。

「それも僕とあなたがこうして会話をするように、なんて感傷的な理由ではない。おそらく切迫した、『白き女王』という最大戦力を手元に置いておかなくてはならない戦略的な理由を見据えている訳だが」

「……、」

　ツインテールの少女は何も言わなかった。

　少女が答えを言わなくても、少年は辿たどり着ついてしまう。

　だからこれまでだって、彼が傷つき打ちのめされていくのを止められなかった。

　召しよう喚かん師し・城しろ山やま恭きよう介すけは前を見据えてこう告げた。

「まだ何かある」
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　潮の香りを含む真夏の風が、派手なピンク色に染めた髪を嬲なぶっていた。

　ウェイトレス服の悪魔、ビヨンデッタは同じマンションの屋上にそっと佇たたずんでいたのだ。それも、持ち主である愛あい歌かすら知らないところで。

　手すりの向こう側。

　屋上のへりに腰掛け、ぶらぶらと長い脚を揺らしている彼女はそっと唇を開いた。

「そろそろ限界ですか？」

　ジジッ、という耳に障さわる音があった。

　セミが驚いて木々から飛び立つ音にも似ていたが、違う。

　もっとシステマチックな雑音だった。

　ビヨンデッタの傍かたわらには、別の誰かが立っていた。タイトスカートのスーツの上から白衣を羽織った、ポニーテールの女性研究者。信楽しがら真ま沙さ美みの周りに、灰色のノイズが散っていたのだ。

　彼女は自分の手の甲に目をやり、自嘲気味にそっと息を吐いて、

《……ま、そもそも恭きよう介すけ君くんを助けるためにイレギュラーで顔を出しただけですからね。『匣はこ』を使っているとはいえ、永遠に現世に留まれるとは思っていません》

『白き女王』と『色彩なき童女』の激戦は、それだけの影響を周囲にもたらしたのだ。直接ぶつからずとも、その余波だけで未み踏とう級きゆう『大三角』を吹き飛ばす。優れた召しよう喚かん師しであると同時に神しん格かく級きゆうの一柱でもある信楽しがら真ま沙さ美みとて、ダメージを無視する事はできなかった。

　ビヨンデッタは肩にかかった髪を片手で払って、

「挨拶くらいしていけば良いのでは？」

《誰にとってもプラスになりませんよ。私が自分の未練を処理するだけなら、他にも方法はありますのでお構いなく》

　が。

　ここでポニテ研究者の耳に掛けてあったスマホのワイヤレスイヤホンから無粋な声が飛んできた。

　音漏れした少女の声は、傍かたわらに腰掛けていたビヨンデッタの耳にまで届く。

『ちょっと。人がせっかく「匣はこ」を組んで常にエネルギーコストを注いでいるのだから、そうそう簡単に儚はかなく諦めてもらっては脱力しましてよ』

《あらごめんなさい、アザリアちゃん。そういうつもりじゃなかったんですけど》

『私達は収監中の身の上でしてよ。そして禁固よりも懲役の方が体のサイクルを保つのには都合が良い。適度な運動というものも必要ですので、お気になさらず。それよりも、間接的に女王を支えたようですわね。おかげで脳汁垂れ流しとなったザ・セイントが素すっ裸ぱだかになって島の浜辺を走り回っておりましてよ、一体どうしてくれるのです？　おかげで対女王のリハビリプログラムも一からやり直しでしてよ』

　台無しであった。

　ビヨンデッタは眉をひそめて、

「一体どこに大規模な『匣はこ』を温存していると思ったら……。地球の裏側にある『ガバメント』所有の監獄島を丸ごと利用していたんですか？」

《随分昔の話にはなりますけど……一応これでも私は三大勢力全体の長、でしたからね。それに秘匿大戦の生き残りから半ば信仰されているという話はしませんでした？　アザリアちゃんというより、兄のクロードさんの方と繫つながっていたんですけどね。やはり箱庭時代の生き残りだけでなく、クアッドモータースの技術力があると心強いものですよ》

「心配して損した」

《あら可愛かわいい。悪辣なふりばっかりしているデッタちゃんも、一応心配くらいはしてくれたんですね。愛うい愛うい☆》

　……一五人の兄姉弟妹も意外としぶとい。これでは死ぬ死ぬ詐欺だ。信楽しがら真ま沙さ美み、あとちょっともう少しと言いながら下手すると人間より電池が長持ちするかもしれない。

　それよりも、だ。

　いつかどこかで異界へ帰る前に、信楽しがら真ま沙さ美みとしても確かめておきたい事があった。

《……デッタちゃん、あなたも一緒に探り合った仲ですよね。恭きよう介すけ君くんのルーツ、あの小さな家での話を》

「『女王の箱庭』以上に救いのなかったアレですか？」

《だからこそデッタちゃんにしか相談できないんですけど、この状況、違和感を覚えません？　一見すると恭きよう介すけ君くんと女王が手を取り合ってここでハッピーエンドですが、まだ何か残っているような。それでいて、考えなしに深く掘り下げると仮初めの幸せを全部崩してしまうほどの、極大のヤブヘビになりそうな……》

　ビヨンデッタと信楽しがら真ま沙さ美みが、わずかに黙り込んだ。

　この二人をもってしても、答えを出すのが怖い。

　そんな感情が交錯する。

「とはいえ、水面下に潜っているなら私達には調べようがありませんよ」

　ウェイトレス服の悪魔は大きく開いた胸元からスマートフォンを取り出すと、指先一つで世界の流れをぐるりと一周追い駆ける。

「パッと見て分かるトピックスは東欧Ｆ国まわり。ただし、正体不明の『繭』が原因不明のまんま消え去った事で事態解決っていうハッピーなニュースばっかりです。そもそも本当の本当に深い所で進行している黒幕は、五インチの液晶の表面をいくら人差し指でなぞったところで浮かび上がってはこないでしょ」

《あっ、それです》

「？」

　思わぬリアクションだった。

　ビヨンデッタが眉をひそめる中、信楽しがら真ま沙さ美みが大きな胸の前で両手をパンと叩たたいてこう言ったのだ。

　どうやら冗談ではないらしい。

《検索ですよ、検索。何かモヤモヤ引っかかっていると思ったら、まだその問題が残っているじゃないですか！》





４






　これは同じ極東の島国の話。

　トイドリーム35へ非公式来日中の東欧Ｆ国君主シンセアリア＝ハイランドにとっても、その変化は見逃せないものだった。

「ふう」

　プールリウム。レジャープールと水族館が合体したような施設で、イルカやラッコと一緒に泳げるというのが触れ込みだったか。だが今となっては主役が違った。水着姿で人工的な海水と戯たわむれているシンセアリアが人魚のような扱いを受けている。

　娘のオリヴィアはマット状のゴムボートを浮かべて仰向けで寝そべっているようだった。腐っても数メートルの深さがあるので救命胴衣つきのシンセアリアはビート板を摑つかむように両手をボートの端にのっけて、

「ヴィアちゃん泳がないんですか？」

「ふふん。デキるレディは大きな水場を見てもはしゃいでばちゃばちゃ泳いだりしないんですう」

「日本の夏あっつくねえ？」

「ちょー暑いよー」

　シンセアリアは笑いながらバタ足の練習みたいな格好で長い脚をばちゃばちゃ。

　仕草だけなら子供っぽいが、おかげで太ふと股もももお尻も水面からぷかぷか浮き沈みを繰り返している。挙げ句、真下を走る水中トンネルまで考えると警備担当の（やっぱり水着装備）レイチェルは頭が痛くて仕方がない。

　彼女はいつでも飛び込める位置取りだけキープしつつ、プールサイドであるビルの屋上を並行に歩きながらこう話しかけた。

「何もこんな所で報告会を開かなくてもよろしいのでは？」

「では『いかにも』なレンタル会議室でもお借りしますか？　誰でも自由に出入りできるオフィスなんて、かえってレーザー盗聴の嵐ですよ。今からここでお金になる話をすると自分で言いふらしているようなものですからね」

　いったん雑踏に紛れてから話す、くらいの理由はあった。

　そもそも彼女が治める小さな国は滅亡の危機に瀕ひんしていたのだ。『白き女王』の戦装束が変異した巨大なドーム状の『繭』が徐々に拡大していく事で、押し潰される格好で。

　その『繭』が唐突に消え去り、『白き女王』の元へ飛び立った時点で民を守る国家元首としての憂いはなくなった。

　しかし、その『白き女王』はどうなった？

　あれから一体何が起きたのだ。

「トイドリーム35において、『白き女王』の姿が確認されているようです」

　たとえ水着になってもメガネは手放さないカタブツ騎士、レイチェル＝ワームウッドから四角四面な報告が来た。

　彼女はシンセアリアが押すゴムボートの速度に合わせてプールサイドを歩きながら、

「……素すっ裸ぱだかという話ではありませんので、例の戦装束『真実の剣』はやはり持ち主の元へ帰ったのでしょう。『ガバメント』の仲介屋が拠点として使っているマンションの最上階です。三大勢力で考えれば我々と同系、情報開示を要求する事も可能と言えば可能ではありますが」

「とっくに全世界から連絡が殺到しているでしょう。どこぞのグルメ本から星を一つもらった程度で急に態度が生意気になるレストランと同じく、今から電話で手配をしようとしても返事が来るのは三年後くらいになるのでは？」

　正直に言えば、バタ足を続けるシンセアリアは詳しい顚てん末まつについてさほど重要視していなかった。

　あのマンションは、城しろ山やま恭きよう介すけのテリトリーでもある。

　そこへ『白き女王』が自由に出入りしているという事は、二人の間で関係性が大きく変わったのだろう。それだけ分かれば良い。

　しかし、だ。

　シンセアリアの憂いが完全に消えてなくなった訳ではない。

　わらわ、私、母。

　三つの顔を持つシンセアリアだが、この憂いは少なくとも国家元首……わらわと自ら呼ぶ側面の憂いではない。なら残る二つのどちらが強く表れているかと聞かれても、彼女にも分からないのだが。

「例の資料を」

「はい」

　プールサイドからレイチェルが何かを放り投げてきた。フライングディスクのような軌道を描く物体をシンセアリアは片手で受け取る。ノートサイズの防水タブレットだった。

　いったんバタ足を止めると、娘の乗っかっているゴムボートの上にタブレット端末をお邪魔させてもらって、

「まったく、民間の動画サイトというのも馬鹿にできませんね。画面の端にこんなものが映ってしまうだなんて……」

　そもそも狙って手に入れた情報ではない。

　ほとんど偶然のようなものだった。城しろ山やま恭きよう介すけのルーツを探るため、市役所のデータベースを洗っていたのは大きい。より正確には、併設された旅券発行手続き用の施設も含めてだが。

　マット状のゴムボートの上では、娘のオリヴィア＝ハイランドが寝そべりながらも首をひねっていた。

　気温と湿度が共に高いこの国の夏が生んだ紺色のワンピース水着を纏まとう少女は、自分の麦わら帽子を両手で押さえてずり落ちないようにしながら、

「ねえお母さん」

「はいヴィアちゃん、何でしょう？」

「……これってつまりどういう事？　この人、アレだよね……？？？」

　答えられなかった。

　だが違和感に気づけただけでも僥ぎよう倖こうだ。

　少なくとも彼女達は、前もって『見てきた』。だからこそ気づく事ができたのだ。

「夏に現れ、全てを包むもの」

　ぽつりと。

　日本語は扱えるものの文化そのものにまで慣れている訳ではない金髪の王族達は、指でなぞるように発音していったのだ。




「夏の衣きぬ」
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　夜であった。

　敗北状態のペナルティから脱し、全身の傷も『白き女王』の『止血帯』で癒いやしてもらっているとは言っても、念を入れて恭きよう介すけは体を休めていた。クルーザーに戻っても良かったのだが、常に揺れにさらされる船の上は体に悪いという含蓄があるんだかないんだかな反対意見によって愛あい歌かのマンションに押おし留とどめられてしまった訳だ。

　そんな中、である。

「お久しぶり」

　声があった。

[image: ]

　ベランダからだった。明かりを落としているので月明かりがその印象を増している。しかし、ここは高層マンションの最上階のはずだった。ヘリコプターやティルトローター機を使って屋上から誰かがやってきたという様子もない。

　では、この少女は一体どこからどうやってベランダに足を着けたのか。

　そんな疑問を抱くのが無粋なくらい、自然な挙措であった。

　ベッドの上で身を起こした恭きよう介すけはわずかに眉をひそめて、

「海うみ恵え、祥しよう子こ……？」

「『雨中の少女』で良いわよ。そちらの方が馴な染じみはあるでしょ？」

　逆に、だ。

　あの一件は城しろ山やま恭きよう介すけが歴史を修正してでも強引に救済したはずだった。クラスメイトの図書委員の姉は、通り魔の手による理不尽な犯行によって殺害されている。その事件の一部始終は尾を引いて、得体の知れない怪談へと変貌していった……という話は、海うみ恵え祥しよう子こが死を回避した時点で立ち消えとなったはずなのに。

　考えられるのは、

「記憶を保持している……？　いいや、そもそもＡでもＢでもない、歴史の分岐そのものから脱線しているのか」

「まだ終わりじゃないわ」

　唐突だった。

　いいや、まともに順を追って話を続けていると、いつまで経たっても『脱線した領域』の話に終始してしまう。そう考えて、強引にでも本題に踏み込んだのか。

「私と同じ、外側の人が動き出した。これについては、同じ場所に立っている私の方が感度は高いわ。どうするかは任せるけど、準備だけはしておいた方が良いと思う」

「？」

「城しろ山やまさんにとって、無関係ではない誰かなのよ」

　彼女の言葉は三段くらい飛んでいる。

　話し下手の人が今観みてきた映画の解説をしようとしている、というのが近いかもしれない。

　予言や神託も善よし悪あしだ。そもそもの情報の正確性の他に、話し手と聞き手、どちらにも精度が求められる。そういう意味では、海うみ恵え祥しよう子こはやはり『普通の人』なのだろう。才能はあっても、巫女みことしての修練が抜け落ちているのだ。たまたま『雨中の少女』という特別な事件に巻き込まれただけなので、どうしても伝言ゲームのような言葉の受け渡しは拙くなってしまう。

「城しろ山やまさんがこうして暮らしている世界は、あの子が暮らしている世界でもあるの。だから、私の妹を哀かなしませるような展開にはしないでちょうだい。そこだけ守ってくれるなら、後は世界をどうしたって良いわ。どっちみち、運命を決められる席に座っているのはあなただけでしょうしね」

「何だ？」

　ようやく、だ。

　冷たい死の指先で背筋をゆっくりとなぞられるような、悪お寒かんが追い着いた。

「『白き女王』との対立の線は消えた訳だが。ここから先、一体何が……？」

「すぐに分かるわ」

　短い言葉だった。

　だけどそこには図書館全体よりも多くの意味が込められているはずだ。

　何かある、とは思っていた。だが具体的に、それは何だ？

「自分の過去を思い出して。まだ残っているでしょう？　悲劇の源泉が」

　そこまでだった。

　声が途切れた。いいや、気配も。

　城しろ山やま恭きよう介すけがベッドから降りて床に足を着け、カーテンの揺れるベランダに向かってみる。

　誰もいなかった。

　ここは高層マンションの最上階。

　海うみ恵え祥しよう子こ、『雨中の少女』。来た時と同じだ。やはり彼女がどこから立ち去ったのか、ルートの予測すらできなかった。
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「？　何だかバタバタしていますね」

　早朝だった。

　疑問の声を発したのは、肩までかかる銀髪に小麦色の肌を見せつける少女、セクルティティだった。エジプト神話由来の組織を束ねる『守もり巫女みこ』という職に就いている彼女は、眩まばゆい裸身を白の包帯と純金や赤い宝石で彩いろどっているだけだ。

　対して、勝手知ったる調子でマンションを案内しているのは緑と白のシマシマビキニ少女、愛あい歌かだった。全体的に露出が多いのは夏だからではない。彼女達は三六五日こんな感じなのだ。

「……お兄ちゃんがまた何かやっているんでしょう。それにしたって、よりにもよってこのひきこもりビキニを差し置いて真夏のプールに出かける準備をするだなんて。まさに戦せん々せん恐きよう々きよう。あの銀髪ツインテールが割り込んできた事により、この妹抗争も全体の絵図が大きく変わってきたのです……」

「お兄ちゃんというと、城しろ山やま恭きよう介すけが？」

　ますます首を傾かしげるセクルティティだったが、彼女にも彼女の『仕事』がある。

　このマンション。

　愛あい歌かの生活空間として使っている最上階とは別に、何の変哲もない途中階にはより重要な施設が隠してあった。いわく、『創設者のギャラリー』。世界的遊興企業トイドリーム社が巨万の富を築くベースとして使ってきたメルヘンの題材を集めた保管庫。中に収まっているのは秘蔵も秘蔵、それこそ全世界から一般人がその価値も分からずにかき集めた古文書や骨こつ董とう品ひんの群れである。

　セクルティティは『業務』としての確認を取る。

「ギャラリーを閉じる、という話でしたね」

「……ただでさえ、私にとっては呪縛でした。おじいちゃんは東欧Ｆ国を害する目的で制作した戦争賛同動画『ブルーフィルム』にも関わってしまいましたしね。良い機会だと考えています」

　世界で一番幸せな少女。

　本来だったら永遠に語り継がれる童話の主人公になるはずだった孫娘。

　知らずに召しよう喚かん師しとしてアワードを稼いだ事で全世界から忘れ去られ、永遠にその座を失う羽目になった孤独な誰か。

　しかしそんなしんみりムードの二人の後ろから、不ぶ躾しつけな声が飛んできた。

「おい、ようはアタシ達は引っ越しの手伝いのためにこんな蒸し暑い極東くんだりまで呼びつけられたという話なのか？」

　小柄な愛あい歌かよりもさらに低い、それでいてセクルティティとはまた違った、自分で肌を焼いた小麦色の少女だった。耳、舌、へそ、さらには人に言えない場所までピアスを刺しているのは単なるファッションではなく、苦行の色合いが強い。魔女の帽子にメガネが印象的な少女は、片刃の巨大な斧おのにも喫煙パイプにも見える特殊な武具をガリガリ引きずっている。

　調香師エリ＝スライド。

　傍かたわらに侍はべらせているのは大柄でリーゼントの召しよう喚かん師し、マックス＝レイヤードだ。

　愛あい歌かは肩をすくめて、

「……ワシントンＤ．Ｃ．の博物館の最深部までの輸送任務ですよ。おじいちゃんの宝物を一番有意義に使ってくれるのは、研究者のマリア＝ハートオーシャン辺りでしょう。つか前金受け取ってのこのこやってきたんだから文句言うな下請け、仕事を果たせばきちんと後金も支払うのです」

「一人で勝手に悲劇のヒロインぶっちゃいるが、こいつやっぱり根っこのトコが勝ち組ギガダラーの金持ち思考だ。気きに喰くわん」

　ぶつぶつ言い合いながらも彼女達はずらりと並ぶ玄関のドアの内、何の変哲もない部屋の出入口の鍵を開けて中に踏み込む。

　祝福と呪じゆ詛そがごっちゃになっていた。

　まったく無知とは恐ろしい。ちょっとでもオカルトについて正しい知識を持っていたら、逆にここまで無節操にかき集める事もなかっただろう。

　エリ＝スライドはうんざりした顔で、

「……これを全部……」

「くれぐれも、途中で盗まれたりしないでくださいなのです。きちんと送り届けるまでが遠足ですよ……」

「やはり面倒がって窓口をマックスに任せるべきじゃなかった、初しよっ端ぱなから交渉を間違えてやがる。世界に名だたるトイドリーム社の裏仕事だろ。そもそも輸送任務の相場は積つみ荷にの一％だっていうのに。本来なら一五倍は報酬をもらわんと割に合わんぞ……」

　今さらそんな事を言ってももう遅い。

　前金とは単なるサービスではない。支払う側が受け取る側の自由を奪う意味でも使われるのだから。

　やや瘦せ過ぎの感のあるセクルティティは細い腰に片手をやると、整った鼻からそっと息を吐いて、

「私は墓守の一員として作業全体の流れを監督させていただきます。同社が東欧Ｆ国にしでかした事は言語道断ではありますが、代々守ってきた王墓や遺跡の保全について、恩義の全てが帳消しになった訳でもありませんので」

「見守るだけで手伝わねえのかよっ!?　呪的な封印と物理の耐ショックを兼ね備えた梱こん包ぽう作さ業ぎようだけで丸一日使い倒すんじゃないのか、この質と量!!」

　エリ＝スライドがメガネの奥で目尻に涙すら浮かべて絶叫していたが、褐色の『守もり巫女みこ』はしれっとした顔だった。彼女は金を受け取っていないので、愛あい歌かの命令に従う義理はない。

　対するシマシマビキニも尊大だった。

「……ちなみに私は依頼をしている側ですので、作業に手は貸しませんよ。頑張れ引っ越し業者……」

「最悪だ……。マックスを蹴る以外にやるべき事が見当たらん……」

「……荷造りが全部終わったらご飯にしましょう。今日はライガーのような荒々しい気分。バッファローのステーキが待っているのです……」

「わーい」

　そんな訳で創設者のギャラリーを整理する運びとなった。何しろその辺の指輪一つすらオークションにかければ億単位の金が動く宝の山である。まずは大きめの段ボールを組み立て、その内側に一回り小さなジェラルミン製のカーゴボックスを押し込んでいく。『あからさまな厳重警備』では現金輸送車と一緒で、かえって狙ってくださいと言わんばかり。この場合、外から見たらみすぼらしく映るよう調整するのがポイントだ。

　さらに護符の文言を長々と織り込んだ幅広のテープとありふれた緩衝材でデコレーションしながら、エリ＝スライドはこんな風に呟つぶやいていた。

「いいか、普通に空輸で持っていくぞ。引っ越し業者の一般ラインで旅客機のカーゴルームに箱を全部詰めたら、アタシ達は一般客としてビジネスクラスに乗り込む。仮に途中で落とされても耐水はしっかりしているから一八時間は海の上を漂っているだろう。緊急時に発する回収用ビーコンの使い方だけ……」

「……はえー、懐なつかしいものが出てきました。おじいちゃんのアイデアノートじゃないですか……」

「ねえもう部屋の模様替えの途中に古いマンガを見つけて読みふける人なの？　ここの仲介人はサイテーだって星一つ評価連発して『ガバメント』のローカルネットにばら撒まくぞコラ!!」

　手帳の表紙には書き込み可能な紙のシールが貼ってあり、手書きでこうあった。

『今は憎しみを禁じろ、我慢だqe・i・md・ei・wb,jrb。これは基本ii・i・jd。新たな考えを時代に投げ入れろhi・wz・ei・lm・ou・yh・ml』

（……おじいちゃんたら）

　懐なつかしく思える。

　全世界の子供達に夢を与えるトイドリーム社の創設者。だけどサンタクロースみたいにいつでもにこにこ笑ってプレゼントを取り出していた訳じゃない。一人の作家として、ここには人間としての生々しさが残っていた。苦悩し、頭を搔かき毟むしって、イメージが枯こ渇かつする可能性に脅おびえ、筆記用具片手に自ら空回りするような格好で孤独に戦い続けた夜だってあったはずだ。

　誰にも見せない爪痕。

　それが、本物の神を呼び出しかねない単語の羅列であるだなんて気づきもせずに、でも、世界中のどんな召しよう喚かん師しや依より代しろよりも多くの笑顔を作っていった。

「ふんふん」

　その辺に座り込んでぱらぱらと手帳をめくっている愛あい歌かだったが、そこでふと手が止まった。

　走り書きで読みにくい、英語とも違う筆記体を細い指でなぞっている。

　孫娘とはまた別の視点から創設者の老人を眺めてきたセクルティティも多少は興味があるのだろう。愛あい歌かの後ろから覗のぞき込こみながら、

「どうしたのですか？」

「むむ」

　書いてある内容の全てを愛あい歌かが理解できる訳ではない。

『現世は無理weq・go・i・pms、どうしてもkd』

『野郎を呼べkq・ei・rg』

　殴り書きの文章はストレートに受け取ればこういう事なのだが、果たしてこれで合っているのやら。パッと浮かんだイメージが消え去る前に、とにかく形に残すだけ残すメモの内容なんて当人にしか読み取れない事だってままある話だ。あるいは作品タイトルや歌詞のフレーズの候補で、わざと文法を崩しているのかもしれない。

　ただ、

「……、」

　気がつけば、水着の孫娘は言葉もなく熟読に入っていた。

　途中で色々あったが、一代にしてトイドリーム社を世界最大の多国籍企業にまで押し上げた創設者の才能自体は本物だ。彼にしか理解のできない世界がある。世界中で親しまれている童話は、あまりにも特濃の原液を万人の舌に合うよう薄めていった代物に過ぎない。

　だけど少女にだって、レコードの溝を針でなぞっていくように、筆跡に込められた感情の色くらいは読み取れる。

　走り書きが、支離滅裂に崩れていく。

　苦悩や混乱が強く、色濃く、危険な領域まで広がっていくのだ。

　一緒に描かれたスケッチは、女性のように見える。白、あるいは銀の髪を頭の下の方で二つに縛った誰か。まともな衣服のようなものがあるとも思えない。まるでガラクタのような、ケーブルのような、何か得体の知れないものを体に巻いて引きずっている……そんな白い影。しかし絵本のタッチで、しかも未完成な骨組みのようなラフだけだと、扇情的というよりはいっそ不気味さの方が際きわ立だつ。服を全部取っ払ったフランス人形のような、いたたまれないものを目の前に広げられた気分にさせられるのだ。

　だから、だ。

　愛あい歌かはあくまでも自分の中の引っ掛かりの理由も分からないまま、ただ指でなぞった文字を音で読んだのだ。

　ここだけは、逆に対応する文字が古文書の中には見当たらなかったのか。

　人間達が使う、ありふれた現代の単語で。

「……『叡えい智ち』、なのです……？」
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　夏らしい場所に行きたい、と言い出したのは『白き女王』だったはずだ。

　考える事が戦闘ばかりでは息が詰まるのか。

　あるいは『白き女王』にとってもここから先は死出の旅で、未練となるものは少しでも削そいでおきたかったのか。

「こっちはあちこち穴だらけだよ？　水なんか入ったらぴゅーって出てしまう訳だが!!」

「『止血帯』が万全に効果を発揮していれば、そろそろ傷も塞がっている頃合いでございます。リハビリが必要なのでしょう？　耐久テストといきましょう☆」

　二人のやり取りから分かる通り、女王は水着に着替えたいらしい。

　流石さすがに傷口と相性の悪すぎる塩水だらけの海はおっかな過ぎるのでプールで妥協していただくが、そうなると恭きよう介すけの頭の中で別の危険信号が点灯する。

「仕方がありませんわね。あにうえのわがままにお応えするとして、あらあら、こんな所に素敵なプールがあるようでございますわよ、あにうえ。学校のプールを一般開放しているんですって。うふふ、授業参観というのも悪くはございません」

「誘導、だと……ッ!?　ぜったい!!　絶対に一晩かけてリサーチしていただろうっ、それェそこピンポイントでぇ!?」

「何の事だか分からないのでございます。ほらあにうえ、わたくしの手をお取りになって？　行きますわよー？」

　体を支えるというよりほとんど引きずるような格好で笑顔の『白き女王』は城しろ山やま恭きよう介すけを高層マンションの外まで連れ出していく。

　こんな風に騒げるというのだから、確かに恭きよう介すけの傷や痛みは引いているのかもしれない。

　夏休みだというのに学校は騒がしかった。

　部活関連だけではない。

　プールを開放しているので近隣住人が大勢遊びに来ているのだ。

「……どんより……」

「あにうえ、もうここまで来たら思い切ってギアを変える以外の道はないと思いますよ？」

　ここは遊園地の街トイドリーム35。派手な戦装束であっても『浴衣ゆかたよりは目立つ』くらいで風景に収まってしまうのだから恐ろしい。ただの練習日だというのに気合いを入れてひらひらのテニスウェアを纏まとう女子部員達がぎりぎりぎりーっと歯は軋ぎしりしているが、一人注目を集めている女王は涼しい顔だ。

『白き女王』は校舎の方へ向かうと、女子更衣用にいくつか用意された空き教室のある方を見て、

「ではあにうえ、名残惜しいのでございますがいったんここでお別れを」

「はいはい……」

「あにうえは重傷者ですので、手取り足取りのリハビリと介助が必要ならいつでもおっしゃってくださいね☆」

「釘くぎは刺さなくても良い、逃げたら殺される事くらい承知してるよっ!!」

　しっしっ、と犬でも追い払うように手を振って、恭きよう介すけも男子用の空き教室へ。

　水着を収めた耐水バッグの紐ひもを摑つかんだままバカスカ蹴って中に入ると、先に着替えている人がいた。可か憐れんな水着に腕を通した簾れん堂どう明あき也やがヘアゴムを口で咥くわえ、頭の後ろで栗くり色いろの髪を束ねているのだ。

　吹奏楽部と軽音楽部がケンカでもしているのか、恭きよう介すけはよそから聞こえる派手な音を耳にしながら、

「……簾れん堂どう、あなたは女子更衣室ではなかったんだね」

「ふぁふぁふぁーひふぁふぁふぁふぁに」

「ゴム、ゴム」

　恭きよう介すけは一応指摘しておいた。唇の動きだけでも読み取れなくはないが、ここでそんなスキルを披露しても相手が混乱するだけだ。

　クラスメイトはヘアゴムを使って束ねた髪を縛り付けながら、

「俺のはあくまでファッションの幅を広げてるだけだ。女子更衣室なんておっかねえ、考えただけで息が詰まる。この前も女性専用車両に間違って踏み込んじまって心臓に悪い経験したばっかりなんだぜ」

「はあ」

　そうは言ってもこいつと同じ空間で着替えているとこっちが手錠をかけられそうなくらい簾れん堂どう明あき也やは『完璧』だ。結構な一般客が来ているはずなのに、そりゃ道理で誰もが遠慮してこの更衣室を使わなかった訳である。とはいえ、あまりここを深掘りし続けるとケンカっ早いクラスメイトの機嫌が悪くなりそうだ。

「それよりなんか派手に怪我けがしてんな？　なに、どうしたの。夏の勢いで挑戦してみたバイクでいきなりコケたとか？」

「『妹』とドタバタした結果」

「……おっかねえ。そいつは二五〇ｃｃのじゃじゃ馬ビツグスクーターよりも危なっかしいだろお、くわばらくわばら。妹なんてもはや枕まくら詞ことばってヤツじゃねえか、トラブルの。やっぱり憧れるならオトナ女子だよなあ。今は優しく包み込んでいただきたい時代っていうか、しょーじきいちいち人様の重さを背負っているほど心に余裕がねえ」

　簾れん堂どう明あき也やはそういう方向のようだ。そう言えば『別の歴史』では生徒会長の紅べに小こ道みち楓ふう希きをベタ褒めしていた事もあったか。

　二人して裸足はだしでぺたぺた廊下を歩きながら、

「そういや城しろ山やまちゃんさ、図書委員のヤツに姉ちゃんいるの知ってた？」

「ああ、海うみ恵え祥しよう子こさん？」

「えっ……何そのしれっとフルネーム？　ええっ、何でそんな気合入れてリサーチしてんの？　図書委員と中学一緒だった俺だってつい最近たまたま知ったのに。まさか城しろ山やまちゃんもガチで魅惑のセンパイ狙ってたりしてねえよな、ねえってば!?」

　急に涙目で情緒不安定になってきた簾れん堂どう明あき也や、やっぱり年上好きで間違いはなさそうだった。隠し事のない友情に今さらながらちょっと感心すら覚える恭きよう介すけ。……ちなみに杞き憂ゆうである。『雨中の少女』、文字の並びを一切使わずに単独で異能を扱うという意味では『守もり巫女みこ』のセクルティティよりさらに上だ。下手したら『白き女王』とは別の意味でケタ外れチートなので恭きよう介すけとしては友の勇気を讃たたえるしかないのだが。

　連絡通路を伝って屋外のプールまで向かってみると、塩素ベースの消毒薬の匂いが鼻についた。

　スクール水着なのに映えない人ことメガネに一本三つ編みの図書委員ちゃんも今来たところなのだろう。プールサイドで左右の足を開いて仁王立ち、そのまま両手を腰に当て体をぐりぐり回してなんか準備運動をしている。

「おあよー二人とも、夏のレジャーを存分に楽しむがよい。あたしゃ今日もバイトじゃよ」

「おっす海うみ恵えナントカ」

「祥しよう子こさんの妹」

「……ねえ二人とも、お姉ちゃん基準であたしの名前に繫つなげていく辺りがスーパー不安なんだけど、まさか一夏のナントカで人間関係が大変フクザツな多角形になったりしてないよね？　これからウチの家庭にまで変な嵐が襲いかかるとかないよね!?　ねっ!?」

　放っておいたら風紀委員に転職しそうな勢いで図書委員ちゃんが詰め寄ってきたが、杞き憂ゆうは杞き憂ゆうである。多分あの『雨中の少女』に告白して成功を収めるのは、未み踏とう級きゆう『大三角』の一角『赤の麗人』辺りを口説き落とすよりも難易度が高いと恭きよう介すけは思う。

（ま、それを言ったら命知らずは僕も同じか……）

　裸足はだしの足の裏が熱さに耐えられなくなってきたのだろう、灼しやく熱ねつのタイルの上で図書委員ちゃんはぴょこぴょこ飛び跳ねながらこんな風に尋ねてきた。

「時に城しろ山やま君くん、何その包帯……？　この夏は山やま籠ごもりして熊と戦ってきたの？？？」

「『妹』とハッスルした結果。後悔はしてない」

「いっ、妹はおしなべてトラブルの申し子だなんて風説、あたしはゼッタイ認めないからね!!　ウチではいっつも大人げないお姉ちゃんが持ち込んでくるの、嵐を!!」

　ぎゃあああああ、と大騒ぎの図書委員ちゃんは充実した夏を過ごしているようだ。

　ぺたりという裸足はだしの足音が耳に滑り込んできたのはその時だった。

　午前中で水温は冷たいとは言っても人は多い。

　それでもその音は他の雑音に紛れず、青く輝く洞窟の中で鍾しよう乳にゆう洞どうから落ちる水滴のように広く涼しげな音を響かせていった。

「……お待たせいたしました、あにうえ」

　手持ち無沙汰な感じで特大のスポーツタオルを摑つかんでいるのは、銀のツインテールの少女だった。身に纏まとっているのは図書委員ちゃんと同じ縫製の学校の水着だったが、圧倒的にオーラが違う。白。白である。ていうかあの水着、本当の本当に現実世界に存在したのか。

[image: ]

　クラスメイトの簾れん堂どう明あき也やはぎょっとして、

「マジかおいっ、白スク水!?　この俺ですら手に余る難物レジエンドをこいつここまで着こなすなんて一体何者だ……っ!?」

「それ水に濡ぬれたら透ける仕様だったらその時点で笛吹くからね？　てかあにうえってどういう事？」

　……そう言えば『雨中の少女』の件は歴史全体を歪ゆがめて解決したので、図書委員ちゃんも覚えていないんだったか。ややこしい。もっとも、あの事件を正しく理解していたら泡を噴いて後ろに倒れていたかもしれないが。

　面倒に巻き込まれる前に、恭きよう介すけは簡潔に説明だけしておいた。

「こいつは妹ではあるものの妹ではない方の妹。ほんとの妹は別にいる妹な訳だが」

「うわあー!!　トラブルの匂いしかしねえよッ!!」

　簾れん堂どう明あき也やが頭を抱えていた。

　存外、アマチュアの一言の方が真実を射貫くものである。
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　わざわざ学校のプールまでやってきたツインテールの『白き女王』だったが、自身は派手に飛び込んだりビーチボールを追い駆けたりはしなかった。塩素の匂いの漂うプールサイドから続く縁の部分に腰掛け、その細い脚でぱしゃぱしゃと水を蹴る程度だ。

　どちらかと言うと、透明な耐水バッグに収めた貸し出し品の本を開きながらも、クラスメイトと遊んでいる恭きよう介すけを眺めて楽しんでいるような状態だ。

　いわく、

「……ええと、人間達の常識に合わせて行動するのが結構難しくて。特に水中での演算は。あにうえ達のルールでは水の上を歩いてしまったり、うっかり海を割ったりすると困るのでございましょう？」

　後ろから忍び寄って背中を突き飛ばしたりしないで正解であった。

　ちなみにお昼も学校で食べる事になった。

　焼きそば、冷やし中華、焼き鳥、ラーメン、カレーライス、パンケーキ、炒飯チヤーハン、かき氷……。そこらの海の家にある程度の軽食で良ければ、学食を開放したエリアで売りに出されている。もちろん別名は文化祭メニューである。

「合席良いかい？」

　長いテーブルの向かいに腰掛けたのは、やはり学校の水着を纏まとう生徒会長であった。長い黒髪も深い青の水着もたっぷり水を含んでいるので、テーブルの下は塩素の匂いのする水滴で結構大変な事になってそうだ。

　紅べに小こ道みち楓ふう希き。

「しかしすごい人連れているね。外国の人？　手て前まえ味み噌そながら、この私が霞かすんで見えるという状況もなかなか珍しい。くそうー、これでも一周回っての学校指定だったんだが、まさかの白バージョンを用意してくるとは」

『白き女王』は首をひねっているようだったが、恭きよう介すけは片手で制した。

　変に事件の記憶を保持しているとこういう時大変だ。少なくとも今の紅べに小こ道みち楓ふう希きは『イリーガル』所属の依より代しろではないし、『死のない世界』を巡って恭きよう介すけと戦った事もない。堂々と水着でその辺うろついているところからも分かる通り、背中を調べても精神的な拘束具代わりのタトゥーなどもないはずだ。

　美人生徒会長はそうした恭きよう介すけ達たちのアイコンタクトには気づいていないようで、

「……今日は特に人が多くてね。どうも、よその街から林間学校でやってきた別の学校の子達が合流したようなんだ」

「りんかん、ねえ？　こんなコンクリートだらけの街なのに」

「巨大陸橋の中には自然公園扱いの場所もあるぞ。彼ら、昨日は一〇〇％人工林の中でわざわざ蚊に刺されながら飯はん盒ごう炊すい飯はんしてテントで寝泊まりしたらしい。すぐそこにあるコンビニの明かりを眺めながらな。おかげで連中、ジャンクでインスタントな食に餓うえまくってる。フライドポテトとコーラで目尻に涙を浮かべるトコはなかなか壮観ではあったが」

　他校も色々と大変そうだ。

　どうも企画自体が先生主導の香りがする。

　そもそも普通の生徒なら、二四時間フリーで使える夏休みにカレンダーの空欄を潰してまで学校行事を計画したいとは思わないだろう。

　夏の学校のプールっぽい塩素の匂いを振ふり撒まく生徒会長は耳元の濡ぬれた長い黒髪を片手ですくいつつ、冷たいうどんとサラダを甘酢ドレッシングで合体させたような謎のアイデア料理と格闘しながら、

「……あと、さっきからそっちの子はどうして目玉焼きの白身のトコだけはむはむしてるの？　普通は選えり好ごのみだったら黄身を集中攻撃しないか!?」

「女王っ」

「わたくしボディビルダーなので、卵の白身と白いササミと白い粉末のプロテインから作ったドリンクしか口にしないのでございます」

「好き嫌いは許す。だが噓うそはダメな訳だが」

　しれっとした顔で言い放った『白き女王』のほっぺたを両手で摘まんでお仕置き実行であった。小さな事かもしれないが、いったんフラットに戻った彼女が再び悪い方向に傾いていくのを見るのはあまり面白い状態ではない。

「ふぁっふぇ白いふぉの以外は食べふぁれないのでございふぁすうー……」

　土台の耐久力が違うためか、あんまり効果はないようだった。それどころか白い水着の少女はちょっと嬉うれしそうですらある。

　解放された『白き女王』が言うには、

「食べ物は無駄にはいたしません。わたくしがよけたところはあにうえが召し上がればノープロブレムでございます」

「……マジでか」

「はーい、レバニラあげまーす。ウナギも白く焼いたの以外はあげまーす。一口とんかつも差し上げちゃいまーす」

　容赦なく埋め立て作業が始まった。

　どざざざざざー、と恭きよう介すけの取り皿にてんこ盛りが襲いかかってくる。

「ちなみに」

　笑顔があった。

「この中に一つだけ、わたくしがカセットコンロを借りて作った手料理がございます☆　さあ、あにうえ？　わたくしの事なら何でも分かるあにうえであれば、すぐにお分かりになられるはずでございましょう？」

「突然始まる殺人クイズ。こいつ根っこのドロッとした部分は何にも変わっていない訳だが……ッ!?」

「ああ、白というワードは通用しませんわよ？　わたくし、今回ばかりは唇を嚙かんで苦痛に耐えましたので」

　不定期で愛情を試す恋人ほど面倒臭いものはない。

　古今東西の区別なく誰にでも通じる簡単な理屈が分からないとでも言うのか!?

　一方の紅べに小こ道みち楓ふう希きはお行儀悪く頰ほお杖づえをついていた。

　テーブルにおっぱいのっけた濡ぬれ水着の美人生徒会長は怪け訝げんそうに眉をひそめて、

「……うーむ、それにしても。学校の予算で天然のウナギが出回るとは思えないんだがな。土用の丑うしの日だけ戦争になる牛丼屋のような謎の流通ロジックが働いているのか、あるいは何かしらの深海魚で代用でもしているのか……」

「ならそれだよ!!　一体どこから持ってきたウナギなんて!!」

「チッ。他の女のアシストが入る余地を残すとは、こいつはわたくしの落ち度ですわね。ともあれハイあーん。正解のあにうえにはウナギを差し上げまーす」

　そもそも白いウナギと飴あめ色いろのウナギの違いは、甘いタレを塗ったか否いなかである。『白き女王』はまずそのまま火を通して、後から（当人からすれば）蛇足を付け足すように網の上の蒲かば焼やきに色つきのタレを塗ってさらに焼いていったのだろう。

　恭きよう介すけがちょっと泣き出しそうになるが、その内に『白き女王』の狙いが少しずつ読めてきた。どうも怪我けがの影響で血の気が足りない彼のために、手っ取り早く栄養価が高くて体内で血を作りやすい食材を選んで押し売りに来ているようなのだ。

（……何やらプールサイドで熱心に借り物の本に目を通していると思ったら、料理本だったのか、あれ）

「ふっふっふー。早く元気になってくださいませねー？　あにうえ」

「まったく……」

　いらんお節介をするくらいなら鉄分で栄養強化した牛乳でも使ってシリアルを拵こしらえてくれればそれで済む話なのだが、何もここでケンカを始める事もあるまい。

　が。

　そこでちょっと離れた席でガタンという音が響いた。

　そちらに目をやると、




「そんなに精のつくものばっかり集中的に食べさせて、濡ぬれて透けている白い水着は一体何を狙っているのかとイザベルは爆盛りわなわなしてみる。ずーん（棒）」

「ダメよサユリ……！　アレはそっとしておきましょう、白いスクール水着なんて尋常じゃない気合いだわ。さらにあんなあからさまなスタミナ料理攻撃のコンボでしょ、きっと今夜はタイヘン夏っぽいオトナの事情が絡からんでくるのよ!!」




　林間学校でよその学校の生徒が来ているという話があったか。

　おかげで城しろ山やま恭きよう介すけが暗い顔して頭を抱える羽目になった。
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　氷山。

　その一角であったとしても、あちこちに予兆や前触れのようなものが見え隠れはしていた。

　しかしそういった順当な情報の積み重ねとは別に、たまたまの偶然で核心も核心、いきなりの大正解を引き当ててしまう者はいる。

　……もしもこれが生きるか死ぬかが全ての推理小説であれば、余計な事を知ってしまったが故に二人目か三人目かでイレギュラーに殺される役回りに転落してしまうだろうが。

「お、お姉、ちゃん？」

「……、」

　白と朱色が鮮やかな巫み女こ装しよう束ぞくである。

　そして纏まとっているのは、目鼻立ちだけ見ればそっくりな双子だった。

　ただし姉の方は長い黒髪に黒い瞳、妹の方は長い金髪に青い瞳であったが。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げに、同じく彼ひ岸がん。

　彼女達もまた、城しろ山やま家けの『真実』を知る資格持ちであった。情報の入手経路はかなり特殊で、南米ディアブル島に収監されていた元研究者・ドクトルＳから直接聞いた話だったのだが。

　もちろん、話を聞いただけでそこまで生々しく情報を共有できる訳ではない。

　人で溢あふれる巨大陸橋。

　双子の巫女みこがトイドリーム35までやってきたのも、辛つらくても恭きよう介すけ自身から正確な話を聞くためだった。

　……実際のところ、ドクトルＳは重刑務所のルールを破っていた。常に医療名目で酸素吸入器を口に取り付け、小型のタンクをキャリーバッグに詰めて引きずり回しているドクトルＳだったが、彼はいくつかの私物を装置の内部に隠し持っていたのだ。

　例えば、過去の真実を補強するための資料や写真など。

　悪夢のような小さな家、妻や子供達との思い出を保存しておきたいというよりも、城しろ山やま恭きよう介すけや『白き女王』の成り立ちに関する情報そのものに莫ばく大だいな値札をつけられると判断したからだろうが。

　しかし。

　だからこそ、金髪の彼ひ岸がんは青い顔をしていたのだ。

　巨大陸橋。群衆の中に、あってはならないものが紛れていた。

　奇抜な格好をした召しよう喚かん師しや依より代しろ、そもそも異界の住人である被召物マテリアルなどと比べれば大人しかったろう。血まみれの落ち武者や骸骨などでもない。事実、彼女達二人以外、炎天下に負けず夏休みを満喫する誰も異変に気づいていなかった。目立つ目立たないで言えば、巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとう少女達の方がよっぽど風景から浮いていたかもしれない。

　ただ、ステージが違うからこそか。

　むしろそういうのに慣れている冥めい乃の河かわ蓮れん華げや彼ひ岸がんにだけは、はっきりと分かる。言ってみれば演劇衣装や特殊メイクのルールにも当てはまらない本物の異物が、人の山を作っている観客席にしれっと交じっているのが。

　腐りかけの果実にも似た、とろりとした甘い香り。

　死に向かう事で周りを惹ひきつける、危険の塊。

「あ、ああ、あのひとっ、だって、あの人、おかしい。だって!!」

「待って彼ひ岸がん、冷静に見極めましょう。他人の空似の可能性も十分ありえるわ」

　城しろ山やま恭きよう介すけの過去と深く関わる人物。

　それでいて『妹』の魂を部品として取り込んだ『色彩なき童女』……でもない。

　目の前に広がる極大の違和感。

　その人物の正体は、




「あの人、夏なつ衣ぎぬさん？　ウチの妹と同じで依より代しろとしての才能があるみたいね」




　わっ、と彼ひ岸がんが驚いた声を上げた。

　一定以上アワードを稼いだ召しよう喚かん師しや依より代しろは、世俗一般の民間人の認識から外れてしまう。にも拘かかわらず、いきなり吞のん気きに話しかけてきたその少女はお構いなしであった。同じ世界に属するプロかとも思ったが、どうにも纏まとっている空気が違う。

　召しよう喚かん師しはブラッドサインを携帯しているし、依より代しろは悪あく霊りようや怪物に心を乗っ取られないよう精神的な拘束具を着用している。

　なのに、この女子高生にはそういった品がない。

　一般人なのに、召しよう喚かん師しや依より代しろの存在を正しく認識している。

　ワインレッドのミニスカートに半袖のブラウス。どこかの学校の夏服を纏まとうショートヘアの女子高生は、ブラッドサインのルールからも外れた存在だ。

　彼女はちらりと彼ひ岸がんの方を見て、

「……妹って、条件として重要なファクターなのかしら。確か、あなたも依より代しろよね？」

「あ、あ、あの、あなたは？」

「本名言っても地味だから覚えてもらえないと思うよ、妹だっていつまで経たっても図書委員ちゃんだしね。だからここは、『雨中の少女』とでも名乗っておこうかな」

　何の変哲もない少女のようなのに、実際には一体どこから現れたのかも分からない誰かは適当な調子で呟つぶやいていた。

　それよりも、と彼女は付け足してから、

「あなた達が注目した所は間違っていないわ。あの人、おそらく私と同じ」

「同じ、ですって……？」

　黒髪の蓮れん華げからの疑問に、少女はくすりと笑って、

「一度死んでいるけど、諸々の事情で帳消しにされた人」

「っ？」

「理解してもらえないなら別にそれでも。ただ、すぐそこを歩いている人、あなた達も知っているんでしょう。すでに死んでいるはずだって」

　そう。

　そうなのだ。

　目の前の少女が何であれ、群衆の中を流れていった人影がどうであれ、蓮れん華げや彼ひ岸がんが手に入れてきた情報は覆くつがえらない。あの人は、生きていてはおかしい。ことここまできてデコイの情報を摑つかまされたなんてつまらない展開ではないだろう。正しかったはずの現実が、何かしら強烈な力によって無理矢理にねじ曲げられた。そう考えるべきなのだ。

　つまり。

　蓮れん華げや彼ひ岸がんがついうっかり目撃してしまった人物の正体は。




「しろやま、さんの……おかあ、さん？」




　そういう事になる。

　ドクトルＳが悪夢の舞台を作り、『白き女王』が現れた事で血みどろとなった、城しろ山やま恭きよう介すけのルーツ。あの時、恭きよう介すけの母と『妹』は確かに殺されているはずだった。

『白き女王』の手で直接殺された人物は、たとえ過去を遡ったり並行世界に旅立っても救済する事はできない。

　それが絶対のルール。

　……ただし、ここで勘違いしてはならない点が一つある。恭きよう介すけの『妹』は確かに女王の手で殺害されたが、さて母の方はどうだったか。

　夫であるドクトルＳの手で、手始めに射殺されていなかったか？

　そして。

『白き女王』の手によるものでなければ、歴史の歪ゆがみによって死んだはずの人間を救済する手段は残されている。それは他ならない、『雨中の少女』の存在自体が証明している。

「城しろ山やま恭きよう介すけ。彼の元に急ぎなさい」

　彼女はそれだけ言った。

「どんな方法を使ったにせよ、わざわざ死んだはずの人間を不自然に復活させたからにはさらに上位の『誰か』にだって何かしら思惑があるはず。つまり、城しろ山やまさんのルーツに直接関わるような、特別な依より代しろを追い求めるような何かが。……ことここにきて、『白き女王』はありえない。今、浮遊しているのは誰？　そいつがコントロールしたがっているのは一つ、『色彩なき童女』に決まっているじゃない」

　真夏の蜃しん気き楼ろうのようだった。

　蓮れん華げと彼ひ岸がんがさらに深く聞き返そうとした時には、すでに『雨中の少女』は消えている。

「あっ」

　そして。

　もう一人の亡霊。恭きよう介すけの母親もまた、忽こつ然ぜんと。
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　こうして、全ての情報が集まった。
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　愛あい歌かのマンションだった。

　ようやく本調子を取り戻した城しろ山やま恭きよう介すけは、いくつもあるゲストルームの一つから出てきた。

『白き女王』の肩を借りながら。

　リビングで待っていたのは、見知った少女達。愛あい歌か、緑リユウ娘ニヤン藍ラン、冥めい乃の河かわ蓮れん華げ・彼ひ岸がんに浄じよう瑠る璃り方ほう式しきの始祖・葵あおい、信楽しがら真ま沙さ美み、イザベル、斑むら鮫さめクイナ、ビヨンデッタ、姫ひめ川かわ美み夏か、セクルティティ、シンセアリア、レイチェル、オリヴィア……。一人一人、恭きよう介すけが自らの命を削って紡つむいでいった絆きずなによって結ばれた人達である。誰とも契約していない依より代しろは一般人と同じ扱いになるので、記憶や認識の都合上ここまで呼ぶだけでも大変だったはずだ。恭きよう介すけの知らない所で召しよう喚かん師し達たちが努力してくれたのだろう。

　見回して。

　そして開口一番、少年は核心を突いた。

「……『叡えい智ち』だ」

　その単語だけでは何の事か分からないかもしれない。

　だけど、ソファの一つに腰を下ろした城しろ山やま恭きよう介すけ、彼の過去を覗のぞいてきた者ならば、そこに特別な意味を見み出いださないといけない。

「『白き女王』はあの過去の中で、こう質問していた訳だが。ドクトルＳの手で互いに殺し合うよう命じられた僕と『妹』を眺めながら。……あれは何ですか、と」




　先人、道を示す者、寄りかかるべき存在、師と弟。

　すなわち、兄と呼ぶべき存在である。




「あるいは、ここが全ての始まりだった」

　糾弾である。

　あの地獄を乗り越えた者だけができる糾弾であった。

「女王の質問に対し、こんな答えが返ってきたから、女王は僕を特別に見るようになった。だからあの時、『妹』を殺してでも僕を守ろうとしたのではないか。だけど、こいつは誰だ？　あの時、まだ女王は現世に呼び出されてはいなかった。異界の側にいながら、人間と同じように会話して女王と対等かそれ以上の立場から意見する何者かが存在する訳だが。ひょっとしたら、全部こいつが誘導していたかもしれないんだ。女王がわざと暴走して『妹』を殺し、僕との関係値を最悪の最悪まで突き落とすように」

　叡えい智ち。

　検索。

　……思えば、アザリア＝マゼンタレインらガードオブオナーの召喚に応じて『白き女王』が初めてトイドリーム35へやってきた時から、彼女はそんな事を言っていた気がする。あにうえと呼ぶ理由は血筋ではなく、検索して最適なものが出てきたからだと。

　あの『白き女王』ですら、知識の面で頼るべき存在が別にある。

　異界の事情については、現世側に生きる恭きよう介すけ達たちがいくら額を突き合わせて意見をぶつけ合ったところで推測の域を出ない。実際にそこで住む人物に尋ねてみるのが一番だ。

　全員の視線が『白き女王』に集中した。

　ソファに腰を下ろすでもなく、恭きよう介すけの傍かたわらにそっと立つツインテールの少女は首を傾かしげて、

「皆様のおっしゃる『叡えい智ち』というのは、特殊な未み踏とう級きゆうでございますわね」

　実にあっさりとしたものだった。

　というより、女王にとっては当たり前過ぎて、わざわざ隠すものという考えもないのだろう。むしろ周りのみんながその存在に気づいていなかった方が不思議だと言わんばかりだった。

「正式名称は……ええと、二六字式アルフアベツトを並べていっても表現不能でございます」

「不能ってどゆこと？」

　部屋の中だっていうのにビニールプールを引っ張り出してきたオリヴィアが首をひねっていた。

『白き女王』は片目を瞑つむると人差し指を立てて、

「円周率のような非ループ型でずらずら続いてしまって……。わたくしがかつて立ち寄ったいくつかのカルトでその存在が予測され、集中的に分析は行われておりましたが、今のところ一二億八七九九万三〇〇六文字までが限界。とはいえ、おそらくこの作業自体は意味のない行為でございましょうね」

「……文字では追い切れない。となると有史以来誰も召喚した事のない被召物マテリアル、になるのか」

　ブラッドサイン式は名前が全てだ。

　五つの母音と二一の子音で表現できなければ、現世には召喚できない。

「とはいえ、強い弱いとは関係ございませんわよ？」

「分かってる。今さら『白き女王』や『色彩なき童女』以上の超越存在チートがひょいひょい顔を出してたまるか」

　というか、そんな便利な存在があったら恭きよう介すけは『色彩なき童女』などに頼っていない。基本的にピラミッドの頂点は女王であり、自然界には存在しない専用のキラー因子となったのが童女である。

「明確に存在するものの、名前がないのでブラッドサイン式では召喚のしようがない。故に異界にしか居場所のない未み踏とう級きゆうでございます。戦闘力は皆無でございますが代わりに多くの知識をリアルタイムで吸収し続ける存在で、そうですわね、わたくしが全能であるならばアレは全知といったところでございましょうか。阿あと吽うん、右と左、特に意識もなく片方がいればもう片方も定義されて互いに寄り添う存在とでも言いますか」

「……ここにきて、まさかの元カノ発言なのですか……？」

「あらいやだ。恭きよう介すけちゃんにライバル出現ね。ただ未み踏とう級きゆうはみんな揃そろって女の子型っていう条件を考えると、これって百合ゆりっぽい香りをイメージした方が良いのかしら」

「……百合ゆりの花って名前だけなら頻繁に出てきますけど、リアルに嗅いだ事あります？」

「当たり前でしょう。お姉さんこれでも女子校出身よ」

「だからそっちじゃねえよ一体どこに顔突っ込んで何の匂いを嗅いだんですこの妖怪ハナムグリ女……」

　寝そべっているホワイトライガーをソファ替わりにして身を投げているシマシマビキニと改造チャイナドレスが何か言い合っていた。

「むー（棒）、つまり何が特盛りどういう事？」

「サユリっ、そこつつかないのっ」

　何だか首を傾かしげた金髪少女イザベルの肩を栗くり色いろショートの斑むら鮫さめクイナが顔を真っ赤にして揺さぶっていた。彼女は違いの分かる人のようで、

「愛がラヴでお姉様と妹なのよ！　きっと私達には想像もつかない世界が広がっていたんだわ!!　見ちゃだめサユリ私には心の準備がーっ!?」

『白き女王』はそっと息を吐く。

　注意をしている子が一番想像力が豊か、というのは良くある話。

「はあ。そこらにある検索エンジンを恋人と言い張る事ができたらお好きにすればよろしいのでは？」

「……おっと、まさかのドライ発言なのです。つまんねー……」

「ネットワークに繫つながったＡＩスピーカーを指差して、同じ家にいる事を許しているんだからアレは恋人でしょうと難癖をつけられましても。黒の油性ペンで目と口を描いたら感情移入でもいたしますの？」

「結局未み踏とう級きゆうは未み踏とう級きゆう、なんですよね？」

　ソファではなくガラステーブルの端に腰掛けている姫ひめ川かわ美み夏かが慎重に尋ねると、これには『白き女王』も頷うなずいた。

「単体戦闘力なら最弱ですけれどね。あにうえと出会うまで、わたくしはこれを介して世界を覗のぞいておりました。自分で見て回るより楽でしたので」

　とにかく色々聞いておいて損はない。

　ホワイトライガーに背中を預けた愛あい歌かは首を傾かしげて、

「……んう？　でも未み踏とう級きゆうの割には、色がついていないようなのです……」

「それは、まあ。アレが全知でわたくしが全能ですから。わたくしの白をプリズムのように分解して対応しようとしたのが有象無象の色つきでございます。全知にとっては担当区分がないというか、関係がないのでは？」

「えと、検索とかって言ってたけど、インターネットのブラウザとかＡＩスピーカーみたいなものなの？」

　恐る恐るといった感じで、和風の人なのか床に直接座る蓮れん華げが口を挟んできた。本職の巫女みこさんなのにたとえがデジタルだが、これは存外、インフラの足りない田舎暮らしの方が全国平等に何でも注文できるネット通販や定額観放題の映画サイトなどに頼りがちになるのかもしれない。

　もう一人の巫女みこさん、彼ひ岸がんの方は未いまだに姉の背中に隠れている。一朝一夕で女王に対する恐怖心が消えるものでもないのかもしれない。

『白き女王』は腰に片手をやって、

「あるいは、通訳や翻訳でも近いかもしれませんね」

「通訳……？」

　褐色の肌に包帯を巻いているセクルティティが、立ったままガラス戸のついた戸棚に背中を預けながら眉をひそめていた。

　ツインテールの少女は頷うなずいてから、

「『叡えい智ち』は言葉を総括する存在。他の未み踏とう級きゆうと会話をする際にも、いちいち相手の顔色から感情を察するより、『叡えい智ち』に任せて翻訳させた方が本音を汲くみ取とるのは楽でしたから」

　何かが見えてきた気がする。

　つまり、『白き女王』が一〇〇万の未み踏とう級きゆうとコンタクトを取っていたとしても、実際に言葉を交わしていたのは『叡えい智ち』だけとなる。

　まるで親鳥が危険な外を飛び回り、安全な巣で待つ雛ひなの口元へ餌を運ぶように。

　恭きよう介すけとしては、気になる情報は他にもある。

「僕が敗北した事によって、葵あおいを軸に召喚されていた『色彩なき童女』はいったん異界に戻ったはずではないか」

　少年はさらに続ける。

「そしてシンセアリアやオリヴィア、蓮れん華げに彼ひ岸がんも断片的に目撃してきたという、城しろ山やま夏なつ衣ぎぬ。つまり僕の母さん、死んだはずの人。あの人が何の前触れもなく死を覆くつがえした話も、どうも怪しい訳だが。ソースが『雨中の少女』しかないというのが心こころ許もとないけど、聞いた話では依より代しろとしての才能もあるらしいしね」

　もしも、本当に恭きよう介すけの母に優れた依より代しろとしての才能があったら。

　あの過去の意味も変わるのではないか。

　ドクトルＳは益虫として信仰対象となっていた蚕かいこを利用した昆虫型の依より代しろを大量確保する事で、あの小さな家での主導権を握っていた。恭きよう介すけや『妹』が召しよう喚かん師しとしての技術を使って反逆しようとしても、依より代しろを独占する事で力を管理しようとしていたのだ。

　だけど、あの母親が実戦レベルの依より代しろだったら？

　彼女がドクトルＳの束縛から逃れ、幼い子供達に手を貸してしまったら。あんな悲劇は起こらず、あっさりと父親は撃破されて、勧善懲悪の美談で終わっていたかもしれない。そして実際に、母と『妹』は苛いじめ抜ぬかれた恭きよう介すけを密ひそかに庇かばっていた。ドクトルＳの手で不用品として捨てられたはずの宝物をこっそりと回収し、屋根裏に隠す素振りを見せていたのだから。

　だから、だ。

　ドクトルＳが最初に自分の妻を撃ったのは、何とも思っていなかったからではない。彼は怖かったのだ、心の底から。恭きよう介すけと『妹』が互いに殺し合う最終局面において、妻よりも母としての顔を強く出して幼い我が子達を庇かばってしまう展開になっては身の破滅、と。

（妻に脅おびえて、子供達を恐れて……。見た目だけは勝ち組の研究者を取り繕っていたけど、どこまで惨みじめな男なんだ、あいつ）

　全部自分で蒔まいた種とはいえ、もはや哀れとしか思えなかった。

　悲惨な過去を思い浮かべても、怒りが生まれない。

　復ふく讐しゆうする気も起きないだなんて、人殺しを嫌うドラマや映画だけの方便だと考えていた。だけど実際にいるものだ、負の情熱すら湧かないほどどうしようもない人間が。

　ドクトルＳのような、小さな人間の話は良い。

　今は、あの男が心臓を鷲わし摑づかみにされるほど恐れていた依より代しろ、恭きよう介すけの母の話だ。

「『雨中の少女』の例を出すまでもなく、召喚儀礼の理屈を応用すれば死者を復活させる事もできる訳だが。『白き女王』クラスの特異点が必要になるけど、絶対できないってほどでもない」

　死者の復活。

　永遠のテーマとも呼べるこの命題を、絶対できないほどでもないと言ってしまう辺りが城しろ山やま恭きよう介すけか。しかも彼は机の上の理論ではなく、現実に『雨中の少女』で実践している。

　その彼が言う。

「『叡えい智ち』というのは言語のスペシャリストなんだろう？　召喚儀礼の仕組みそのものと重なり合っている訳だが」

「どちらが先かは、今となっては分からんな。あるいは一九九九年にドクトルＳが完成させたモノは、『叡えい智ち』の断片に過ぎなかったのかもしれない。そこまで貶おとしめなくても、例えばたまたま重複したために混線が起きているとか……」

　直立不動、メガネの騎士レイチェルの言う通りだった。

　その上で、

「繰り返すけど、僕は『殺意のアンテナ』から連なる組織と戦う過程で一人の少女を助けている。歴史の改変を利用してでも。それと同じ方法にまで手を伸ばせると思うか？　『叡えい智ち』の手で、僕の母さんの死を覆くつがえす事が」

「『叡えい智ち』本体は基本的に異界から出てきませんが、だから、現世には一切干渉できないとは言いません。あにうえだって散々わたくし絡がらみで思い知らされてきたのでは？」

　おかしな事が起きた。

　あの『白き女王』の口から、断言以外の仮定や可能性の話が出てきたのだ。

「とはいえ全知は全知、あるのは頭でっかちの知識であって直接的な『力』はございません。あるいは、こうして偉そうに語っているわたくしの力が知らない間に盗まれていたのかもしれませんわね」

「例えば？」

　恭きよう介すけが尋ねると、女王自身が迷いの森でゆっくりと方角を確認するような表情になって、

「『叡えい智ち』は交わす言葉を限定し、わたくしの見える世界を狭めてきました。少なくとも、あにうえとお会いして自分の意思で現世と異界を行き来するまでは」

　ありとあらゆる文字や言葉を自分で嚙かみ砕くだいてから雛ひな鳥どりの口に運び、瞳を伏せて見る夢の内容まで子守唄で自らの望む方向へ誘導していく。

　根底は優しいがひたすらに息苦しい、過保護を極めた姉のように。

「……『叡えい智ち』本来の役割は、やはり未み踏とう級きゆうらしくわたくしをコントロールし、暴走を防ぐ安全装置だったのでは？　そしてドクトルＳが召喚儀礼を使って被召物マテリアルの力をある程度引き出す事に成功したのと同じく、言葉の安全装置を持つ『叡えい智ち』はわたくしの力を抜き取れるのかもしれません。もちろん、わたくしに自覚されない微々たる範囲においてではございますが」

『白き女王』の話は、仮説だ。

　限りなく事実に近かったとしても、根拠がない。

　ただしビッグバン仮説と同じく、これは永遠に答えの出ない問題なのかもしれない。

「……その『叡えい智ち』というのが、女王と全知全能を分け合うほどの存在だとすれば、ありえる。自分の都合で第三者を無理矢理に復活させて手駒とするっていうのも。虚こ空くうへ消えた『色彩なき童女』に、不自然に浮かび上がった依より代しろの母さん。『叡えい智ち』がこの二つを結び付けて操ろうとしていると考えるのは、さほど難しいロジックではない訳だが」

「その」

　不思議そうな顔をしていたのは、愛あい歌かと並んでホワイトライガーに体を埋めている改造チャイナドレスの美女だった。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは訳が分からないといった顔で、

「『叡えい智ち』？　セーフティなんでしょ、そいつはそもそもどうして恭きよう介すけちゃんを苦しめるの？」

「あにうえを、という訳ではないのかもしれません」

『白き女王』はゆっくりと息を吐いて、

「あの一件の前にも部分的にわたくしは現世側に召喚されていましたが、明確に、自分の意思で現世に向かおうとしたのはあれが初めてでございます。つまり、今の今まで全ての言葉を与えて見える世界の範囲を一方的に限定してきた『叡えい智ち』からすれば、自分を通さないわたくしの行動が全て頭越しに、許可なくアクセスされていると映っているのでは？　『叡えい智ち』がわたくしの暴走を防ぎたいなら、いったん全てシャットダウンしようとしてもおかしくないかもしれません。わたくしの動力を落とすのではなく、邪魔な現世を全て切ってでも」

「そもそも、現世と異界で分かれていなければ召喚なんて行動は起こせない。世界が片方になってしまえば、僕達は何もできない、か」

「『叡えい智ち』にとって、必ずしも現世という異世界は守らなくてはならないものではございませんからね」

　どこか他人行儀な女王であった。

　実際、彼女が狙って何かをした訳ではないのだから当然か。

『叡えい智ち』がやろうとしているのは、過保護な姉がフィルタリングの設定を徹底しようとするようなものだ。そしてそれが叶かなわなければ、世界に広がるインターネットを全て寸断して家庭の中でネットワークを閉じてしまっても構わないとまで考えている。

　古風な巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとう三人の内、長い銀髪をたなびかせる葵あおいはそっと息を吐いて、

「となると、その『叡えい智ち』とやらは小僧の命を狙う気まんまんではないかえ？　というより、女王のかりすまに当てられても壊れない、安心して寄り添える存在だなんて、こやつを除いて存在せんだろうからな」

　あっ、わ!?　と何やら今さらのように同じ浄じよう瑠る璃り方ほう式しきである黒髪の蓮れん華げがわたわたしていたが、金髪の彼ひ岸がんは不思議そうな顔で首を傾かしげていたようだった。どうやら人類最古のどうたらこうたらを妹に見られたくないようだが、おそらくここから『秘密』が露見する事はないだろう。正直に言って、彼ひ岸がんはちょっとお行儀が良すぎる。

　……『叡えい智ち』もまた、心境だけなら似たようなものかもしれない。

　目に入れても痛くないほど愛くるしい誰かが眺めているもの、耳にする声、心に染しみ入いる言葉や文字は全て外からコントロールしておきたい。『保護する者』なら誰でも頭によぎる欲望フイルタリングだが、蓮れん華げは『実際には失敗続き』だから微笑ほほえましいのだ。これを本当の本当に徹底してしまえば、もう目に見えない壁で覆った監禁状態と何も変わらない。虫かごに入れられた側が感謝をする事もないだろう。

　そんなやり取りの中、

《狙うと言っても、『叡えい智ち』そのものは異界から現世に出てこられないようですけど》

　と告げたのはポニーテールを揺らす信楽しがら真ま沙さ美み。

　ウェイトレス服の悪魔、ビヨンデッタは（黙っていると信楽しがら真ま沙さ美みが酒に手を伸ばすからか）冷たい炭酸飲料をグラスに注つぎ足たしながら、

「そうなると、だからこそ。自分の手足の代わりとなるアバターが必要になる、って事でしょうかね？」

　だからこその、特別な依より代しろ。

『色彩なき童女』を手駒とするに足る材料の調達。

　持ち主の愛あい歌かが三みつ日か坊ぼう主ずで捨て置いたと思おぼしきバランスボールをお尻でぎゅむぎゅむ押し潰すＦ国君主のシンセアリアは自らの細い顎に手をやって、

「……そんな得体の知れない存在にヴィアちゃんが狙われなかったのは幸いですけれど、わらわやヴィアちゃんが捨て置かれたという事は、恭きよう介すけ様さまの母君が秘めている依より代しろとしての精度は我々以上……ケタ外れと考えるべきなのかしら」

「何を言いますかっ。御身以上に優れた依より代しろなど、この世に存在するはずが……っ」

「レイチェルちゃん、気持ちは嬉うれしいですけど前提が間違っています。その『叡えい智ち』とやらは、人の死を覆くつがえしてでもこれと決めた依より代しろを引っ張り出してきたんですよ。この世だなんて狭い枠組みでランキングを語っても仕方がありません。恭きよう介すけ様さまの母君とは、そこまでの依より代しろなのでしょう」

　何しろ、あのドクトルＳが自分の妻にすると決めたほどの人だ。

　……恭きよう介すけも冷静に考えるべきだった。

　自分の血を引いた実子すら人体実験に使い潰す、あの完全にモラルをなくした研究バカが、本当の本当にただの人なんて家族として迎え入れるものか。何しろたった一人の妻だ。顔でも性格でも、学歴でも収入でもなく、ドクトルＳが人の価値をどこに求めるかなんて明白だろうに。

　オリヴィアやシンセアリアは、未み踏とう級きゆうであってもほぼ完璧に被召物マテリアルをコントロール下に置く。普通ならほとんど除外される弱点『人じん郭かく』を精密にロックして撃ち抜く事もできるため、通常のコストや三みつ巴どもえだけでは測れない強さを持った依より代しろなのだ。

　そんな彼女達さえ、Ｆ国君主いわく、捨て置かれた。

　では、実際に選ばれた恭きよう介すけの母は被召物マテリアルの何をどこまで掌握する？

　一度呼び出したら最後、『色彩なき童女』の心や魂を無視して完全支配してしまうくらいの事はするのではないか……？

　シマシマビキニの愛あい歌かは丸まったホワイトライガーに背中を預けたまま、

「……どうするのです、お兄ちゃん……？」

「僕の母さんと『妹』がこの世界のどこにいるか、徘はい徊かいしている場所を正確に追い求めるのはおそらく不可能な訳だが。生死の境を越えた母さんは、単体でも『雨中の少女』と同じ事ができるだろうしね」

　ここははっきりと明言しておく。

　不利でも認める。

　無理難題に対しては、この少年はいつもそうやってきた。

　目に見えないハードルにはっきりした形を与え、飛び越える準備を固めるために。

「だけど大元、全ての元凶である『叡えい智ち』が考えている事は明らかではないか。……邪魔な現世を壊して、女王の見える範囲を限定する。そのために一番邪魔なのは、もちろん始点の所にいる僕だろう。ヤツがそれしか考えていないなら、話はシンプルではないか。黙っていても最後の決戦は始まる。後はそれを、どこで起こすかだ」

　その上で、だ。

　実際のところ、この対決、恭きよう介すけ側がわの利はほとんどない。

　仮に負ければ敗北状態で無防備なところへ、さらにトドメを刺されて命を落とす。しかし勝ったとして得られるものは何か。未み踏とう級きゆうの『色彩なき童女』はただ撃破されて異界に戻り、依より代しろとして残された城しろ山やま夏なつ衣ぎぬをどう痛めつけたところで、彼女を離れた場所からコントロールしている『叡えい智ち』は痛くもかゆくもない。

　不公平も不公平だが、そもそも『叡えい智ち』は恭きよう介すけを自前のフィルタリングに空いた脆弱性セキユリテイホールと考えているのだ。何があっても穴を埋めたいと考えている存在が、わざわざ少年の利益になるようなルールなど与えないだろう。

『白き女王』を、コントロールする。

　投げかけられる言葉を嚙かみ砕くだいてから都合の良い形で与え、見える世界を狭めて限定する事で、明確な安全装置を設ける。そのためなら何だってする。『白き女王』を管理すると言っても、現世の存続すら必要とは考えていない。

　いつも『叡えい智ち』の背中にひっついて、雛ひな鳥どりのように口を開けて言葉や情報を求めるだけだった『白き女王』。彼女を飼育者として支配したいのか、姉として守りたいのかは分からないが。

　つまり。

　まともな勝負にしたいなら、相手の提示したルールに従っているだけではダメだ。こちらからルールを追加して整えないといけない。

（ヒントは褒ほう美び村むらとクアッドモータースだ。ディアブル島でくつろいでいるアザリアがどれだけ状況に即応してくれるかだけど……）

「何度も何度もやらせはしない。相手が母さんでも『妹』でも全て戦って、決着をつけよう。そしてこっちが命を賭けたギャンブルに挑む以上は、『叡えい智ち』のヤツにも同じモノを差し出してもらおうではないか。ヤツだけノーリスクで無限コンティニューなんて雑な必勝法は許さない」

　これで終わらせる。

　過去から続く因縁の全てに決着をつける。

　そのためには、




「……例えば、こんなのはどうかな？」
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　大雑把な方針は決まった。

　だけど城しろ山やま恭きよう介すけは、みんなに言っていない事があった。

　これについては、合理的な理由だけとは限らない。召しよう喚かん師しの城しろ山やま恭きよう介すけは、同時に思春期の高校生でもあるのだ。『白き女王』との呪縛が解けた今、自分の心と魂を切り売りしてでも合理と効率に走るような選択ができるとは限らなくなってきた。

　恥ずかしいものだ。

　自分が一度吼ほえた主義を、曲げるというのは。

「女王」

「どうしましたか、あにうえ？」

　愛あい歌かのマンションにいくつもあるゲストルームの一つ。そのベッドサイドにあった水差しからキンキンに冷えたミネラルウォーターをコップに注ぎながら、『白き女王』が笑顔で答えてくれた。

　ガラスのコップを受け取りながら、彼は本当の本題を切り出した。

「みんなの前ではああ言ったけど、この際、膿うみはあるだけ全部出してしまおうと思う。……これから提案するけど、こいつ単純に勝つ事だけ考えればおそらく足あし枷かせになるリクエストになる訳だが。無理だと思ったら拒否してくれて構わない」

「あにうえ」

　ツインテールの少女は自分の細い腰へ両手を当てていた。

　しかし怒っているというよりは困っているような顔色であった。

「[image: 叱]ってほしいのか慰めてほしいのか、主旨を説明してくださいませ。全部その通りにいたしますから」

「それでは困るよ」

　恭きよう介すけは苦笑する。

　あらかじめ答えが固まっていて、後は背中を押してほしいだけの人生相談とは違うのだ。

　本当に、このわがままが皆を窮地に陥おとしいれるリスクがある。

　恭きよう介すけ自身も頭の中にアイデアがあるだけで、正しいかどうかが分からないのだ。

　しかし『白き女王』は肩をすくめて、

「あにうえ。これは誰のための戦いでございますか？」

「？」

「人類のため、世界のため？　いいえ、あにうえの亡なき母を利用して『色彩なき童女』を手中に収めた『叡えい智ち』が何をしようとも、そこまでマクロな話にはなりません。これは非常に小さくて、個人的で、でも絶対に譲れない戦い。であれば目的に何を掲げるのかも、そこに軸足を置くべきではございませんか？　人類や世界のために遠慮をして、あにうえがしこりを残したまま勝ちを獲とっても意味がないのでございます」

　甘え、だとは思う。

　だけど恭きよう介すけはこの流れに舌を乗せる事にした。

「……このタイミングで、『叡えい智ち』とやらが僕の母さんを持ち出してきたのが気になるんだ」

「はあ」

「あの人の依より代しろとしての性能は知らない。だけど有史以来あらゆる生者と死者から全検索をかけられるとしたら、流石さすがにもっと上の依より代しろはいるではないか。それこそ歴史的な箔はくだけで良ければ、東欧Ｆ国初代君主とかね。にも拘かかわらず、『叡えい智ち』は僕の母を選んだ。ある意味で、城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』の失敗、最初の亀裂を強く想起させる人を」

「……、」

「そして『叡えい智ち』が振りかざすのは『色彩なき童女』。女王、あなたが殺してしまった『妹』だ。……ヤツは、わざとやっている。僕達の失敗、まだ取り戻せる母ともう取り戻せない妹でくっきりと線を引いて、あなたの罪を糾弾しようとしている訳だが。もう取り返しのつかない事をやったんだから、今さら和解なんか考えるなよ、と。『叡えい智ち』が勝手に決めた自分ルールに従ってロックを掛ければこれ以上死人は出ない。自分から女王に手を汚すよう差し向けておいてね」

　肉体と頭脳の両方を酷使する召喚儀礼だ。必要な集中力は将棋やチェスの対局どころでは済まないし、必要な体力はサッカーやバスケットボールの試合どころでもない。野次の応酬のようないやらしい精神戦術と分かっていても、現場でいきなりこんなのを突き付けられたら『白き女王』のコンディションに影響が出る。

「罪は、受け入れるつもりでございます。現実にわたくしはそれだけの事をしてきた。ただし、糾弾するのは異界で傍観者に徹していた『叡えい智ち』ではございません」

「……それではダメだよ。会話に応じてしまっては思うつぼではないか。ヤツは文字通り、頭でっかちの『叡えい智ち』なんだろう？　あの手この手の搦からめ手てであなたの心を崩しに来るさ。分かっていても耐えられない形で」

「ではどうすれば？　よもや、『妹』の死を無視して先に進むなどとは言いませんわよね」

「ああ、その通りだ」

　恭きよう介すけがきっぱりと言うと、『白き女王』が息を吞のんだ。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』では絶対にありえない言葉だった。

「『妹』の死が枷かせにしかならないなら、取り除く。全てを仕組んでボタンの掛け違えを促した『叡えい智ち』の思うように操られてたまるか。そのためには、まずこのファクターを何とかしなくてはならない訳だが」

「本気で言っていますの……？」

　小刻みに震えていた。

　そんな庇かばわれ方をしても嬉うれしくないと言わんばかりに。

「人の死を覆してしまうだなんて！　わたくしの罪を帳消しにしてしまうだなんて!!　そんな、真実に蓋をしたところで誰も救われませんし、何の力にもなりません!!　『叡えい智ち』と戦うどころか、自分の重さで押し潰されてしまいますわよッ!!」

「ああ、分かってる」

　主義を曲げる時が来た。

　何かを選んで、何かを捨てるべき時が。

　だから城しろ山やま恭きよう介すけは自分の間違いを背負う覚悟を決めて、こう言ったのだ。




「『色彩なき童女』……いいや、死んでしまった僕の『妹』を助けたい。『雨中の少女』や、今さら出てきた僕の母さんと同じように」




　いっそ、だ。

　ポカンとした顔で、『白き女王』はその言葉を耳にしていた。

「いや、えっと……」

「一度は『殺意のアンテナ』系の紅べに小こ道みち楓ふう希きらを食い止めた。死のない世界なんて馬鹿げていると言って。そんな僕が死者の復活にすがるなんてふざけているとは思う。でもここは、曲げるしかないんだ！」

「分かっておりますの？　『雨中の少女』やあにうえの母とは状況が違います。あの子は、あにうえの『妹』は、このわたくしが初めて殺した原初の殺人そのものでございます。『白き女王』が直接殺害した死者は、たとえ歴史を遡ったり並行世界を利用しても救済できない。それが絶対のルールのはずでございましょう!?」

「……本当に？」

　魔法の言葉であった。

　そう。常に最大最強の敵と立ち向かってきた城しろ山やま恭きよう介すけは、できないなどという言葉では立ち止まらない。できないという言葉を聞いて、そこから疑問を差し込む強さを醸成してきた。

　だからこそ、だ。

　躊ちゆう躇ちよなく、この言葉を繰り出す事ができた。

「僕達が今まで信じてきた世界のルールに抜け穴があるとしたら、どうする？　女王、あなたは立ち向かう覚悟があるかな？　過酷な現実ではない、悪夢のような敗北でもない。へらへら笑いで主義を捨て、誰にとっても不自然でねじくれ曲がってご都合を極めた反吐へどが出るようなハッピーエンドを摑つかむ覚悟はあるか？」

　もしも、最初の殺人がなければ。

　ドクトルＳの支配する小さな家で何も起きていなければ。

　ハッピーエンドで終わっていれば。

　少年と少女が、何の事件もなくありふれた出会いをしていたら。

「……、」

『白き女王』は、己の唇を嚙かんでいた。

　夢のような話。

　だけど口に出してしまえば、その弱さを徹底的に糾弾されかねないような、馬鹿げた話。

　でも。

　だけど、だ。

　それは『叡えい智ち』が余計な口さえ挟んでいなければ、実際にそうなっていたはずだった……もう一つの世界のお話。

　そして。

　そして。

　そして。

「たすけて、とは何度も言いませんわ。あにうえ……」

　ゆっくりと顔を上げて、涙すら堪えて『白き女王』は可か憐れんな唇の隙間からそう洩もらした。

　拒絶。

　ではない。




「だから助けに行きましょう。何の落ち度もなかったのに、わたくし達の過あやまちによって死の淵ふちから冥府へ叩たたき落おとされてしまった、あの子の魂を!!」




　絶対不可能な願いがあった。

　だがそんな前提など気にしない。少年と少女は対等な立場で握手を交わす。

　本当に本当の、勝敗条件が固まった。








行間三









『叡えい智ち』にとっては言葉が全てだった。

　肌と肌の接触なんて気持ちが悪い。




（……md）

　溢あふれ出でる。

　自分でもどうしようもない、どす黒い感情で満たされた言葉が。

（wb・ao・xf・oo、kd・iu・jrb……）

　これまでも『叡えい智ち』はずっと言葉を専門に扱っていて、『白き女王』はずっとそんな『叡えい智ち』の背中にひっついていた。『白き女王』が誰と、何を話すにしてもまず『叡えい智ち』がいて、『叡えい智ち』が嚙かみ砕くだいて『白き女王』へ言葉を伝えていった。

　危険な外の世界を飛び回る親鳥が安全な巣で待つ雛ひなへ餌を与えていくように。逆から見れば、妹が姉のスカートを摑つかんでその背中へそっと身を隠すように。

　姉としては、妹の見ている夢さえそっと子守唄を歌って望む方向へ導きたい。過保護と呼ばれても良い。強過ぎる力を持つ『白き女王』にただただ安全で快適な環境を与えたいのだ。それも永遠に瓦が解かいしない形で。

　つまり『叡えい智ち』は全ての窓口で、『白き女王』が実際に言葉を交わしていたのもまた『叡えい智ち』一人しかいなかった。

　そういう関係だった。

　それで良かった。

『白き女王』が望むなら何でも叶かなえてあげようと思っていた。与えたもので喉を詰まらせないよう細心の注意も払ってきた。だけど、それが良くなかったのかもしれない。わがままなんて聞くんじゃなかったと、『叡えい智ち』は後悔している。

　外の世界なんて、見せるんじゃなかった。

　自分を通さない言葉なんて、猛毒だ。

　そして『白き女王』から免疫を奪っていったのは、他ならぬ『叡えい智ち』自身の過保護ぶりに起因していたはずだったのに。




　あれは何ですか？




　今でもその質問を覚えている。

『叡えい智ち』としての本質を歪ゆがめてでも偽りの言葉を返した事も。

　利害と欲望が渦巻く現世を眺める『白き女王』は、この時だけは横顔だった。『叡えい智ち』の方など見てもいなかった。

　結果として、『白き女王』は言葉だけでは満足できなくなった。現世を覗のぞいているだけでは納得できなくなった。必要のない召喚に応じ、二つの世界を行き来して、そして『叡えい智ち』は飽きて捨てられたオモチャのように異界の片隅へ放り出された。

　全知と全能。

　いざ腕力での摑つかみ合あいになればどちらが勝つかなど自明の理だ。異界に留まるしかない頭でっかちの『叡えい智ち』に何ができた訳でもない。

　しかし。

　それで、女王は何を手に入れた。

　傷つき、涙を流して、利用され、担かつぎ上あげられて。

　最初から誰とも接触しなければ、『叡えい智ち』の背中に隠れていれば、受ける必要もない苦痛や利害で揉もみくちゃにされる事もなかったのに。

　人間も人間だ。投げつけられるものが泥団子であっても金貨であっても同じ事。最初から完成されている『白き女王』に余計なものを足しても害にしかならないと、何故なぜそんな簡単な事も分からない？

　彼らの言葉が、『白き女王』を傷つけた。

　何が召喚儀礼だ。訳もなく自分の名前を怒鳴りつけられれば誰だって身がすくむ。感情を揺さぶられる。その程度でコンタクトに成功したなどとのたまうとは片腹痛い。

　言葉を交わすだけなら、自分を挟んだ方が何倍も効率が良いと何故なぜ女王は気づかない？　こちらに任せてもらえれば世界中から投げかけられる言葉の角を取り、全体を丸め、表面を磨き上げて、誰も傷つかないよう調整できたのに。

　無知は嫌いだ。

　泣なき喚わめき、怒りに振り回される『白き女王』を見て、ざまあみろと思っている自分を『叡えい智ち』は自覚しつつある。

　だから、だからこそ、だ。

　そんな『白き女王』を好きだと思える自分をキープしたい。ここで押おし留とどめ、食い止めたい。良かった探しをしたい。本当の本当に嫌いになってしまう前に、もう一度聞き分けの良いところを見ておきたい。自分の気持ちをＶ字に回復させるために。『白き女王』を守るという想おもいの部分がどろどろに変質してしまわないように。

『白き女王』は支配できる。

　力業では意味がない。それでは他の有象無象の未み踏とう級きゆうと同じで、軽々と『白き女王』に薙なぎ倒たおされて引きずり回されてしまう。全能の女王に、力で抗あらがっても意味がないのだ。全知を担になう『叡えい智ち』はその事に気づけたからこそ、そんな冠を戴いただいているのかもしれない。

　だから、発想が違うのだ。

『白き女王』に安全装置を設けるには、そもそも彼女の内部でどのような欲が発生するか、その部分からコントロールしなくてはならない。

　そしてそれはできる。

　言葉を操り、見える範囲を狭めてやれば、それだけで。

　そうでなくては。

　そうしなければ。

　姉のような『叡えい智ち』が、妹のような存在である女王を決して害してはならないと分かっていても。




　全知は全能を殺してしまうかもしれない。

　勢い余って、定石を覆くつがえして。

　たとえどのような搦からめ手てを使ってでも。







[image: ]
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　間もなく日付が変わる。真夜中であった。

　とはいえ、うだるような熱帯夜でもトイドリーム35の活気は途切れない。何しろ遊園地の街に夏休みがやってきたのだ。波打つようなジェットコースターがビルの谷間を突き抜け、巨大な観覧車が電飾で時計の文字盤みたいに時間を刻み、高層ビルの群れから頭一個突き出した電波塔に寄り添うフリーフォールからは楽しげな悲鳴が連発している。真下に目をやってみれば、巨大陸橋にも人だかりができているのが分かるはずだ。たくさんの山車だしを縦に並べたパレード行進が続いているのだ。

　家族連れなら昼間、恋人同士なら夜間。

　トイドリーム35のアトラクションは眠る事なく、別の顔を見せていた。

　そんな中、だ。

「……、」

　正直に言えば、城しろ山やま恭きよう介すけは『叡えい智ち』の手で操られた母親の夏なつ衣ぎぬや『色彩なき童女』がどこでどう襲ってくるかは正確に把握できていなかった。

　だから『叡えい智ち』が明確に害意を持って行動を続けていると分かった時点で、行動の指針が大きく変わる。いつどこで戦闘が始まって誰を巻き込むか読めなくなった今、学校のプールへ遊びに行く、といった事はもうできない。

　できるだけ人気の少ない場所を選んで待機する。

　いざ戦闘が始まった瞬間、いきなり巻き込んでしまう可能性を減らすために。

「……微々たるものでございますけどね」

　比較的大きなビルのてっぺん。巨大な液晶看板の真裏にある死角のスペースで、銀のツインテールをたなびかせる少女はその看板を支える複雑な鉄骨の一つに寄りかかりながらそんな風に囁ささやいていた。こんな所までやってきても、すぐそこまできらびやかなアトラクションは迫っている。

　彼女は傍かたわらに置いてあった強化プラスチックのコンテナ（と言っても両手で抱えられるクーラーボックス程度のものだが）を軽く爪先で蹴りながら、

「アザリア＝マゼンタレインが予想より従順で助かりましたわね。それに輸送体制も充実していた。レプリグラスの時代でなければ、空輸だけで半日程度はかかったかもしれなかったのに」

　そんな言葉を耳にしつつ、恭きよう介すけは身を屈かがめて何かしら作業をしていた。

　調香師エリ＝スライド。

　大枚はたいて彼女から手に入れた特殊な『香インセンス』を焚たいているのだ。グレネード化はしていないが、その代わりに煙は長持ちする。真しん鍮ちゆうの香炉の世話をしていると聞けば大仰に聞こえるかもしれないが、やっている事は蚊を遠ざけるために使う昔ながらの陶器のブタとあまり変わらない。

　漂うのは死。

　人工的に調整・再現された死臭である。

　エリ＝スライドの話によれば、火のくすぶるお香に向けて追加の霧吹きをかける事で死後の日数を細かく調整できるらしいのだが、今はそこまで求めていない。

　腐りかけた果実のような、どこか甘さの残る香り。

　表の巨大な液晶看板の光に集まっていた羽虫が匂いにつられたのか、いくつかこちらへ近づいてくる。見た目は無力でも、そのいずれもが人の死体に群がる虫なのだろう。すぐそこで絶叫マシンを楽しむ恋人達は、暗がりで恭きよう介すけ達たちがこんな事をしているなど想像もできまい。

　ヒントになったのは冥めい乃の河かわ蓮れん華げ・彼ひ岸がんの鼻に残っていた感覚だった。

　この熱帯夜の空気と混ざり合って衣服に香りが移る事を気にしているのか、少女は自分の戦装束を軽く両手でつまんで、

「まったく……。わたくしに負けず劣らず、イイ趣味をしておりますわね、あにうえ」

「必要に迫られてだよ」

『叡えい智ち』の目的は『白き女王』の独占だ。グローバルな話なんかどうでも良い。そのため恭きよう介すけと女王の繫つながりを揺さぶり、亀裂を入れるため、敢あえて過去の死というファクターを戦場へ強く持ち出そうとしている。恭きよう介すけの母と『妹』。何の意図もないただの偶然の組み合わせなどとは言わせない。

　繰り返すが、いつどこで襲われるかは読み切れない。

　ならばせめて弾幕を張る。

　こちらから死という因子を強く強調する事で、同じ属性を持った敵が出現する可能性を吊つり上あげる。例えば昼間の学校と夜中の学校は、同じ座標であってもどちらが悪あく霊りようにとって馴な染じみのある場所か。漠然と待つだけではない、現れやすい時間や条件を整えて『合わせる』だけでも遭遇率が変わってくるのがイメージしやすいはずだ。

「来なかったらどうするのです？」

「現れるまで繰り返す。それしかない訳だが」

　死臭の香はブースターでしかない。

　つまり、こちらはスターターとしては使えない。何だか知らんが最新偽造防止技術で守られた米ドルを全く信用しないエリ＝スライドがチケットショップで換金できる古銭を数えながら語っていた事には、

『対象は浮遊なり徘はい徊かいなりしているんだろう？　まずは法則性を見極めろ。通常ではありえないくらい濃密な死の匂いを嗅いだ時に、そいつが引き寄せられるか遠ざかるか。この二つさえ分かれば、後は磁石のＮ極とＳ極だよ。香炉の置き方次第で目的の磁石をどこにでも誘導できる。好きな場所で戦いを始めると良い。……いいか、重要なのは「香を焚たいたら必ず幽霊が現れる」なんていう目に見えて分かりやすいエフェクトじゃあない。ようは使い方次第って話だよ。言っておくが、てきめんじゃないと駄々をこねたところでこちらはアフターケアなどしないからな』

　との事。

　ようは何でもない場所を霊的に乱し、『出る部屋』のような心霊スポットに組み替える力を持ったお香、という感じか。

　恭きよう介すけはそっと息を吐いて、

「結局は統計の積み重ねだよ。今夜必ず決着をつけないと世界が滅ぶって訳ではないから、単純に繰り返すごとに当たりを引く確率が上がっていく。リボルバーに一発だけ弾丸を込めたロシアンルーレットで、回数を重ねていくのと一緒ではないか。いつかどこか、で良い。こっちはできるだけ人を巻き込まない位置取りから戦いを始められれば、それで構わないんだ」

　そう。

　ロシアンルーレット、と恭きよう介すけはたとえた。

　……であれば逆に、こういう可能性もゼロとは呼べない訳だ。




　しん、と。




　消える。

　真夜中とは言っても光と音の洪水となっている遊園地の街で、ありとあらゆる音と気配と息遣いが。まるで世俗から隔絶された洞窟の奥底のようだった。途方もない静寂は分厚い岩盤を彷ほう彿ふつとさせ、黙っているだけで叫び声を上げてその辺を走り回りたくなるような、得体の知れないプレッシャーを押し付けてくる。

　熱帯夜の息苦しさが意識の中から遠ざかり、死臭に誘われていた羽虫達もいつの間にかいなくなっていた。まるで大きな災害の前触れのように。

　銀のツインテールは、鉄骨からそっと背中を離した。

「……引き当てたようですわね。最初の一発で」

　確率勝負なら、当然ありえる。

　ロシアンルーレットとしてはいきなりの番狂わせだが、始まってしまった以上は対応するしかない。恭きよう介すけとしても、『叡えい智ち』が操る最強の刺客との激突は自ら望んで挑戦する事態なのだ。

　足音があった。

　しかし、どこから？

　四角四面の広大な屋上、その中央に人影が一つ。一体いつの間に現れたのかは、ここまで数々の死闘を乗り越えてきた少年や少女にも把握できなかった。ただ単純にエレベーターや非常口と繫つながっているドアを開けてやってきたとも思えない。

　まるで城しろ山やま夏なつ衣ぎぬ自身が、座標を無視して召喚でもされたようだった。

　銀のツインテールとは真逆の雰囲気。

　手すりの向こうに広がるアトラクションを背にしたその人影は、街の中を歩いていればそのまま埋没してしまいそうな、控えめな大人の女性だった。

[image: ]

　人の親と言っても、歳としの頃はまだ二〇代だろう。頭の後ろでまとめた栗くり色いろの髪に、地味なブラウスとふくらはぎまで覆うロングスカート。その上から家庭的なエプロンを着けていた。ひょっとしたら、意図して本音を抑えていたのかもしれない。そうまでしても、守りたいものがあったという可能性だって。

　今となっては、恭きよう介すけの方が背は高くなっていた。

　少年は音もなく目を細めて、そしてこう呟つぶやいていた。

「……母さん」

「今の私が、おかしな状況にいるって事くらいは理解しているわ……」

　返事らしい返事はない。

　……あるいは、そちらの方がよっぽどマシだったかもしれない。

「でも、だけど、出てきてしまった以上は呼吸をするし、心臓は動くの。それだけで世界の歴史は少しずつ歪ゆがんでいく。つまり、少しも多くもないのよ。私が変化をもたらす存在なのだとすれば、やるわ。……恭きよう介すけ。確かに私はあの人に殺された。でも私の娘を殺した犯人はそこにいるのよ」

『雨中の少女』と同様に結果を覆しているとしたら、この母親は幽霊ではなく、現実に生きている。もう一人の家族、血を分けた『妹』とは事情が違うのだ。でも、だけど、それでも城しろ山やま恭きよう介すけは人の情に訴えて状況が変わるなどとは思わなかった。世界がそんなに単純で、炭素だけでできたダイヤモンドのように美しかったら、そもそもドクトルＳの支配していたあの小さな家であんな悲劇は起こらなかった。

　自分を二の次にしてでも、守りたいものを見つけても。

　それでも手を伸ばせなかった現実だって、確かにある。

「あの子が殺せと言うなら、私は犯人を殺す」

　流されやすい人だったんだろう。あるいは変化に対して臆病だったのかもしれない。ある意味それが大人の条件でもあるのか。少なくとも、全ての判断基準に己の激情と意地だけを当てはめ、世界全体を巻き込んででも闘争に明け暮れていた恭きよう介すけや女王のようには生きていけなかった。そしてだからこそ、そんな魂の性質をドクトルＳや『叡えい智ち』に付け込まれてしまった。本当は、世界を変えて全てを守るほどの力をその手に収めていたかもしれなかったのに。

「だけどあの子の渇かつ望ぼうはそこじゃなかった。にーさまを守る。たとえ殺されても、その後まで、ずっとずっとそう言っていたんでしょう？　だったらやるしかないじゃない……。あの子に何も与えてやれなかった母親として、ここだけはっ!!」

「……違うよ、母さん」

　落雷のような叫びに、城しろ山やま恭きよう介すけはそっと首を横に振った。

　少年だってできなかった。

　あいつは決定的に間違えたからという理由があって、それだけだった。そこから先、『白き女王』を正してやる方向へ自分を高められなかった。

「僕達が欲しかったのは、理不尽に怒る父親でも、無条件で褒める母親でもなかった。きちんと[image: 叱]るべき場面で[image: 叱]って、正しく導いてくれる大人だった訳だが。そんな都合の良い存在がいたら、それだけで僕達兄妹は何も踏み外さずに済んだんだから」

　見せなくてはならない。

　教えなくてはならない。

　……この人と同じ血を引く自分の手で。選択とは誰かに任せるだけでなく、自らが選んで摑つかみ取とれるのだという事を。どこか遠い世界の神様や英傑の話ではない、あの小さな家で同じ空気を吸っていた者にもそれはできたのだという事を。恭きよう介すけはそう思う。

　今からでも、変える。

　仕方がなかったでは済まさない。

　ありふれた犠牲なんて言葉で、すでに過ぎてしまった話だからというだけで、たった一人の『妹』を……よりにもよって死者達を埋める大穴へ投げ込む事なんか許さない。

　幸せになる。

　ハッピーエンドにする。

「ふざけるなよ、母さん……」

　息が詰まるほどの密室と化した小さな家。だから希望も可能性も一個もなかっただなんて、そんな冷笑混じりの憐れん憫びんなんか絶対に許さない!!

「妹のためになる？　そんなのは諦めだ。コスパの最大効率だけ考えて手頃な場所で途中下車するだけでは、本当の望みなんか叶かなわない！　中ちゆう途と半はん端ぱな形では誰も救った事にはならない訳だが!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけはヘアスプレー大の金属缶を取り出し、口でピンを抜いた。

　ビルの屋上に軽く放り投げ、パーカーの背中から既製品のブラッドサインを引き抜く。

　これは世界で一番小さな戦い。家族の問題。

　だけど、そんなものにたった一つの命を賭ける日があったって構わない。

　後はもう、吼ほえるだけで良いい。

「女王、手を貸せ。ここでケリをつけようではないか!!」

「やってみろ。何も、これまで何一つ守れなかった惨みじめな母親の妄執がどこまで喰くらいつけるか見せてあげるわ、恭きよう介すけ!!」

　やはり『叡えい智ち』それ自体は顔を出さないようだった。

　恭きよう介すけの母はあくまでも依より代しろ。しかし『白しろ棘とげ』や『花弁』もなく、ただそこに立っていれば『色彩なき童女』をいきなり体内へ召喚する事ができるのか。

　直後だった。

　励起手榴弾インセンスグレネードが起爆して一辺二〇メートルの立方体の形で人工霊場が展開されるより早かった。




「はいあにうえ、仰おおせの通りに」




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　白い落雷のような勢いで、最大最強の未み踏とう級きゆうが真まっ直すぐ城しろ山やま夏なつ衣ぎぬの頭の上へと落ちたのだ。より正確には、巨大な液晶看板のてっぺんに足を掛けて待機していた、本物の女王が。

　母親が歯を食いしばり、そして叫ぶ。

「ひとっ、殺しが……ドヤ顔浮かべて偉そうにッ!!」

　爆音。

　コンクリートがある程度破壊されたのか、灰色の粉ふん塵じんが派手に舞う。

　これでも戯たわむれに太陽を操って月の一部をガラス化させるほどの女王の全力を考えれば、微々たる変化だ。逆に言えばあれだけの力をもってして、さらに可能な限り衝撃を逃がさず標的の体内で炸さく裂れつさせたという証明でもあるが。

　しかしそれでは、今の今まで派手な装束を纏まとって恭きよう介すけの隣に立っていた銀のツインテールは誰だったのか。

　そもそも城しろ山やま恭きよう介すけはブラッドサインを振るう召しよう喚かん師し。

　対応した依より代しろがいなければ、被召物マテリアルを呼び出す事は叶かなわない。

「葵あおいも準備頼む。あなたが僕の切り札だ」

「ええい、女王のいたずら心に付き合ってやったくらいの気持ちじゃったのじゃが、まさかこんな重要な局面で活用する羽目になるとはな!!」

　髪留めを外し、ストレートのロングヘアに戻していきながら、ババア口調の誰かが吼ほえたものだった。

　そう。

　恭きよう介すけの隣に立っているのは契約済みの依より代しろ、冥めい乃の河かわ葵あおいだったのだ。

　今さらのように励起手榴弾インセンスグレネードが破裂して人工霊場が展開される。それだけで恭きよう介すけは顔をしかめた。粉ふん塵じんのせいで視界が遮られているが、人工霊場そのものが敵を捉え、戦うべき場を維持しているのだ。

「まだ……」

　汚れたスクリーンの奥から、怨えん嗟さの声があった。

　だけど彼女が本当に恨みたかったのは、恭きよう介すけや女王ではなかったのかもしれない。

「この程度では終わらない。にーさまの役に立ちたい、せめてそんな想おもいくらいは!!」

　ビュオ!!　という烈風が渦を巻いた。

　灰色の粉ふん塵じんが吹き飛ばされ、そして白い輝きが恭きよう介すけ達たちの方へと飛んでくる。無様に転がるような真似まねはしない。あくまでもふわりと優雅に、足の先からの着地だった。

　しかしそれでも、あの『白き女王』の一撃をまともに受け止め、なおかつ後ろへ下がらせるだなんて破格の戦果だ。

「始まりましたわよ、あにうえ」

「ああ、分かってる」

　城しろ山やま夏なつ衣ぎぬ。地味で控えめ、自分を抑えてでも家族を守ろうとして、だけど結局は最後の最後まで勇気を出し切れなかった。そんな未練と後悔まみれの女性。

《……にーさま……》

　そんな姿はどこにもなかった。

　変貌している。

　どうしようもなく危うい、極彩色に。

《にーさま》

　外見年齢は一〇歳前後。半透明に透き通る体は肉抜きしたワンピースの水着やレオタードのような装束に覆われ、胸の中心でクリオネじみた光を規則的に脈動させていた。長い前髪で目元を隠し、側頭部で猫の耳のように尖とがらせた、ストレートのロングヘア。そしてスカートのように広げた腰回りの武装と、天使の羽や時計の文字盤のように背中で負った画板のように巨大な一二の古文書。

　総じて『色彩なき童女』。

　ある女性が守れなかった幼い命を組み込んだ、女王キラーの未み踏とう級きゆう。

《生まれ変わったら、その時こそ。私はにーさまの側につく。ついて、ついて、ついて、『白き女王』と戦うんだ……》

　娘を殺した犯人を殺す専用の力を現世へ持ち出した行為は。

　もしかしたら、一人の母親なりの贖しよく罪ざいの意識でも働いているのか。

「……そうよね、あなたがそう言うなら。世界を滅ぼし、矛盾を抱えてでも、私はあの子の想おもいに具体的な力を与えてみせる!!」

　二つの声が混線していた。

　被召物マテリアルの意思を押しのけてでも、依より代しろ自身の肉声が。

　あるいは、これがオリヴィアやシンセアリアをも超える制御能力さいのうの片へん鱗りんなのか。

　だとすれば、哀かなしい。

　やはりこの人は、勇気を出すタイミングを間違えた。ひょっとしたらいつもそうやって、何もできず手を差し伸べられずに、全部終わってから思い返して後悔と罪悪感に押し潰されてきた人生だったのかもしれない。

「……そんな連鎖は、ここで切る」

　ヒュンヒュン、と。

　長いブラッドサインを軽く回して、少年もまた静かに構える。

「僕だって、挫折と屈辱ばかりの人生だった。でも、そいつは挑んだ上での敗北だった！　そういう負け方なら、次に繫つなげられる訳だが。痛くても苦しくても、辛つらくても悔しくても、前に進んで強さへ変える力になるんだ!!　今教えてやるよ、母さん。スマートに諦めて器用に生きるなんて噓うそっぱちだ。あなたは最初から、自分を殺す必要なんかなかった。だからやり方を教えてやる！　傷だらけになってでも本当に欲しいものを摑つかみ取とる方法を!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』。

　最強の召しよう喚かん師しと被召物マテリアルが手を取り合って、己おのが失敗と敗北の象徴へと立ち向かっていく。

　天てん秤びんに載っているものを強く思い浮かべる。

　マクロだのグローバルだのそんな話は誰もしていない。

「おおおおおあッ!!」

「沈みなさい、恭きよう介すけ。これはもう理屈じゃない。矛盾があっても構わない。あなたは『白き女王』じゃなくて、この子の隣に立たなきゃいけないのよおッ!!」

　もっと大切なもの。

　ここで家族てきを助けられなければ、きっと恋人かれらはどこにも行けない。





２






　カッ!!　と。

　小気味の良い音と共に、恭きよう介すけの『白しろ棘とげ』が立方体の形でまとめられた『薔薇ばら』を粉々に砕いた。無数の赤い光『花弁』があちこちに散らばっていく。

　ありふれたビルの屋上での話だった。

　実際のところ、『白き女王』と『色彩なき童女』がいったん激突を始めてしまえば、他の被召物マテリアルを錬成しても意味はない。規き定てい級きゆう、神しん格かく級きゆう、未み踏とう級きゆう。恭きよう介すけが何を呼び出して攻撃を繰り出したところで戦局を左右する事はない。

「そう思っているなら間違いだぞ、母さん」

「ッ？」

　ドレスのスカートのように広げた膨大な得物から、小さな手で長めの槍やりを抜き取る『色彩なき童女』。視線に感情が乗らないので矛先を読みにくいが、恭きよう介すけ側がわのやる事は変わらない。

「女王、前に！　僕が錬成を終えるまでの間、『色彩なき童女』に潰させるな!!」

「了解でございます、あにうえ!!」

（……あれは女王キラー、それ専用に僕が組み上げた特殊な未み踏とう級きゆうだ）

『色彩なき童女』は、舌なめずりまでしていた。

　これまでの、半透明の未み踏とう級きゆう単体ではありえないアクションだ。

「口先だけの揺さぶりかしら？　出なさい恭きよう介すけ、前へ。さもないと女王が死ぬわよ」

《乗せられるなよ小僧！　冷静さが女王への一番の支援になると考えよ!!》

　普通なら闘争本能丸出しの被召物マテリアルは止めようとしても勝手に戦ってしまう。そうならないのは、『白き女王』の圧力で阻んでいるからだ。

　今はまだ守られるだけ。

　歯は嚙がみしながらも、恭きよう介すけはこの上なく正確にブラッドサインを取り回す。

（それなら女王以外の、他の未み踏とう級きゆうの攻撃に耐えられるとは限らないではないか。実際に、手を誤って暴走した時の事を考えればそちらの方がありがたいくらいだし！　だから『色彩なき童女』が『白き女王』より強いからと言って、他の未み踏とう級きゆうを完全に無視できる訳ではないんだ!!）

　むしろ逆に、最後の最後まで女王頼みでは先がない。

　あらかじめ女王キラーとして設計されているのだから当然だ。単純に『白き女王』と『色彩なき童女』がぶつかった場合、自然界で天敵が獲物を食べるように勝敗が決まってしまう。

　見かけの安定に幻惑されるな。

　最後の一撃。

　そこで使うサソリの尾は召しよう喚かん師しの恭きよう介すけが研がなくては、この勝負に勝てない。

　ゼリー状の『始祖の赤b』に化けた依より代しろからの声が直接頭に響く。

《早くせい小僧!!　少なくとも神しん格かく級きゆうの向こうまで行かねば歯が立たん!!》

「分かってる！　それより被召物マテリアルの闘争本能はなるべく抑え込んでおけよ葵あおい、半はん端ぱなまま攻撃を加えても自滅にしかならない!!」

　カンカカンッ!!　という小気味の良い音が響き渡った。

　ブラッドサインが『白しろ棘とげ』を打ち、赤い光の『花弁』とぶつかって、空間に開いたスポットへと叩たたき込こまれていく音。

　ただし城しろ山やま恭きよう介すけが発したもの、ではない。

　手の中で槍やりの柄を滑らせ、一〇歳程度の少女の可か憐れんな唇が機械的に開く。

　そこから二つの声が混線しながら吐き出される。

「中の九三四番k・nn・td・fhよ」

《了解かーさま》

《なっ……被召物マテリアルが、直接ブラッドサインに手を伸ばすじゃと……!?》

「うろたえるな葵あおい、理論はどうあれ戦術上の価値自体は大した話ではない訳だが!!」

　片手で器用に槍やりを操りながら、もう片方の手で抜き取った手て斧おのが『白き女王』の首を狙う。しかし直撃かどうかは関係ない。巨大な風船が破裂するような音と共に、いきなり莫ばく大だいな雷撃が扇状に炸さく裂れつした。やっているのは高圧電流を使った散弾銃のゼロ距離射撃に近い。

「っ!?」

　銀のツインテールが翻ひるがえる。

　翼のように広がる白い布のいくつかが風に舞って広がり、その端が青白い雷光に喰くわれて黒く炭化したが、女王本人は無事だ。網の目のような隙間を丁寧にかい潜くぐっている。

　ずんっ!!　と。

　むしろ、ビルの屋上の方が耐えられなかった。

　立て続けに二つ三つと床が丸ごと抜けて、人工霊場の足場が次々と切り替わっていく。

　落ちたというより、引っかかった。

　ようやく動きを止めた時、恭きよう介すけ達たちは照明の落ちたデパートのオモチャ売り場に足を着けていた。営業時間外だったのは不幸中の幸いか。暗がりと瓦が礫れきの中だと、笑顔を作るためのトイドリーム製品のマスコット達もまるで不気味なモンスターだ。

　暗がりの中で、光があった。

　空間中にある『花弁』や『白しろ棘とげ』とは別個。

『色彩なき童女』の胸の真ん中で静かに明滅する光だ。

　彼女は手て斧おのの面倒など見ない。

　振り抜いた手を戻さず、わざと指の力を緩めて放り捨てると、空いた手を再びスカート部分に差し向ける。

　くるくると回る槍やり……いいやブラッドサインが『白しろ棘とげ』を突き込むには、

「さらに高の六一番s・st・ag、やりなさい」

《連続でやる》

　血のように赤い鞭むちが空気を引き裂き、その内部に音を蓄える。当たれば確実なダメージ、さらに空振りするほど威力が倍掛けされていく追加効果付きだ。どう転がっても『色彩なき童女』にとって損失のない連撃が、ダンスを彩いろどるリボンのように小柄な少女の命令を聞いて付き従う。

　いくつもの商品棚やレジカウンターがまとめて薙なぎ倒たおされていった。

　しかしそうしている間にも恭きよう介すけは被召物マテリアルの錬成を進めていた。

　のみならず、状況の観察も並行していく。

「……音と数の表現。『短縮番号』に特化した弊害だ、向こうが使う『花弁』はいくつかに集中するから、全体から文字を集める僕達と被かぶって獲とり合あいになる展開は少ない。女王には耐えてもらうしかないけど、こっちの速度が変わる訳ではないんだ」

《じゃがド肝は抜かされんのかえ？　自分で戦い、自分で育て、あれでは誰にも管理できん。召喚というよりも神が勝手に降臨して暴れ回っとるだけではないか!?》

『色彩なき童女』が単独で戦っていた時は、あんな現象は起きなかった。

　それだけ『叡えい智ち』とやらが優れているのか。

　あるいは、

「母さんめ。そう言えば一九九九年にフォーマットを完成させたオリジナル、ドクトルＳの研究を一番近くで眺めてきたはずではないか。……それにしたって、横目で見ていただけでここまで学ぶか。でもそれなら、あるいはオリヴィアのように被召物マテリアルを完全にコントロールした上で、なおかつ召しよう喚かん師し側がわの専門的な技術を持ち出す事だって」

《人の何段階先までぶっ飛んでおるんじゃ貴様の母親は!?　こちとら完全人工物の依より代しろでそれなり以上に特殊な存在のつもりじゃったんだがな……!!》

　吞のまれる必要はない。

　自分で被召物マテリアルを操って召しよう喚かん師しとしても戦う依より代しろ。

　恐ろしいように聞こえるかもしれないが、ようはわざわざ恭きよう介すけと同じフィールドで戦ってくれている。その上、色と数に特化して『花弁』をかき集めるため、相手が『白しろ棘とげ』を使ってどこを狙ってくるか先読みは非常に容易たやすい。

　依より代しろとしては、この人は至上最高精度かもしれない。

　だけどやはり、母は母だ。召しよう喚かん師し一本でやってきたドクトルＳでも恭きよう介すけでもない。

　二足のわらじでは、第一線の境を超える超一流には届かない。

「中のk───」

「甘い」

《かーさま、エラーが出てる》

　テンポが崩れた。

　ドガカッ!!　と。

　恭きよう介すけの打ち放った『白しろ棘とげ』が人工霊場の壁でいったんバウンドし、急角度から『色彩なき童女』の『白しろ棘とげ』を叩たたいて規定の軌道から外す。しかもただの妨害に留まらない。恭きよう介すけは恭きよう介すけで、そこからさらに自分の欲しい『花弁』を叩たたいて確実にスポットへ叩たたき込こむ。

　ありふれたデパートの一角。

　だけど大仰な神殿や聖堂でなくたって、ケタ外れの未み踏とう級きゆうにトドメを刺す方法はある。

　というよりも、正確には、

「禁忌の三。『白しろ棘とげ』のストックがない時、場に残る『白しろ棘とげ』をスポットに入れてはならない」

《にーさま》

「今のはどっちかな？　素直に『妹』か、それとも若作りの母さんか？」

「恭きよう介すけぇ!!」

「そっちが母さんか。闇雲にブラッドサインを振り回すだけなら被召物マテリアルの錬成を待つまでもない。この場でチェックメイトを決めても構わない訳だが!!」

　明確に、だ。

　女王キラーの未み踏とう級きゆう、その瞳の矛先が目の前のツインテールから少年へ動いた。

　実際に召喚儀礼のペナルティだけで『色彩なき童女』を撃破できるかどうか、実現性の話はしていない。リスクを提示すれば向こうは対応せざるを得なくなる。

　そもそもブラッドサイン式、人間のルールが持ち込まれた時点で確定した。

　これは『叡えい智ち』や『色彩なき童女』なんていう人外の者どもがルールを踏み倒して暴れ回る、救いようのない天罰や厄災ではない。キーパーソンは恭きよう介すけの母。あくまでも人間と人間がルールの中で戦う勝負だ。

《おいっ、こっちはまだ規き定てい級きゆうからも脱しておらんぞ。童女の攻撃一発で粉々に吹っ飛ぶ!!》

「分かっているけど今のまま任せるだけだと女王が保たない。適当に引き付けて回避しろ。女王への一極集中さえ避けられれば状況を次に繫つなげられる訳だが！」

《適当にッ!?　女王にある程度抑えてもらっているとはいえ、実際に暴れる被召物マテリアルの手綱を握る側としてはな……!!》

「ほら来るぞ」

『色彩なき童女』がスカートのように広げた大量の武器から巨大なブーメランを取り出す。

　娘の口から母親の台詞せりふが飛び出した。

「お母さんが支えてあげる。だからやりなさい、あなたのやりたいように！　思い切り!!」

　投げた瞬間、すでに竜巻が発生した。

　暴風と真空がないまぜとなった巨大なミキサーが直接的に『白き女王』へ襲いかかりつつ、追加で火種が投じられる。あっという間に色彩が変わり、オレンジ色の火柱と化した。

　より上階。

　屋上からオモチャ売り場まで。

　途中でかろうじて残っていた外壁や柱が毟むしり取とられて竜巻の破壊力を繰り上げていく。

　ここが、最も高い『屋根』扱いとなる。

　車の屋根を毟むしり取とってオープンカーに作り替えるような、暴挙の中の暴挙。

　そして。

　大噴火の噴石は、高空から落ちてくるまでにたっぷりとエネルギーを稼いだ結果、銃弾よりも早く突き刺さってくる。さながら城を落とす火矢の雨だった。数百、数千、あるいはもっと。焼けた鉄のように熱した、とてつもない光点が恭きよう介すけやその被召物マテリアルの頭の上に落ちてくる。

　しかしかえって恭きよう介すけは一笑に付した。

「随分と大雑把ではないか。精密に狙撃する余裕がないから、面で適当に叩たたこうとするんだ」

《よける側の気持ちっ!!》

　仕方がないので自前の防護円を使って召しよう喚かん師しの恭きよう介すけが葵あおいを守る羽目に。

　女王と恭きよう介すけ。

　どっちつかずでふらふらしている童女ははおやの攻撃は、やはり精彩に欠ける。前衛の『白き女王』も羽衣のようなリボンの端を少し裂いた程度で、本体に傷がついている様子はない。

　そして明確に流れを食い止められない限り、恭きよう介すけは常に被召物マテリアルを次へ上へと錬成していく。

　それは長い銀の髪と褐色の肌を持つグラマラスな女性だった。

『神しん格かく級きゆう』コスト８、音域高音。

　Ｎから始まるエジプトの女神、Nebthoのギリシャ語名。被害者オシリスの妹にして加害者セトの妻、神殺しの罪を涙でもって洗い流す浄化と贖しよく罪ざいの女性神格。

「神々にっ、届いた……。ここからが本番だ、葵あおい！」

《……、じゃ───ッ!?》

　ひずんだ。

　何かしらの声はあったが、恭きよう介すけの頭の中で正しく変換されなかった。

『色彩なき童女』がブラッドサイン代わりの槍やりを手にしたまま、空いた掌てのひらをこちらに突き付けていたのだ。

「行くわよ」

《にーさま、ちょっと邪魔》

　そしてそれが起きた。




　ヴン!!　と。




　古いブラウン管に電気を通すような音だった。

　すでに景色はブレていた。

　トイドリーム35のビルとビルの間を突き抜けるジェットコースター。そのコースを支える電飾まみれのレールの上だった。より正確には、重力を無視して側面部分へ垂直に足を着けてしまっている。

　いくら離れているかは関係ない。

　防護円に守られている間であれば、太陽やブラックホールと接触していても召喚儀礼の戦いは継続できるのだから。

　たった数センチでも、一〇〇光年でも同じ事。

『白き女王』が舌打ちして周囲へ目をやる。

「ミスショット狙いの『転移』!?　あにうえっ……!!」

　前回、『白き女王』と戦った時にはポジティブに利用されていた。どんな雑なショットをしても、地形の方を後付けでズラしてしまう事で最適な一打に変更してしまう。そういう使い方だ。だけどこれは、相手の足を引っ張るネガティブな使い方もできる。慎重にコースを計算して細心の注意を払って打ち込んでも、台の方を揺らされてしまえば元も子もないのだから。

　しかし、

「問題ない」

　恭きよう介すけの顔色は変わらなかった。

「そもそも僕が自分で考えた戦術で、僕が自分で指示を出してきたんだ。『色彩なき童女』、あなたのクセなら全て把握している訳だが。今さら後出しでテーブルクロスを引かれたところで、あらかじめその『幅』を先読みできていれば怖くない！」

《……、》

『妹』の沈黙があり、同じ口から母の悪態が続く。

「まったく、優れた息子というのも大変ね。いったん敵に回すと!!」

「それは褒めているのか？　何故なぜ？」

「血は争えないのかしら、あの人に似てきたと言っているの！」

「……なるほど有史以来最大級の精神攻撃をありがとう。真剣にゲロでも吐きそうだッ!!」

　幼い手が再び差し向けられる。

　その瞳に、膨らんだ頰に、わずかな怒りが宿ったのは『妹』の感情か、あるいはその奥にいて召しよう喚かん師しとしては追い着けない恭きよう介すけの母親の心の表れか。

　依より代しろと召しよう喚かん師し。

　同じ歌でも、作詞家と作曲家ではわずかだが決定的に扱う頭の領域が違うように。




　ヴン!!　と。




　次はビルの屋上でライトアップされたナイトプールから直結している、曲がりくねったウォータースライダーだった。厳密にはその真裏。コウモリのように張りつけられているのは、やはり恭きよう介すけの感覚を少しでも振り回してミスショットを誘発するためか。

　だが変わらない。

『色彩なき童女』、あるいはコントロールする恭きよう介すけの母が小細工にコストを割くほど、むしろ恭きよう介すけは安心して被召物マテリアルの錬成を進めていける。これについては先ほど理屈を説明している。

「どうして……っ!?」

「そんなに不思議な事かな。研けん鑽さんの基本は不満と渇かつ望ぼうだよ。母さんみたいにデフォルトで多才な人には分からないだろうね。これを奪われたら何も残らないという恐怖が!!　まず脅おびえて、不足を感じなければ！　人は自分を壊してでも体を鍛えようとなんかしないんだ!!」

　一つに集中しなければ、精彩に欠ける。

　あれもこれもとは両立できない。

　そして恭きよう介すけの召しよう喚かん師しとしての精度を考えれば、フリーフォールのゴンドラに飛ばされようがバンジージャンプの飛び込み台に縁まで追い込まれようが、そのショットのキレが揺らぐ事はありえない。

　複雑に入り組んだ、観覧車の柱の一つだった。

　城しろ山やま恭きよう介すけと『色彩なき童女』は共に降り立ち、そしていつものようにブラッドサインを構える。

「コスト19、音域中音」

　放っておけば、こうなる。

『白しろ棘とげ』同士を激しくぶつけ合い、常に妨害しながら『花弁』を取っていく本物の激戦ではない。実質的に恭きよう介すけ側がわがほぼ全ての『花弁』の行方を独占できるような状態であれば、被召物マテリアルの錬成は瞬またたく間まに進む。

　一〇分もあれば。

　ギリギリだけど、ここまで届く。

「出ろ、未み踏とう級きゆうの一角、『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』」

　とんっ、と。

　直後に軽い音があった。

　ボロボロの車椅子に腰掛ける、裸身に紫の布を巻いただけの病的な美女。その胸の真ん中からだった。




　つまり、貫通。

『色彩なき童女』が適当に投げ放ったダーツがまともにぶち抜いたのだ。




　やはり女王キラー。

　城しろ山やま恭きよう介すけが万難を排してゼロから創り上げた異質な未み踏とう級きゆう。

「脆もろい」

　ウォータースライダーの裏側に張り付いて。

　コウモリのように逆さで立つ母親の言葉が、冷たく響く。

　針の先から尾翼の一枚に至るまで、その全てがタングステン鋼よりも高密度の重金属で作られた鈍色の凶器であった。遠距離からの光線狙撃に特化した『紫電の淑女』と敢あえて同じ土俵からの、対装甲に特化した戦車砲のような一撃。まず一点に風穴が空いただけでも致命的なのに、そこからめくれ上がるようにして赤黒いダメージが広がっていく。

　全て人間の少女に酷似した『未み踏とう級きゆう』は、その弱点である『人じん郭かく』もまた心臓の位置に収まっている事が多い。

《かっ……!?》

　依より代しろの冥めい乃の河かわ葵あおいから、呼吸が詰まったような絶句の音が伝わってくる。

　これで敗北は確定。

　恭きよう介すけや葵あおいが身動き取れなくなれば、『白き女王』と『色彩なき童女』の純粋な勝負になる。それは自然界における天敵と獲物の関係でしかない。『白き女王』がどれだけ最強であっても、専門に調整された女王キラーの『色彩なき童女』には敵かなわない。

「……とでも思ったか、母さん？」

「まだっ!?」

　全てが確定してしまうより一瞬早く、恭きよう介すけは叫ぶ。

「スイッチ!!」





３






　信楽しがら真ま沙さ美みは言っていたではないか。

　あの二人は、召喚儀礼をハックしている、と。




　ただの戦いでは終わらせない。そして反則技を使うのは『色彩なき童女』だけとは限らない。あの二人。確かに『フリーダム』のアワード３０００はそう言っていた。むしろ反則技の塊である『色彩なき童女』すら恭きよう介すけの手で創造した事を考えれば、全ての反則はあの少年にこそ集約されていくと考えた方が良い。

　この勝負に勝つ。

　勝って、みんなで笑って生きていく。

　そのために、恭きよう介すけにはどうしても曲げなくてはならないルールがあった。

（一〇分……）

　ギリ、と。

　体感的には止まったような時間の中、ライトアップされた屋上のナイトプールから続くウォータースライダーの裏側に張り付いたまま、恭きよう介すけは明確に歯は嚙がみする。

　そう。冥乃河葵が撃破されるのは、最初から予想通りだったのだ。

（たった一〇分の時間を全部使って、ギリギリ『未み踏とう級きゆう』に届く程度では、足りない。むしろそこから色々被召物マテリアルを切り替えて『色彩なき童女』と全力で挑めるような環境を作らない限り、勝負にならないではないか……!!）

　だから、ここを曲げる。

　一〇分間で試合終了とはしない。ペナルティも受けない。たとえ受け持った被召物マテリアルが致命的な傷を負ってもそこで敗北状態とはせず、振り切る。他の依より代しろとチェンジして戦闘を継続し、今まで稼いできた『花弁』をまんま引き継いで同じレベルで戦い続ける。

　荒唐無稽だが、絶対ないとは言わせない。

　現に神しん格かく級きゆうに片足を突っ込んでいた信楽しがら真ま沙さ美みは、被召物マテリアルを撃破されても『信じてきた神を目の前で殺される衝撃』を受け流していた。人と神の関係ではなく、同格の神と神の関係だったから、衝撃は大したものでもなかったという訳だ。

　あくまでも人間の恭きよう介すけにはそこまでできない。

　力業でできないなら、小こ賢ざかしい細工が必要になってくる。

　つまりは、

「葵あおいっ、任せたあァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　バカンッ!!　という小気味の良い音が炸さく裂れつした。

　途端に胸に握り拳よりも大きな風穴を空けた『紫電の淑女』が虚こ空くうへ消失した。ただ撃破されて消え去るのとは手順が違う。依より代しろである冥めい乃の河かわ葵あおいが、カラクリ細工の両腕を動かして自分の頭を引っこ抜いたのだ。

「なっ!?」

　城しろ山やま夏なつ衣ぎぬからすれば、初めて目撃する事態かもしれない。

　だけど褒ほう美び村むらでもあったはずだ。

　ターゲットに指定された葵あおいは自らの首と体を切り離す事で、召喚儀礼のルールを踏み倒す事ができる。あの時は『被召物マテリアルが宿るべき依より代しろの体の中心は、脳か心臓か』という問題にブラッドサイン式のシステム全体が答えを出せず、そのままハングアップして人工霊場が弾はじけ飛とんでしまったはずだが。

「がっ!!」

　肉声、であった。

　ルール違反の葵あおいの体が人工霊場の外まで弾はじき出だされる。だがこのわずかな時間、まだ勝敗は宙ぶらりんだ。恭きよう介すけは恭きよう介すけで懐ふところから取り出した小さなナイフで親指の腹を浅く切ると、腕自体を水平に振ってその血の珠たまをよそへ散らす。

　まさに一息、であった。

　その特殊な発声法は、ブラッドサイン式が世界を席せつ巻けんして超常を神に任せてしまうより前の時代の技術である。

「召喚儀礼を束ね導く『大三角』の一『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介し血の盟約を結ぶ汝なんじは確かな心と魂を持つ人の身でありながら今この時より万象を受け入れる有限の器となる者なり汝なんじは器を満たすその力を用いて時に世界の理さえも曲げる空虚な王となる者なりならばその器を仕上げてみせよう我は召しよう喚かん師し人の世を飛び出す事もできずしかし人の世を超えた力を使役して人の世を次なる時代へ導く傲岸なる叡えい智ちの象徴なり!!」

　示し合わせていた訳でもない。

　恭きよう介すけは一人ぼっちではない。あらかじめトイドリーム35の中で、怪しいポイントに複数の依より代しろに待機してもらっていただけ。誰とも契約していない依より代しろは一般人と同じく恭介の事を覚えていられないが、目に見える範囲にプロの召しよう喚かん師しがいる時は例外だ。

　つまりこの場合は、

「斑むら鮫さめクイナ!!　任せたッ!!」

《ああっもう！　これでサユリの件は貸し借りナシだかんね!!》

　具体的には、ウォータースライダーにほぼ掠かすめるほど隣接している観覧車のかごの一つで待機してもらっていた。

　開いた窓から舌を出し、恭きよう介すけの指から散った宝石のような血の珠たまを口に含んだのだ。

　それでバトンタッチが終わった。

　瀕ひん死しの『紫電の淑女』は安定を保つ人間の依より代しろへと移り、恭きよう介すけがさらにブラッドサインで大量の『花弁』を確保する。たとえ今は致命傷であっても、他の未み踏とう級きゆうに移してしまえば傷も帳消しにできる。




　未み踏とう級きゆうコスト18、音域低音。

『星の海を泳ぐ奇怪なる「鈍色」の軟体en・a・hf・ei・ja・o・cd・a・to・jok』。




　上半身こそあられもない裸身の少女だが、腰から下はくすんだ鉛色に輝く八本足の巨大なタコ。その脚を伸ばし、殴りかかり、搦からめ獲とって、締め上げる。打撃、絞め技、寝技と近接の全てを取り扱うエキスパートである。

「チッ!!」

　母親の舌打ちと同時に、童女の手て斧おのがいくつか飛ぶ。

　先ほどのダーツのように出鼻を挫くじいて即死させるつもりだったのかもしれないが、同じ手はそう何回も通じない。

「っ!!」

　シンセアリアやオリヴィアと比べると、一般的な依より代しろである斑むら鮫さめクイナはそこまで被召物マテリアルの動きを精密にコントロールできない。女王の圧で前へ出るのを抑えているとはいえ、いざとなれば、恭きよう介すけ自身が割り込んで防護円で弾くしかなかった。

　外れた手て斧おのが足場にしていたウォータースライダーを切断する。

　次の足場は直近、観覧車全体を支える支柱、自転車のスポークやジャングルジムのように入り組んだ鉄骨の山へと移っていった。

　こうしている間にも観覧車の柱から力を失って真下の海へ落ちていく冥めい乃の河かわ葵あおいに対し、恭きよう介すけはカラフルな夜光塗料のライトを折って点灯させ、目印代わりに放り投げるくらいしかしてやれる事はなかった。愛あい歌かや緑リユウ娘ニヤン藍ランを通して、『ガバメント』や『イリーガル』の兵隊も街の各所に忍ばせてもらっている。彼らが順当に拾ってくれる事を祈るしかない。

《未み踏とう級きゆうも依より代しろも使い捨てか。浪費家め！》

「済まないクイナ、でもヤツも待ってくれない訳だが!!」

　恭きよう介すけとしても、こことは違う歴史でまた聞きした程度だった。

　いわく、紅べに小こ道みち楓ふう希きと契約していた『イリーガル』の召しよう喚かん師しは複数の依より代しろを携え、ゴルフセットのように戦闘の内容に合わせて最適のパートナーを選択しながら戦っていた、と。

　おそらくクイナも長くは保たない。

　そしてその時の対策もあらかじめ講じてある。

《……にーさま、ずるい……》

「あれだけやっておいて唇尖とがらせるなよ、ナマイキ妹」

　一〇分間のリミットはいったんリセット。

「そして『色彩なき童女』の力は絶大だが、あくまでも『白き女王』専用の女王キラーだ」

「ッ!!　他の一般的な未み踏とう級きゆうから脇腹へまともに一発もらえば、この子にかかるダメージは無視できなくなるとでもっ!?」

　何しろ童女は自然界には存在しないイレギュラーな個体だ。

　異界の理そのものであり、本来であればバランスを保つために猛威を振るう未み踏とう級きゆうどもの攻撃は、それはそれは『響く』だろう。

　前衛と後衛の関係。

　ただ守ってもらうだけの段階ではなくなった。

「「ゴォア!!」」

　獣のように吼ほえ、『白き女王』と『鈍色の軟体』が左右に交差しながら『色彩なき童女』の懐ふところへと突っ込んでいく。ジャングルジムのように入り組んだ観覧車の柱を立て続けに飛び移りながら。

　人工霊場は、一般的には一辺二〇メートルの立方体。

　つまり次々と足場の鉄骨が破壊されて、人工霊場全体が次から次へと移っていった。観覧車はあやとりのようにいくつもの鉄骨が複雑に交差する形で重量を分散しているので、多少の支柱が断裂しても即座に崩れる心配はないのは助かった。

「……どこに、次はどこ？　どこへ飛べばこの子を守れるのっ」

　童女側としても、そろそろ空間転移が空回りしている事には気づき始めているだろう。だけど即物的なダメージを避けるために、フィールドをズラして逃げるという誘惑も振り切れない。

　我が子を守りたい夏なつ衣ぎぬも必死だ。

　だからすぐにでも捉えただろう。

　トイドリーム35。きらびやかな電飾に彩いろどられた街中、巨大陸橋や比較的背の低いビルの屋上に、改造チャイナドレスの美女やホワイトライガーが待機しているのを。

　あれは依より代しろ。

　あの辺りに飛んでしまうと、恭きよう介すけにさらなる力を与えてしまう。

　向こうからすれば未いまだに不可解ではあるだろうが、冥めい乃の河かわ葵あおいから斑むら鮫さめクイナへ恭きよう介すけの依より代しろがスライドしたのを目まの当あたりにしてしまった事実は無視できないはずだ。

「それなら!!」




　ヴン!!　と。




　どこかの屋内だった。

　透明なアクリルでできた半円形の水中トンネル。

　恭きよう介すけ達たちの頭上を巨大なマンタがゆっくりと通り抜けていく。ここは、レジャープールと水族館が合体したプールリウムか。

　そして冷たい床に足を着けた途端、轟ごう音おんが恭きよう介すけの鼓膜を震わせた。

　わずかな立ち位置のズレを利用した『色彩なき童女』が危なげなく『白き女王』の五指を避け、クロスカウンターを決めている。

「やった!!」

《違うかーさま、まだ》

　舌打ちと共に、『白き女王』の装束、肩の周りを覆うファーが積もった粉雪でも払うように真後ろへ吹き飛んだ。自分から衝撃を集め、肩代わりさせて、自壊する。女王の柔肌が外気に触れるが、『白き女王』もストックの数を気にしている素振りもない。

　そもそも。

　他のあらゆる武装よりも、『白き女王』の細腕が最大の切り札として機能するのだから。

「くたばり、なさいッ!!」

　無礼者へ右の平手が飛ぶ。

　敢あえて空間を白く切り裂かず、周りの空気を巻き込みながら唸うなるその一撃は、殺傷力よりもスタン効果を優先させた結果だろう。直撃または防御すれば、一瞬だが確実な硬直時間が生じる。後は自由に料理すれば良い。

　が。

『色彩なき童女』は手にしたしおりを背負った巨大な本に食わせていた。

　ボッ!!　と本の中から溢あふれた『世界の終末』が、スタン効果を持つ烈風を食い破る。しかもその攻撃は、『白き女王』を直接狙っていなかった。サッカー選手が目線を外してパスを出すような、不意打ちのフェイント。そいつがクイナに宿った『鈍色の軟体』をまとめてすり潰す。緑、ピンク、黒、オレンジ。その正体は無数の殺虫剤によって逆に究極の耐性を手に入れてしまった、どうしようもない殺人カビの濁流だ。

　ここが分厚いアクリルで密閉されたトンネルであったのは、不幸中の幸いだったのか。

「ばかっ、あなたは恐れ多くもあにうえの直接戦力でございましょう……!?」

『白き女王』が叫ぶ。

　しかしツインテールの少女がわずかでも意識をよそへやったのは間違いだったかもしれない。

　ばぐんっ!!　と。

『色彩なき童女』の背にあった一二の本、その一冊が大顎のように開き、『白き女王』へ直接嚙かみついたのだ。巨大ザメが獲物を丸まる吞のみするように。

「メリー!?　くそっ。クイナ、一つ一つ処理しよう!!　状況は!?」

《づっぶ……!!　約束なさい、サユリのヤツはもうちょいまともに活躍させるって!!》

　バヂン!!　という機械音が水中トンネル全体に炸さく裂れつした。

『色彩なき童女』は場違いに唇を尖とがらせて、

《にーさま、また何かした》

「数に限りはあるはずよ。力で押せば良いわ!!」

　城しろ山やま夏なつ衣ぎぬの言葉はあながち間違ってもいない。

　斑むら鮫さめクイナはあくまで生身の人間なので、カラクリ細工の葵あおいのように自分の首を引っこ抜く事はできない。だけど、理屈があるなら応用はできる。

　褒ほう美び村むらから浄じよう瑠る璃り教きよう典てんを奪い、レプリグラスでもって女王の似姿を作ろうとしたアザリア＝マゼンタレインの腕の見せ所だ。

　世界的軍需企業クアッドモータースを支える兵器設計者は水着のままビーチチェアに腰掛け、ネット回線越しにこう言っていたものだ。

『あなたの見てきたものが正しければ、脳や心臓、主要な臓器の位置や数によってブラッドサイン式のルールに混乱が生じるのでしょう？　それでしたら、そこに機械製品を盛り込む事で意図してルールの誤作動を誘発させる事ができる、というのは確かに道理でしてよ』

　結果。

　斑むら鮫さめクイナがお腹なかに抱えていたのは、握り拳大の塊。

　ケイ素性万能細胞を使って製造された人工的な心臓そのものだ。そいつを活性化させるだけで、頭と体を切り離した冥めい乃の河かわ葵あおいと似たような『混乱』は起こせる。

　恭きよう介すけとしても余計な感情を挟んでいる暇はない。

　そもそも正規ルールにない『隙間』を利用しているのだ。言ってしまえば、大規模停電から復旧のタイミングでハッキングを仕掛けるような暴挙。ほんの一瞬のチャンスを取り逃がせば、そこで綱渡りの状況が途切れてしまう。

（座標Ｆの九三、ここに待機しているのは……ッ!!）

「姫ひめ川かわ美み夏か、スイッチ!!」

　今さらのように、だ。




　ヴン!!　と。




　唸うなりが発生する。

　空間転移によってフリーフォールの塔の側面へと放り込まれる。

　しかし童女側の動きは追い着かない。

　恭きよう介すけはすでに別の依より代しろに乗り換えていた。

　つまり、

《本物の先生とじっくり話をさせてくれるって約束、忘れないでくださいよ。こんなややこしい危機とかは抜きでです》

　ポニーテールの研究者そっくりの目鼻立ちをした依より代しろがさらに契約を引き継ぎ、別の未み踏とう級きゆうを呼び出していく。




　未み踏とう級きゆうコスト18、音域中音。

『猛火を倍化して送り出す「枯草色」の踊り子zb・ei・sd・wp・e・be・xu・a・kk・pl』。




　しかしそこで正面だけを見ていれば済む話ではない。

　直後に、ゴンッ!!　という鈍い音が炸さく裂れつしたのだ。

『色彩なき童女』、その真横から幼いこめかみを狙った一撃。

　一辺二〇メートルの立方体、人工霊場のはるか外。ビルの側面からせり出した広大なバルコニー、いいや営業時間を終えたビアガーデンからこちらを睨にらみつける別の影がある。

　一人はビヨンデッタ。

　もう一人は姫ひめ川かわ美み夏かと瓜うり二ふたつの関係にある、信楽しがら真ま沙さ美み。

　基本的に被召物マテリアルは人工霊場の外へは出られないが、投なげ槍やりや落雷など、飛び道具に限ってはその条件が外れてしまう。

　つまり。

　知らない所で別の人工霊場を張り、敵同士で勝手に戦って被召物マテリアルの錬成を続けていけば、未み踏とう級きゆうを使ったいきなりの狙撃もありえる。




　具体的には未み踏とう級きゆうコスト14、音域高音。

『殺しの箱を侍らせる「黄金」の遊女hs・a・te・ei・yw・az・a・hq』。




　大量の宝石で彩いろどられ、逆に安っぽく見える肉抜きドレスを纏まとう金髪の美女。本来ならその足元でガタガタ震える宝箱や金貨袋も含めて一つの巨大な罠わななのだが、相手が近づかないからと言って黙っているほど穏便でもない。ビアガーデンの敷しき地ちに立つ金の美女はあからさまに危険物と分かる財宝の数々をサッカーボールのように裸足はだしで蹴飛ばし、トレーラーハウスを模したキッチンスペースを紙箱みたいに貫通しながら次々と撃ち込んできたのだ。

『色彩なき童女』のこめかみに直撃したのは、重たい宝箱の底、それも角の部分だったのだ。

「ええいっ、ラリーみたいな餌役に徹したんですからきちんと役に立ってくださいよ、『フリーダム』のアワード３０００!!」

《もちろんですデッタちゃん、ひとまず一発クリーンヒット!!　続けていきます!!》

《に、さま……!?》

　ただし遠距離攻撃は信楽しがら真ま沙さ美み達たちだけの特権でもない。『色彩なき童女』がスカートのように広げた武装から猟銃の一丁でも引き抜けば、空間ごと彼女達を吹き飛ばしてしまえるかもしれない。

　だから、そうはさせない。

「美み夏か!!」

《美み夏かさんですっ。子供め!!》

　今度こそ、同じ人工霊場の中にいる『枯草色の踊り子』が前に出る。

　自分の体に娘を招いた城しろ山やま夏なつ衣ぎぬは口の中でぶつぶつと、

「……ひとまず正面と狙撃の二面同時攻撃にさらされ続けるのはまずい。だとすると次に飛ぶべきは……」




　ヴン!!　と。




　再びどこかのビルの屋上。

　ただし今度は撮影用ドローンの発着場のようだ。

　足元一面に、特別な許可を示す標識がついている。デザインだけ見ればヘリポートに近いが一つ一つが小さいので、まるで蜂の巣のようだ。

　そしてこうしている間にも戦闘は続く。恭きよう介すけの母親は信楽しがら真ま沙さ美みからの狙撃を恐れたようだが、おかげで真正面から迫る恭きよう介すけ達たちの被召物マテリアルは放ほうったらかしだ。

　この機に、突っ込む。

『色彩なき童女』は全力のクリーンヒットで敵対者を葬ほうむっても、そこで戦闘は終わらない。ダメージを帳消しし、ノックバックも無視して未み踏とう級きゆうは突っ込んでくるのだから、懐ふところへの侵入は回避できない。

《にーさま……ッ!!》

　もはや通常の手順など踏まない。

　童女は剣のように大きなしおりで直接『枯草色の踊り子』の首を切りつけ、画板のように巨大な古文書を振り回してどつき倒す。

　消滅の直前、一度だけその攻撃を回避した。

『枯草色の踊り子』の本分はカウンター攻撃。妖しく踊るごとに振ふり撒まかれた干し草や乾いた花びらに摩擦で火が点つき、洪水のような勢いで『色彩なき童女』を吞のみ込こんでいく。

「きっ、よ……すけえッッッ!!」

　その時。

　より強く表に出てきたのは『妹』よりも母親だった。彼女達の感覚的な話は分からないが、ひょっとしたら兄を守る一辺倒な『妹』より夏なつ衣ぎぬの方が現実の問題と向き合っているのか。

　内側からの爆発によって、童女が炎を吹き飛ばす。

　しかしその瞬間を狙って、何者かが別の角度から『色彩なき童女』へ細腕を突き出す。叩くというより切り裂く方が近い五指を童女が古文書でガードした途端、一二あった破滅の本の一冊が柔らかな下着のように引き裂かれた。

「これ、なら……」

　ずるりと。

　最初に細い腕が、続いて『白き女王』本体が内側から飛び出す。

「中から引き裂くための『力』を練る必要はございませんでしたわね。無駄弾!!」

　ぶるると濡ぬれた猫のように体を震わすと、屋上のドローン発着場に握り拳大の大きさのピンクや緑のもこもこが散らばった。見た目だけならファンシーだが、世界を滅ぼす殺人カビの塊だと考えるとちょっと笑えない。

『白き女王』は自分のダメージを戦装束『真実の剣』へある程度は肩代わりさせられるようだが、胸元や腰回りなど、大分ボロボロだ。そろそろ衣服としての体裁を失いつつある。

《申し訳ありませんが、今の一発が限度です……!!》

「了解。セクルティティ、スイッチ!!」




　未み踏とう級きゆうコスト21、音域中音。

『慈悲と尊厳ある死を招く「灰燼」の巫女em・ao・lev・ck・rol・ei・vb・yu・a・ps』。




　女性らしい滑らかな曲線と冷たい石の硬さを違和感なく同居させた、石化の達人。爪そう牙が、眼光、毛髪、絶叫……ありとあらゆる手段を介して対象を害する、呪いのランチャーだ。

《温存については考える必要ありません。一発で、全力。使い捨てるくらいの気持ちで行きますよ!!》

「すまない!!　続けてイザベル、スタンバイ!!」




　未み踏とう級きゆうコスト17、音域高音。

『「七色」で埋め尽くす液化の捕食者hb・e・wuz・vc・a・weq・ei・lvz』。




　どんっ!!　という鈍い音があった。

　七色に輝く液状の女性。

　その実態は、頭の上から足の先まで全てが特殊な消化液。

　しかしイザベル側が最初の一発目を放つ前に、先んじて『色彩なき童女』の一撃が胸の真ん中を貫いていたのだ。具体的には、冗談のように巨大なドリルを使って。

《こ、の……!!　イザベルは爆盛り大切にしてもらうって約束だったのに……》

　心を鬼にするしかない。

　再度、血を吐くような想おもいで恭きよう介すけは叫ぶ。

「冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん、スイッチ!!」

《ッ!?》

　あの童女から、恐怖と狼ろう狽ばいの色が確かにあった。

　キリがない。

　さしものイレギュラーな未み踏とう級きゆうとて、いい加減に揺さぶられ始めたのか。




　ヴン!!　と。




　とっさの判断だったのだろう。

　景色が飛ぶ。

　トイドリーム35にある、逆バンジーの発射台。

　言い換えれば巨大なフロートに支えられた、とある高校の敷しき地ちの端である。

　とにかく召しよう喚かん師しと待機している依より代しろの距離を離してしまえば再契約のサイクルを邪魔する事ができる、と。

　それ自体は間違っていない。

　だがそもそも依より代しろの少女達はトイドリーム35の各所へ効率的に配置してもらっている。逆に言えば全てのエリアに何人も配置するほどの余裕はなかった。手持ちのカードを使い切ってしまえばそこで終わっていたのだ。

　つまり、

「ブラフだよ」

「しまっ……!?」

「母さん、どうやら読み合いには長たけていないようだね。いい加減に可愛かわいげのある短所が見つかって何より。だから父さんみたいなダメ男に捕まった訳だ。次はシンセアリアかな、それとも図書委員ちゃん？　どこへ逃げても構わないが、どこにだって依より代しろがいる事を忘れるなよ!!」

　あそこには冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんなんていなかった。

　童女や母親は脅おびえずに、そのまま屋上のドローン発着場に留まっていれば依より代しろから依より代しろのバトンタッチは途切れていたはずだ。

　わざわざ『色彩なき童女』は、まだ栄養のある土壌へ恭きよう介すけ達たちを案内してくれた。

　だから届く。

　次なる依より代しろへ、勝利に続く可能性のバトンが。

「オリヴィア＝ハイランド、スイッチ!!」

《うっしお兄ちゃん。真打ち登場だぜ!!》




　未み踏とう級きゆう『大三角』、コスト20、音域低音。

『罪過凶事を射抜き見通す「赤眼」の麗人fa・ao・ab・ei・fj・cib・b・du・a・eif』。




　長い黒髪に額の前髪を割る二本の角を持った赤い鬼女。着崩した和装とワンピース型の水着を組み合わせた妖よう艶えんな出いで立たちとは裏腹に、両目をそっと伏せた表情はあくまでも楚そ々そとして涼しげだった。背後には世界の運命を象徴するような大量の歯車。正確無比な予言の支配者であり、その瞳が開いた時には未来を見通すのではなく決定づけるとまでウワサされるほどの実力者だ。

　単純な実力以上の結果が出力された。

　学校。

　幼い『妹』は最後まで通う事のできなかった立地に、か細い声が響く。

《……にーさま……》

「ならもう何も考えないわ、恭きよう介すけ……。ブラフに惑わされるくらいなら、力のゴリ押しで叩たたき潰つぶす!!」

　とにかく至近、懐ふところから敵対者を遠ざけようと『色彩なき童女』が長いしおりを背後の本に食わせる。

　が、『赤の麗人』は瞳を伏せたまま艶あでやかな紅を差した唇を割る。

　オリヴィアとはまた異なる声で、彼女は囁ささやく。

　必中の予言を。

《女王、左手で横よこ薙なぎに。それでひっくり返ります》

　ぱんっ!!　と。

　空気を割るような乾いた音と共に、濁流のような『世界の破滅』を吐き出す寸前だった巨大な本が言った通りになった。

　空中でひっくり返り、矛先が回ったのだ。

《あ》

『色彩なき童女』が、ポカンと口を開けた直後だった。

　ドッボッッッ!!!!!!　と。下水が逆流するような気味の悪い音が夜の学校に響き渡り、極至近から主人に向けて『終末』が襲いかかった。人類を滅ぼす原因の一つ、埋めても埋めても埋めても埋めてもキリがなくなった大量のゴミの山が超高水圧の切断放水のような勢いで幼い体をまともに叩たたいたのだ。

　ついにクリーンヒット。

「勝てる……！」

『白き女王』が吼ほえる。

　童女は肉薄を続ける女王と未み踏とう級きゆうを引き剝がせない。二対一でラッシュをかけていった場合、女王キラー『だけ』の童女では押し返せない。

　いったん仕切り直しをしないと流れを変えられないのに、流れを変えない限り仕切り直しのアクションに移れない。

　堂々巡りの状況を作った。

「勝てます、これなら!!　流れは確実に傾いた。今すぐ致命傷は取れなくても、ここから『色彩なき童女』側が立て直す事はもう……!!」

《いいえ》

　冷や水、であった。

『赤の麗人』、その瞳がいつの間にかうっすらと開いていたのだ。

《女王、それでも今のままでは勝てません。絶対に》

　直後であった。

　自らの濁流に吞のまれながら、その隙間から覗のぞく『色彩なき童女』の両目が危険な光を宿した。

「……まだ終わっていないわ」

　小さな少女にしては恐ろしく低い女性の声があった。

　そう。




　ドンッッッ!!　と。

　低い音が炸さく裂れつしたかと思ったら、童女が手にした水中銃が『白き女王』の胸を貫いたのだ。




　クリーンヒット。

　その濁流をカーテンにし、ようやく当たったという安あん堵ど感かんすら心理的な隙を作る一助にして。

　ドレスのスカートのように広がる数多あまたの武装の一つだった。

　水中銃。

　と一口に言っても方式は色々あるが、この場合はわりばしで作ったゴム鉄砲を軽量のアルミフレームで作り直し、かつ、大型で破壊力を凶悪に増したようなライフル状の武器だった。が、『色彩なき童女』の得物である以上はそんな所では収まらないだろう。番つがえた三又の銛もりにはポセイドンの象徴以上の破壊力が蓄積されていると見て然しかるべきだ。

　そして次々と引き継いでキリがない通常の未み踏とう級きゆうと違って、『白き女王』は常に一体で不変だ。強さが変わらないからスタンダードな最強であっても意外性がない。そして『色彩なき童女』は女王キラー。他の未み踏とう級きゆうはどうあれ、『白き女王』一人に対してはピンポイントの即死効果をもたらす。

　バン!!　と風船が割れるような音と共に、『白き女王』を包んでいた装束のかなりの部分が弾はじけ飛とんでいく。

　だが、間に合わない。

　ダメージの肩代わりが適用される前に、少女自身の肉体が貫かれてしまっている。

　あるいは即死扱いとならず、一言残す余力を献上できただけでも戦装束『真実の剣』は十分以上にハイスペックと言えるのか。

「ぐっ……」

　血の塊を、吐く。

　親指より太い金属の銛もりが女王の正面から背中まで容赦なくぶち抜き、返しのついた先端部分が鋭く引っかかる。胸の中央、人じん郭かく。彼女の存在を現世で支えるコアの部分を丸ごと破壊されたのだ。

　もう保たない。

　ここにはいられない。

「申し訳ござ、がっふ。あにうえ。わたくしは、もう……ッ!!」

　信楽しがら真ま沙さ美みの『匣はこ』に相乗りしていても、限界はあった。

　そのシルエットがブレ、無数の粒子となって、『白き女王』の存在が夜の学校から消えていく。





４






　そもそもだ。

　異界に漂う『叡えい智ち』は、勝敗の行方に興味などなかった。




　彼女の色が白く見えるのは、女王に合わせての事だった。

　二人で一緒に寄り添えば、隙間なんていらないから。

　長い銀の髪をツインテールにはせず、頭の下の方で二つに縛っているのは、彼女の邪魔にならないようにするためだった。

　衣服らしい衣服は何もなく。

　その代わりに幅広のベルトのようなケーブルを何重にも体に巻いて、テンキー、カードリーダー、ダイヤル、磁力錠のカギ穴、掌紋を読み取るためのガラス板や顕微鏡にも似た虹こう彩さい認にん証しようスコープまで、あれやこれやをがらがらじゃらじゃらと引きずって……。

　セーフティを設ける。

　無邪気な雛ひな鳥どりが誰も傷つけなければ、無邪気な雛ひな鳥どりは誰にも傷つけられる恐れはない。誰かの背中に隠れて衣服の端をそっと摑つかむような格好で外界を覗のぞいているだけなら、迷惑の応酬とは無縁の中で生きていけるのだから。

　それだけのために、『叡えい智ち』はここにいた。

　だから、答えは一つだった。

『白き女王』にもう一度、言葉という餌を与える。見える世界を狭める。あらゆる利と害からいったん切り離し、整え直す。『叡えい智ち』がこうした。過保護が過ぎて免疫を奪った上で、外の世界に触れさせるという愚を犯してしまった。だから、完全なロックを掛ける。

　あるべきものを、あるべき場所へ。

　故に『叡えい智ち』は自らの行いに罪悪感など抱かない。

　純粋な疑問を持った『白き女王』に対し、幼い恭きよう介すけの目の前で『妹』を殺害するように仕向けたり。その『白き女王』を現世で殺害して異界へ連れ戻すといった、非道な行いを何度繰り返したとしても。

　吞のみ込こむ言葉や文字はこちらで精査して、瞳を閉じて見る夢の内容すら子守唄で安全に誘導してあげたい。

　過保護な姉のような存在として。

　たとえ一時的にツインテールの少女に手を汚させ、大粒の涙を流させてでも。

　完全確実に星の数ほどロックを掛けて、この手で徹底的に管理する。

「……やれやれ」

　呆あきれたような息があった。

　彼女の言葉が響いた途端に、異界には広がりが生まれた。彼女が足を着けた事で大地の概念が生じ、対となる天空がどこまでも広がっていく。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　銀のツインテールを揺らす少女を起点として周りの全てが変動していくが、これは何も女王だけの特権ではない。そもそも現世と違って異界とは見る者によって異なる世界が広がる場所、だからそんな風に呼ばれていた。例えば天国や地獄の風景は一つの形に統一されない、各おの々おのの神話宗教によって変わってくるだろう。つまり、ここに立つ者が一〇〇人いれば一〇〇通りの世界が広がっていく。『赤の麗人』は『赤の麗人』の異界を、『緑の悪女』は『緑の悪女』の異界を、各おの々おのの視点でさまよっている事だろう。

　一つの空間にありながら、繫つながる事のできない個の集団。

　どんな願いでも叶かなえられるが、誰とも共有できない孤独。

　言ってしまえば、誰も彼もがＶＲゴーグルをはめて各おの々おののゲームを楽しんでいるようなものだ。ゴーグルの外に何が広がっているかなんて利用者の群れは気にしない。互いの肩さえぶつからなければ、同じ空間のどこにいるかも把握しない。

「わたくし達はそういう存在のはずでございましょう？　その力の強さ故に孤独であるのが当然で、ふとした気き紛まぐれでそうした孤独に耐えられなくなった時、誰かに求めてほしくて現世へ降りていく。多くの人の声が恋しくて。あなたにそれができないからと言って、異界で欲求を満たそうとしても困ります。わたくしには、わたくしが没頭している世界があります。人の顔から勝手にゴーグルを取り上げないでくださいませ」

　実際に、そうした事もあった。

『白き女王』のあまりの力を恐れた他の未み踏とう級きゆうが一斉に襲いかかったというのは、つまり女王が遊んでいる最中に目元からゴーグルを取り上げ、広い空間で殴り合いに発展したと考えれば良い。もっともあの戦いでは、逆上した女王が他の未み踏とう級きゆうを片っ端から薙なぎ払はらい、良くも悪くも遊び方のルールを統一してしまったとも言えるのだが。

　セーフティとしては愚の骨頂だ。

　全能の『白き女王』に対し、力業で挑むなどと。

　各おの々おのが孤独に泳ぐこの世界において、女王には例外的に各人の異界と異界を繫つないでお邪魔する力がある。

　全知を担当する『叡えい智ち』とこうして話しているのも、つまりそういう事だ。

『白き女王』とは似て非なる長い銀髪の二つ縛り。

　光り輝く裸身に、ベルト状のケーブルにテンキーやダイヤルなど各種ロック装置をがらがらじゃらじゃらとぶら下げた奇怪極まる未み踏とう級きゆうの少女。そんな風に見えている相手だって、限られている。

「……、───、……」

『叡えい智ち』の言葉はあまりにも情報を圧縮しているため、常人にはかえって単調な一音の組み合わせ、モールスやファクシミリの信号のようにしか聞き取れなかっただろう。無理に記憶の再生速度を遅らせて分解していけば、

「……rx・ht・iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz。qe・i・rx・weq・qo・a・lm・u・rx・iu・wi？　weq・a・bh・rg・i・jd・ou・pms・u・eu・lw・vg・mpe・iu……」

　となるが、はっきり言えばこの辺りを描写してもキリがない。

　とはいえ、だ。

　この異界では、他人のシルエットが見えるというだけでも十分な奇跡に相当するのだが。

　人の顔を見て、人の声を聞く。

　光り輝く『叡えい智ち』の裸身に近い姿を眺める事ができる。

　たったこれだけの事ができるから、『白き女王』は全知の対となる全能と呼ばれて慕われているのかもしれない。

　その『白き女王』本人は呆あきれたようであった。

「こうしてわたくしを殺して異界に閉じ込めておけば、再びあなたから言葉という餌をもらい、姉のような存在の太ふと股ももに頭を置いて眠るだけの日々がやってくると？」

「───、……、……」

「恥ずかしがる場面ではございません、鬱陶しい。そしてそのようにはなりませんわよ。まだあにうえの戦いは終わっておりませんので」

『白き女王』の余裕ぶった口振りに、『叡えい智ち』は疑問を持ったようだった。

　首を傾かしげ、二つ縛りの銀髪がわずかに揺れる。

　正直に言えば、『叡えい智ち』は現世に興味がない。

　城しろ山やま恭きよう介すけが女王を誘惑して手の届かない現世に連れていくのなら全力で阻止するが、こうして女王を異界に戻した後ならどうでも良いい。恭きよう介すけが何をどう足あ搔がいても、それこそ『色彩なき童女』に勝っても負けても『白き女王』を取り戻す事にはならないのだから。同じ理由で、『叡えい智ち』は自分の手で用意した『色彩なき童女』や恭きよう介すけの母にも興味はない。

　ここから先、現世の連中が何をどうしようが異界には届かない。

『白き女王』には、もう触れられない。

　全身に星の数ほどロックを掛けて、二度と何も響かないようにする。与える文字や言葉は全てこちらで精査して嚙かみ砕くだいて口元へ与えていく。この少女については、瞼まぶたを伏せて見る夢さえ子守唄でコントロールすれば良い。

　現世の人間の信仰も、異界の存在の恐怖も、もういらない。

『白き女王』に干渉して、その無知から彼女を傷つける存在など近づけさせない。

　ところが、だ。

　にっこりと微笑ほほえんで、『白き女王』はこう切り出したのだ。

「……そもそもわたくしがどうして『異界』に戻ってきたと思うのでございますか？」

「───、」

「あなたの前で雛ひな鳥どりみたいに口を開いて餌をねだるためではございません、即答で何言ってんですか大馬鹿者」

　本気の呆あきれであった。

『白き女王』には暴走するほどの熱情がある。何としてもセーフティのロックを掛けたい側が知らないなどとは言わせない。初めからそう分かっていなければ、『叡えい智ち』だって実力行使ハツタリなどしていなかっただろう。

「確かに現世のあにうえ達がどう頑張っても、この異界には届かないでしょう。異界から何かを呼ぶ事はできたとしても、自分の方から異界へ向かう事はできない。例外はアワードを１０００まで稼いで所属を丸ごと入れ替える事ですが、あにうえはその域まで達しておりませんものね」

『赤の麗人』は予言した。

　今のままでは絶対に『叡えい智ち』に勝てないと。

　だからどうした。

　現世の拙い勝敗などという小さな枠で語られたところで怯ひるむ女王ではない。

『白き女王』は片目を瞑つむり、指を一本立てて、

「しかし異界の側から誰かが協力したとしたら？　神が隠す、神隠し。こちら側で誰かが強力なアンカーを与えてあげれば、自前の命綱に支えられた現世の人間がこの領域へお邪魔をする事は不可能ではございません。外からは頑丈な城門であっても、中からであればかんぬき一つ外すだけで大開きになりますものねえ？」

　できないはずがない。

　召喚とはそもそも世界と世界を渡る技術。

　その流れが一方通行だなんて誰が決めた？　異界の者を現世に呼び出す術があるなら、現世の者を異界へ呼び出す術にも繫つながらなければ論が通らない。

　ごんっ、という重たい音が響いた。

　純白のリボンや翼のような飾りにくるまれていた何か。

『白き女王』と良く似ているが、髪型はツインテールではなくロングヘア。

　そもそも全く異なる人工物。

　人じん造ぞう依より代しろ、冥めい乃の河かわ葵あおいの頭部である。

　一番最初に自分の首を引っこ抜いて舞台から退場したはずの葵あおい。だが裏方に潜んだ彼女が、例えばシンセアリア・レイチェルペアなどの遊撃隊に回収され、あちこちに潜む待機組の依より代しろにそっとパスを回した上で人工霊場に取り込まれ、結果、密ひそかに『白き女王』にまで届いていたとしたら？

「やれやれ、一周回ってわしが最後の切り札になるとはの。大量消費の使い捨て社会よりは歓迎すべきかえ？」

　そして。

　被召物マテリアルを宿す依より代しろがここにあるという事は。

「あなた自身もやっていた事でございます。確か、『色彩なき童女』はブラッドサインを振るって『花弁』を集めておりましたわよね」

　風を切る音があった。

　いつの間にか長い棒を携えた『白き女王』が、愛いとしい人と同じように構えていたのだ。

「し・ろ・や・ま・きょ・う・す・け。うふふ、改めてですけれど、一文字一文字名前をなぞっていくというのもなかなかこそばゆいものでございますわね？」

「───、!?」

　笑いながら、ツインテールの少女は足元に別の何かを落とす。

　それは、歴史を変える号砲。

　ヘアスプレーほどの金属缶。だけど中身については、恭きよう介すけと同じものではないだろう。

「最初から、ここまで用意してのあにうえでございます☆」




　バギン!!　と。

　世界と世界の垣根を越えて、一人の少年が現れたのだ。
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　全てが変じた。

　元々はどんな世界だったのか知らない。だけど正しくコンタクトを取れない人間の恭きよう介すけからすれば、そこはひどく空虚な空間だった。どこまでも広いが、何もない。方眼紙のように、ただ等間隔で縦と横のラインが走っているだけの平面。惑星全部を使った巨大な合成スタジオというのが一番近いだろうか。

　見る者によって世界は変わる。

　だからこそ日々の修練には大きな意味がある。

　仏教の修行者が会得する一いつ水すい四し見けんの考え方だが、おそらくこういう事ではないだろう。

　風の唸うなりがあった。

　未み踏とう級きゆうの放った平手打ちなら、人間の首くらい簡単にもぎ取るだろう。

　しかし実際にはそうならなかった。

　むしろ恭きよう介すけは何もしていないのにとっさに手を上げた『叡えい智ち』の手が弾はじかれ、よろめいたのだ。そのまま二歩三歩と後ろへ下がる。

　歯は軋ぎしり。

　憎ぞう悪おの表情。

　目尻に浮かんでいるのは、怒りが一周回っての涙か。

　二つ縛りにした長い銀髪が空間を泳ぐ。光り輝くような裸身にベルト状のケーブルを何重にも巻きつけた、それだけの少女。がらがらじゃらじゃらと音を立てているのは、テンキーやダイヤル、掌紋や虹こう彩さいを調べる錠前の類か。まさか『白き女王』以外の目に触れるとは思っていなかったのだろう、今さらのように体をくの字に折り曲げて両手で胸元や腰を隠そうとしている。

　その柔肌を無造作に目撃される事。

　まるで世界でたった一人のために用意した恋文を衆目にさらされるような。

　徹底的な怒りと恥辱が見て取れた。

「───、……、───!!　……、……、───!?　───。───、……、───、……。……、……。───！　───、───、───!!　……。───、……!!　……。……、……、……!?　───、……、───!!　……、───、───!!!???」

『叡えい智ち』から恐るべき量の情報の塊が叩たたき込こまれてきた。

　直接的な腕力だけが死因になるとは限らない。常人であればこれだけで脳を破壊されていたかもしれない。

　だけど恭きよう介すけは死なない。

　すぐ隣から『白き女王』がそっと恭きよう介すけの頭を抱き寄せ、そのしなやかな腕と胸元で包み込んで、余計な雑音を打ち消したからだ。

　言いたい事は分かっている。

『叡えい智ち』の悪趣味が顔を出した時から、これが最後のハードルになると。

「僕がどんな妥協をしたところで、女王が『妹』を殺した事実は変わらない、だから安全装置をつけて確実にコントロールする必要があるって？」

　たったの一文だった。

　実際にはこれだけで惑星を埋め尽くすほど膨大な文字の海が放たれたのかもしれないが、恭きよう介すけ側がわに『叡えい智ち』の気持ちを汲くみ取とってやる義理はない。大雑把なまとめサイトよりも悪意的に文章を切り取って、必要な核心だけ吞のみ込こんでやれば良い。

「だからそのために僕はここへ来た訳だが。正直、現世で『妹』や母さんと摑つかみ合あいになったって何も解決しないからね。……例えばあの二人を撃破したとして、異界に潜むあなたのどこが傷つくというんだ？　僕は、あなたが用意したルールになんか従わない。自分にとって都合良く整備して、たとえ負けても痛みの一つも受けないよう逃げ道まで用意した。言ってみろよ、そんな卑ひ怯きようで臆病者の意見なんか取り入れて僕達にどんな得があるんだ？」

「───、───!!」

　ギィン!!　という頭蓋骨を割るような頭痛だけがあった。

　ぶわりと二つ縛りの髪が静電気でも蓄えたように浮かび上がる。その裸身を覆うテンキーやダイヤルから不穏な火花が散る。
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『白き女王』が一層強く、恭きよう介すけの頭を抱え込む。

　その全てが『叡えい智ち』を逆上させると分かっていながら、見せつけるように。

「要求は二つ」

　柔らかな胸元で抱かれながら、召しよう喚かん師しはこう告げた。

「一つ、全ての元凶である『叡えい智ち』の完全な撃破。そして二つ、絶対に救われないと勝手に定義された『妹』の救済。これだけは絶対に譲らない」

　もはや叫びもなかった。

　あまりのご都合主義に、いっそ『叡えい智ち』の思考すら空白に染まったのか。

　銀の髪を二つ縛りにした少女の表情すら、動きを止めた。

　恭きよう介すけはニヤリと笑って先を続ける。

　方眼紙のようにグリッドを引かれた特異な世界に、彼の声だけが響いて伝わる。

「夢物語ではない。確かに特異点である『白き女王』が直接殺害した死者は、歴史を遡ったり法則を歪めたり並行世界を渡ったりしても、どんな方法を使ったって蘇そ生せいできない。そういうルールが横たわっている」

「……、」

「だけどそいつは、今まで僕達が暮らしてきた現世のルールではないか。こうして異界まで足を踏み込んだ今なら、ルールが違う。ここでならできるかもしれないんだ、殺されてしまったはずの『妹』を取り戻す蘇そ生せいの儀式だって!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけだけではダメだった。『白き女王』一人きりだって。

　だけどもう違う。

　人間と被召物マテリアルが、手を取るべき時がやってきたのだ。

「……これで最初の遺恨を取り除く。女王が殺した『妹』を助け出す事で」

　全ての死者が戻る訳ではない。

　例えば『女王の箱庭』まで全部ケアできる訳では。

　だけどせめて、原初の殺人くらいは帳消しにする。『叡えい智ち』の口でそそのかされ、女王本人がその気もなかったのにやってしまった人殺しくらいは。

「それから一つだけ感謝しておくよ、『叡えい智ち』。あなたはどうしようもなく反吐へどが出るほど最悪な未み踏とう級きゆうだったけど、母さんを蘇よみがえらせてくれた事だけは純粋に頭を下げなくてはならない訳だが。幼稚なシスコンやエディプスコンプレックスと笑われても良い。こちとら一生あのドクトルＳと和解するつもりなんかさらさらないが、これで僕達家族は元通りだ」

「───、───、───ッッッ!!」

　鉄壁が崩れる。

　罪悪感の壁がなくなってしまえば、自由気ままな『白き女王』を縛り付ける材料もなくなってしまう。セーフティ、安全装置、ロック。そういった言葉が崩れて、なくなっていく。世界中が彼女のカリスマに溺れ、あるいは正義感から石を投げる。そんな中で『叡えい智ち』が全ての言葉を受け止めて都合の良いように嚙かみ砕くだいて『白き女王』へ注そそぎ込こむ、そういった絵図が崩れてしまう。

　ばら、ばら、ばら、ばら、と。

　恭きよう介すけのパーカーから、ズボンから、それらのポケットから、本質的に何もないはずの異界へ様々な小道具が落ちていく。現世で作られた不純物。方眼紙のように正確にグリッドを引かれた異界の印象が、猥わい雑ざつに乱れていく。

　これについては恭きよう介すけもそっと息を吐いて、

「……体だけでなく、道具も持ち込めたか。ま、未み踏とう級きゆうが素すっ裸ぱだかのまま召喚される訳ではないから、ある程度は予測できていたんだけど」

「あらあにうえったら。そういう趣向がお好みでしたら、次の朝はそういう形で起こしに参りましょうか？」

　道具があれば、組み立てられる。

　忘れてはならない。ブラッドサイン式を分解して大仰な計画を立てたのはアザリアや紅べに小こ道みち楓ふう希きだけではない。最大最強の実験で成功を収めたのは、やはりドクトルＳの血を引き信楽しがら真ま沙さ美みの下で学んだ城しろ山やま恭きよう介すけだ。

　そもそも。

『色彩なき童女』を創造した事自体が、世界で最も大規模な実験だったのだ。

　パンデモニウムでも『創設者のギャラリー』でもない。城しろ山やま恭きよう介すけが一人いれば、そこは恐るべきラボに変わる。

　だがこれは何だ。

『叡えい智ち』の内部が疑問で埋め尽くされる。

　音もなく、二つ縛りの少女が首を傾かしげていく。

　北欧で語られる林りん檎ご、錬れん金きんにおける賢者の石、ギリシャ神話の美酒、オルフェウスが挑戦した冥界巡り、エジプト神話で手順化されたミイラ……。ありとあらゆる知識を総動員したところで、ビタリと彼女の知的活動が急停止した。

「『叡えい智ち』」

「……、」

「何しろそんな名前で呼ばれているんだ。本当は分かっていたんだろう、死のルールに抜け穴がある事くらい。だからあなたは、必死になってそいつを隠したかった。女王メリーが逃げてしまうから」

「ッッッ!!!???」
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　そして奇跡が起きた。
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　決着は、その時点でついていただろう。

　現世の側でも『色彩なき童女』は消失しているはずだ。その特異な未み踏とう級きゆうを構成する、一番のコアとなるパーツを抜き取られてだ。

　死者の霊という形では、一人の少女はもういないのだから。

　残された城しろ山やま夏なつ衣ぎぬだけでは戦闘も続行できない。

　ひょっとしたら『雨中の少女』のようなルール違反をしてくる可能性もあるにはあるが、それ以前の話なのだ。きちんと娘が救われてしまったら、彼女が母親として憤ふん怒ぬや恨みを維持するための大義名分を失ってしまう。

　戻るしかないのだ。

　復ふく讐しゆう者しやから、ありふれた母親へ。

『叡えい智ち』はもう『白き女王』に安全装置を掛けられない。あらゆる言葉の窓口となる事も、女王の見ている世界を一方的に狭める事も。マクロな世界なんてどうでも良い彼女（？）からすれば、この一点だけで絶望に染まったって何もおかしくない。

　方眼紙のように正確にグリッドの引かれた異界。

　そこで、二つ縛りの少女は肩を震わせていた。

　がちがちがちゃがちゃと、体のあちこちからぶら下げているテンキーや掌紋認証パッドが不自然に揺れている。

　全知の『叡えい智ち』は、直接的に戦う力は持っていないようだ。

　全能の『白き女王』に命じれば、速やかに決着をつけられる。

「『叡えい智ち』」

　恭きよう介すけの言葉に、びくりと少女が肩を震わせた。

　今さらのように後ずさりしても、結果は変えられないとは分かっているのだろう。純粋な膂りよ力りよくだけで言えば『叡えい智ち』は未み踏とう級きゆうどころか一番下の規き定てい級きゆうより弱い。生身の恭きよう介すけに平手打ちを放って、逆に彼女の方が弾はじかれるくらいなのだから。

　だから。

『叡えい智ち』はその言葉を受け入れるしかなかったのだ。

「約束する。第四の召喚儀礼では終わらせない。これは僕と女王が決着をつけるための代物だった。だから全部解決してしまった後まで必要ない訳だが」

「───？」

　そんな言葉が投げかけられた時、むしろ『叡えい智ち』は動きが止まっていた。知識の塊である彼女にとっても予想外の方向から飛んできた。そんな顔だった。

　構わず、恭きよう介すけはこう続けた。

「第五の召喚儀礼を、いいや、召喚なんて枠組みそのものをぶっ壊して、新しい時代を創る。個の力だけで文明的な進歩のなかった恐竜の時代を終わらせるように」

　一度突き刺す。

　全部終わりにする。

　決着は、つけなくてはならない。それ自体は絶対に変えられないけど。

「必ず次の時代へバトンを渡す。そこではもう現世と異界の境なんかなくす、ブラッドサイン式なんて不便なやり方はいらない。だから、あなたを一人ぼっちになんかさせない。そういう話をしている訳だが」

「あにうえ……」

「安全装置になんかさせない、『白き女王』の付属物ではない。彼女の対となる以外に自分を定義できない存在なんかに貶おとしめない訳だが。『叡えい智ち』、あなたはあなたで自分の人生を創れ。その上で女王と向き合いたければそうすれば良い」

　傍かたわらに控えていた『白き女王』が、両手で握っていたものをそっと差し出してきた。

　ブラッドサイン。

　弾丸や爆弾を浴びてもものともしない未み踏とう級きゆう相手では、何の力も持たない棍こん棒ぼう。だけど直接的な戦闘力を持たない『叡えい智ち』に対してだけは違う。

　誰だって、間違ってきた。

　もしも過あやまちを犯した人間が絶対に復帰できないというのなら、恭きよう介すけも女王も幸せを摑つかむ資格なんかなかった。『叡えい智ち』は悪意をもって幼い恭きよう介すけや『妹』を攻撃してきたけど、でも、あれがなければドクトルＳの檻おりから抜け出せずに殺されていた。

　彼らが勝てる時代を摑つかみ取とったのだ。

　それならば、もう一つだけ。

「『叡えい智ち』」

　返事なんか期待していなかった。

　構わない。

　無理強いなんかしなくても、いつかどこかで耳にできる。

　必ず。

　決着のためのブラッドサインを握り締め、城しろ山やま恭きよう介すけはこう告げた。




「最強なんか、いらない。全ての価値をなくした上でまた会おう」
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　薄暗いクルーザーの中に、単調な電子音が連続的に鳴り響いていた。

　目覚まし機能をセットしておいたスマホのものだ。

　しかし寝ぼけ眼の恭きよう介すけがダブルベッドの中からベッドサイドへ手を伸ばす前に、別の小さな手が五インチの液晶に触れた。指先一つでアラームを止め、そのままべちゃりと潰れる。

　……恭きよう介すけが寝ていたはずの布ふ団とんの中から。こうしている今だって、ベッドに沿って寝そべっている恭きよう介すけに対し、十字路でも描くように他の誰かが体をのっけていた。

「何やっているんだ、もう……」

　あくびをしながら、恭きよう介すけは掛かけ布ぶ団とんをめくってみた。

　見た目は一〇歳くらいの小さな女の子がうつ伏せで、恭きよう介すけの腹を横断していたのだ。

「にーさま」

　長い髪が顔にかかるのも気にせず、女の子はそう言った。

　頭の中に直接響くものではない、肉声だ。

　体も半透明に透けてはいない。

　記憶にある姿よりも寝相は激しかった。一晩かけてあっちこっちに転がったせいでぶかぶかのワイシャツはボタンがいくつか外れて細い肩が飛び出し、頭とベッドの間で押さえ込まれた髪が撥はねているのだろう、そこらじゅうで寝癖が暴れ回っている。

「やっぱりこれ、ちゃんとしたパジャマを買った方が良いのではないか？」

「やだ。にーさまのが良い、コーコーセーのワイシャツはオトナの香りがする」

　最初は小さな頭を掌てのひらで押さえてやったが、撫なでたくらいでは直らない。仕方がないので恭きよう介すけはベッドから身を起こすと『妹』を胸元に抱き寄せ、櫛くしを使って頭頂部から後頭部、それから背中へと髪の流れを整えてやる。

「にーさま、くすぐったい」

「じっとして。頼むよ、もう少しだけそのまま」

「んー、にーさまが言うなら」

　笑顔で言って、『妹』はぽすりとこちらの胸板に顔を埋めてきた。

　確かな重さと体温を感じさせる肉体だった。やはり、幻ではない。軽く抱き締めてみれば、呼吸も鼓動も生きている人のそれと分かる。

　……本当の本当に『妹』が殺害された時点では享年四歳程度だったはずだが、この辺りは『色彩なき童女』として組み込まれた影響に引きずられたのだろう。肉体の外見年齢はもう少しだけ成長しているようだった。

「あなたも今日から学校だっけか？」

「そう。小学校は初めて！」

　兄の胸元から顔を上げ、『妹』が大きな笑顔でそう返してきた。

　あの小さな家では見なかった顔で、でも、こちらの方が正しいように思える。

　流石さすがにこの大きさで保育園や幼稚園では目立ち過ぎる。それに、腐ってもあのドクトルＳの詰め込み教育の中で命を繫つないできた天才でもある。

『普通の人』に紛れて生きていくとしたら、どうするのが一番最適か。

　母親ともあれこれ相談を重ねてきたが、結局は外見年齢に合わせる方向でまとまった。もちろん単純なテストの点数だけが学校の意義ではないため、社会性や対人関係構築などの面では学校以外でも恭きよう介すけ達たちがきめ細かにケアしていく他ないだろうが。

（……それを言ったら、僕も同じか）

　召喚儀礼の世界で生きていく『だけ』なら、対人関係は崩壊していても構わなかっただろう。戦う力があれば、それを言い訳に社会と立ち向かっていけただろう。だけどもう、そんな道は進めない。

　そんな時代はもう終わった。

　アワードを返上した以上、一般人の記憶や認識から消える事もない。

　ここから先は、都合の良い勝ち逃げなんて許されない。

　ベッドを置いたキャビンからキッチンスペースのある方へ向かうと、熱したフライパンから油の弾はじける音が響いていた。

　エプロン姿で人数分の食事の世話をしているのは、栗くり色いろの髪を頭の後ろでまとめた年上の女性だった。

「やっぱり船のコンロだと火力が足りないわね。それに狭いし、揺れる！　これを見てみなさい恭きよう介すけ、ふわふわの半熟オムレツを作ろうと思ってスクランブルエッグになるだなんて、小学校の調理実習以来の大失態だわ……!!」

「小学校!!」

　ぶかぶかのワイシャツ一枚の『妹』がパッと顔を明るくして、テーブルの方へ向かった。

　母親は子供みたいに唇を尖とがらせて、

「ああもう、ケチャップまみれにできれば何でも喜ぶのね。それはそれで複雑だわ……」

　一方、小さな少女の方は気にしていないようだ。

　恭きよう介すけが同じテーブルに着こうとすると、椅子をばしばし叩たたいてこんな風に言ってくる。

「にーさまダメ、ここ座って」

「そこはあなたの椅子ではないか」

「にーさまの上に座って食べる。これが私の特等席！　どうしてもと言うのなら、かーさまにもたまに貸してあげるけど」

『妹』はいったん言い出すと頑固な所があるので、時間に余裕のない朝は従っておくのが最善だ。恭きよう介すけは自分の膝に小さな『妹』をのっけたが、そこで怪け訝げんな顔になる。

「……ちょっと待った。下着はどうした？」

「寝る時は邪魔」

　ひょっとすると、その辺でくしゃくしゃに丸まったまま放置されているのかもしれない。

　ますます夏なつ衣ぎぬは呆あきれるばかりだ。

「ねえ恭きよう介すけ、愛あい歌かさんのタワーマンションなんて言わないけれど、これを機にきちんとした部屋を借りるのはどうかしら。母さんもパートのレジ打ちくらいはするから」

「必要かなあ……？」

「この船に四人は多過ぎるわ」

　言われてみれば一人足りない気がする。

　未いまだに寝ぼけ眼な恭きよう介すけに、母親は自分の頰に指を当てて、

「色々手続きもあるでしょうし、あの子なら先に出かけたわよ。恭きよう介すけのここに、キスしても起きないから。顔を合わせた時に不意打ちで雷が落ちるのを避けたかったら、些さ細さいな贈り物の一つでも用意しておく事をオススメするわ。今からお弁当は大変でしょうから、せめて水筒にアイスの紅茶でも詰めていくとかね」

「……、」

　あいつそんな事してやがったのか、と恭きよう介すけがわずかに沈黙すると、膝の上に乗っかっていた『妹』がこちらに体重を預けてきた。テーブルの下で足をぶらぶらさせながら『妹』は語る。

「にーさまのお船も悪くないけど、お風ふ呂ろが小さいのがもったいない。湯船をカスタムしてもあの狭さ」

「あとキッチン。ここだけは改善を要求するわ」

「そんなものかなあ」

　頭からシャワーを浴びて牛乳とシリアルさえあれば全く困らない恭きよう介すけに対し、家庭的な女性は自分で作った卵料理を指差して、

「ちゃんとしたご飯を食べたいなら。まったく、電子レンジとトースター一緒に使うとブレーカーが落ちるキッチンってどう思う!?　そもそも家庭訪問とかどうするのよ……。そういう日だけ愛あい歌かさんのマンションを借りて先生をお招きするとかは嫌だからね、騙だますようで心苦しい」

　ともあれ、できたての朝食にがっつく『妹』はシンプルだが真理を突いている。今日は九月一日、もう夏休み気分ではいられないのだ。そういうムズカシイお話は学校から帰ってきてから、の方が望ましい。

　この短い間でも、食事の最中にスマホをいじると母親がむくれてしまうという条件は発見している。それでいてテレビは大丈夫というのは何だか理不尽な話であった。そちらからは世界的なＯＳやスマートフォンの発売日にも似た乱痴気騒ぎが報道されていた。

『レプリグラス開発で有名な防衛大手のクアッドモータースが、先ほど立て続けにプレス向けの発表を行いました。そもそも端を発したのは経営体制を巡る争いに終止符が打たれた事で、弱冠一四歳のアザリア女史がＣＥＯに就任した事により……』

　テレビ画面に映る顔写真には、重大な意味が込められていた。

　やはり、忘れられていないのだ。

　周囲の一般認識から。

「一四歳ですって。アメリカってやっぱりすごいわね、この子を保育園と小学校のどっちに入れるかで悩んでいたのが馬鹿みたいな話だわ」

「えー、飛び級なんてもったいないよ。にーさま見ていれば分かるもの、ずっと学校にいた方がゼッタイ面白い！」

　放っておくとバターにジャムにチョコペーストに何重でも塗りつけそうな『妹』の手から夏なつ衣ぎぬがトーストをいったん没収していた。一枚の食パンに塗っても良いのは二つまで、という家庭ルールを教え直している。

　恭きよう介すけももそもそと朝食を食べる事にした。ワイシャツ一丁の『妹』を膝にのっけていると、パンくずを頭の上に落とさず食べるのにはちょっとした注意が必要になってくる。

「……うーむ、やっぱりシリアルだよね」

「恭きよう介すけ」

　作ってくれた人から低い声が滑り込んできたので、賢明な少年はこの辺りにしておく。

『ＣＥＯ就任と同時に数々の新プロジェクトが発表されましたが、中でも大きいのがレプリグラス開発と並行し、新事業として登場した非物理系サービス業という謎めいたフレーズです。召喚から喚起へ。思わせぶりなキャッチコピーのみで全貌は未いまだに分かりませんが、同女史のＳＮＳアカウント上では「ビッグデータをレプリグラス含む物質産業に革命をもたらす新たな起爆剤とするなら、精神産業は最後の鉱脈と言える」というコメントもあり、これまでテクノロジー重視の防衛企業だった同社が形のないヒーリングやスピリチュアルの分野にまで踏み出すという予測から合衆国内外でも期待と不安の声が……』

「恭きよう介すけ」

　テレビの方から注目を取り上げるように、母親が声をかけてきた。

「お母さんはこの子の転入手続きの方に向かうけど、それで構わないわよね？」

「むしろ親が高校に顔出す方が恐怖だよ。先に行ったって方が少し心配だけど、大暴れしていた頃は権謀術数のスペシャリストだったんだし、多少のトラブルくらいはアドリブで乗り切るだろうね」

　恭きよう介すけはひらひら手を振っていたが、『妹』が何やら小刻みに震えていた。

「……こ、高校。なんて恐れ多い聖域……」

「考え過ぎではないか」

　ともあれ朝食を食べたら学校だ。

　半袖ワイシャツとズボンなんていうありふれた恭きよう介すけの夏服を見てその場でぴょこぴょこ飛び跳ねるほど興奮している『妹』を引き剝がし、クルーザーの外へ。彼女も彼女で、人外の化け物やっていた頃のように肉抜きされたワンピース水着やレオタードに武器フル装備ではいられない。動きやすい半袖ブラウスと膝まであるスカートに着替えると、ベルトに防犯ブザーを引っ掛けたランドセルを背負っていた。
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「にーさま最後のチェック手伝って。防犯ブザーは？」

「はいはい、電池は問題なし」

「後ろ、ランドセルのトコでスカート挟んでない？」

「大丈夫、お尻なんか見えてないよ」

　点検というより見せびらかしたいのだろう、目の前でくるくる回っている『妹』のチェックに付き合いながら、恭きよう介すけはそっと息を吐いた。

「それにしても、赤にしなくても良かったのではないか？　ランドセルなんて、今はもう何でも好きに選べるカラフルな時代なんだし」

「ん、これが一番好き。にーさまの色！」







　ヒュンヒュンヒュンヒュン！　という風を切る音が周期的に続いていた。

　とはいえ、プロペラが回っている音ではない。薄い羽根の振動がそういう錯覚を生んでいるだけだ。

　のどかな田舎である褒ほう美び村むらには、学校や病院にもヘリポートなどはない。レプリグラス製の垂直離着陸輸送機『スズメバチ』が着陸したのは、青々とした草が生い茂るその辺のくさむらであった。

　九月一日。

　昨日まで近所のガキンチョ達に交じって朝の体操のスタンプをもらっていた銀髪の巫女みこ、冥めい乃の河かわ葵あおいは自分の髪に片手を添えながら、

「むおお朝っぱらから何なのじゃ……。近所迷惑も甚だしい」

「失礼、ごめんあそばせ。時間感覚なくて九月になっても広場に集合しちゃった一人ぼっちの人」

　うるせーのじゃーっ!!　という涙目の反撃もどこ吹く風だ。

　サイドのカーゴドアから足を下ろしたのは、あちこちにカスタムを施した青いタイトスカートのスーツを纏まとう少女だった。アザリア＝マゼンタレイン。赤みがかった金髪の先をくるくる巻いたお嬢仕様である。

「フラクタル」

「はいお嬢様」

　早朝とはいえ今日も暑くなるぞーと宣戦布告しているに等しい太陽が頭の上にあるというのに、そんなアザリアの傍かたわらに控えていたのは真っ黒な礼服を着た老執事であった。彼が取り出した銀のアタッシェケースが開くと、中から出てきたのは一冊の古文書。それも羊皮紙ではなく、和紙の束を太めの紐ひもで綴とじた和本だ。

　表面には、おそらく現代の平均的な日本人にも読めないであろう崩れた書体でこうあった。

　浄じよう瑠る璃り教きよう典てん。

「こちらはお返しいたします。すでに私どもには必要のないものですので」

「全部吸収したと？」

「ほとんど城しろ山やま恭きよう介すけが一人でやりましたけれど。クアッドモータースは彼の図面で採算が取れるよう、具体的に経費の計算をしただけでしてよ」

　浄じよう瑠る璃り教きよう典てんなら数百年、クアッドモータースのレプリグラスだってそれなりの積み重ねがあるはずだ。

　それをあっさり。

　人工的な依より代しろうんぬんではなく、もっと根本的な所で激震を走らせる。

　騙だまし絵えのように、同じ古文書やマニュアルであってもそもそもの見方が違う。

「……驚異的じゃのう」

「ええまったく。文字の並びでは呼べないモノを招くためだそうですが、必要は発明の母を地で行く怪物ですわね。一度でも不足を感じ取れば、秒で全てを解決する。そういう種類のクリエイターでしてよ」

　時間の流れが遅れているような褒ほう美び村むらだが、朝の体操にも使っていたラジオからだって日々のニュースくらいは流れてくる。新聞を読みなさい、ニュースを観みなさい。頭ごなしに言う大人は多いが、なら子供にも安心して見せられる枠とそうでない枠を区別してくれと葵あおいは思う。正直、報道関係は鬱々とした話題が多過ぎる。

　と。

　何やら四角いリュックを背負い、モーターで補助されたハイテクな自転車に乗ってやってきた女学生達が空気を読まずに口を挟んできた。

「何やってるの、あれ？」

「さっサユリ、『ガバメント』関連には嚙かみつかないようにしましょうよ」

「もうそんな仕組みないし。イザベルはとっとと朝ご飯を運んで特盛りスマホで精算してほしい、夏休みの体験学習枠でたくさん稼ぐぞ。にゅーばー☆」

　元はと言えば葵あおいが頼んだヤツだった。

　余計な闖ちん入にゆう者しやが出てきたので受け取りが滞ってしまった。こっちは白米とみそ汁の朝ご飯なぞもう飽きた、たまには近くの街の人気店、ギリシャヨーグルト＆グラノーラセットなんて小こ洒落じやれたもん食ってリフレッシュしたかったのだが、

「えええーっ!?　何じゃこれ、容器分けとらんからふやけているではないか!?」

「イザベルは人様にこんなもん背負わせて自転車であれだけ長い山越えさせておいて無事で済むなんて考えている方が爆盛り間違っていると思う」

「はいスマホかざしてー。チャキーン、お疲れしたー。……ほら行くわよサユリっ、普通にバイトできない中学生にとっては体験学習枠は貴重な小遣い稼ぎなんでしょ。あんなおっかない連中と目を合わせちゃダメ！」

「ちょちょちょっ！　どうすんの、これ食べるのかえ？　ぬおおおおおお、あふたーさぽーと的なものはー!?」







　日陰を歩く改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランにとって朝は眠気を誘う時間帯だ。にも拘かかわらず彼女がトイドリーム35の郊外まで足を運んだのは、とある目的があった。

『ガバメント』アワード１０００。

　エルヴァスト＝トイドリームの眠る丘まで足を運ぶと、先客がいた。

「問題だぜ。『イリーガル』の暗殺者が『ガバメント』の頂点にいつまでもしがみついているだなんて」

　きい、という音が響く。

　車椅子のタイヤから鳴った、車軸の軋きしみだった。

　腰掛けているのは野球少年のような出いで立たちの誰かだった。入いり刈がる太た郎ろう、などというのはもちろん偽名だろう。後ろから車椅子のグリップを握っているのは、似合わないバニースーツを纏まとうおどおど少女だった。ただ緑リユウ娘ニヤン藍ランの嗅覚は告げている。あれはイヤイヤ従うふりをして楽しんでいるだけだ。

　定規のように真まっ直すぐなサングラスを掛けた少年だが、これまでとは意味合いが違う。

　召喚儀礼は、目で見て標的を指定しなければ励起手榴弾インセンスグレネードを投げても効果がない。これを逆手に取って、とあるウサギから両目と両肩の関節を潰され、ブラッドサイン式を丸ごと奪われたのだから。

　直接的な戦力としては使い物にならなくても、世界中の犯罪組織を束ねる『イリーガル』の頂点。むしろアンダーグラウンドで最も恐ろしいのは個人としての力ではなく集団としての力だと、緑リユウ娘ニヤン藍ランも十分理解している。

　が。

　その上で、改造チャイナドレスの美女は呆あきれたように息を吐いて、手にした花束で軽く自分の肩を叩たたいていた。

「……『ガバメント』だの『イリーガル』だの、アワード返上しておいてまだそんな古い枠組みを気にしている人がいたなんてね。今に団塊の世代とかバブルの時代とか、そんなのと同じ一くくりにされるわよ。お笑い芸人の名前を言われてもピンとこないおじさんみたいに」

「違いねえ」

　くすくすと、どこにでもいる少年Ａは笑っていた。

　一般人の記憶や認識から消えない。しかしそれは必ずしもポジティブにだけ働くものでもないのだ。日陰者にとっては警察をかわすのが難しくなる冬の時代の到来だ。ここから先は、現場に残した髪の毛一本が致命的な結果をもたらしかねない。

「テメェこれからどうする？　俺達みたいなのが適応できると思うか、翳かげりのないハッピーエンドってヤツによ」

「何か勘違いしているようだけど、私は楽しくて暗殺業なんか掛け持ちしていた訳じゃないわよ。『ガバメント』の追撃をかわすために『イリーガル』へやってきて、家賃を収めるつもりで仕方なく手を貸してきた。必要がなくなったというなら、それまで。『表』の古道具店だけでやっていけるならそれに越した事はないわ」

「……、」

「変な同族意識が働いて素敵なアドバイスをもらえると思ったのかもしれないけれど、根っからの悪党じゃなくてごめんなさいね」

　言うだけ言うと、改造チャイナドレスの美女は膝を折って、分かる人にしか分からないような質素な墓に花束を添えた。『イリーガル』の首領など背中を向けて。つまり少年Ａ、入いり刈がる太た郎ろうに対する敬意などその程度のものだった。

「なあ」

　車椅子の少年が、ぽつりと呟つぶやいた。

　果たして誰に言ったのだろう。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランか、土の下で眠るライバルか、あるいは車椅子を支える幼おさな馴な染じみの少女か。

「……目が見えなくてもボールを追い駆けられるスポーツがあるらしいんだ、鈴の音を頼りにしてよ。俺にできると思うか？」

「あなたがそれを望むなら」







「うー」

　緑と白のシマシマビキニを纏まとう少女、愛あい歌かが小さな呻うめきを発していた。あるいはこのひきこもり少女にとっては暗殺業を営む謎のおねいさんより朝あさ陽ひが天敵に見えているかもしれない。

　トイドリーム35にある高層マンションの最上階だった。

　普段ならソファ代わりのホワイトライガーに寄りかかってこのまま一眠りしてしまうところだが、今日はそういう訳にもいかない。

「……ライガー、こうなったら一緒にシャワーを浴びるのです……」

　えっ、何で確定!?　と五メートルの猛獣が飛び上がったが、決まってしまったものは仕方がない。アワードは返上したが、動物型との絆は変わらないようだ。ビーズクッションやバランスボールよりも居心地の良いホワイトライガーだが、ネコ科の肉食獣の脂で全身てかてかになるのが珠たまに瑕きずだ。タオルで拭った程度でどうにかなるレベルでもない。

　そんなこんなで二人してびしょびしょに。

　脱衣所でドライヤー片手に格闘した末、素すっ裸ぱだかの愛あい歌かは着替えを手に取る。

　いつもの水着、だけではない。

　その上から羽織る事のできる、男性向けのパーカーがあった。

「……、」

　飼い主が旅行に出かける際、少しでも不安を払ふつ拭しよくするよう飼い主の匂いのついたハンカチや古着を置いておくのと同じだ。愛あい歌かはしばらく『外行き』の衣類を摑つかみ、目をやって、やがてもそもそと袖を通していった。

　立ち尽くしている間にも、時間が経たってしまったらしい。

　ばるばるぶるぶる巨体を揺すって余計な水分を飛ばしているホワイトライガーと一緒にリビングまで戻ってみると、ガラステーブルの上でスマホが振動していた。テーブルから落ちる前に手に取って、通話に応じる。

『今、部屋の前にいます。どこで待てば良いですか？』

　短い言葉だった。

　これが見知らぬ誰かからの電話だったら恐怖のストーカー体験になりそうな台詞せりふだったが、相手は知り合いなので問題ない。

『難しそうならネット越しでも構わないのですよ。今の技術なら会議に参加して話し合うくらい遜色ないでしょうし』

「……いいえセクルティティ。こればかりは私が顔を出さなくてはならないのです。おじいちゃんに引導を渡した家族としても……」

　同じガラステーブルには、Ａ４のプリント用紙に印刷された数十枚の紙束があった。

　トイドリーム社の次なる企画書。

　コンセプトにはこうあったのだ。




　世界で一番幸せな女の子の話。

『創設者のギャラリー』に死蔵されていた数多くの資料から、ポストメイキングとして完全再現が決定！




　呪縛、であった。

　そしてここで断ち切らなくては、きっと少女は永遠に自前の檻おりから出られない。

　そんな予感があった。

　アワード返上、もう一般人の記憶や認識から消える事はない。つまり、それを理由にしてひきこもりを続けるような甘えも許されないのだ。逆にこのタイミングで扉を開けなければ、後はもう理由もなくずるずると部屋にこもるだけになってしまう。

　でも。

　それでも。

『守もり巫女みこ』のセクルティティだけではない。トイドリーム社が本気で映画を作るとなれば世界中で数十万もの人が関わる。変わるならここだ。どんなに怖くても、不安だらけだったとしても、これ以上のきっかけなんてきっとどこにもない。

　ホワイトライガーがそっとすり寄ってきた。

　愛あい歌かはぽんぽんと大きな頭に手をやって、

「……行きましょう、ライガー。遅れていた分を取り戻すのです、少しずつであっても」

　そして。

　ドアの開閉する音があった。







　城しろ山やま恭きよう介すけと『妹』、それから城しろ山やま夏なつ衣ぎぬ。

　彼らは途中まで同じ道を行く。

　トイドリーム35は今日もお祭り騒ぎだった。昨日まではバイバイ夏休みなんてイベントを開催していたのに、朝になったらウェルカム二学期フェアであった。年がら年中何かをしていないと落ち着かないのかもしれない。

　そんな中だった。

　人混みの中を、ワンピース型の水着と着崩した和装を組み合わせた、長い髪と二本角の鬼女が歩いていた。

　上半身は可か憐れんな少女であるものの、下半身は禍まが々まがしい大蛇となっている蛇女が錆さびた杖つえを寄せ集めて作った巨人を椅子代わりにして腰掛け、広場で注目を集めながら日光浴している。

　異形のゆりかごでまどろむ少女は、現世だろうが異界だろうがのんびり自前の夢の世界で遊んでいられればそれで満足らしい。

「わあー」

　ランドセルをガコガコ鳴らしながら、『妹』が着ぐるみのマスコットを見るのと同じ感覚で呟つぶやいていた。

「もう未み踏とう級きゆうまで『喚起』されてる……。昨日まではまだ神しん格かく級きゆうだったのに」

「アテナとミネルヴァを同時に呼び出していたようだし、あれは耐久負荷を調べるためのテストモデルだったんだろう。アザリアの就任と同時に、水面下に溜ため込こんでいた未み踏とう級きゆうの枠まで一気に解放したんだ」

　城しろ山やま恭きよう介すけはコアの部分を組み上げるイグニッション役だったが、それを世界に広めてアメーバのように広げていくブースターとしてやはりクアッドモータースの力が必要になる。大小無数のプロジェクトの一つ一つまで彼が直接関わっている訳ではない。ＳＮＳや動画サイトでどれだけ影響力を持っているモンスターであっても、そもそも巨大な情報インフラを整えてくれないと何も発信できない。そういう話だ。

　神は、珍しいものではなくなった。

　ブラッドサインを振り回して文字に頼る必要もなければ、一〇分間という制約もない。

　きっかけはやはりアザリアの率いるクアッドモータースだ。自社の技術と褒ほう美び村むらで手に入れた浄じよう瑠る璃り教きよう典てんの情報の融合を狙っていたようだが、恭きよう介すけがそこへ一石を投じたのだ。

　わざわざ人形……依より代しろを使う必要もないのではないか、と。

　様々な資料を見比べて召喚儀礼というルール全体を改めて検証してみよう。あるいは『色彩なき童女』をゼロから組んで異界に埋め込んだ城しろ山やま恭きよう介すけの頭脳も加えて。

　結果。

　人の形をしたモノに超常の存在を宿す召喚ではなく、神話の神々を人間から離れた場所に隔離しながら呼び出す、新しい技術は作れないかと。

　第五の召喚儀礼、ではない。

　恐竜の時代など滅ぼしてしまって構わない。

　それくらいのインパクトが欲しい。

　かねてより自社の技術と褒ほう美び村むらで手に入れた浄じよう瑠る璃り教きよう典てんの融合を図っていた彼女だったが、両者を見比べる機会があったのは大きかった。もっと大きな意味で、異界から神や悪魔を呼ぶとはどういう事か、そこまで考えが及ぶくらいには理解力を養っていてくれたのだ。

　平たく言えば、人間や人じん造ぞう依より代しろなしでの召喚方法。

　いいや、喚起の技術の完成だ。

　結果、何が起きたか。

　規き定てい級きゆう、神しん格かく級きゆう、未み踏とう級きゆうらあらゆる被召物マテリアルは人の支えもなく自由に現世へ遊びに来られるようになった。

　ガイド役としてその動きを制御する召しよう喚かん師しという職業は成立しなくなったのだ。

　ドクトルＳが作った召喚の時代は、息子の恭きよう介すけがもたらした喚起の時代によって一掃した。

　跡形もなく。

「……、」

　城しろ山やま夏なつ衣ぎぬは『妹』の小さな手を引きながら、しかし憂いを秘めた目を向けていた。

　自分の夫だった誰かでも思い浮かべているのかもしれない。

　時代は変わった。

　少なくともブラッドサイン式があれば何でも満たせると思っていた、そこから先なんて何もないと信じていた、あの男の予想していた範囲の外には。

　もはや時代は第三どころか第四ですらない。一九九九年の奇跡など、ポケベルのように誰も覚えていないだろう。同じディアブル島に収監されていたはずのアザリアが恭きよう介すけのサポートを受けてこんな事を始めたのだ。今頃、ドクトルＳは分厚い塀の中でのた打ち回っているかもしれない。

　と、

「おらー！　おはようだぞお兄ちゃん!!」

　何やらランドセルのガコガコが増えた。

　長い金髪を二本三つ編みにした女の子だった。格好は相変わらずスクール水着ベースにあちこち細部を整えた奇抜な代物だったが、昨晩興奮してなかなか寝付けなかった『妹』の忘れ物チェックに散々付き合わされた時の記憶を恭きよう介すけが引っ張り出してみる限り、九月の上旬はまだプールの授業が残っていたはず。おそらくクラスのみんなからは『待ちきれなかった人』と認識される事だろう。

　フランギルド永世中立王国の第一王女、オリヴィア＝ハイランドだ。

　アワード返上に伴い、東欧Ｆ国などというぼやけた一般認識でもなくなっていた。おかげで同国君主のシンセアリアは美し過ぎる為政者として国際会議の場をざわざわさせているようだが。

『妹』は『妹』で、何やら警戒気味に恭きよう介すけの腰の横にひっつくと、

「にーさまは私の。気安くお兄ちゃんなんて呼ばないで」

「良いんだよ。私地元に帰ったらお兄ちゃん法を制定して重婚と寝〇りアリの国に作り替えるから」

　……今何か聞き捨てならない暴君発言があったようだが母親は何してる？？？

「言葉が通じる方からなだめよう」

「んー、にーさま」

「ほら、オリヴィアと仲良くしてやって」

「にーさまが言うなら……」

　恭きよう介すけは『妹』の頭へぽすぽす手をやり、クールダウンを促す。

　学年は違うだろうが、おそらく同じ小学校に通う仲間だ。恭きよう介すけも一から十まで面倒を見られる訳ではないので、オリヴィアと仲良くしてほしいものなのだが……。

「なんか現実味がないんだけど。本当にこちらの学校に通うんだね、オリヴィア」

「海外留学扱いでな。ふははこれで国に帰ったら私は帰国子女だーっ!!」

　帰国子女って言葉は外国人から見ても魅力があったんだな、と恭きよう介すけは妙なところで感心していた。てっきり欧米の文化にコンプレックスを持っている連中の裏返しでしかないと思っていたのだが……。

　一方、城しろ山やま夏なつ衣ぎぬとシンセアリアはちょっと離れた場所で話し合っていた。

「あら、これってママ友という枠に収まるのかしら？」

「そうなるでしょうね。それにしてもやっぱり海と水着の国の人って陽ひ射ざしにお強いんでしょうか。日傘もなしに表をうろつくだなんて」

「ええと、早速無頓着責めしてにこにこしているようだけど、紫外線って地面に当たって跳ね返るから日傘ってあまり意味が……。せめてＵＶカットのクリームくらい使わないと今夜のお風ふ呂ろで地獄を見るわよ？」

「リーダー決めんと距離感摑つかめないのか」

「あらあら自分からケンカを売っておいて。ほほほ次は子供の成績でさや当てでもしてみます？」

　主婦が二人いれば笑顔のまんま火花が散るものなのか。

　これまでとは戦いの種類が違った。

　ヨッキュー不満を起爆剤にして昼下がりの午後でも普通に戦っちゃう人達の世界だと少年少女達ではついていけそうにない。こればっかりは城しろ山やま恭きよう介すけの手に余る。

　こんなしょうもない事をやっている間にも学生にとっては貴重な朝の時間が過ぎていく。遅刻のボーダーラインがあるのであまり無駄にもできなかった。現に、恭きよう介すけ達たちの横を何人かの学生が通り過ぎていくのだ。

「何だあれ……。グレード高い女子って怖い」

「勇はや斗と、神や悪魔よりも女の子か。君はやっぱりオトコだなあ」

　高層ビルの壁面へ張り付くようにして、ゆっくりとイカ型の巨大生物クラーケンが移動していく。太陽の輝きと重なるようにして天空を舞っているのは、アポロンやアマテラスなどか。

　神様なんて吞のん気きなものだった。

　殺し合いに活用していたのは、人間のエゴだったのかもしれない。

「んっ。じゃあ私達はこっちの道だから！」

「それではまた放課後に」

「にーさま、迎えに来てくれる？　さもなくば迎えに行くぜ！」

「別にそれでも構わないよ。高校にも興味はあるんだろう？」

　……母は拒絶したのにな、とぼそっとした大人のツッコミが入ったが放っておいた。この女性、見た目は若いがやはり一〇代の繊細なハートを共有できるほどではないようだった。

　家族やどこぞの王家の皆様と別れて高校に向かう。

　通学路に沿って歩いていくと、やはり同じデザインの夏服を見かける機会が多くなる。

　クラスメイトの簾れん堂どう明あき也やが声を掛けてきた。

「よっすー」

「ん」

「二学期だぜー、くだらねえ。永遠に夏休みで良いんだよ、もう。そっちの方がよっぽど人生の勉強になる……」

　青空を覆い尽くすような巨鳥フレースヴェルグが頭上を通り抜けていった。不意打ちの突風に、簾れん堂どうは自分の髪やスカートを半分オートで押さえている。

「くそっここ最近何だってんだ!?　パンチラの悪魔がシステム化されてやがる……ッ!!」

「あれ秋花粉に備えた試運転らしいよ。花粉シーズンになると気流を操って都市部に入り込まないようにするんだってさ」

「神かちくしょう、どんどん頑張ってくれ」

　二人で並んで歩きながら、だ。

　話題は最強同士の激突なんてものではなかった。

　もっと小さくても構わない。

「そういや転校生が来るってよ。男でも女でも構わねえから面おも白しれえヤツだと良いね」

「へえ、美少女限定なんて口走らない訳だ？」

「城しろ山やまちゃん。この俺にゃああんな短い夏の間にゃ解決できなかった問題が残ってんの。今は意識をよそに逸そらすべき場面じゃあねえ。真まっ直すぐ、この一本の道を見据え続けられるかどうかがギリギリの綱渡りを超える唯一の秘策ですよ!!」

「短所も多い人なのになあ……。これは三つ子の魂百までかもしれないけど、あの人は基本的に好奇心が強過ぎる訳だが」

「だからその訳知り顔がすげー気になるんだよ恭きよう介すけ君くん？　絶対ヤダけどまさかテメェ元カレの可能性とかじゃあねえだろうなッ!?」

　……どうやら簾れん堂どう明あき也や、夏が終わってもまだ『雨中の少女』と一進一退しているようだ。ただヤツの言い分を聞いているに旗色が悪いというか、のれんに腕押しで軽くいなされているような気がしないでもないが。

　実際に昇降口まで行くと、恭きよう介すけは見知った顔と遭遇した。

　長い黒髪をポニーテールにして、タイトスカートのスーツの上から白衣を纏まとった女性。

「え……。まさかの転校生？？？」

「何でですか。夢と希望が詰まった保健の先生ですよ、姫ひめ川かわ美み夏かですどうぞよろしく」

《じゃじゃーん!!　その後ろから本物の登場でーす!!》

「「うわあ出た大人げないのがッ!?」」

　昔むかし懐なつかしいものまね芸人の歌番組みたいな演出はイマドキの子に通用しなかったらしい。普通に教え子達から幽霊扱いされる信楽しがら真ま沙さ美みである。全世界的にアワードは返上されたはずだが、どうにもいったん現世と異界で所属を入れ替えた信楽しがら真ま沙さ美みは神の側で固定のようだ。

　簾れん堂どう明あき也やだけが状況についていけないのか、普通に首をひねっていた。

「つまりあれ何？　双子とか？？？」

「というかあの人、最終学歴っぽいものは神になるのか……？」

　先生達（？）と別れ、恭きよう介すけは簾れん堂どうと共に教室へ。

　友人の言葉からも分かる通り、視界から外れても彼女達が忘れられてしまう心配はない。

　もちろん、恭きよう介すけ自身だって。

　クラスに入ると何故なぜか図書委員ちゃんに睨にらまれた。

　簾れん堂どう明あき也やの件が飛び火しているのかと思いきや、一本三つ編み揺らしてつかつか歩いてきたメガネが耳打ちするには、

「（……城しろ山やまさんに良く頑張ったねって伝えておいてと言われたんだけど、あなたこの夏何やってたの？　何でお姉ちゃんはいつも思わせぶりだし!!）」

　そういえば、説明のしようがなかったので図書委員や生徒会長は依より代しろの素質アリでも最後の戦いには引き込めなかった。しかし『雨中の少女』はどこからどこまで覗のぞいていたのだろう？

　異界の中まで観察していたと言われても納得するしかない辺りが恐ろしい。

　……そもそも彼女はある意味において、ブラッドサイン式やアザリアの助力抜きに独力で顕現した存在とも言える訳だし。

（それを言ったら『叡えい智ち』の手を借りて、死を覆くつがえして復活した母さんも同じ事は全部できるのか。やだやだ、世界は相変わらず奇跡と神秘で満杯ではないか。大人げなくホウキにまたがって夜空を飛んだりしないと良いけど……）

　そしてすぐに朝のホームルームが始まった。

　果たして簾れん堂どう明あき也やのもたらした情報は正しかった。担任教師は連絡事項を伝える前に、転校生の話を切り出してきたのだ。

　かつん、という足音があった。

　決して派手ではなく。

　それでいて、たった一音だけで場の全てを持っていくような、そんな始まり。




「初めまして、皆さん」




　銀のツインテールが揺れていた。

　学校の制服だと白だけで統一できないので窮屈そうだったけど。

　それでも教壇に立った彼女は笑顔でこう切り出してきたのだ。




「わたくしはメリー＝アン＝シロヤマと申します。どうぞ皆様、よろしくお願いいたしますね」
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　召しよう喚かん師しという職業は成立しなくなった。




　日付は変わって、九月二日。

　中年の男レオナルド＝パウンズは腰に手をやり、呆あきれたように息を吐きながら、

「……時代ってなあ変わるもんだなあ、ケビン」

　壁や仕切りのない一つの大きな空間に、天井の骨組みからぶら下がった数多くのハロゲン灯の白々しい光は、学校の体育館を彷ほう彿ふつとさせるかもしれない。

　だけど実際には違う。

　トイドリーム35、その沿岸部にある港湾地帯。深夜の倉庫街での話だ。

「時代は召喚儀礼じゃなくなった。召喚から喚起の時代へ。はははなるほどなあ！　つまりアワード返上でこれまでの序列も全部一新されちまう訳だ!?　そして時代がどうなろうが宗教だの神話だのってなあ絶対になくならねえ。付け入る隙がある。俺達の大セックスカルトの物語はここからだーっ!!」

　まったくひでえ言い草が極まっていたが、あながち独りよがりでもない。どれだけ馬鹿馬鹿しくても分かりやすい欲は求心力に化けると怖い、ある程度の人が集まると本筋を忘れて変な引力を持ち始める。振り込め詐欺と同じで、周りから隔離し、判断能力を失わせ、馬鹿げた劇場の舞台に引きずり上げてしまう事ができるから。

　レオナルドはムードメーカーだ。空気を摑む事にかけては多少の自信がある。そんな彼からすれば、自分の素質を発揮できるのであれば、夜中のパーティで騒いでも神秘的なカリスマ性を取り繕っても構わない。

　同じ倉庫には真っ白な修道服で頭の上から足の先まですっぽり覆った女性が歩いていた。

『ザ・セイント』。

　女王への信仰の度合いで言えばまさに対極と言える人物だが、

「ふふふ何が『白き女王』ですか私達は見捨てられたのです一方的にああ馬鹿馬鹿しい私は一体今まで何に時間と手間を費やしてきたのでしょう信仰なんて信じる心なんて結局すがったって捨てられる時は一瞬なんです私がこの私が自分で強くならないと……」

（うーん。なんか両目がぐるぐるしていておっかねえけど隙あらば抱いてみよう、人生は一度きりだしな!!　一体どうやって南の島から脱出したんだか知らねえが、変な魅力があるよねっ！　逃亡犯とか、女囚とか!!　なんか心が傷ついているみたいだし今がチャンス。ふはーはー思う存分慰めちゃうよ!!）

　彼らが深夜の倉庫に集まっていたのには理由があった。

　安定のためには大きなスペースが必要で、今この段階では壁や屋根で囲って隠しておく必要があったからだ。

　アワードも返上している。

　警察や警備員、オンブズマンや写真週刊誌のカメラマン。三大勢力に縛られない自由な時代になったが、その分だけ色々な目にも気を配らないといけなくなってきた。

「んで、コンテナの方はどうなってんだ？」

「次ので最後になりますね。荷台を開いて、東の一角を埋めれば結界は完成です」

　中央に、馬鹿デカい影が鎮座していた。

　人の手で作る事はできず、自然界で発生するとも思えないシルエットが。

「デッタちゃんかあ……。いいよね、あからさまなたゆんたゆん。ていうかでっかいハンドルを器用に操るお姉さんってポイント高過ぎだろ!!　ぶおお大丈夫か今夜の俺、このまんま干からびてミイラになるんじゃあねえだろうな!?　ケビンっ、ちょっとマカとカフェインを持ってきて！　カタマリでな!!」

　馴な染じめない者は、馴な染じめない。

　結局それも真実ではあった。

　そして人は、従うだけの生き物ではない。良くも悪くも。

「ところで、今さらながら一つ指摘しておきたいのですが」

「何よ刺激的ボディ一号ちゃん？」

「例のビヨンデッタ、一人にさせておいて良かったのですか？」

「大丈夫っ、デッタちゃんなら俺サマが手を出すまでは我慢できるさ！　ああでも、我慢できずに一人運転席でもぞもぞしてしまうお姉さんにも大変興味はあるが……」

「ヤツの服に仕込んだＧＰＳの光点が変な所で光っているとお伝えしても？？？」




　ドガカッ!!　と。

　直後にあらゆる角度から深夜の倉庫へ強烈なサーチライトの光が浴びせられた。




　同じ港の話である。

　トイドリーム35、沿岸部の港湾地帯。深夜の倉庫街を走る足音と、緊張の吐息が二つあった。

「はっ、はっ！」

「おねえっ、お姉ちゃん。あの、あれ……!?」

　夜の闇に対しては、あまりにも鮮やかな白と赤。

　巫み女こ装しよう束ぞくを翻ひるがえしているのは、冥めい乃の河かわ蓮れん華げとその妹の彼ひ岸がんだ。

　がんっ、がんっ！　と。山のように積まれたコンテナの上を跳び、双子の巫女みこ達たちの頭上を越えていく別のペアがあった。

『どこの馬鹿だっ、全力でサボりてえこのクロード様を差し置いて包囲に穴空けやがったのは!?』

『どうせいつものマックス＝レイヤードとエリ＝スライドの二人組でしょう。あの二人はもはや気持ち良く負ける事に快感でも覚えているのかもしれません。屁へ理り屈くつと言い訳さえできれば良いんでしょうし』

『３Ａスリーエーさん？　向こうにゃ囮おとり捜そう査さで潜ったデッタちゃんがいるんだぜ。相手はセックスカルトの予備軍だろ、放っておいたら誰にもお見せできない感じになっちゃうよ!!』

『なんか嬉うれしそうにそわそわしているあなたに提案します、ちょっと助けに行くの待ちませんか？　むしろあのウェイトレス服の悪魔は少々痛い目を見た方が良い気もしますけど』

　ブラッドサイン式召喚儀礼という軸が消滅し、アワードを返上した事により、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』という三大勢力も立ち行かなくなった。今は乱世の時代。表から裏から様々な力が働き、大小無数の組織が集散離合を繰り返している有り様だった。

　この混乱を制した者が、次の時代の勝者となる。

　それが複数の大陸を丸ごと治める巨大な帝国なのか、あらゆる学問を詰め込んだ教育機関なのか、世界的宗教団体なのか、多国籍企業なのかは分からないけれど。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの巫女みこさん、彼ひ岸がんは目尻に涙まで浮かばせて、

「ブラッドサインがなくなって、ひい、『白き女王』の脅威もなくなって、世界って幸せな方向に傾くんじゃなかったの……？」

「そいつは幸せの定義にもよるわ。自分だけの帝国を作りたい側からすれば、こんな乱世のチャンスだって幸せの階段に見えているんでしょうよ！」

　言いながら黒髪の蓮れん華げはスタン警棒に小さな傘を被かぶせたような機材を取り出した。強力な電磁波を一方向へ集中的に放つ事で、二〇メートル以内の防犯カメラや赤外線センサーなどを確実に破壊する指向性対電子製品バズーカ。アワード返上によって一般の警察や警備の目も気にしなければならなくなった彼女達の必需品なのだが、そこで蓮れん華げの動きが止まった。

　彼女達が仕掛ける前に、すでに辺りの防犯カメラは破壊されていたのだ。

「いる……っ!?」

　人の気配があった。

　向こうももう隠すつもりもないらしい。

　まず訓練されたドーベルマンが数匹放たれ、続けて山のように積まれたコンテナの高所からこちらを『狙撃』しようとするいくつかの影が身を乗り出した。

　蓮れん華げは懐ふところから取り出した護符を人差し指と中指で挟む。

『嵐』の符。

　規則的に手の先を動かし、口の中で呪を紡つむぐだけで良い。




「現世を揺蕩たゆたう風と暴力の神スサノオに願ねがい奉たてまつる。その力の一端を非力な我に貸し与えたまえ!!」




　それだけで荒れ狂う竜巻が味方してくれた。

　この場合、あからさまな犬や狙撃手を狙うのは失敗だ。まず暴風で匂いの痕跡を飛ばして犬に追跡されるリスクを排除した上で、コンテナの山そのものを大きく突き崩して高所の刺客を奈落に落としていくのが正解。

　がんっ、ごん、という鈍い音と共に彼ひ岸がんの足元に何かが転がってきた。

　狙撃手の武器。

　全体が黄色く塗られた短剣は、西洋由来の象徴武器シンボリツクウエポンか。

「神はいる」

　あっちこっちにコンテナが崩れて広がり、迷路のようになった港湾ブロックを慎重に進みながら、巫み女こ装しよう束ぞくの蓮れん華げはそんな風に呟つぶやいていた。

「……それもニュートン力学がものを言うマクロな現実世界で、当たり前にのんびりくつろいでいるんだもの。だったらいちいち異界から召喚するなんてプロセスはもういらないわ。直接神に働きかけて、その力の一端を引き出してしまえば、人間は独力で奇跡を使えるようになる。東西南北の方角や、火水風土の属性を割り振るように、神様を記号化して自分の術式に取り込むだけで」

「召喚から喚起へ……」

「魔術の時代の到来ってヤツよ」

　脆ぜい弱じやくで制限の多い生身の依より代しろの体内に宿す召喚の時代は終わった。神が神として切り離された状態でその辺をうろつく喚起の時代になれば、これまであったルールも役に立たなくなる。

『とっととケリつけてよねえ』

　相変わらず、どこか上から目線で他人ひと事ごとな声が耳元のイヤホンから響く。

　マリア＝ハートオーシャン。

　助けを求めても駆けつけてきてくれる感じではない。

『群雄割拠の時代なのは分かるけどー、台頭しても得をしない組織は大でも小でも優先的に切らせてもらうわあ。このわたしにとっての、という意味で。そのためにあなた達の体質に合う形で札を開発し、貸与したんだから。つーか今は特例で請求を凍結してるけどお、結果を出さずに無駄弾で終わらせたら全部自腹で弁償してもらうわよー？』

「ひもじいよお姉ちゃん……!!」

「くそう、いつの世になってもウチの冥めい乃の河かわ神じん社じやは貧乏暇なしか!!」

　ズズン!!　という地響きが大地を揺さぶったのはその時だった。

　ただでさえ崩れていたコンテナの山がさらに大きく動き、押し潰されないよう注意しなくてはならなくなる。

　だけどそんな目先の危機よりも、長い金髪の彼ひ岸がんは遠くへ目をやっていた。

「あ、あれ、お姉ちゃん、あれ……!?」

「……、」

　貨物船と荷物のやり取りをする、巨大なガントリークレーン。それより大きな影が屹きつ立りつしていた。

　八つどころか数えるのも億おつ劫くうなほど大量の首を持つ、山のように大きな蛇。ギリシャ神話由来の湖に棲すむ毒蛇。

「ヒュドラ……やっぱり密猟していたわね、あの連中！」

　神や悪魔が物理的な体を持って現実を彷徨さまよっているのだ。しかもその存在は、杖つえや札の形で人に力を貸し与える。……だったら捕まえて結界で囲み、自分だけのものとして独占してしまおうとする輩やからが現れても不思議ではない。何しろ神々には人権などないのだ。

　さてスサノオの暴風だけで押さえ込めるか。

　奇跡は広く一般に開放されたとされているが、やはりホストである神や悪魔を直接押さえている方が有利は有利。蓮れん華げや彼ひ岸がんが一般のパソコンやスマホを持ち歩いているのに対し、ヤツらは学校の校舎よりも大きなスパコンを抱えているようなものなのだから。

「彼ひ岸がん、アンタの札も出して。『太陽』がまだ残っているでしょ？」

「ええっ!?　こ、怖いよお姉ちゃん、アマテラス様からお借りするだなんて……」

「私のスサノオを使って外からアシストするからっ。ヒュドラはいくら首を切っても再生するし、一つ首を切られたら二つ生えてくるっていう厄介な性質があったはず。でもその傷口は火に弱い。私の『嵐』、空気の刃だけじゃ足りないわ。ヤツの傷口をまとめて焼く必要があるの！」

　ずんっ!!　という地響きがもう一度。

　理屈では正しいのかもしれない。だけど自分の頭よりも高い位置にある怪物に挑みかかるというのは、もっと本能的な部分で打ちのめしにかかる。まして今回のヒュドラはガントリークレーンよりも巨大なのだ。

「お、お姉ちゃんっ」

「待って彼ひ岸がん、怖くても言葉は吞のんで。今位置取りでしくじるのはまずい……」

「そうじゃなくて、あの！　そっちのコンテナの陰、誰かいる。女の子ッ!!」

　これが単純な敵であれば、躊ちゆう躇ちよなく符の力で黙らせて終わらせていただろう。

　だけどある意味でもっと状況は厄介だった。

「ng・uu……？」

　恐る恐る、といった感じだった。

　こんな時代では懐なつかしい響きさえ感じられる、とある規則性に基づいた少女の声。

　ただ分かる。

　ほとんど裸身に近い格好の少女は両手で自分の体を抱きながら、遠方のヒュドラへ脅おびえた目を向けているのだ。

「uu・kq、wz・iu・ou・hi・lm・ou・weq・ei・yh・ml！」

　それで結論づけた。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げは思わずこう叫んでいた。

「冗談でしょ、無関係……!?」

「こっちに来て、あの、早く！　コンテナが崩れちゃう!!」

　巨大なヒュドラが、吼ほえる。

　人の心を縛り、震え上がらせるには十分だった。

　だけど、だ。




　ドガッッッ!!!!!!　という。

　あまりにも巨大な爆発が、一撃でヒュドラの巨体を粉々に吹き飛ばしたのだ。







　ひゅんひゅひゅん！　という風を切る音が複数あった。

　港の突端にある灯台。

　そして全景を見渡せる展望台の手すりの上に、危なげなく腰掛けているのは『雨中の少女』海うみ恵え祥しよう子こだ。外に向けて制服のスカートから伸びた細い脚をぶらぶらと振りながら、彼女はこう呟つぶやいた。

「過保護なのね」

「そうでもないわ」

　返答する声があった。

　巨大な光源の整備を兼ねて最上部をぐるりと囲む展望台。さらにその上だった。正真正銘の屋根の上。その中央に立つ避雷針へ背中を預ける、もう一つの影があったのだ。

　城しろ山やま夏なつ衣ぎぬ。

『雨中の少女』と同じく他人の都合で命を救われ、歴史の本線から外れてしまった女性だった。

　オトナの余裕でもって、彼女は告げる。

「今の、私じゃないもの」

「……、」

「あなただって観察に徹するだけで手を貸すつもりはなかったんでしょう、お嬢ちゃん。彼らと違って、私達の力には文字や札のようなルールがない。指先一つでイレギュラーな成果は生み出せるけど、その結果どんな副作用が出るかも予測不能。跳躍や千里眼、地雷探しのミニゲームのように少しずつ使える領域の法則を探ってはいるけど、下手すればコイントス一回で世界が滅ぶかもしれないわ」

「あなたは何を？」

「『ザ・セイント』がちょっと怖くて。同じ島に幽閉されていたあの人がどうなったか気になったんだけど、この分だと大丈夫そうで安心しているところよ。……脱獄時、同じ仲間からも手を差し伸べてはもらえなかったのね。人望を失うって悲惨だわ」

　恭きよう介すけ達たちには何度もひどい事をしてきた。

　割って入ってでも我が子を助けなくてはならない場面を見送り、後になってから善人ぶって見当違いな糾弾を繰り返して。『叡えい智ち』にそそのかされたとはいえ今なら全てを取り戻せるなどという浅はかな考えで、絶対に子供に向けてはいけない言葉を散々ばら撒まいてきた。

　勝者の時代に居場所なんてなかったかもしれない。

　だけど兄も『妹』も、そんな情けない母親を受け入れてくれた。

　だから、彼女にとって絶対のルールがあった。

　今度の今度こそ、温かい家を守る事で全ての償いを果たすと。

　ちなみに『雨中の少女』はそこまでドライではない。仮にあの組織をここで取り逃がし、連中の魔の手が妹にまで及ぶリスクが一定以上膨らんだ場合は、容赦なく介入して叩たたき潰つぶすと決めていた。その結果、今ある幸せな世界がどう歪ゆがもうとも。

　しかし、エプロン装備のお母さん城しろ山やま夏なつ衣ぎぬはうっすらと笑っていた。

　彼女はこう言ったのだ。

「大丈夫よ、見ていれば分かるわ。今は、彼らの時代なんだから」







　くるん、と。

　少年の手の中で何か細長いものが回った。

　ブラッドサインとは似て非なる、ある少年だけが使える魔法の杖つえ。力を呼び出すためのデバイスではなく、属性色を手元に置いて自己のイメージの強化とする象徴武器シンボリツクウエポン。細長い杖つえの両端では異なる色の光がそれぞれ輝き、光の尾が虚こ空くうに二重の輪を描いていた。

　得物の銘を、MAGICK。

　アワードは返上した。よって、監視要員や防犯カメラに映るような位置には陣取っていない。

「……自分で作って自分で壊して。クアッドモータースには謝らなくてはならない訳だが。ヒュドラは存在を保てず異界に帰還。あれは元々海水の浄化用だったはずだ。後で、また公共インフラレベルの大規模喚起をしてもらわないと」

　ずらりと並ぶ巨大な倉庫、その一つの屋根だった。

　月明かりを浴びて佇たたずむ影は三つ。

　一人はパーカーに動きやすいズボンを穿はいた少年だった。

　そしてその左右両隣に立っているのは、二人の可か憐れんな少女である。

「まったく、人の世というのは変わりませんわね。欲がなければ生きてはいけない種族なのでございましょうか」

「んっ、潮風べたべたする。とっとと終わらせて私はにーさまとのんびりお風ふ呂ろに入りたい。にーさま、髪を洗うのが得意だから。あれやられるとお風ふ呂ろで眠たくなっちゃう」

「……何ですと？」

「新参者の恋人にはまだ早い。これは私とかーさまだけの特権なの」

　神話の神や悪魔が物理的な体を持って現実世界に佇たたずんでいるのなら、それを独占した者が次の時代の勝者となる。

　だとすれば。

　イレギュラーもイレギュラー、最大最強の未み踏とう級きゆうを二人も手元に置いているこの少年の立ち位置はどこにあるのか。

　現世と異界を行き来して、場合によっては自分で選んで死者すら救済する。

　オーディン、閻えん魔ま、ハデス、オシリスなどにも通じる……死の門の管理人である。

（まあ、この人生も一〇〇年だ。自分の命までは覆くつがえせないと思うけど……）

「畏い愛あい、反応は？」

「はいにーさま。主要なものは三つ。神しん格かく級きゆうだとオティヌスと青あお行灯あんどん、それから未み踏とう級きゆうで『紫電の淑女』。あとは詳細不明が一つ」

　この時、小柄な少女の体は半透明に透けていた。

　とある少女の魂はきっちり人間として蘇そ生せいしているが、逆に言えば『妹』の魂だけが抜けた状態で、ガワだけの『色彩なき童女』は抜け殻に近い形で保存されている。ようは幽体離脱に似た方法で付け替えすれば、彼女はいつでも人間から女王キラーに『着替える』事ができる訳だ。

　白い戦装束に身を包むツインテールの少女とは和解したが、その力は健在だ。

『色彩なき童女』が定期的にその力を抜いていかなくては、ただそこに立つだけで周囲の人を歪ゆがめる結末から逃れられない。

「メリー、人間の方も知りたい」

「有象無象が数えるのも面倒なほど。人間にしてはそこそこの勢力なのではなくて？　配役を決めましょう。わたくしが攻撃力を提供しますから、そっちのチビは余計な死者を出さないよう、人間達を個別にロックしてその全員へ結界を与えてくださいませ。蜂の巣のような、小さな部屋の群れを」

「ぶー、年増のついんて良いトコばっかり」

「黙れクソガキ、あなたは腐っても女王キラーでしょう？　攻防を逆にするとわたくしの結界は貫かれてしまいますわよ。それでは意味がございません」

　方針は決まった。

　彼らが動けば、三つ数える前に手品のように大規模戦闘は終わっている事だろう。

　ブラッドサインで名前を揃そろえなくても、規き定てい級きゆう、神しん格かく級きゆう、未み踏とう級きゆうと呼ばれる存在は自由に現世と異界を行き来できるようになった。

　それはつまり、ブラッドサイン式では呼び出せなかった者もこちらに来ているはずだ。

「この世界のどこかに、『叡えい智ち』もいるのでございますね」

「意外と近くにね」

　眼下に広がる港湾地帯には、見知った顔が二つあった。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げに妹の彼ひ岸がん。

　そして。

　彼女達に細い手を引かれておっかなびっくり夜の港を走っている、もう一つの影。

　約束を守るため、恭きよう介すけは世界をこうした。

「恭介、たすけてという言葉はまだ必要でして？」

　少年の肩にそっと手を置き、メリー＝アンがその耳元で囁ささやいた。

　対して、城しろ山やま恭きよう介すけは首を横に振った。

　彼は短くこう答えたのだ。




「次の時代には、もういらない」




　召しよう喚かん師しの時代は終わった。

　あらゆる敗北と罪悪感を振り切って。

　何者にも縛られず。

　魔術師・城しろ山やま恭きよう介すけは二人の未み踏とう級きゆうの力を己の杖つえに込め、夜の戦場へと飛び込んでいく。
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　そんな訳で区切りの一〇巻目です。

　鎌かま池ち和かず馬まですよ。

　決着、という言葉に対してどこにどう着陸するのが最適か。ずっとそればかり考えていました。……実を言うとこのシリーズ、あまりにも『白き女王』が暴走しまくったせいで当初予定していた流れから別の方向へ分岐していってしまったので。これまでも色々書いてきましたが、純粋にキャラクターの引力によって大きく物語が変わっていったのはこれが初めてだったかもしれません。

　この巻だけでも、最初は一人きりで塞ぎ込んでいた恭きよう介すけが、ステージを超えていくごとに周りのみんなに協力を求め、背中を預けていく展開が自然と組み上がっていきました。小さな家で誰にも助けを求められず押し潰されていった幼い恭きよう介すけが、成長を経て、まるで硬い蛹さなぎから羽化して羽ばたいていくところを見るようで、自分で救われた気分になったのを覚えています。

　そして予定外の最たる項目としては、実は当初の（シリーズ通しての）メインヒロインは冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんだったというのがあります。

　一巻ラストのFactsにおいて『最強の二人の戦いは、どちらかが倒れ、どちらかが救われるまで続く』とあるように、どんなに辛つらい道のりであっても必ず彼ひ岸がんと二人でラスボスの女王をやっつけるぞ、えいえいおー!!　というのが初期の目標だった訳ですね。……ちなみに自身の道のりを教化書物にして全世界に普及、恭きよう介すけが数千年後に神しん格かく級きゆうとして復活、『白き女王』にリベンジを挑む、なる『永遠に鬼ごっこ』展開はシリーズが途中で打ち切りになった時の保険でした。

　それが蓋を開けてみればご覧の通り、城しろ山やま恭きよう介すけと『白き女王』のねじれをほどいて救済した挙げ句、すでに死亡して動かしようのない『妹』や母親まで残らず助け出す、という怒ど涛とうの展開になってしまいました。……けどまあ、二巻で『雨中の少女』を前にして『本当は誰だって、こうしたかったに決まっているだろう』と言い放った城しろ山やま恭きよう介すけならこういうスピリッツがあっても問題ないのかなとも思っています。蓮れん華げと彼ひ岸がんの二人が常に『一冊の中で一番重要な何かを目撃する係』になっているのは、初期設定の名残ですな。




　絶対できない。

　いくら何でもそんな事は不可能だ。




　何しろ、常にそういった否定の声と戦ってきた主人公です。本当の本当にあらゆる枷かせから解き放たれた時、彼が一体どんな選択をするのか。作者本人の意図すら離れて問答無用のハッピーエンドに突き進んでいく恭きよう介すけは、私がこれまで手がけていったどの主人公よりも『生きて』いたと思います。

　そういう事もあり、この巻では黄道一二宮から未み踏とう級きゆうが暮らしている異界まで、これまで到底行く事のなかった領域にまで足を伸ばしています。無理難題とは思うのですが、でも既刊の積み重ねを考えていくとできてしまう。つくづく自由度の塊だったんだなと、自分でも驚きながら書き進めていったものです。

『白き女王』とのデートシーンは実はこれまでも既刊で何回かあるのですが、今回はまた違った印象があったのでは。争おうと思わなければ争いは生まれない。恭きよう介すけの見ている世界が変わっているように見せられたらな、と思っていました。

　そして同時に、二人の『白き女王』を見比べてレッツ間違い探し☆　といった馬鹿げたシーンの中にものちのバトルへの伏線を織り込んでいけたのが収穫だったかなと。こういうのをきちんとした意味のあるシーンに仕上げられるとやっぱり嬉うれしいものです。ごろっとした原石ではなく、奇麗にカットして宝石の形に整えられるのってこんな気分なのかなと想像したり。

　第三の召喚儀礼はドクトルＳが作り、惜しくも彼のコントロールから離れてしまったモノですが、第四の召喚儀礼は恭きよう介すけが積み上げていきました。では、恭きよう介すけがアザリアや葵あおい達たちの手を借りて組み上げた喚起の時代については？　恭きよう介すけが全てを手に入れる、彼にとって都合の良いい『だけ』では終わらせない方がむしろ希望や可能性、世界の広がりが残るかなと思っての事だったのですが、いかがでしたでしょうか。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、阿あ南なんさん、中なか島じまさん、宮みや崎ざきさん、見み寺てらさん、山やま本もとさんには感謝を。説明多くてとっつきにくいブラッドサインを格好良いと可愛かわいいの両面から支えてくださって、本当にありがとうございました。いつかどこかで、またの機会と巡り合える事を願っております。

　そして読者の皆様にも感謝を。召喚から喚起の時代へ。不可能を可能にした男の物語はいかがでしたでしょうか。拙くても、わがままでも、それでも彼が作者である私の思惑すら振り切ってハッピーエンドをもぎ取るほど暴走したのは、皆様が二人の笑顔を願ってくれたからだと思います。こんな結末まで導いていただいて、本当の本当にありがとうございました。




　それでは、ここに一つの物語の終わりを宣言しつつ。

　どうか皆様の心の中で、彼らの笑顔の日々が末永く続いていく事を。




　やべえっ、『妹』よりお母さんが暴れ始めてるっ


鎌かま池ち和かず馬ま










召しよう喚かん師しの通り名リスト






（せっかくですので、作中に出てきた召しよう喚かん師し達たちの通り名について並べてみました。基本的にはネットのハンドルネームっぽいのを、と考えた上で、『自分で名乗るのではなく、周りから囁ささやかれる』第二の名前という設定にしています。

　……なので、知名度が足りない召しよう喚かん師しには通り名がありません。蓮れん華げや彼ひ岸がんのような実力不足のケースもあれば、『女王の箱庭』メンバーのように高い実力はあっても隔離されていて周りに通り名をつけてくれる人がいないケースもあります。また、外から見て他人がつけるものなので、実はその人物の本質を射貫いて『いない』場合もありますのでご注意を）




『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』

　レギュラーキャラでありながら召喚儀礼を全く使わない、緑リユウ娘ニヤン藍ランにつけた通り名です。やっぱりドラゴンは入れたい！　一見するとボディライン丸出しなのに、実際にはあらゆる場所に武器を隠している、というスタイルが大好きです。改造チャイナドレスでなかったら、くノ一になっていたかもしれません。




『唯一無私』

　言わずもがな、モチーフは唯一無二です。一文字変えるだけで意味が丸ごとひっくり返るのがお気に入り。『白き女王』を信奉する集団、ガードオブオナーが使っていた共通の通り名となります。唯一無二と唯一無私については、一巻ステージ02のアザリアを見るとその生き方が伝わるのでは？




『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』

　本文中でも言及されている通り、モチーフは不思議の国のアリスに登場する案内人のウサギです。ここから全てを膨らませていった、思い出深い通り名ですね。何気ない世界のあちこちに空いた穴から召喚儀礼の世界に落ちてきた少女を元の場所に帰す、というキャラクターになりました。




『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』

　金髪お嬢アザリアの『ガバメント』での通り名です。ガードオブオナー時は唯一無私で統一されています。『ガバメント』の重鎮というデコイ役として、とにかくゴージャスな名前にできたらと。余談ですが、セレブリティよりラグジュアリーの方が色っぽいと感じるのは私だけ？　……もしやランジェリー辺りとごっちゃになっているのかしら。




『完全勝利パーフエクトゲーム』

　たくさん通り名があるなら、実態と嚙かみ合あっていない大仰なものがあっても良いのでは？　というのが始まりで、そこからマックスの生き様に膨らませていきました。恭きよう介すけとは違った形で、人の笑顔を守るために泥の中を這はいずる召しよう喚かん師しです。




『ピーキーＡＡＡ』

　もう白状してしまうと、適当につけた通り名の第一位です。ＡＡＡはのちの３Ａでも使われていますしね。個人としては高い性能なんだけどチームワークに難あり、という設定なのですが、ブラッドサインの召しよう喚かん師しは大体みんなそんな気も……。




『慈愛の悪魔デイアボロス』

　アザリアの『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』もそうですが、正義の『ガバメント』に属している召しよう喚かん師しでも悪魔っぽいモチーフは普通に取り入れています。これによって酸すいも甘あまいも、清濁併せ持つ組織のイメージが固まっていったのかなと。

　正義と言っても泥臭い大人の事情を抱えているのが『ガバメント』で、むしろ不自然なくらい真っ白な組織は女王の信奉者の方に任せています。




『血祭ラプソディー』

　その名の通り、純粋に戦闘をイベントやパーティ、いわゆるスラング的な祭りとして楽しむ陽気な召しよう喚かん師しをイメージしています。強大な正義の側で、勝つのが当然。そうなると、バトルそのものに飽きるか楽しむかの二択に転がっていくのではないかな、と。ここで自分ルールを決めて何の価値もないスコア稼ぎに熱中できる人は、きっと後者になると思います。




『L.D.250』

　モチーフは毒物の致死量を設定する基準の一つ、LD50（リーサルドーズ50）から。日本語では半数致死量。一〇〇匹のラットに注入し、半分の五〇匹が死亡するギリギリの投薬量を調べるものらしいです。二五〇という事はそれだけぶっちぎっている、確実で念入りな死をもたらす召しよう喚かん師しという訳ですね。脇役ながら『フリーダム』のアワード９５４、何気に恭きよう介すけやビヨンデッタより単純な獲得アワード数は上の強敵です。




『テロメアの終端』

　勇はや斗との父の通り名です。紅べに小こ道みち楓ふう希きも勝手に名乗っています。テロメアは遺伝子方面の用語で、老化や寿命と深く結びついていると思おぼしき塩基配列の反復構造です。この『終端』という事で、逃げられない末路を提供する殺し屋、という意味を与えています。依より代しろの紅べに小こ道みち楓ふう希きの好意が勇はや斗との父に向いていて、息子の勇はや斗とには届いていないところを考えると、生命や遺伝を断つモノ、というテロメアの終端は皮肉の利きいたネーミングなのかも？




『無戦全勝アカデミア』

　連戦連勝から全戦全勝、そこからさらにいじっています。研究職専門でバトルはからっきしなマリアの通り名。ブラッドサインの世界観を見る限り、本当に賢い勝者ってバトルで最強ではなく、そもそも戦わなくちゃ解決できないような問題へ発展する前に話し合いで片付けちゃう人ですよね。この価値については、ありふれた一般家庭にひたすら焦がれ続けた恭きよう介すけをイメージしてもらえますと。やっぱり社会と戦ってお家うちを守るお父さんやお母さんは偉大なのです。




『スカイブレイン』

　空中戦専門の敵役という事で、比較的安易に単語を組み合わせています。ぶっちゃけるとスカイもブレインも、前後に何をつけてもそれなりに意味深でサマになる素敵な単語じゃないかなと。普通に考えれば絶対に食い合わせの悪い、例えばプリティーブレインとかスカイピンクとかでも実際に並べてみれば不思議な存在感が出ないでしょうか。




『仇染めライアーキヤツト』

　ベースは仇あだ討うち。その上で、実は最初期は別の名前をあてていたのですが、ビヨンデッタは自分が復ふく讐しゆう劇げきに振り回されるというよりはパートナーの依より代しろを知らぬ間に染め上げている存在だよな、という訳でざっくり名称変更しました。イエス、お客様。ただしご利用はご自分の判断で。四方八方から見捨てられて困っている人へ笑顔ですり寄る、闇金のようなずぶずぶ感を出せたらなと。

　ただ、これが救いではなく復ふく讐しゆうをベースにした物語だとしたら、間違いなく彼女が主人公になっていました。復ふく讐しゆうをやり過ぎる悪人ではありますが、何気に自分から進んで悪人になる事で依頼人を被害者枠に収めて犯行グループから切り離し、その罪を背負ってもいるんですよね。




『スコーピオン11』

　さそり座をモチーフにした召しよう喚かん師しです。とにかくしつこい、それでいて敵がわずかでも集中を乱せば即座に急所を突いて一発で逆転する。この辺りから膨らませて、気がついたら『常に勝てないはずの勝負に挑み、何故なぜか最後まで生き残る』というアクの強いキャラになっていました。




『専守防衛HIKIKOMORI』

　読んで字の如ごとくな、ひきこもり少女愛あい歌かの通り名です。緑リユウ娘ニヤン藍ランが敵陣に切り込んでピンポイントで殺す超攻撃的な依より代しろなので、彼女は逆に自陣での籠ろう城じよう、撤退、遅延など防衛特化の召しよう喚かん師しという想定。その割には三巻などでは意外と襲われ放題ですが、この守りの範囲が最上階生活スペースなのか、六巻で明かされる『創設者のギャラリー』なのかで評価はがらりと変わるのかなと思います。……逆に、もしも三巻時点でビヨンデッタ達にあそこへ踏み込まれていたら……？




『教授御前』

　信楽しがら真ま沙さ美みの表の通り名です。この世界では自分で名乗るのではなく周りの他人が囁ささやいていく内に広まっていくものなので、場合によっては複数あっても良いのかなと。アワードは分割されません。こういうパターンだと裏の顔の方が本性のように見られがちですが、当の信楽しがら真ま沙さ美みにとってはこちらの『教授御前』で呼ばれる環境の方が居心地は良く、素直に自分を出せたと思います。




『恩おん讐しゆうアグレッサー』

　鬼教官、キツ目の女教師っぽいキャラクターを想定しています。見た目はギスギスなのに生徒を助けてくれた人には恩に報いる、普段は戦わないのに教え子を殺した召しよう喚かん師しは地の果てまで追い駆ける、とすでにあっちこっち多方面にデレの片へん鱗りんが隠しきれていない辺りがお気に入りです。




『呪い人形』

　字じ面づらとしては極めてスタンダードなオカルトっぽい通り名です。依より代しろなのにブラッドサインを握る人。召しよう喚かん師しが被召物マテリアルを管理する、という構造のブラッドサイン式ですが、ここに風穴を空けるための試作の一つとなっています。




『ござるサマナー』

　作中のマスコット、ござるザムライから膨らませた着ぐるみ召しよう喚かん師しです。一見イロモノですが、世界中にトイドリーム系の街や商品が溢あふれ返かえっている世界観の中なら、顔を隠してどんな国や地域にも紛れ込める究極の迷彩として機能するのかも……？




『獅し子しの心臓』

　あるいはマックスの『完全勝利パーフエクトゲーム』よりも名前負けしているかもしれない通り名です。これについては愛あい歌かのホワイトライガーもそうなのですが、竜や犬は結構あちこちで使うものの、何気に虎や獅子はあまりよそでは使わないモチーフかもしれません。




『ハーレムコレクト98』

　ブラッドサインの世界には実力に付随するカリスマ性から（恭きよう介すけ含む）意図せずハーレム状態を作ってしまっているキャラが何人かいますが、初めから自覚的にハーレムを作りたくて召しよう喚かん師しをやっているキャラがいても良いのかなと。九八は単純に射止めた人数ではなく、一〇〇人の内二人逃してしまった、というレコードについたキズの象徴です。……他人からつけられた通り名でキズが強調されているのは、やっかみによるものですね。




『アンプリファイア５００』

　単純にアンプと５００の組み合わせ。マックスと組んでいる調香師エリ＝スライド単独の通り名です。彼女、二巻でこっそり殺されてドラム缶にアスファルト詰めされているのですが、『雨中の少女』や恭きよう介すけ母ははのような『直接救済対象者』ではないので、変な力は宿っていません。緑リユウ娘ニヤン藍ラン同様、依より代しろだけで価値を持つ稀き少しような人物でもあります。テクノロジー方面のチートぶりでは、アザリアと並んでいますね。……ここは幼女が強い世界なのか。




『ヒューマニズム』

　旧『ガバメント』の、表向きの支配者。人間の強さを信じる、という己の主義を通して被召物マテリアルと向き合ってきた真正面からの最強キャラです。何があっても人間としての希望や可能性を放棄しないので、『白き女王』に毒される事もありません。そういう意味では、やはりアワード１０００『止まり』のエルヴァスト以上の器を持っています。あるいは強過ぎたから、『秘匿大戦』で引ひき際ぎわを誤って命を落としてしまったのかもしれませんね。




『百害の王オープンブラフ』

　百害あって一利なし、手札を公開しても全てブラフ。『ガバメント』の『ヒューマニズム』がああなので、対となる存在は何かというところから膨らませていきました。実力はゼロなのに旧『イリーガル』のてっぺんに立ち、イカサマによって順当に回る世界を崩していく裏社会の王。しかし彼は自分の力が偽にせ物ものと分かっているからこそ、誰よりもストレートな実力に焦がれる人物でもありました。本人が何と言おうが世界のみんなを守るためにブラッドサインを手に取り、最後の最後まで戦って命を落とした『本物』の召しよう喚かん師しです。




『完全平衡』

　そしてこちらが面倒臭くなって途中で逃げ出したクソ野郎。旧『フリーダム』の表向きの長ではありますが、自分の自由を重んじるためどの勢力にも肩入れをしない、という無責任の塊のような意味での『平衡』です。正体は何よりも自分の眠りを重視する未み踏とう級きゆう大三角『黄の鰓』。かの存在の眠りを妨げる者、その一切を嚙かみ砕くだく……という典型的な封印された召喚モンスターですね。善でも悪でもなく、そもそも現実世界の悲喜こもごもに興味がないキャラですが、人間が『己の力だけ』で倒せばデレて現実と向き合ってくれるかも。普段は究極的に寝起きが悪くていつまでも布ふ団とんにしがみついているんだけど、有資格者がそっと声をかけた場合のみ目元をごしごし擦りながら渋々起きてくれるとか最高に萌もえません？




『冒ぼう瀆とくインスピレーション』

　マリアと同じく研究職の飽あく浦らの通り名。マッドサイエンティストですが、こういう役もお話作りには必須です。順当に研究成果を積み重ねる学者というよりは、一瞬の閃ひらめきで突き抜ける発明家タイプ。変人故のズタボロな対人関係や社会性のフォローについては頭の良さに頼り切りになっています。




『世界の果てワールドコンプリート』

　伝説の召しよう喚かん師しにして旧三大勢力の長、信楽しがら真ま沙さ美みの通り名です。由来については三大勢力の全てを渡り歩いて、隅々までアワードを狩り尽くした事から。今回、死のない世界を顕現させる神としての力を発揮しましたが、実は二巻で勇はや斗とや紅べに小こ道みちがやろうとした死のない世界もまた、ベースとなる理論に『世界の果て』という言葉がありました。彼女も秘匿大戦では『黄の鰓』同様に途中で戦いを放棄した召しよう喚かん師しですが、その理由は『たとえ戦争に負けても、残された子供達（＝『白き女王』含む）に必ずチャンスを与える』という考えに基づくものです。負けた場合は潔いさぎよく死ぬ『ヒューマニズム』と違い、世界中から卑ひ怯きよう者ものと言われようが己の強さを周りへは押し付けなかった形ですね。




『極彩ミュージアム』

　人間すらモノとして蒐しゆう集しゆうする、歪いびつな趣味を持った人間として。手に入れたコレクションについては、興味をなくすけど捨てられない、というゴミ屋や敷しきのような有り様を想定しています。暴力を振るわない人ならみんな平和主義者であるとは限らない訳ですね。




『デリバリーＨ２Ｈヘヴントウヘル』

　天国から地獄へお届け。運んでいる商品が確実に不幸を生み出す、あるいは商品『そのもの』が不幸になる、と分かっていながら淡々と輸送する運び屋の召しよう喚かん師しです。ひょっとすると、幼い恭きよう介すけが担になっていた精密誘導ミサイルの別の形かもしれません。




『ザ・セイント』

　絶対に何か裏があるだろう、という前提での真っ白な名前で。実際には聖女と魔女の二面性を使いこなすキャラで、かつ、コイントスによって召しよう喚かん師しと依より代しろ、どちらが主導権を握るかも入れ替えてしまう人物になりました。魔女が本性、実はドＭ、などの偏りがある訳ではないのでご注意を。優れた実力はあっても確たる自分がない、という意味で一巻のアザリアとはまた別の方向に伸びています。




『オールアラウンドアーマメント』

　３Ａという略称については、当然ながらバストサイズの遊びも含まれています。改造チャイナドレスのあの人とは違う、見た目は薄着でも中身は暗器でぎっしりの人。暗殺者ではありますが、その可か憐れんな容姿を利用して自前の武器庫を丸ごと敵陣へこっそり運び込んでから大きな被害をもたらす、トロイの木馬のようなイメージです。




『１０００を超える者サウザンドイーター』

　厳密にはエルヴァスト単体ではなく、アワード１０００達成者を示す称号です。ただし現在の時系列において達成可能なのは彼しかいないため、自動的にこいつの通り名となっています。『白き女王』一発召喚という必勝法を編み出してしまったが故に、あらゆる戦いに飽きて錆さびた王。人間でいたかった彼にとっては、１０００に近づいていくアワードは破滅へのカウントダウンそのものです。『ガバメント』のてっぺんが我欲の塊というのも、そもそもそれ以前に自分は一人の人間だぞという意思の表れですね。もう少しだけ強ければ、恐怖を克服した『ヒューマニズム』と並んでいました。




『ドクトルＳ』

　恭きよう介すけの父親が使う通り名なので、とりあえずＳは必須。研究者としては五巻の飽あく浦ら寄りですが、見た目は欲望を覆い隠せるし、自分でも戦えるし、世渡りできる分だけ余計に手が負えません。飽あく浦らが自分の発想（あるいは妄想）に振り回される通り魔タイプなら、こちらは表面上なら完璧に社会と適合し水面下で淡々と欲望を満たすシリアルキラーですね。人間としての強さを追求した『ヒューマニズム』や信楽しがら真ま沙さ美みとは対極で、研究のためなら何でもやった人物。救いようのない悪人ですが、彼のような人間でなければ、そもそもブラッドサイン式の扉が目の前にあっても開かなかったでしょう。




『国家と結婚した花嫁ノーブルブライド』

　わらわ、母、私の三側面を矛盾なく使い分ける怒ど涛とうのママキャラ、シンセアリアの通り名です。お母さんである以上は旦那さんが必要なのですが、そのイメージを可能な限り払ふつ拭しよくするべく『国家と』とつけています。バツイチは禁句ですよ。……一見するとアットホームで家族思いのお母さんですが、召しよう喚かん師しレイチェルとの会話をよくよく深掘りしてみるとあちこち不穏な引っかかりが見え隠れしているのがポイントです。




『女王極刑』

　七巻で『色彩なき童女』を使って『白き女王』を殺害した直後から恭きよう介すけにつけられた、二つ目の通り名です。主に敵対者から呼ばれるもの。色々考えたのですが、女王を殺し、その死を広く知らせるもの、という訳で失墜した権力者に対する公開処刑をモチーフにしています。まだ恭きよう介すけが呪縛に囚とらわれていた頃の話で、『白き女王』は恭きよう介すけとイチャイチャするためならボロ布一枚纏まとって両手や首に枷かせをつけられて広場へ引きずられる事もやぶさかではない感じです。『白き女王』はそっと秘めるというより周りに見せつけるタイプのバカップル志望なので、恭きよう介すけを示す名前に女王とついた時にはさぞかし身み悶もだえしていた事でしょう。




『戦争虐殺者ウオークリミナル』

　旧『イリーガル』の王『百害の王オープンブラフ』とは違ったタイプの裏社会の支配者です。無個性をテーマにした少年Ａ、自じ称しよう入いり刈がる太た郎ろう。誰の近くにもいる隣人こそが一番恐ろしい、という悪夢のような理論を体現した究極の凶悪犯です。悪い事と自覚しているのに迷いがない、という意味では密ひそかに苦悩していたエルヴァストよりも救いがないです。恭きよう介すけの手で再起不能にされていますが、逆に言えばあの恭きよう介すけでもこれくらいしか止める方法が思いつかなかった、という極悪人なのです。




『有刺鉄線アイゼンローゼン』

　召喚儀礼そのものに薔薇ばらや花弁といったモチーフを使っていますが、こちらではそこから強化して『鉄の薔薇ばら』というイメージを与えています。アウトローだけどルールをきっちり守る委員長タイプ。ただし彼女が順守を要請するのは国の法律ではなく、犯罪集団としての掟おきての方です。




『轢れき殺さつ処しよ刑けい人にん』

　鉄道マニアな召しよう喚かん師し。しかも轢れき殺さつの方に興味ありという、どこまでも不謹慎な犯罪者です。元々は『予定通りに淡々と処刑していく極悪キャラが欲しい』というところから始まり、時刻表の方へキャラが広がっていきました。規則的な揺れや等間隔で流れていく高圧電線用の電柱などもトランスの導入に使えるかもしれませんね。




『モンスターフリーク』

　神ではなく、獣として被召物マテリアルを取り扱う召しよう喚かん師し。服装もブラッドサインもみんな動物素材ですが、こちらは人間としての己の肉体の弱さに対するコンプレックスが関わっています。文明をもって獣を制する、だから自分は負けていないというキャラですね。ただし動物を毛嫌いしているのではなく、主従さえはっきりすれば可愛かわいがります。




『クリエイションデッド』

　対極の言葉の組み合わせです。死を創る者、という生産性ゼロの召しよう喚かん師し。こういう名前のキャラに裸マントの幼女とかあてがうと破壊力が跳ね上がるのですが、出番なしでした。




『殺人アクロバット』

　こちらも対極の組み合わせから。本来ならギリギリのラインで生き残るための曲芸ですが、その技術の全てを使って殺しの技に発展させた召しよう喚かん師しです。地べたで戦うのではなく、あちこち頻繁に足場を変えて空中戦を挑むタイプですね。自分で励起手榴弾インセンスグレネードを投げて主導権を握れるかどうかで、性能の半分以上が決まります。飛んで跳ねてならサーカスよりもチアリーダーや体操選手の方がハマるかもです。




『破戒僧』

　単純にして明快。この通り名の召しよう喚かん師しが『イリーガル』九〇〇番台に君臨している事が、このキャラの歩んできた道の全てを物語っているのでは。ある意味で徹底的に自分を貫いている人です。そう、たまたま異を唱える者を全て薙なぎ倒たおすほどの高い実力があったが故に、ずっと間違えてきた召しよう喚かん師しでした。




『人形[image: †]劇場型犯罪[image: †]装置』

　ついに使った[image: †]（ダガー）、音声でどう発音するんだという感じですが、通り名はハンドルネームがベースなので声に出して読めない文字や記号でも容赦なく使っていきます。出発点のモチーフは劇場型犯罪で、前後に別の単語をくっつけてカラーを作っています。




（＊個人の通り名ではありませんが、世界観に大きな影響を与えているのに物語的な関わりが薄いので説明が足りなかった組織については以下の通りです）




『クアッドモータース』

　四つ、動力という単語の組み合わせで、アメリカの四軍全ての兵器納入を独占するという馬鹿げた設定を持つ世界第一位の巨大軍需企業です。作中の歪ゆがみの一つであるレプリグラスは、ほぼこの企業がばら撒まいているか、その動きに触発された他国のライバル企業によるものです。

　しかし実態は親米ではなくヨーロッパ寄りで、アメリカがイギリスから独立した時からその内部に潜り込んで動向を観察、あるいは介入するために暗躍してきた一族・マゼンタレイン家です。このマゼンタレイン家は、ヨーロッパ各国の古い血筋を束ねた欧州貴族連盟ラウンドテーブルの一角でもあります（ちなみに彼らは『貴族』の連盟なので、東欧Ｆ国『君主』のシンセアリアなどは合流していません。自分を頂点とするコミュニティを自前で構築できる王は、そもそも同格のメンバー同士で支え合う必要を感じない訳ですね）。

　……別シリーズのインデックスではイギリス、ローマ、ロシアといったヨーロッパ勢が魔術関係を牛耳っていてアメリカはオカルト的な基盤の不足から後れを取っていますが、ブラッドサインでは逆に米国が資金と技術を前面に出す事で存在感を増して欧州勢を突き放しています。軍事関係はクアッドモータースがある程度間接コントロールしているものの完璧とは言い難く、世界中にメディアの影響力と飛び地をばら撒まくトイドリーム社は介入の取っ掛かりを作れず手つかずのまま、という設定です。




『トイドリーム社』

　世界中を玩具で埋め尽くして夢を与える、という考えで活動する巨大な多国籍遊興企業。オカルトは詳しくありませんが、一般人として大金を投じて蒐しゆう集しゆうした本物のオカルト本や骨こつ董とう品ひんからインスピレーションを得た上で、童話や映画を作って爆発的なヒットを飛ばしていきます。

　世界を代表する巨大組織が、実は世界の秘密については何も知らなかった。これもまた、ブラッドサインの世界観における大きな歪ゆがみの一つでもあります。永らく欧州貴族連盟ラウンドテーブルが介入できなかったのは『常に巨額が動いているのに、変な欲がなかったから』なのですが、八巻のブルーフィルムの件で創設者が自滅しています。




『冥めい乃の河かわ神じん社じや』

　冥めい乃の河かわは三さん途ずの川かわ、彼ひ岸がんや蓮れん華げはそのほとりに咲く花というイメージから取っています。現世と異界を行き来する、管理する存在として。……ただ神仏習合があるとはいえ、これだと神社じゃなくてお寺ベースのような？　浄じよう瑠る璃り方ほう式しきというのは人形浄瑠璃から取っていて、木工、服飾、解剖学や関節の習得、人形操作や音楽など多種多様な技術の結晶で、元々は『舞台演劇のような儀式』の道具を作る系譜から女王の神体製造へ進化（あるいは一ヵ所への集約？）していった、という事にしています。

　冥めい乃の河かわ神じん社じやは保有するテクノロジーの割に召喚儀礼の業界への影響力は低いのですが、これは初代の人じん造ぞう依より代しろ・葵あおいを完成させてしまった時点で満足してしまい、わざわざ勢力を拡大する必要を感じなかったからですね。特定の材料が足りない、どうしても図面が完成しない、などの不満や渇かつ望ぼうがあれば、そこから他へ侵攻する原動力を生み出していたかもしれません。ただしその場合、のどかな田舎を守る冥めい乃の河かわ神じん社じやの像は跡形もなく消えていたでしょう。




『恭きよう介すけのクルーザー』

　前提として愛あい歌かが典型的なお金持ちマンションに住んでいるのですが、それ以外で超絶格好良い最強主人公が寝泊まりするのに相応ふさわしい住居は何か。色々悩んだ末にクルーザーという答えに行き着いています。一ヵ所に定住しない事で、いつでもどんなヒロインとでもすぐ別れられるウサギとしてのポジションを作るのも手伝っています。愛あい歌かは高層マンションの最上階を陣取っていますが、恭きよう介すけは街の最下層の海を漂っているのもポイントですね。

　大きな乗り物に泊まる、というのが私の琴線をやたらと刺激するのか本作ではクルーザー以外にも移動要塞、遊覧船、豪華客船などが出てきます。他、よそのシリーズでは大型バスを改造したキャンピングカー、全世界を絶えず移動して行方を晦くらます全翼機、一〇〇台以上の巨大な特殊車両で構築した整備基地、核にも耐えるオブジェクトなどなども。……特に豪華客船はインデックス、オブジェクト、インテリビレッジ、吸血鬼ゾンビ、ぶーぶー、マギステルス、そして本作ブラッドサインと、改めて考えるとかなり登場頻度が高いような？




『城しろ山やま姓せいについて』

　ドクトルＳがつけた偽名であるものの、何故なぜこれを選んだのかは本人にも分からない、という城しろ山やま。何しろ場合によっては歴史を曲げてしまう『白き女王』なので、実は作者自身もここだけ敢あえて最初から設定を与えず空白にして、物語を積み上げていく上で自然発生的にどのような意味が『後付け』されていくか、成長（または歴史の変更？）の実験をしていました。結果、城しろ山やまの子音srymが『白き女王』を意味するiu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjzとは一字も重ならない、という事が判明。物語の進行に合わせて女王にはないもの、補うもの、という意味が与えられました。ただし完全な他人ではなく、城しろ山やまのsiをshiにすると一字重なります。若い男女がＨで重なるとは意味深な!?　偶然も馬鹿にできないというか、これも『白き女王』の導きか……。
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